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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。






また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その者、大たい志しを抱いだき、万事に備そなうる計を持つ。

　他た者しやに媚こびず、富ふう貴きを望まず、従しよう容ようと英えい略りやくをもって他に傑けつ出しゆつする。






　その者、人の限界を知る悲ひ壮そうの賢けん者じや。

　ただの人より生まれ出いで、万ばん民みんの希望を託たくされし万軍の将しよう。




　その口より紡つむがれるは長ちよう久きゆうに残りし数あま多たの機略。

　人の欲を操あやつり、真しん偽ぎを惑まどわし疑念と不ふ審しんを撒まき散ちらす謀ぼう略りやくの使し徒と。

　その両りよう腕うでは人には見えぬ血ち染ぞめの赤。

　人の尊そん厳げんを勝ち得るため、自らの穢けがれを代だい償しように万民を導みちびく。










　第一章　ある士し族ぞくの史








　部屋の外から派は手でな足音が鳴り響ひびき、ジェレイドは顔をしかめた。

「やれやれ。静かな時間は終わりですか」

　乱らん暴ぼうに扉とびらが開かれる。

　先頭切って部屋になだれ込んできたのは、予想通りというべきか、マシューだった。

「ジェレイド！　大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「騒そう々ぞうしいですね。病人が寝ねていることは分かってるはずでしょうに」

　ベッドの上で上じよう半はん身しんを起こすと、眼め鏡がねをかけ直す。

　その部屋は、トゥールスレン城じよう砦さいの一いつ角かくにあった。

　高い地位にある者が使っていたらしく、他の部屋に比べると居い心ごこ地ちもいい。少なくとも解放軍の指導者という偉えらそうな肩かた書がきを持つ者が療りよう養ようするには充じゆう分ぶんな環かん境きようだった。

「なんだ、元気そうじゃねえか。昔から貧ひん弱じやくなおまえのことだからな、てっきりもう死ぬ寸前なのかと思ったぜ」

　マシューはほっと胸を撫なで下ろした。

　続々と訪問者が部屋へ入ってくる。〈風のミ戦ー乙女ア〉を初はじめとした、ベールセール解放軍の幹かん部ぶ級きゆうの者たちだ。

「何よ、余よ裕ゆうがあるならもうちょっとマシなときにぶっ倒たおれなさいよ。あの戦いの後、兵士たちの動どう揺ようを抑おさえるのにどれだけ苦労したと思う？」

　ミーアが腕を組んで憤ふん慨がいする。

「いやあ、その点については申もうし訳わけないとは思ってるんですけどね」

　ジェレイド、倒れる──。

　その一いつ報ぽうは、瞬またたく間に解放軍全体に伝わった。

　王国軍との激戦を潜くぐり抜ぬけ、紙かみ一ひと重えの勝利を得て沸わき返っていたまさにその瞬しゆん間かんに、彼らの指導者は兵士たちの前で血を吐はいて倒れたのだ。事実を伏ふせることなどできようはずもなかった。

「ただですね、これだけは分かってください。僕が血を吐いて倒れたことにするのは、あの時が最高の好こう機きだったということを」

　短い沈ちん黙もくが訪おとずれた。今のジェレイドの言葉の意味を悟さとるのに、少しだけ時間が必要だったためである。

「……どういうことだ、ジェレイドどの？」

　そう問い質ただしたのは、ベルハルトという壮そう年ねんの男だった。

　元もとはある侯こう爵しやくに仕えていた騎き士しだが、主あるじを見限って下げ野やしていたところをジェレイドに誘さそわれ、反乱軍に加わったのだ。元騎士だけあって家か名めいを名乗ることも許されているのだが、何しろ解放軍は総大将ジェレイドすら農民出身で家名など持っていない。それゆえ彼も家名を封ふう印いんし、本名だけを名乗っている。

「つまり、何らかの理由があって、わざわざ兵士たちの前で血を吐いて倒れたということか？」

「ええまあ。ソフィア。例のものを」

「あ、はい」

　ベルハルトの問いに答える代かわりに、ジェレイドは近きん侍じの少女を呼んだ。

　少女が運んできたのは、何かの液えき体たいが入った皮かわ袋ぶくろだった。それを受け取ると、少しだけ傾かたむけて中身を手の平に出す。

　真っ赤な血であった。

「何だよ、それ」と、マシューが訊たずねる。

「紅べに花ばなで染めたただの水ですよ。つまり、あのとき僕は密ひそかにこれを口に含ふくんで、もっともらしく吐き出したに過ぎません」

　部屋を奇き妙みような空気が支配した。

　心配して損そんをしたと安あん堵どする者、あるいはなんと人ひと騒さわがせな男かと憤慨を隠かくせない者。

「ジェレイドどの。そういうことなら我われらも安心できるが、しかしなぜそのようなことを？　あなたのことだ、総大将が血を吐いて倒れたとなれば兵の間に動揺が走ることは分かっていたはずだが」

「もちろん考えがあってのことです。僕がこうすることには二つの利りがあります。一つ、危き機き感かんを煽あおることで浮うかれ気分の味方の気を引き締しめること。勝って兜かぶとの緒おを締しめよと言いますからね。勝利したそのときこそがもっとも油ゆ断だんを生むんです」

「おまえ、つくづくそういうの好きだよな」マシューが呆あきれたように肩をすくめる。「まったく、味方を信しん頼らいしてるんだかしてないんだか分かんねーよ」

「もちろん味方は信頼してますよ。ですが、人間という種そのものについてはいささか信頼しきれないところがありましてね。それにもう一つ、王国軍もそろそろ解放軍侮あなどりがたしと僕たちを警けい戒かいし始めたはずです。しかしここで指導者が病やまいに倒れたと聞けば、また僕たちへの攻こう撃げきの誘ゆう惑わくに囚とらわれてくれるかもしれません。元来、戦いくさとは守りの方が──正確に言えば待ち構える方が有利なもの、向こうから攻せめてくれた方が好こう都つ合ごうなんです。これほどの利があるのなら、下へ手たな芝しば居いの一つも打っておく理由は充じゆう分ぶんですよ」

「分かった分かった、結局おまえはいつも通りってことだな」マシューが苦く笑しようする。「まったく、おまえらしいといえばらしいよな。ミーアとケンカするフリをした次は、病気を患わずらったフリか。おまえ、嘘うそをつきまくって最後には誰だれにも信用されなくなった子供の御お伽とぎ噺ばなしって聞いたことないか？」

「もちろん知ってますよ。一度人を疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おとしいれれば、後はなんでも思い通りになるというすばらしい教訓を教えてくれるあの話でしょう？」

　さすがにそろそろ呆れることすら面めん倒どうくさくなったのか、誰も訂てい正せいしようとする者はいなかった。

「とにかく、このことは末まつ端たんの兵士には伏ふせておいてください。ですが百人長以上の位にある者には伝えてもらって結けつ構こうです。上に立つ者さえ動揺する様よう子すを見せなければ、末端の兵士たちもわりと平へい静せいを保たもっていられるものですから。ベルハルト、兵の統とう率そつはあなたに任せます」

「心得た。だが、本当にそれでよろしいのか？　百人長以上の地位の者となれば、結構な数になる。必ずどこからか情報が洩もれると思うが」

「構いません。いずれにせよ、王国軍に情報の真しん偽ぎを確認する手段はないんですからね。それで動揺の一つもしてくれれば儲もうけモノということです」

「……そういうことか。心こころ得えた。いっそこの際だ、ジェレイドどのも病気ということにしてたまには骨休みなされてはどうか？」

　気分を切り替かえたらしく、ベルハルトはそう提案した。

　自分などよりよほど統率力を持つ男だ。この男さえいれば、とりあえず兵の動揺だけは鎮しずめられるだろう。

「そういって頂いただけると気が楽でいいですね。いずれにせよ、他の皆みなさんも怠おこたりなく戦いの準備を進めてください。王国軍もすぐには動けないでしょうが、それも時間の問題ですので」

「へいへい、分かったよ」

　自分だけ仮け病びよう使ってよく言うぜ、心配して損した、などと呟つぶやきながらマシューたちが部屋を出て行く。

　だが、一人だけその場を動かない者がいた。ミーアである。

「ミーア、どうした？　行かないのか？」

　彼女の護ご衛えいであるルークが訊ねる。

「ごめん、悪いけど先に行っといてくれない？　この病人とちょっと話しておきたいことがあるから」

「分かった。外で待ってる」

「ええ、お願い」

　やがて看かん護ご役やくのソフィアとミーアとの三人だけになると、ジェレイドはやや顔を強こわ張ばらせた。ミーアの表情が、先ほどと打って変わって厳きびしいものになっていたためである。

「さて、僕に話しておきたいこととは何でしょう？」

　ミーアは答えなかった。代わりに、ソフィアの方を向く。

「ねえソフィア。あなたは知ってるんでしょ？　ジェレイドの体のこと」

「……え？　あの、それはどういうことでしょう……？」

　ソフィアもソフィアなりに誤ご魔ま化かそうとしているらしい。だが、元々根の正直な少女である。その態度には動揺がありありと見て取れた。

「嘘はつかなくてもいいわ、どっちにしろあたしは分かってるから。ジェレイド。みんなの前じゃ、うまいこと誤魔化したわね。さすがに口だけは達たつ者しやだわ」

「……分かりませんね。さっきから何のことを言ってるんです？」

「とぼける気？　じゃああんたみたいに回りくどく言ってやろうかしら。さっきあんた言ったわよね？　味方の前で血を吐いてぶっ倒れることで二つの利があるってヤツ。あたしならそこに三つ目を付け加えられるわ」

「へえ。それは是ぜ非ひ伺うかがいたいものですが」

「簡単なことよ。指揮官が病気のフリをする必要があったってもっともらしい理由を後あと付づけすることで、あんたが本当に血を吐いてぶっ倒れた事実を誤魔化せるってことよ」

「…………」

　ジェレイドは眼め鏡がねをかけ直すフリをして、思考を切り替える時間を稼かせごうとした。

「なんでそう思ったんです？」

「できればそこは聞き返すんじゃなくて、否ひ定ていして欲ほしいところね」

「しまった、それは迂う闊かつでした」

　平へい然ぜんと言ってのけるジェレイドに対し、ミーアは落らく胆たんしたように息を吐いた。

「いつ気付いたんですか？」

「あたしだってあんたが血を吐くところを間ま近ぢかで見てなかったら多分気付かなかったわ。あれはとても演えん技ぎには見えなかったし、赤く染めただけの水にしてはやたらと本物っぽかったしね」

「……なるほど。よくよく考えれば、僕の周まわりには本物の血を見み慣なれている人しかいませんでしたね」

「誤魔化さないで。そんなことより、本当にまずいの？　あんたの体」

「大丈夫ですよ、ソフィアの治ち癒ゆもありますからね。現にこうしてあなたとも普ふ通つうに接してるじゃありませんか。それにしてもあなた以外の人たちはちゃんと騙だませてたってことは、僕の演技力もだいぶ育ってきたってことですかね？　この戦いが終わったら役者でも目め指ざしましょうか」

「……あくまで茶ちや化かそうってわけね」

　ミーアはくすりともしなかった。

　これ以上ほら吹ふきの言葉を聞いても何も得られないと悟さとったのか、ジェレイドを無む視ししてソフィアに訊たずねる。

「ねえ、本当に問題ないの？　こいつの体」

「……はい。大丈夫だと思います」

　そう答えつつも、ソフィアの表情はどこか硬かたかった。

　だがミーアも嘘のつけないソフィアをこれ以上問い詰つめるのは可か哀わい想そうだと思ったのか、諦あきらめたように息を吐いた。

「もういいわ。どうせあんたのことだから、あらゆる状じよう況きように対応できるよう準備してるんでしょ？」

「ええ、そう思っていただけると助かります」

「はあ。まったく、あたしに面めん倒どうばかり押おし付けて。知ってる？　あんたがぶっ倒れてから、兵士たちがなんて言ってるか」

「さあ、それは知りませんね。何と？」

「たとえあんたがいなくても、〈風の戦いくさ乙おと女め〉がいるならなんとかなるだろうって」

「いいことじゃないですか」間かん髪はつ入れずに言ってのける。「それだけあなたが兵士たちに信頼されているということです。そういうことなら僕としても、いつでも療りよう養よう生せい活かつに入れるというものです」

「馬ば鹿かなこと言わないで。あたしにだけ苦労押し付けて、自分だけ楽らくする気？」

「そう言わないでください、僕もただ寝ねてるつもりはありませんから。これはまだ誰にも言ってませんが、僕が病びよう床しようの身にあることにはもう一つだけ目的があるんです。それも、あなたのご希望に添そうためにね」

「あたしの希望？　何のこと？」

「〈赤の悪あく魔ま憑つき〉ですよ。あの騎き士しについて対たい処しよするなら、指導者としての立場はいささか邪じや魔まです。いっそ僕は病気で寝ていることにしておいた方がいいでしょう」

「……あんたねえ」

　ミーアはぎろりとジェレイドを睨にらみつけた。〈赤の悪魔憑き〉の危険性を説とき、何らかの手を打つよう進しん言げんしたのは他ほかならぬ彼女である。

　手を打つ──この場合、取れる手しゆ段だんは二つだけだ。〈赤の悪魔憑き〉を説得して仲間に引き入れるか、あるいは排はい除じよするか。

　どちらの方法を選せん択たくするにせよ、少なくとも一軍の最高指導者が独どく自じに動いているということは伏ふせておくべきだろう。外がい聞ぶんが悪すぎる病床の身というのは格かつ好こうの隠かくれ蓑みのだ。

「相変わらず卑ひ怯きようよね。そう言われたら文もん句くのつけようがないじゃない」

「最近気付きましたが、卑怯というのは僕にとって最高の褒ほめ言葉みたいですよ？」

「はいはい、分かったわ。じゃあせいぜい養よう生じようしながら悪わる巧だくみでもなんでもしてなさい」
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　これ以上話をしても意味がないと思ったのか、肩をすくめながら部屋を出て行こうとする。その背せにジェレイドはもう一度声を投なげた。

「あ、それからミーア。外へ行くのでしたらオリビアを呼んできて頂けますか」

「解放軍の英えい雄ゆうをパシリに使うのはあんただけよ」

　扉とびらが閉しまるのを見届けると、ジェレイドはソフィアを振ふり返った。

「実のところどうなんでしょう、ソフィア。僕の体は」

　ソフィアは深刻な表情を隠かくせない様子だった。

　もともと嘘のつけない少女であるが、こういうときは嘘でいいから大だい丈じよう夫ぶですと言って欲しいものだと思う。

「……正直、分かりません。できることはしましたけど、わたしなんてまだ未み熟じゆくですし……。ただ、〝神の慈じ悲ひ〟は人の本来持っている色々な力を高めるためのものです。でも、ジェレイドさまの生命力自体が、少し……弱まってきていて……」

「なるほど。そうですか」

〝神の慈悲〟こと白魔術は、人の本来持つ様々な力を高めるための力。つまり、自分自身が弱っていてはどうにもならないということだ。

「で、でも大丈夫ですよ！　弱ってるっていっても、本当にほんのちょっとだけですから！」

「そう言って頂いただけると助かります。ええ、そう簡単にくたばったりはしませんよ。あなたも傍そばについててくれるんですからね」

　口ではそういいつつも、ソフィアの言葉にはジェレイドも頷うなずかざるを得ない部分があった。

　これまでも、戦いの日の朝に気分が悪くなったり、咳せきに血が混まじることは度たび々たびあったのだ。

　だが、あれだけ大量の血を吐はいたことなど一度もない。そもそも、咳に血が混じるということ自じ体たい、普ふ通つうの人にはありえないことなのだとも思う。

　──もうしばらくは、健けん康こうでいたいんですけどねえ。とりあえずもうしばらくは。

　解放軍には今しばらく自分が必要なのだ。密かに考えていたあの悪あく魔まのごとき計画を、やはり実行に移すべきかもしれない。

「お呼びでしょうか、ジェレイドさま」

　新たな訪問者が一人、入ってくる。

　オリビアという若い女性だ。いささか冷たい雰ふん囲い気きをまとっているが、むしろそれは理知的と表現すべきだろう。解放軍に多た大だいな援えん助じよをしているある人物の娘むすめで、現在はジェレイドの副ふく官かん、あるいは秘ひ書しよ官かんといってもいい立場にある。とにかく数字の扱あつかいや事務仕事に秀ひいでていて、補ほ給きゆうの現げん状じようなど、解放軍のあらゆる実情を知り尽つくしている。

「オリビア、あなたにお願いしていた例の件なんですが」

「はい、一いち応おうアレス・ファノヴァールという騎士について、ご命めい令れい通り調査はしておりますが」

「それはよかった。早さつ速そくで申し訳ありませんが、お聞かせ願えませんか？」

「ですが、また調査の途と中ちゆうですよ？　ここから王都やレストニア領りようまでは距きよ離りもあって、今ご報告できそうなことといえば、アレスの生おい立たちぐらいのことしかなく……」

「構いませんよ、今はそれだけ分かれば充分です。聞けばファノヴァール家というのは長い歴史を持ってるようですしね。敵てきを知らざればなんとやら、まずアレスという騎士がどのような人物なのかを知りたいだけですので」

「分かりました。その程度でしたらすぐご報告できると思います。では報告書を取ってきますので」

「ええ、頼たのみます」




　近この衛え騎士アレス。またの名を、〈赤の悪魔憑つき〉。

　その戦せん績せきは「馬ば鹿かげている」の一ひと言ことに尽つきる。

　キホルテ平原の戦いにおいては、反乱軍の誇ほこる猛もう将しようディオールをただ一いつ刀とうの下もとに切り伏ふせ、さらに千人の軍ぐん勢ぜいの中へただ一人で飛び込み、二本の剣けんを縦じゆう横おう無む尽じんに振るってその戦線を崩ほう壊かいさせた。

　マイエルムでは、急きゆう造ぞうとはいえ堅けん牢ろうな砦とりでを築きずいていた解放軍の別べつ働どう隊たいを、たった三百の手て勢ぜいで攻せめ寄せ降こう伏ふくさせた。

　さらにその後、驚おどろくべき速度で王国軍と解放軍との決戦が行われていたトゥールスレン平原に駆かけつけ、敵本ほん陣じんへ奇き襲しゆうを仕し掛かけた〈風の戦乙女〉の前に立ち塞ふさがった。これにより解放軍は、王国軍の本陣を物ぶつ資しと共ともに焼き払はらうという計画を断だん念ねんせざるを得なかったのである。

　あまりにも馬ば鹿かげた戦績だが、これはすべて歴れき然ぜんたる事実なのだ。

　もっとも、ジェレイド自身は未いまだアレスの戦いぶりを直接目にしたことはなく、その馬鹿げた戦績も、どこかしらで尾おひれがついたものだろうという疑いは拭ぬぐえていない。常じよう識しき的に考えて、千の敵を相手にできる戦士などいるはずがないのだから。

　だが、アレスにただ一刀で倒たおされたディオールのこともある。あの男は、反乱軍の兵の数が五百に満みたなかった頃ころから共に戦ってきたもっとも頼たのもしい仲間の一人だった。その強さはよく知っている。いかなる状況にも動ずることなく、巨きよ大だいな剣を操あやつり兵士たちの先頭を切って敵陣を切り崩くずしてきた。ディオールがいたからこそ、ディオールの強さを信じることができたからこそ、ジェレイドは安心して後こう方ほうから指揮ができたのだ。

　そのディオールでさえ、〈赤の悪魔憑き〉にいともたやすく敗やぶれ去さったという。人ひと並なみ外れた力を持っているということは明あきらかである。

　対処する必要があった。それにはまずアレスのことを知らなければならない。

　彼を敵とするにせよ、あるいは──味方に引き入れるにせよ。




　……報告書を手にしたオリビアは、いつも通り淡たん々たんとした口く調ちようで語り始めた。

「武門の名めい家かたるファノヴァール家の歴史は、ベールセール王国建国の歴史と共ともにあります。たとえば、初代国王ベルセルム一世は次のような言葉を遺のこしています。『もしファノヴァール家が王位を望めば甘あまんじて貸かし与あたえよ。我わが王家にはそれだけの借かりがある』

　──と。しかしその後のちもファノヴァール家の当主たちは、打ち立てた功績に見合わぬ低い地位と小さな領地だけで満足し、国家に貢こう献けんを続け、その忠ちゆう誠せいに陰かげりを見せたことなど一度もないそうです」

「まさしく、騎き士しの鑑かがみですね」

　ベールセール王国に存在するすべての貴族や騎士がそのような尊そん敬けいに値あたいする者ばかりだったら、反乱軍などというものが生まれることはなかったかもしれない。

　しかし、今はそのファノヴァールの騎士がもっとも大きな障しよう害がいとして反乱軍の前に立ち塞がろうとしている。

　なんとも皮ひ肉にくなものだと、ジェレイドは自じ嘲ちようした。

「初代ファノヴァール家当主は、名をマルスと言いました。百年ほど前、このベールセールの地は古いにしえの帝てい国こくの支配が崩れ去り、少数の部族が乱らん立りつし争い合うという混乱の時代にありました。……と、この辺あたりはジェレイドさまもご存ぞん知じと思いますが」

「ええ、そうですね」

　当時はどの集落も外敵を防ふせぐため石いし垣がきを作って外との交流を断ち切り、生活を切り詰つめることまでして軍隊を編へん制せいした。この時期は新あらたな文化や文明が生まれることもなく、それゆえ〈暗くら闇やみの時代〉と称しようされるほどである。

「その暗闇に光を灯ともしたのが、初代ベールセール王国国王ベルセルム一いつ世せいです。ベルセルム一世には、生まれつき人を惹ひきつける人間的魅み力りよくのようなものがあったと言われています。彼はまず自分の部族を完全に統とう率そつすると、周辺の部族を次々と支配、あるいは従じゆう属ぞくさせ、ついには一大王国を作り上げました。その建国を、武力の面で支ささえたのがマルスです」

　その辺りまでは、ジェレイドも知っていた。

　マルスはベルセルム一世と兄きよう弟だい同どう然ぜんに育ち、彼が旗はた上あげすると常つねにその先せん鋒ぽうで剣けんを振るった。

　その戦績たるや凄すさまじく、たった一騎で千の兵に相当したなどと言われ、武勇伝は今も吟ぎん遊ゆう詩し人じんによって語り継つがれている。ベルセルム一世がマルスの剣に救われたことは一度や二度ではなく、王国建国はマルスというたった一人の武人なしには成なし得えなかったとさえ言われている。

　王国建国以後も、マルスの活かつ躍やくはとどまるところを知らなかった。

　当時、国が成立したといえど、多くの争いの火ひ種だねがくすぶり続けていた。そんな中、マルスはほとんど休息さえ取らず、国中で剣を振るいつづけ、争あらそいの火を次々と鎮しずめていったという。

「ただ、マルスは生しよう涯がい独どく身しんを貫つらぬいたことでも知られています」

「へえ。それは聞いたことがありませんね。なんでまたそんなことを？」

「はい。『もし妻子を得ることで剣が鈍にぶるようなことがあっては騎士の名な折おれ』というのがその理由だったそうです。しかし王国最強を謳うたわれた騎士が生涯独身とあっては後進の騎士たちによからぬ影えい響きようを与えかねないと、ついには国王直々に説せつ得とくされたほどだったとか。それでもなかなかマルスは妻つまを娶めとろうとしませんでしたが、国王に世よ継つぎが誕たん生じようした王国暦五年になって、ようやく戦友の残した赤あか子ごを養よう子しとしてもらい受けることとなったんです。これが二代目のファノヴァールの騎士ケヴィンです」

　いささか病びよう的てきですね──それがジェレイドの率そつ直ちよくな感想だった。

　グリア大陸では先祖の血と名を後こう世せいに伝えることこそが最高の孝こう行こうであるとされている。それは種の生せい存ぞん本ほん能のうに基もとづいたもっとも自然な行動であるという点で、ジェレイドも異論はない。

　初代ファノヴァールの騎士は、その孝行の道を閉とざすことになってでも、国家に忠ちゆう誠せいを果たそうとしたのだ。それを病的と言わず何と言おうか。

「ケヴィンは血こそ繋つながっていなかったものの、養父を実の父のごとく敬うやまい、そしてファノヴァールの名を引き継ぐに相ふ応さわしい大たい器きに成長しました。特にケヴィンの名が知れ渡わたったのは、レアニール連合王国との戦争です。王国暦五〇年、ケヴィンが四七のとき、ベルセルム二世の長男にして次期国王とされていた王おう太たい子しが暗あん殺さつされるという大事件が起きました。その結果、ベルセルム二世も悲しみの末すえに亡なくなり、王国暦五一年、ベルセルム二世の次男がベルセルム三世として即そく位いしました。俗ぞくに言う、〈流りゆう血けつの御み代よ〉の始まりです」

〈流血の御代〉。王国暦六〇年生まれのジェレイドはその時代の酷ひどさを知らないが、とにかく不ふ吉きつな呼び名に相応しい時代だったらしい。

　その者、乱らんを好み、禍わざわいを国にもたらす──。

　ベルセルム三世は王太子である兄と常つねに比くらべられるようにして育った。しかし兄ほど優ゆう秀しゆうとは言いがたかった彼は、その言げん動どうのすべてが叱しつ責せきの対たい象しようとなった。

　そうして押おさえ続けられた鬱うつ憤ぷんが、国王となって完全に暴ぼう発はつしてしまったのだ。彼は美び酒しゆと美食、剣術と馬術を好み、莫ばく大だいな血けつ税ぜいを投とうじて大だい規き模ぼな狩しゆ猟りようや馬ば上じよう槍そう試合を何度も開かい催さいした。諫かん言げんする者には容よう赦しやのない死を与え、国民には圧あつ政せいと重税が加えられ、怨えん嗟さの声はたちまち国中に充じゆう満まんした。

　特に彼は兄を優ゆう遇ぐうした実の父に対し、強い憎ぞう悪おを抱いだいていた。しかしその父はすでに亡なくなっていた結果、彼の憎悪は父の血を引く全ての者たちへと向けられることとなる。こうして血を分けた兄弟や親族との血みどろの内戦が始まった。

　国中で争いが起きた。命いのちを狙ねらわれた王族が、重税に苦しむ民みん衆しゆうと一体となって起こした極きわめて大規模な反乱である。だがベルセルム三世は、これで堂々と親族の首くびを討うつ大たい義ぎ名めい分ぶんが立ったとばかり、持ち前の勇ゆう猛もうさで自みずから軍勢を率ひきいて容よう赦しやなくこれを鎮ちん圧あつしていった。現在、公こう爵しやくの位にある貴族が皆かい無むなのはこのせいである。

　もはやベルセルム三世に逆さからう者はいなくなり、国力は凄すさまじい速さで低下していった。

「レアニールが大だい規き模ぼな侵しん略りやくを開始したのはこのときです。レアニールは六つの王国から成り立つ連合王国ですが、当時はその王国の一つが大きな力を持ち、他の五国を属ぞつ国こく同然に従したがえ、その国力は天を衝つかんばかりでした。反対にベールセールは乱れに乱れており、レアニールからすれば、このときほど侵略に適てきした時じ節せつはありませんでした」

　彼らの戦略的な判断は大おお筋すじにおいて誤あやまっていない。ジェレイドもそう思う。

　だが、彼らは二つのことを見誤っていた。

　一つはベルセルム三世の人となりである。ベルセルム三世は強ごう欲よくな暴ぼう君くんであったが、それゆえに自分のモノに手を出されることに我が慢まんがならない性格だった。

　二つ目は、ベルセルム三世は農民や商人、そして貴族からは嫌けん悪おされていたが、唯ゆい一いつ、騎士を初はじめとする軍人からは支し持じされていたということだ。それはベルセルム三世が武を好み、彼自身傑けつ出しゆつした武人だったことに起き因いんする。だからこそ、王族さえ加か担たんした大きな反乱を迅じん速そくに鎮しずめることができたのだ。

「こうして第二次シエゴラス戦せん役えきの名で語かたり継つがれる大規模な戦いが繰くり広げられることとなりましたが、勇ゆう猛もう果か敢かんという点においては右に並ならぶ者のないベルセルム三世に率いられたベールセール軍は、見事レアニール軍を打ち破りました。そしてこのとき、ベルセルム三世の名に隠かくれがちではあるものの、ケヴィンもまた大たい功こうを打ち立てその名を世に知らしめました。もっとも、この戦いの後、ベルセルム三世は連れん日じつのように開いていた戦勝の宴うたげの直後、急きゆう死ししています。暴ぼう飲いん暴ぼう食しよくが原因だったとされていますが、いずれにせよこうして〈流血の御代〉はあまりにもあっけない終しゆう焉えんを迎むかえました」

　暴君とされたベルセルム三世の死に、国民が落らく胆たんするどころか歓かん喜きしたのは当然の結果だった。だが、ここで一つの問題が生じた。跡あと継つぎがいなかったのだ。

　ベルセルム三世には、唯一、他の王と違うところがあった。異い性せいに興きよう味みを示しめさなかったのだ。騎士たちの支持が得られたのもそれが原因だったのではないかという妙みような説があるほどだ。

　当然子がいるわけもなく、親族もほとんどが処しよ刑けいされていた。

「ですがどうにかベルセルム二世のご落らく胤いん、つまりベルセルム三世の腹はら違ちがいの弟が見つけ出され、即そく位いしたのが現在のベルセルム四世です。同じ頃ころ、〈流血の御代〉を生き抜ぬいたケヴィンも騎士を引いん退たい。その息子ジェラルドが三代目として家か督とくを引き継ぎました。ジェラルドは、第三次シエゴラス戦役において、大功を打ち立てた騎士で──」

「第三次シエゴラス戦役？　ジェラルド!?」

　不意にジェレイドが声を上げたために、オリビアは報告書を読むのを止めなければならなかった。

「あの、何か？」

「今、あなたはジェラルドと言いましたか？」

「ええ、言いました」

「そうですか。いえ、すいません。聞き覚おぼえのある名前が突とつ然ぜん出てきたもので」

　第三次シエゴラス戦役のことはよく知っている。今から七年前の王国暦七六年に、三度目となるレアニールの侵しん略りやくに端たんを発はつした戦役である。当時十六歳さいだったジェレイドも、とある国こつ境きよう沿ぞいの城じよう砦さいに徴ちよう兵へいされ、戦うことを強きよう要ようされたのだ。

「……思い出した」

　ジェラルド。いかなる偶ぐう然ぜんか自分と良く似た名を持つその騎き士しのことを、ジェレイドは知っていた。

　──そうか。ファノヴァール、ファノヴァールとあちこちでよく聞く名だとは思ってましたが、そんなところから縁えんがあったんですね。

　とっさに思い出せなかったのも無理はない。何しろ七年も経たっているし、その相手と直接会ったわけでもなかったからだ。

　ジェレイドが徴兵された国境の城砦。そこで待っていたのは、極ごつ寒かんの地での地じ獄ごくのような戦いの日々であった。特に厳きびしいのは補ほ給きゆうだった。ただでさえ土地の痩やせている北の地に、近きん隣りんから多数の兵士たちを集めたのである。その上、当時ベールセールの北部一いつ帯たいにはすでに多数のレアニール兵が侵しん入にゆうしており、彼らは国境城砦への補給物ぶつ資しをことごとく強ごう奪だつしていったのだ。

　どれほどの堅けん城じようであっても、食べ物がなくなってはどうしようもない。

　だが、いよいよ状じよう況きようが危き機き的てきになったある日、城砦に大量の補給物資が届いたのだ。

　ファノヴァール伯はくジェラルドという名を耳にしたのは確かそのときだ。聞いた話によれば、彼は輸ゆ送そう隊たいを護ご衛えいする部隊の隊長を務つとめており、勇ゆう猛もう果か敢かんな戦いぶりで、襲おそい来る敵兵から物資を守り抜いたのだという。だがその際に彼は重じゆう傷しようを負おい、城砦に辿たどり着くことはなかった。

　実際に会ったわけではなく、人ひと伝づてにその名を耳にしただけなのだ。忘れかけていたのも無理はない。

「オリビア。ジェラルドというのは三代目だと言いましたね？　つまり、彼こそが〈赤の悪あく魔ま憑つき〉の父親なんですね？」

「ええ、そうです」

　人の縁とは不ふ思し議ぎなものだとつくづく思い知らされる。

　あのとき、ジェラルドが持ってきた補給物資がなければ、城砦は確実に陥かん落らくしていた。そうなれば自分も生き延のびることはできなかっただろう。一度はファノヴァールの騎士に助けられ、そして今はファノヴァールの騎士に苦しめられているというわけだ。つくづく、蒼そう神しんラクリナースの気まぐれを不思議に思う。

「あの、続けてもよろしいでしょうか？」

「ええ、お願いします」

　オリビアは再び手元の報告書に目を落とした。

「その後、ジェラルドは療りよう養ようのため故こ郷きようへ帰った後、亡なくなりました。家か督とくを相そう続ぞくしたのがファノヴァール家四代目当主となるアレスです。これが王国暦八二年、彼が十七のときですが、アレス自身の名が世に出たのは王国暦七七年、彼が十二歳のときのことでした」

「へえ。何があったんですか？」

「当時、彼は子供ながらずば抜けた剣けん術じゆつの持ち主でした。一いつ説せつによれば、大人の騎士に匹ひつ敵てきするほどだったとか」

「こ、子供が騎士に勝った……!?」

　十二歳の子供が大人の騎士に勝つ。

　現在伝え聞く馬ば鹿かげた活かつ躍やくぶりから考えれば不思議なことではないのかもしれないが、人間離ばなれしているにもほどがあると思う。

「やがてその腕うでとファノヴァール家という家いえ柄がらの良さを買われ、クラウディア王女の護衛となったそうです。そして同年、クラウディア王女が暗殺者の一いち団だんに襲しゆう撃げきされるという事件があった際、アレスはたった一人でこれに立ち向かい、その全員を斬きり殺ころし王女を救すくうという大たい功こうを上げたと言われています。ただ、一国の王女が暗殺者に襲われ、しかもたった一人の子供を除のぞいてそれを阻はばむことができなかったという大だい失しつ態たいを伏ふせるため、この功が公おおやけにされることはありませんでした。もっとも、王城内では公こう然ぜんの秘密となっているそうです。さらに、アレスの経けい歴れきはこれにとどまりませんでした──」

　王国暦八一年、十六歳のときに騎士叙じよ勲くんを受け、さらに王国暦八二年に近この衛え騎士となっている。十七歳の近衛騎士は歴代最年少であった。また、同年行われた近衛騎士たちの馬上槍試合で優勝を果たしている。もちろんこれも史上最年少である。

　さらに、直後発生したクラウディア王女誘ゆう拐かい事件において、王女を無む傷きずで救い出すという大功を立てる──。

「なるほど。人々が英えい雄ゆう視しするのも道どう理りですね」

　馬鹿げている。まさしく、そう評ひようするしかない。

　十二で暗殺者の一団を全ぜん滅めつさせ、十七のときにはすでに他を寄せ付けぬ圧あつ倒とう的てきな剣術の持ち主ぬし。

　──争いの度たびに血ち反へ吐どを吐はいてる僕とはえらい違いですね。

　古いにしえより英雄のことを「赤神オディウスの申し子」と表現することがあるが、まさしくそれだ。アレスとは赤神の加か護ごを受けて生まれたに違いない。そうでもなければあまりにも不ふ公こう平へい過ぎる。

「それから、この頃のアレスについてもう一つ興きよう味み深ぶかい話があります」

「まだあるんですか？　今度はなんでしょう」

「はい。王国暦八二年前後に、王国の各地で囁ささやかれた次のような噂うわさです。それは山さん賊ぞくや妖よう魔またちに迫はく害がいされている領民があると、風のように颯さつ爽そうと現れる一人の旅人のことでした。彼は驚おどろくほど若く、そして高こう潔けつな騎士のように礼れい儀ぎ正しく、たった一人で、あるいはドワーフの従じゆう者しやと共ともに剣を振ふるって人々の災さい厄やくを切り払はらい、そして礼を要よう求きゆうすることもなければ名を名乗ることすらなく、その場を立ち去るのだそうです。その旅人がアレスだという証しよう拠こはありませんが、一方で、アレスという騎士は一人のドワーフを従者にしているそうです」

「……どれだけ騎士道精神に溢あふれてるんですか、あの騎士は」

　その旅人とやらがアレスと同どう一いつ人じん物ぶつであることは疑う余よ地ちがないように思えた。赤神オディウスの申し子とされるような剣士がそう何人もいてはたまらない。

　ミーアがあれだけ排はい除じよを進しん言げんした理由も分かる。優ゆう秀しゆうかつ高潔な武人に率ひきいられた軍勢というものは、普ふ段だんの何倍もの力を発揮するものだ。まだ若い今ならば、青あお二に才さいという難なん癖くせを付けられ高い地位に据すえられることはないが、それも時間の問題だろう。

　一方で、それだけ高潔な人物ならば交こう渉しようの余地もあるはずだった。つまり、農民たちの窮きゆう状じようを訴うつたえ、自分たちに力を貸かしてもらうのだ。あるいはそこまで出来ずとも、自分たちに向ける矛ほこ先さきを鈍にぶらせることぐらいはできるかもしれない。

　だが、ジェレイドのそんな思いは、オリビアの次の報告を聞いたところで霧む消しようすることになる。

「こうして数々の功こうによりアレスの武名は世に響ひびき渡わたりました。しかし昨年秋、父であるファノヴァール伯はくジェラルドが死去。アレスが伯はく爵しやく位いと故こ郷きようレストニア領を相そう続ぞくすることが認みとめられ、惜おしまれながらも近この衛え騎士を引いん退たい、四代目ファノヴァール伯となりました。彼は所領レストニア領を過か不ふ足そく無く統とう治ちしていましたが、伯爵となってから半年後、今から二か月前に事件が起こりました。レストニアが反乱軍の攻こう撃げきを受けたんです」

「……え？」

　ジェレイドは自分の顔から血の気が引いていくのをはっきりと感じた。

「当時アレスは私し用ようによりレストニアを離はなれており、戻もどってきたときには彼の故郷は瓦が礫れきの山と化かしていました。アレスはその責任を取って伯爵の地位を返上、近衛騎士に戻り、反乱軍との戦いに進んで身を投とうじることとなったそうです」

「馬ば鹿かな!?　僕はそんな命令を出した覚おぼえはありませんよ!?」

　信じられない思いだった。頭に思い浮うかべていたアレスを味方に引き込む算さん段だんが、根こん本ぽんから崩くずれていく。

　反乱軍──いや、解放軍は文字通り民みん衆しゆうによって支えられているのだ。その民衆を敵に回すようなことを許ゆるすはずがない。

　レストニアという地名は知っている。解放軍の根こん拠きよ地ちであるボルネリア領からも遠く、交通の要よう所しよでもなければ財ざい政せいが豊ゆたかというわけでもない。足あし元もとを固めるのに必ひつ死しだった当事の反乱軍が、そんなところを攻せめる道理などこれっぽっちもない。

　オリビアの端たん正せいな顔に戸と惑まどいの色が浮かんだ。

「もちろんそれはわたしも知っています。ですが、レストニアが反乱軍らしき軍勢に襲撃されたのは確かなようです……」

「……そうですか。すいません、興こう奮ふんしてしまって」

「いえ……」

　冷静になって考えてみれば、確かにアレスの言げん動どうにはどこか矛む盾じゆんした点があった。

　自分の命を危険にさらしてまで人々を守るような高潔な騎士が、なぜ農民によって構こう成せいされている解放軍を相手に躊ちゆう躇ちよをなく剣を振るうのか。

　合点がいった。故郷を滅ほろぼした相手ならば、剣を止とめる道理もない。

　それに、レストニアが襲われたことについて、自分の責任が皆かい無むとも言えないのだ。国内に反乱軍という敵対勢力が生まれた結果、同じように貴族に反旗を翻す者が続ぞく出しゆつし、王国全土の治ち安あんは大きく乱みだれた。その結果、いずこかで生まれた統制の取れていない反乱軍がレストニアを襲ったというのは充じゆう分ぶんに考えられる。

　しかもその状況を作り上げたのはジェレイド自じ身しんなのだ。王国が全力でこちらを潰つぶしにかかれば、今の解放軍に勝ち目はない。それを防ふせぐため、敵の目を分ぶん散さんさせる必要があったのだ。

「……これは、説得が難むずかしくなりましたねぇ」

「ですが、可能性が皆無というわけではないと思います。アレスが高潔な騎士であることは間違いありません。ジェレイドさまがリーエンノールを説得したときのように、誠せい意いをもって話し合えば誤解を解とくことは充分可能ではないでしょうか」

　オリビアの言葉はもっともだった。

　うまくいけば、一兵も損そこなうことなく最大の敵を排除、あるいは味方に引き入れられる可能性も皆無ではないのだ。試ためしてみる価値はあるだろう。

　アレスには剣術という持って生まれた才さいがあるが、ジェレイドにもまた多少は自じ慢まんできる才もある。

　言いくるめとたらしこみだ。

　たかが十八歳の若わか造ぞう一人説得できなくては命がけで武器を振るう兵士たちに顔向けもできない。やってみるしかなかった。

「ソフィア」

　決意を秘ひめた毅き然ぜんとした声で、傍そばに控ひかえる少女の名を呼ぶ。「これからしばらくは誰だれもこの部屋に入れないでください。僕が血を吐はいて倒たおれたことになってることは皆みな知ってるはずですからね、療りよう養よう中ちゆうで面めん会かい謝しや絶ぜつだといえば誰も文もん句くは言わないでしょう」

「分かりました、それはいいんですけど……。ひょっとしてお出かけになるんでしょうか？」

「ええ。少々、やらなければならないことがありまして」

　ベッドから足を下ろし、出しゆつ立たつの準備を始める。

　ソフィアはそれを手伝いつつも、堅かたい表情のまま言った。

「お願いですから、くれぐれもご無む理りはなさらないでください」

「もちろんです。無理ができるほど丈じよう夫ぶではありませんからね。それからオリビア、一つ訊ききたいんですが」

「はい、何なりと」

「まずはアレスと接せつ触しよくする必要があります。しかし王国軍はもちろん故郷の復ふく讐しゆうに燃えるアレスの前に僕が軽々しく姿すがたを見せれば、有う無むを言わさず斬きり殺されかねませんからね。アレスの家族、親友、恩おん人じん……なんでも構かまいませんが、僕との橋はし渡わたしに使えそうな人物はいませんか？」

「難しいですね。すでにアレスの両親はおりませんし……。あ、でも二人ほど、アレスの師しと呼べる人がいます。一人はイザーレという人物で、レストニア領ではアレスの補ほ佐さとして治ち世せいに協力していたとのことです。現在もレストニア復ふつ興こうのために尽じん力りよくしているとのことで……」

「レストニアと関係の深い人物では不ふ都つ合ごうですね。もう一人は？」

「はい、過去アレスに騎き士し道どうを教えたという人物です。ただ、当然のことながら元騎士ですからわたしたちに協力してくれるとは思えませんが……」

　騎士道の師。

　確かにそれでは解放軍を敵てき視ししている可能性が高いだろう。

　だが、ジェレイドには別の目もく論ろ見みがあった。

「構いません、その人のことを教えてください。アレスほどの騎士に騎士道を教えた人物ならば、さぞかし立派な方でしょうからね。話をする余よ地ちはあるかもしれません」










　間章　老騎士








　その老人は、名をウォルナーといった。

　元騎士だが、寄る年とし波なみにはかなわないのかすでに頭とう髪はつは白く染そまっている。その上、かつて戦場で負おった怪け我がのせいで満まん足ぞくに歩くこともできず、現在は木もく製せいの車くるま椅い子すに頼たよらざるを得ない状態だった。

「それで、貴き公こうは一体何者なのだ？」

　ウォルナーは、テーブルの向こう側にいる客人にそう問いかけた。

　奇き妙みような若い男だ。背は高いが体つきが妙に細い。その腕うででは畑を耕たがやすことはもちろん剣けんを振ふるうこともできないだろう。

　かといって働かずに食っていける貴族には見えないし、恐おそらくは商人の類たぐいではないかと推すい察さつする。

「無ぶ礼れいを承しよう知ちで申し上げますが、しばらくは僕の名を申し上げることは控ひかえさせて頂いただきたい」

　男が答えた。極きわめて奇妙な答えを。

「……名も名乗れんとは、礼を失しつしていると思わぬか？」

「申もうし訳わけありません。ただ、これだけは申し上げておきます。僕は解放軍の者です。それも、わりと高い地位におりまして」

　ウォルナーの目に厳きびしい光が灯ともった。

「ほう、解放軍か。解放軍といえば、現在の我わが王国最大の敵てきだ。私がかつては騎士として祖そ国こくに忠ちゆう誠せいを誓ちかった身だということは知っておろう。こうして私の前に姿すがたを現したからには、死をも覚かく悟ごしているのだろうな？　それとも、私の足が満足に動かぬことにつけこんでやってきたのか？」

「誤ご解かいなさらないでください、あなたの足のことは関係ありません。どのみち、あなたは僕を殺すようなことはしないでしょう。剣も帯おびず使者としてやってきた者を斬り殺すことは、騎士道にも戦場のしきたりにもそぐわないはずですから」

「…………」

　その通りだった。

　ここが戦場で、互たがいに武器を持っていれば、たとえ自分の足が動かぬとも正面から堂々と戦っただろう。

　しかし逆ぎやくに、相手が誰だれであろうと丸まる腰ごしでやってきた者に剣を振るうようなことは決してできない。ウォルナーはそういう騎士だった。

「いいだろう。それで解放軍の使者が私に一体何の用なのだ？」

「あなたのことは調べさせていただきました。騎士道を知り、地元の農民たちにも信しん頼らいが厚あつく、そして──一年前、緑神アトラスの信者にもなってますね？」

「……確かによく調べてあるな。それがどうした？」

「失しつ礼れいながら、質問を質問で返させて頂きます。騎士であったあなたが、なぜ今になってアトラスの信者となったのでしょう？」

「別に年寄りには珍めずらしくもないことだ。老ろう境きように入ると色々と思うところがあってな。私は騎士道に忠ちゆう実じつであろうとしたが、いささか人を殺し過ぎたのも事実だ。戦いのために農民たちをないがしろにしたこともあった。ならばせめて残る余よ生せいぐらいは、農民たちのために尽つくそうと思っただけのこと」

「なるほど。緑神アトラスは農民たちに広く信しん奉ぽうされているそうですからね。あなたがその信者になったのも、彼らと同じ思いを共きよう有ゆうしたかったから……ですか？」

「そうだ。もっとも、一年や二年で分かるものでもないがな」

「いえ、ご立りつ派ぱな心がけです。そんなあなたになら、僕たち解放軍の実じつ情じようも分かって頂けると思いましてね。ただ僕が解放軍であるという理由だけで斬りかかられることもないだろうと、そう思ってここへ来たのです」

「……おまえがここへ来た理由は分かった。では、おまえの目的とは一体何なのだ？」

「あなたを見み込こんで、お願いがあるのです。どうか、あなたの弟で子しの一人と僕が話をする場を設もうけて欲ほしいのです──」










　第二章　在ありし日への邂かい逅こう
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《我わが契けい約やく者しやよ、面おも白しろい話を聞かせてやろう》

　いつものように何ら前まえ触ぶれなくパンドラが舞まい降おりたのは、アレスが怪け我が人にんの治ち療りように当たっているはずの義エ妹レナのところへ行こうとしたときのことだった。

　無む言ごんで足を止め、周しゆう囲いに人ひと影かげがないことを確かく認にんする。時とき折おり遠くから兵士たちの視し線せんを感じるが、耳を傾かたむけている者はいないようだった。すかさず、小声で訊たずねる。

「……今日はなんだ？」

　アレスの態度に自然と警けい戒かい感かんが増したのは、ほとんど習しゆう慣かん的てきなものだった。パンドラの顔に悪いた戯ずらじみた笑え顔がおが浮うかんでいるときは、大たい抵ていロクなことがない。

《いつもいつもそう警戒せずともよかろう。なに、今日のは汝なんじにとっても悪い話ではない。多分な》

「いいからとっとと言え」

《ジェレイドが病やまいに倒たおれたぞ》

「なにっ!?」

　思わず声を上げてしまい、兵士たちの注目を集めてしまう。

　だが相手が〈赤の悪あく魔ま憑つき〉の二つ名で呼ばれているアレスであることに気付くと、誰もがすぐに目をそらした。

　それはそれで居い心ごこ地ちが悪い。アレスは足あし早ばやにその場を去りながら問い返す。

「偽ぎ報ほうの類たぐいではないのか？　簡単に病に倒れるような者に、一軍の将しようが務つとまるとは思えん」

《さてな。我は我の義務を果たした。後は好きなように解かい釈しやくするがいい。付け加えておくが、別にこの話を耳にした汝が右う往おう左さ往おうするところを見てみたいと思った──というわけではないからな。いくら最近は戦いもなく退たい屈くつしていたとはいえ》

　どうみても余よ計けいな一言を悪魔のような笑みを浮かべながら付け加える。

「ええい、もういい」

　この類のパンドラの助じよ言げんにいちいち悩なやんでも仕し方かたがない。別に命に危険が迫せまっているわけでもないのだ、ここは鷹おう揚ように構かまえていればそれでいいはずだった。

「よおアレス。こんなとこで何やってんだ？」

　名を呼ぶ声に振ふり返る。

　この駐ちゆう留りゆう地ちで、こうも親したしげ──というよりは馴なれ馴れしく声をかける者は一人しかいない。

「それは私の台せ詞りふだと思うがな。おまえこそ何をやっている、ローラン」

「何って、決まってるだろ？　暇ひまだからエレナの手伝いでもしにいこうと思ってさ。いいことだろ？」

「……そういうことに、なるのか？」

　思わず言葉に迷まよう。確かにエレナは怪我人の治療という、恐おそらくは今この駐留地でもっとも尊とうとぶべき活動に勤いそしんでいる。それを手伝いに行こうとするのは褒ほめられた行こう為いというべきだろう。しかし、相手がローランだと思うと、どうも別の魂こん胆たんがあるように見えてならなかった。

「言っておくが、おまえみたいなのがエレナに手を出すことは許ゆるさんぞ」

「おやおや、それならどういう男なら手を出していいんだ？」

「む──」

　思いもよらぬ切り返しに、言葉に詰つまる。

　確かにローランのようないかにも軽々しい男がエレナに接せつするのは好ましくないと思えるのだが、では一体どういう相手ならばいいのかと問われると、想像もつかない。

「……それは、エレナが決めることだ」

　してやったりとばかり、ローランの顔にどこぞの精せい霊れいのような笑みが浮かんだ。

「そうするとだアレス、俺おれがエレナに手を出そうとおまえに止める権けん利りはないってことだよな？」

「むむ──」

《やれやれ》と、パンドラの小こ馬ば鹿かにしたような声が響ひびいた。《相あい変かわらずその手の話については口くち下べ手ただな。これは我からの心からの助言だ、もう少しばかり戦いくさ以外のことを学んではどうだ？　特にそのローランという男からなら、女の扱あつかい方の一つも学べように》

　余計なお世せ話わだと心しん底そこ思った。

「とにかくだローラン。エレナを手伝いに行くこと自体は私も賛さん成せいだ、とっとと行くぞ」

「うまく逃にげやがったな。まあいいけど」

　二人連れ立ってエレナの元へ向かう。

　そんな道すがら、思い出したようにローランが口を開いた。

「ああそうだ。そういや、おまえ聞いたか？　最近奇妙な噂うわさが流れてるのを」

「……噂？　なんだそれは」

「ああ。なんでも、反乱軍の頭のジェレイドってヤツが病に倒れたらしい」

「ええい、くそ！」

「な、何怒おこってんだよ？」

「気にするな、いいから黙だまっててくれ」

「ああそうかい」と、ローランは呆あきれたように肩をすくめた。「分かった、分かった。じっくりまた考え事でもなんでもしてくれ」

　視し界かいの隅すみでパンドラが腹はらを抱かかえて笑っているのが見えた。

　わけが分からない。

　憎にくらしいことだが、パンドラが口にした事こと柄がらが嘘うそであった試ためしは一度もない。つまり、ジェレイドが病に倒れたという話は真実なのだろう。

　ところがだ。その話はすでに反乱軍はおろか王国軍内部にまで伝わっているという。これは一体どういうことか。

　たとえジェレイドが病に倒れたという話が事実だとしても、その話が簡単に外部に洩もれることがあるとは思えない。一軍の統とう率そつ者しやが倒れたとあっては、動どう揺ようしない兵などいない。全軍が崩ほう壊かいしかねないのだ、緘かん口こう令れいを敷しいて然しかるべきだろう。

　だが、現実にその話はこうしてローランの口を通してアレスの耳にも入ってきている。あまりに打だ算さんめいたものを感じる。神しん算さん鬼き謀ぼうとさえ称しようされているジェレイドのことだ、何らかの企たくらみがあって然しかるべきだろう。

　先日行われたトゥールスレン平原での決戦もそうだった。王国軍は常に反乱軍の状態に対応する形でしか応戦することができなかった。臨りん機き応おう変へんと言えば聞こえはいいが、実際はただ後ご手てに回らされただけだ。

　今回も同様だ。ジェレイドが病に倒れた──もしそれが真実ならば、攻こう勢せいに出る絶ぜつ好こうの機会だろう。しかしこうも簡単にその話が広まっているということは、意い図と的てきに流した偽報ということも考えられる。つまり、調ちよう子しに乗った王国軍が攻勢に出たところにしたたかな逆ぎやく撃げきを加えようというわけだ。充じゆう分ぶんに有あり得えそうな話だった。

　考えてみれば、パンドラの情報もこの場合はどこまで当てになるか分からない。病に倒れたのは事実かもしれないが、どの程度の病なのかは言ってないからだ。

　いずれにせよ、この時点ですでに王国軍は後手に回らされたも同然なのだ。あらためて敵将ジェレイドのしたたかさを思い知る。

「ええい、これでは何も分からないのと同じだ。悩んでいても仕方ない、私は私にできることをするだけだ」

「……おまえ、最近本当に独ひとり言ごと多いよな？」

「……独り言と分かったならそっとしておいてくれ」

　ローランの冷れい静せいな一言に、わずかながら頬ほおが熱くなった。




　　　　　◆




　その場所へ着くと、やはり義エ妹レナを従じゆう軍ぐん神しん官かんになどすべきではなかったのではないかという、もう何度目になるかも分からない思いに駆かられることとなる。

　トゥールスレン平原での戦いの結果、王国軍はブライアン将軍を失うしない、三千人近い死し傷しよう者しやを出した。

　その結果、エレナはガルムスを従したがえ怪け我が人にんの間を甲か斐い甲が斐いしく走り回るハメになったのだ。

　全身を自分のものではない血で赤く染そめ、それでも怯ひるむことなく怪我人の手当てに当たっている義妹の姿すがたは、アレスの知っているエレナとはどこか違った。

「もう少し時間が経たてば、エレナ一人で軍隊が結けつ成せいできるぜ、多た分ぶん」

　ローランがそんなことを言う。

「……どういうことだ？」

「考えてもみろよ、ここらの怪我人は、生きるか死ぬかの境さかいのところをエレナに救すくわれてるんだぜ？　最近じゃ聖せい女じよだなんて呼ぶやつもいる。そのエレナのためだったら命の一つも張りたくなるのが男ってもんだろ」

「……むう」

　今ひとつ実感が湧わかなかった。

　気が強く、気に入らないことがあったら相手が誰だれであろうと怒ど鳴なりつける義妹の性格をアレスは知っている。とてもではないが聖女などという単語とは結むすびつかなかった。

「あ、義に兄いさん、どうしたの？」

　このようなところに二人も近この衛え騎き士しが現れたためだろう。エレナも義兄の姿に気付いたようだった。

「いや、どうせすることもないからな。おまえを手伝いに来た」

「いい心がけね。騎士なんて戦いがなければ他ほかにやることもないんでしょ、しっかり手伝ってもらうわよ」

　エレナにかかっては騎士も形かた無なしだった。

「……ローラン。これだけは確かなようだ。最近、エレナがどんどんたくましくなっているような気がする」

　するとローランは何か嫌いやなことでも思い出すように苦にがい顔をして肩かたをすくめた。

「言っとくが今日のはマシな方だぞ。これだけ怪我人が出たのは騎士が無む能のうなせいだからって言われなかっただけいいじゃねえか」

「エレナのヤツ、そんなことを言ったのか!?」

「……ま、以前にちょっとな」

　あまりにも辛しん辣らつな言葉だった。だが、当たっているだけに注意する気にもなれない。できることと言えば、ただ黙ってエレナの手伝いをすることだけだった。




　しばらくの間、エレナに従したがい怪我人たちの世せ話わにあたる。

　だが、相手は〈赤の悪あく魔ま憑つき〉と敵からも味方からも畏い怖ふされている歴れき戦せんの近衛騎士である。そんな騎士からの看かん護ごなど、受ける方が大変な気苦労を負わざるを得なかった。

「調子はどうだ？」

「え、あっ、はい！　た、大したことはありません！」

　多くの怪我人たちは、アレスが近付く度たびに怪我を悪あつ化かさせているのではないかと思えるほどに身を強こわ張ばらせた。

　そして一方で、エレナが〈赤の悪魔憑き〉のことを「義兄さん」と呼ぶ度に、数多くの兵士たちに絶ぜつ望ぼうを与あたえていることを、彼ら兄妹は知らない。

　だがアレスがそのようなことに時間を費ついやしていられるのも、わずかな時間だけだった。

「アレスさま、このようなところに」

　一人の兵がアレスを呼びにきたのである。

「副ふく将しよう閣かつ下かがお呼びです。ご足そく労ろう願えますか？」

「そうか」

　副将の呼び出しとあっては無視するわけにはいかない。

「アレス、大だい丈じよう夫ぶか？」事情を察さつ知ちしたローランが傍そばにやってくる。「おまえが上に呼び出されると大たい抵ていロクな目に遭あわないみたいだが」

「ベルフェルド副将なら滅めつ多たなことはないだろう。とにかく行ってくる。おまえはエレナの手伝いでもしててくれ」

「ああ、そういうことなら喜んで」




　　　　　◆




　将軍の天てん幕まくへと向かう。

　もっとも、ブライアン将軍はすでにこの世にはいない。現在、その天幕のただ一人の主あるじとなっているのはベルフェルド副将である。

　前回の戦いの後あと始し末まつと、新あらたな将軍を迎むかえる準備で手て一いつ杯ぱいであるはずのベルフェルド副将が、この時節に一体なぜ自分を呼んだのか。ローランの言葉ではないが、この天幕へ呼ばれる度に理り不ふ尽じんな目に遭わされてきたことを考えると、決して心こころ穏おだやかではいられなかった。

「アレス・ファノヴァール、参りま──」

　そう口にしかけたところで、アレスは驚おどろきのあまり身か体らだを硬こう直ちよくさせることとなる。

　その天幕には、ベルフェルド副将の他に、もう一人意外な人物がいたためだった。

「ノ、ノーラッド卿きよう……？」

　思わず搾しぼり出すような声になってしまう。

　先のトゥールスレン平原での決戦に先立って行われた、三つの地での反乱軍別働隊との戦い。アレスは三百の手て勢ぜいを率ひきいてそのうちの一つと戦い勝利した。ノーラッドもまた兵を率いて向かった一人だ。

「いやあ、アレス卿。申もうし訳わけありません、みっともないところをお見せしてしまって」

　軽い口く調ちようで答えるノーラッド。

　だが口調とは裏うら腹はらに、その身体は思わず絶ぜつ句くしてしまうほどにボロボロだった。

　恐おそらく白魔術の治ち療りようは受けたのだろうが、未まだ完かん治ちには至いたっていないのだろう。体中いたるところ血の滲にじむ包ほう帯たいでぐるぐる巻きにされ、右みぎ腕うでは骨こつ折せつしたのか吊つり下さげられ、挙あげ句くに松まつ葉ば杖づえまで突ついている。どんな敗はい残ざん兵へいでもここまでボロボロになることはないだろう。

「い、一体どうなされたのですか、そのお姿は。まさか、反乱軍に……？」

「ええ、まあ。恥はずかしながら」

　騎士らしからぬ人ひと懐なつっこい顔で苦く笑しようする。

　事情を解説したのは、アレスと同じく呆あきれ顔がおを隠かくせないでいるベルフェルド副将だった。

「ノーラッド卿の名めい誉よのために言っておくが、卿と同様にノーラッド卿も見事任を果たしたのだ。それもほぼ完かん勝しようでな。ただ、いささか張り切りすぎたらしい」

「そ、そうですか」

　戦いくさに勝ち、生きて帰き還かんしたのであれば何も問題はない。

　だが尋じん常じようではないノーラッドの姿を見ていると、どうも祝いわいの言葉一つ口にするのも憚はばかられてしまう。

　気恥ずかしそうにノーラッドは頭をかいた。

「騎士たるもの、卿のように兵の先頭に立つべきだと思ったのですが。しかし、やはり卿のような戦いぶりはマネできなかったようです」

「そんな。私はたまたま状じよう況きように恵めぐまれただけです」

「またまたご謙けん遜そんを」

　謙遜でもなんでもなかった。パンドラという助言者がいれば、誰だってそうそう死ぬことはないのだから。むしろ感かん嘆たんすべきは、そんな助言者の存在などないノーラッドの統率力だ。

　共ともに兵を率いて出立してから、まだ五日と経たっていない。その間に遥はるか遠えん方ぽうのラメリアの反乱軍を鎮ちん圧あつし、戻ってくるなどたやすいことではない。

　ノーラッドは王国最北部の出身であるという。すぐ北にレアニール連合王国という仇きゆう敵てきが控ひかえていることから、北部出身の騎士には勇ゆう壮そうな者が多いと言われている。もちろんただ北部出身というだけで優ゆう秀しゆうとは限らないが、ノーラッドという騎士についてはその例が当てはまるようだった。戦いの結果負おった傷きずならば騎士にとって名誉の負ふ傷しようでもある。

「まったく」と、ベルフェルドが呆れ気ぎ味みに息を吐はいた。「騎士が勇ゆう猛もう果か敢かんなのは結構だが、それも時と場合による。少なくとも兵を率いているときは自じ重ちようするように」

「は、面めん目ぼくございませ──うわっ」

　ノーラッドは頭を下げようとした。しかし、松葉杖にまだ慣なれていないにもかかわらず体勢を変えようとしたためか、そのまま均きん衡こうを崩くずして倒れこんでしまう。木の机つくえとその上に載のっていたペンが派は手でなダンスを踊おどった。

　ベルフェルドは顔をしかめ、天幕の外の兵士たちが忍しのび笑いを漏もらす。

《人間には時折妙みように面おも白しろい輩やからがいるな》

　パンドラの笑い声が脳のう裏りに響ひびいた。

《汝なんじにもこれぐらいの愛あい嬌きようがあれば、我われも退たい屈くつせずに済すむのだが》

　うるさい黙だまれと小さく呟つぶやく。

　そしてノーラッド卿の名誉のため、せめて話を変えてみようと試こころみる。

「そ、それで閣かつ下か。私にどのような御ご用よう向むきでしょうか？」

「う……うむ。そうだ、そのために卿を呼んだのだったな。卿はウォルナーという元騎士のことを知っているな？」

　その名が出てきたことに、驚きを隠せなかった。

「もちろんです。知ってるも何も、私に騎き士し道どうを教えてくれた師しです」

　騎士の資し格かくを得るには、まず騎士の従じゆう者しやとなって騎士道や剣けん術じゆつを学ぶ必要がある。

　アレスも例外ではなく、騎士になるにはまず従者として修しゆ行ぎようを積まねばならなかった。

　アレスの父は最初その役やくを老ろう練れんの騎士イザーレに頼たのもうとしたらしいのだが、イザーレはその申し出を断ことわり、代わりに推すい薦せんしたのがウォルナーという騎士だった。

「実はそのウォルナー卿が、我々に少なからぬ協力をしてくれまして」体勢を整ととのえたノーラッドが言葉を挟はさんだ。「怪け我がを負った私や兵士たちの世話をしてくれ、酒と食料を振ふる舞まい、さらにこの地に至いたる詳しよう細さいな地理も教えてくれたのです。こうも早く我々が帰き還かんできたのも、ウォルナー卿のおかげですよ」

「ウォルナー卿と言えば騎士の鑑かがみとされる人物だ。そうまでしてもらっては何もしないわけにはいかぬ。そこでだ、アレス卿。私の名みよう代だいとして礼れいを述のべてきてもらいたい」

「はあ。それは構かまいませんが……」

　嫌いやな思いが脳裏をよぎる。つまり、また自分を前ぜん線せんから引き離はなそうということではないのかと。

　そんな思いが表情に出てしまったのだろう、ベルフェルドは慌あわてたように付つけ足たした。

「誤ご解かいするな。今は亡なきブライアン将軍のように卿を追い払はらおうなどとは微み塵じんも考えておらぬ。だがあれほど大きな決戦の後あとなのだ、我が軍も反乱軍も今しばらくは動きが取れまい。ならば卿も休きゆう暇かだと思ってかつての師の元を訪おとずれるのも良かろうと思っただけの話だ」

「しかし、神官を始め、今も多くの兵士たちが働いております。私だけ厚こう遇ぐうされては他に示しめしがつかないのでは……」

「厚遇？　とんでもない。卿はすでに古こ今こん聞いたこともない大たい功こうを立てている。この程度の休暇を取る権利は充じゆう分ぶんにある。いや、ここは無理にでも取ってもらわねばかえって他の兵士たちに示しがつかぬというものだ。それに、これはウォルナー卿の意い向こうでもあるのだ。卿の活かつ躍やくぶりを耳にしたのだろう、是ぜ非ひ一度会っておきたいとのことでな」

「ウォルナー師の……？」

　騎士ウォルナーは、騎士道と礼れい儀ぎ作さ法ほうを叩たたき込んでくれた恩おん人じんである。そのおかげで、アレスは堂々と武人の道を歩むことができたのだ。イザーレとはまた違う、尊そん敬けいに値あたいする師である。

　ベルフェルド副将にここまで言われ、さらに師自みずからの要望とあっては、断ことわることはできなかった。

「承しよう知ちいたしました。では直ちに閣下の名代として、ウォルナー卿の元へ向かいます」
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　愛オル馬トスと共ともに、森の小道を抜ぬける。

《久しぶりだな、この道を通るのも》

　唯ゆい一いつの供であるパンドラが珍めずらしく哀あい感かんを込めて言った。

「おまえがそんな人間らしいことを言うとは意い外がいだな」

《こうも退たい屈くつでは人間の真ま似ね事ごとをするぐらいのことしかないではないか。まったく、そこらに解放軍の別働隊でもいればいいものを》

「不ふ吉きつなことを言うな」

　段々と周囲に懐なつかしい光こう景けいが増えてくる。

　かつてウォルナー師と共に駆かけ巡めぐった道だ。

　もちろん多少変わってはいるが、それでも見み覚おぼえはある。何しろこの地で過ごしたのは十四から十六のとき、二年もの長い時間だったのだ。

　見知った道を抜けるとやがて見えてくるのは、小さな屋や敷しきである。この地を治おさめる領りよう主しゆに長年仕つかえ続けてきた恩おん賞しようとして与あたえられたものだという。

「……あ」

　屋敷の前に人ひと影かげが見えた。

　見み間ま違ちがうはずもない。ウォルナーその人だ。

　ただ、気になることがあった。召めし使つかいを後ろに控ひかえさせ、車くるま椅い子すに乗っていたということだ。二年前も足に不自由があったが、さらに悪あつ化かしたのかもしれない。

　それにしても、相あい変かわらず律りち儀ぎな人だと思う。

　ウォルナーは自分がいつ到とう着ちやくするかなど知っているはずもない。にもかかわらず、ああして待ち続けていたのだ。変わっていないその性格に、思わず苦く笑しようしそうになる。

　少しでも粗そ相そうがあってはならないと、アレスは馬を降おりた。軽々しく馬上から人を見下すことなかれ──それもウォルナーの教えだ。

「久ひさしぶりだな、アレス」

「ご無ぶ沙さ汰たしております、ウォルナー師。あの、その足は……？」

「なに、おまえが気にすることではない、いささか長く生き過ぎた代だい償しように過ぎん。そんなことよりもだ。おまえの武勇伝は聞いているぞ、大した活かつ躍やくをしているそうだな」

　ウォルナーはそう話を切きり替かえた。それはもう足のことに触ふれる必要はないという意い思し表ひよう示じなのだろう。

「……私のしてきたことなど、怪け我が人にんの治ち療りように当たっている神しん官かんなどに比くらべればたかが知れています。ただ、なすべきことをなしてきただけです」

「それでいい。二年はおまえにとっては充分な時間だったようだな。ひよっこがもう荒あら鷲わしになったか」

　素す直なおに嬉うれしいと思った。

　何しろ厳げん格かくな師である。こうも率そつ直ちよくに褒ほめられた記き憶おくなど、ほとんど覚おぼえがない。

「ああそうだ。ウォルナー師、王国軍第三軍ベルフェルド副将よりお言葉を預あずかってきました。この度たびの王国軍への援えん助じよ、謹つつしんでお礼れい申し上げると」

「王国の禄ろくを食はんだ者として当然のことをしたまでだ。それにしても懐かしい名を聞いたな。ベルフェルドか、あやつまだ現げん役えきでやっておるのか？」

「はい。良き将として皆みなに敬うやまわれております」

「そうか。まあいい、とにかく疲つかれただろう。立ち話もなんだ、入ってくれ」
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　ウォルナーの後に従したがい、二年前と何も変わっていない屋敷に入る。

「アレスさま、お待ちしておりました」

　そのとき、別の召使と思おぼしき一人の男がアレスに声をかけた。

　そして、とんでもないことを口にした。

「では、マントと剣をお預あずかりします」

「な……なに？」

　確かに他人の家に上がりこむなら武器は外はずすのが礼れい儀ぎだろう。

　だが、他ほかの職しよく業ぎようならいざ知らず、騎士がそう簡単に剣を手て放ばなすことなどできるはずがない。他ならぬウォルナーの召使ならばそのことは充分に分かっているはずだ。

　咄とつ嗟さに抗こう議ぎすることもできず逡しゆん巡じゆんしていると、ウォルナーが言った。

「アレス、今ぐらいは騎士であることは忘れてもらえぬか。剣を二本も差したままでは満足に腰こしを据すえて話をすることもできんだろう。ここは私の顔を立ててもらいたい」

「……そこまで仰おつしやるのでしたら」

　確かに、かつての師と話をするのに剣を帯びたままでは失しつ礼れいな気はする。こんなところで剣を振るうような機会は絶ぜつ対たいにないだろうし、もし何かあればパンドラが黙だまっているはずもない。

　アレスはそう納なつ得とくすると、貴族の証あかしたる赤いマントを脱ぬぎ、クラウディアとエレナからそれぞれ譲ゆずり受けた二本の剣を手て渡わたした。召使はうやうやしくそれらを受け取ると、屋敷の奥おくへと入っていく。

「そういえば、おまえ一人か？　従じゆう者しやは連つれておらぬのか？　ドワーフを従者にしたと聞いていたが」

「はい。今は別の大切な任にんがありまして、そちらの方に」

　実のところガルムスとエレナぐらいは連つれてきたかったのだが、怪我人の世話の方が大事だと主張する頑がん固こな義妹を説得することはできなかったのである。

　それに、やはり一人だけ前線を離はなれてかつての師に会いに行くというのは、やるべき仕事をなまけているようで気が引けた。ならばクラウディア王女から授さずかった愛オル馬トスで一気に駆け抜け、早々に用事を済すませて本ほん陣じんに戻もどるべきだ──そう考え、一人でここまで来たのだ。

　ウォルナーが思いもよらぬことを口にしたのはこのときである。

「そうか。まあその方が都つ合ごうがよいかもしれん」

「……は？　都合がよいとはどういうことでしょう？」

「実はな。今日おまえを呼び寄せたのは、引き合わせたい人物がいるからなのだ」

「やはりそうでしたか」

　ウォルナーは意い外がいそうな顔をした。

「あまり驚おどろいておらぬな？」

「何かあるのではと思ってはおりました」

　ウォルナーは祖そ国こくに忠ちゆう誠せいを誓ちかい、弱きを助けて強きをくじく正せい道どうを歩む騎士として名を馳はせた人物だ。いくらかつての弟で子しとはいえ、ただ懐なつかしいからというだけの理由で前線から近衛騎士を引き抜くようなことがあるとは思えなかった。

「ふむ。私の下もとにいた頃ころより随ずい分ぶん人の機き微びに聡さとくなったものだな。イザーレに鍛きたえられたのか？」

「そんなところです。それにしても、私に引き合わせたい人物とは一体何者ですか？」

「来てくれ、紹しよう介かいしよう」




　　　　　◆




　先せん客きやくは、テーブルについてアレスたちを待っていた。

　アレスとウォルナーの二人がその部屋へ入ると、腰を上げて出で迎むかえようとする。

　一ひと目めで分かる。武ぶ人じんではない。背せは高いが体の線が細ほそすぎる。ただ、柔にゆう和わな印いん象しようを受ける顔立ちだというのに、妙みように目つきが鋭するどい。それも眼がん光こうが強いというわけではなく、まるでこちらの一いつ挙きよ一いち動どうを監かん視ししようとしているような、そんな妙な感じを受ける。

　身なりは悪くないことから、商人の類たぐいではないかと思った。目つきが鋭いのも、駆かけ引ひきに長たけているからだと思えば納なつ得とくがいく。

　だが、師が自分と商人とを引き合わせる理由が分からない──と、首を傾かしげていたそのときだった。

　突とつ然ぜん眼前に黒の少女が舞まい降おりたのだ。

《我わが契けい約やく者しやよ、心して聞け。黄たそ昏がれの主あるじより授さずかりし重要な助じよ言げんを汝なんじに授さずけよう》

「…………」

　人目がある手前聞き返すことはできなかったが、パンドラがそのようなもったいぶった前まえ置おきを口にすることなど滅めつ多たに記き憶おくにない。アレスはいささかの緊きん張ちようと共に次の言葉を待った。

《よいか、一度しか言わぬぞ──》

　パンドラの頬ほおに妖あやしげな笑えみが浮うかぶ。




《今すぐ目の前の男を殺ころせ。さすれば汝の大たい望もうが叶かなおうぞ》




「なに──」

　この精せい霊れいと契約を交かわしたときから、限りなく抱いだいた疑ぎ問もんがまた湧わきあがる。

　なぜいつもいつもこの精霊は、こうも突とつ飛ぴな助言をよこすのか。

　そんなアレスの戸と惑まどいを楽しんでいるかのように、パンドラの顔が愉ゆ悦えつに歪ゆがむ。

《助言は与あたえた。後は汝の好きな道を歩むがよい》

　そしていつも通り、アレスの「なぜ？」という疑問に答えることなく視界から消え去る。

　──なぜだ？　なぜこんな男を殺す必要がある？

　パンドラの助言でもっとも信じられるのは、自分の命いのちが危機にさらされているときだ。

　つまり、このひょろりとした男が実は暗殺者で、自分の命を狙ねらっているという可能性はある。

　だが、そのような危機は過去何度も乗のり越こえてきた。降こう伏ふくしたフリをして背はい後ごから刃やいばを突つき立てようとした山さん賊ぞくの数など両手の指に余あまる。

　その経験が教えてくれるのだ。あの男は、絶対に人を殺したことなどないだろうと。剣けんダコ一つできていないあの細い手では刃など握にぎれるはずもない。ましてやウォルナー師がそのような危険な人物と引き合わせるはずがない。

　では一体パンドラの、黄昏の主とやらの言わんとしていることは一体何なのか。

「お待ちしておりました、近この衛え騎き士しアレス卿きよう。いえ、ファノヴァール伯はくとお呼びした方がいいでしょうか？」

　アレスが立ち止まって逡しゆん巡じゆんをしていたのを気き兼がねしているとでも思ったのか、男が歓かん迎げいするように手を差し出した。

　とにかく相手はウォルナー師の客でもある。失礼があってはならないと思い、アレスも率そつ直ちよくにその手を握り返す。女の手ではないかと感じるほどに柔やわらかい手だった。

「今は伯はく爵しやくを名乗れる身分にはありません。アレスとお呼びください」

「そうですか。僕の名はルッセルと申します。お見知りおきを」

　ルッセル。まったく聞き覚おぼえのない名前だった。

「まあお前も座すわってくれ、アレス」

「は」

　ウォルナーの言葉に従い、席に着く。

「このルッセルという男は商人でな、おまえと話したいことがあるというのでこうして引き合わせたのだ」

「商人……ですか。一体どのようなご商売を？」

「誤ご解かいがあってはならぬからな。あらかじめ言っておく。こやつは武器商人だ。そして、解放軍に武器を供きよう給きゆうしている協力者でもある」

「なっ──」

　言葉を失うしなった。

　パンドラがこの男を殺せといった意味を瞬しゆん時じに理解する。

　農民の寄せ集めと言われる解放軍がなぜ今も軍としての体てい裁さいを保ほ持じしていられるのか。万を超こえる軍勢を養やしない、その武具を用意することは容よう易いではない。それゆえに、解放軍への協力者の存在は、随ずい分ぶん前から疑うたがわれていたことだ。

　解放軍への武器供給。それが商人にとってどのような利り益えきになるのかは分からない。あるいは背はい後ごに他国の存在があるのかもしれない。

　しかし確かなことは、そのような輩やからが存在するがゆえに争いは長期化し、今も持たざる者が犠ぎ牲せいになり続けているのだ。そう、故こ郷きようレストニアがそうであったように！

　師の前であろうと関係なかった。

　殺すべきだ。クラウディア王女の理り想そう実じつ現げんのために、この男はあまりにも不ふ要よう。生きるためやむを得えず解放軍に身を投とうじた一いつ兵ぺい卒そつならばまだ情なさけをかける余地もあるだろうが、この男は違ちがう。

「貴き様さまの……！　貴様らのせいで、この国は！」

　椅い子すを蹴けって立ち上がる。

　同時に腰こしの剣を抜ぬこうとするが、本来あるはずの剣は二本ともそこになかった。師の言葉に従い預あずけてしまったためだ。

　だが逡巡は一いつ瞬しゆんだった。剣など不要、こんな線の細い男など、たとえばテーブルの上に置いてある燭しよく台だいで充じゆう分ぶんに殺せる。

　素す早ばやく手を伸のばし、燭台を掴つかむ。重さは充分だった。これなら問題はない──。

「静まらんかこの馬ば鹿か者もの！」

　だがそのとき、雷かみなりのような怒ど鳴なり声が響ひびき、アレスは反はん射しや的てきに身をすくめた。

　過去、二年に亘わたって毎日のように聞かされてきた叱しつ責せきの声である。過去の習しゆう慣かんがよみがえったように、アレスの体は無意識のうちに反応していた。

　しかしそれも一瞬のことだった。すぐに我われに返って言い返す。

「ウォルナー師！　一体どういうつもりなのですか！　このような売ばい国こく奴どと私を引き合わせるなんて！」

「いいから席に着け。いかなる理由があろうと私の客に無ぶ礼れいを働くことは許ゆるさん」

「いいえ、嫌いやです！　このような商人がいるせいで反乱は長期化し、たくさんの人々が犠牲になり続けているんです！　放ほうっておくことなどできません！」

「いいから座れ！　この客は武器一つ帯びてはおらぬ。あくまで話をするためにここにいるのだ。にもかかわらず、おまえは丸まる腰ごしの者を武ぶ力りよくで制せいしようというのか？　おまえの──ファノヴァール家に伝わってきた騎士道はそんなものか！」

　返す言葉が見つからなかった。

　今この男を殺せば、過去四代に亘ってファノヴァール家が歩んできた騎士道を否ひ定ていすることになる──ウォルナーはそう言っているのだ。

「アレス卿。どうかお座り頂けませんか。僕はただあなたと話がしたいだけなんです」

　黙だまって事の成なり行ゆきを見つめていたルッセルは、静かにそう言った。

　アレスの激げつ昂こうに怯ひるむ様よう子すも見せない。肝きもだけは据すわっているらしい。

「アレス、座れ」

　ウォルナーが再度促うながす。静かな声だが反論を許さない強い意思が込こめられていた。

「……分かりました」

　いかなる理由があろうと、今この丸腰の男を殺すことはできなかった。騎士として生きてきた人生が、それを許さなかった。

　だが、今のアレスには高ぶった怒いかりを叩たたきつける場所が必要だった。

　手に持った燭台を振り上げ──テーブルの上に叩きつける。

　丈じよう夫ぶな木材で組み上げられたはずのテーブルが、めきりという鈍にぶい音と共にへこむ。

　さすがに驚おどろいたのか、ルッセルが息を呑のんだ。一方でウォルナーはアレスの奇き行こうに動じることなく、淡たん々たんと告げる。

「ルッセル。どうやらアレスも話を聞く体たい勢せいになってくれたようだ。始めてくれ」

「あ──はい、ありがとうございます。それでは少しばかり話をさせて頂きましょう」

　ルッセルはそう言うと、中指で鼻の上辺あたりを撫なでた。

「アレス卿。あなたが怒るのは当然でしょう。僕はこの国に混乱をもたらしている一人──あなたからみれば、そう見えるでしょうからね。もちろん、僕には僕なりの理由があってこうしているのですが」

「……言いたいことは、それだけか？」

「落ち着いてください、まだ本題にも入ってません。まず、僕からお訊たずねしたい。僕もファノヴァールの騎士の噂うわさは聞いたことがあります。それはそれは立りつ派ぱな騎士さまで、人々のために命を懸かけて剣けんを振ふり、四代八〇年に亘ってこの国を支ささえ続けてきたと」

「…………」

「それなのに、なぜあなたは本来騎士が守るべき農民たちによって構こう成せいされた解放軍に剣を向け続けるのですか？」

　それは刃やいばよりも鋭えい利りな質問だった。

「……私とて持たざる者のために剣を取ることを誓ちかった身だ、できればこんなことはしたくない。だが解放軍が存在する限り、王国の治ち安あんは乱みだれ賊ぞくは横おう行こうし、持たざる者が犠牲になる。だから私は剣を振るってきたのだ」

「正せい論ろんですね。ですが、彼ら解放軍にはそうするより他ほかに生き残る方法がなかったということはご存ぞん知じですか？　子供がお腹なかを空すかして病気になっても、領主は何もしてくれません。でも解放軍は、いえ、彼らを率ひきいるジェレイドという人物は、少なくとも行動しました。農民たちに生きる道を示しめしたんです」

「おまえの言い分は分からないでもない。だが、方法というものがある。解放軍が武力によって何かを成なし遂とげようとする限り、国は乱れる」

「ではお訊ねしますが、解放軍が軍として武器を取るという以外に、どのような道があったというんです？」

「領主に訴うつたえて駄だ目めならば国王陛へい下かに直じき訴そすればいい。陛下は聡そう明めいなお方だ、きっとよい道を示してくださるはずだ」

「残念ですが、一国の王が農民の言葉をそうやすやすと聞き届とどけてくれるとは思えません。それに彼らにはそんな時間すらなかったんですよ」

　どういうことだ──とアレスが問い返す前に、ルッセルは言葉を継ついだ。

「もしよろしければ、少しお時間を頂けないでしょうか。解放軍──いえ、反乱軍がなぜ武器を取って立ち上がらなければならなかったのか、どのような道を辿たどってここまで来たのかを話させてください。そうすればあなたとも何か分かり合えることがあるはずです」

　聞き逃のがせる話ではなかった。

　ただの農民の集まりに過ぎないはずの反乱軍が、なぜ侯こう爵しやくという大貴族を相手に勝利を収おさめ、そしてここまで戦い抜くことができたのかについては誰だれもが疑問に思っていたことだ。

　そして、ジェレイドという反乱軍の指し導どう者しやが何者なのかということを含ふくめ、その陣じん容ようについても不ふ明めいな点は多い。

　その辺あたりの話が聞けるというのであれば、聞いておくべきだった。恐おそらくはウォルナー師も、それを望のぞんでルッセルと引き合わせたのだろう。

　アレスは椅子に深く座すわり直なおした。

「分かった。聞こう」

「……よく言った、アレス」

　よほどこうなることを切せつ望ぼうしていたのか、ウォルナーは安あん堵どしたように息を吐はいた。

「誤ご解かいなさらないでください、ウォルナー師。私はただ今後ジェレイドと戦う上で、何か役やくに立つ話を聞けるのではないかと思っただけです」

「構かまわぬ。とにかくまずは話し合いの場を持つことこそが、流りゆう血けつを防ふせぐもっとも単たん純じゆんにして肝かん要ような方法だからな。さて……長い話になるだろう。おまえも長旅で疲つかれているだろう、お茶と軽けい食しよくぐらい用意させよう」

　ウォルナーは召めし使つかいを呼んだ。

　あらかじめ準備はしていたのだろう、すぐにパンを盛もった皿さらと茶が運ばれてくる。

「ルッセル。話してやってくれ」

「はい。事の起こりは、一年前の初しよ夏かのことと聞いてます。ただ、噂によればすべては七年前に起こった北国の侵しん略りやくが原因だとも言われてますが──」

　男はゆっくりと語かたりだした。

　反乱軍が生まれた、その経けい緯いを。
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　それは赤と白と黒の三色からなる鮮せん烈れつな光景だった。

　真っ白な粉雪が降ふり積もった広大な雪原。

　その純じゆん白ぱくの絨じゆう毯たんを赤く染そめるかつて人だったモノの残ざん骸がいと、死肉を漁あさる黒い凶きよう鳥ちようの群むれ。

　ジェレイドという名の少年は、三つの原色からなるその中をうつろな足取りで歩んでいた。

　年ねん齢れいは十六歳さいを迎むかえたばかりである。しかしその体たい躯くはかなり貧ひん弱じやくで、同年代の他の男子と比くらべてもはるかに見み劣おとりした。一ひと際きわ目を引くのは、その小さな顔にはいささか不ふ釣つり合あいな寸すん法ぽうの眼め鏡がねをかけていることだろう。

「う……。くっ……」

　ジェレイドの口からうめき声がもれた。

　流れ出た血もすぐに凍こおるほどの寒さゆえに死し臭しゆうはひどくなかったが、あまりにも残ざん酷こくなその光景は、少年の気分を害するには充じゆう分ぶんだったのだ。

　それでも決して引き返すことはなく、歩みを止めることもなく、ずれ落ちそうになる眼鏡を何度もかけ直し、真っ白な地じ獄ごくの中を独ひとり歩く。

　やがてその歩みが止まる。

　雪の中に横たわる一人の人間を見つけたためだった。

「……クレア？」

　それはジェレイドよりわずかに年上の、甲かつ冑ちゆうを着き込こんだ少女だった。

　凜り々りしい顔立ちをした少女だ。一見しただけならば、それが少女であることさえ気付かないだろう。

　このときの光景を、ジェレイドは生しよう涯がい忘わすれることはなかった。金と銀と赤の三色からなるその鮮烈な光景を。

　金色の綺き麗れいな髪かみ。その華きや奢しやな体を包む銀色の甲冑。

　そして──少女の首くび筋すじからあふれ出た、赤い血。

　少女が死んでいるのは明白だった。

　そのことに気付いたとき、ジェレイドの精せい神しんの拮きつ抗こうは脆もろくも崩くずれ去ることとなる。

「あ……ああ！　アアアアアアア……！」

　白い雪原に、少年の嗚お咽えつは響ひびき続けた。
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　その巨きよ木ぼくを見上げようと上を向いた拍ひよう子しに眼鏡がずり下がり、ジェレイドは小さく舌した打うちした。

　六年前、十六歳のときに譲ゆずり受けたその眼鏡は、今ではだいぶ寸法も合ってきてはいる。しかし、元々はジェレイドよりもはるかに大おお柄がらな男が使っていた眼鏡である。未いまだやや大きいことは確たしかで、その差が埋うまることはもはやないだろう。

　ジェレイドは慣なれた手つきで中指を伸のばして眼鏡の位置を直すと、あらためて生家を見守るかのようにそびえ立っているその巨木を見上げた。

　木の中ほどに、鳥の巣が見える。そこには毎年のようにつがいの鳥がやってきて、この時期になるといつもピイピイと元気な雛ひなの鳴き声が聞こえたものだった。

　しかし、今年はどうも様子がいつもと違ちがう。雛鳥の鳴き声が、まるでもう後がないかのように死にもの狂ぐるいで叫さけんでいるように聞こえたのだ。

「……これも飢き饉きんの影えい響きようですかね」

　よく目をこらせば、巣の中でじっと動かない親鳥の姿すがたが見えた。雛鳥が鳴いているのはそのせいだろう。

　親があの様子では雛鳥が生きていくことはできないだろう。あの鳥の親子を見るのも、今年が最後になりそうだった。

　いささか寂さびしい事実だったが、弱肉強食という自然の摂せつ理りを前にしては何もしてやれることはない。身を翻ひるがえすと、かつての生家へと向かう。

　このとき、ジェレイドは二二歳。農民でしかも長男という立場にあれば、身を固め父の跡あとを継つぐ準じゆん備びを始める年齢だ。しかしジェレイドは父と仲なか違たがいして生家を飛び出ると、村外れの小さな家に移うつり住んだ。そしてこの歳としになっても未だ妻つまを迎むかえることもなく、書物を読み漁あさりながら最さい低てい限げんの農作業をするという日々を送っている。たとえ自分の生家であっても他人の家を訪おとずれることなど滅めつ多たにない。

　そんな生活を送っていることもあってか、ジェレイドは背せこそ長身だが一いつ介かいの農民としては体の線はかなり細く、その顔つきも数少ない友人のマシューなどに言わせれば「よく言えば穏おだやかだが、覇は気きも男気も感じられない」と笑われるほどだった。その上、珍めずらしい眼鏡などをかけているせいか、外見は到とう底てい農民には見えない。もっとも、当人はそんなことは微み塵じんも気にしていなかったが。

「それにしても……寂しくなったものですね、この家も」

　かつては何人もの家族が住み、賑にぎやかだったこの家も、今は一人しか住んでいない。ジェレイドはその勝手知ったる生家に入ると、二階にある父の──この村の長おさの部屋へと向かった。

「来たか、不ふ肖しようの息むす子こめ」

　すでに初老の域いきに入っている憎にくき父は、厳きびしい視し線せんで息子を出で迎むかえた。

「不肖……ですか」ジェレイドは呆あきれるより先に苦く笑しようした。「ま、否ひ定ていはしませんがね。しかし息子の教育は父親の義ぎ務む、つまり父さんもご自分のやってきた事が誤あやまりだと悟さとったわけですね？」

「おまえの態たい度どを見ていると、残念だがそう確かく信しんせざるを得んな」

　ジェレイドはさらに言い返そうとしたところでため息を吐ついた。

「さすがに親子が顔を合わすなりこんな会話をするのは無む益えき過すぎます。この辺にしておきませんか」

「そうだな。確かにその方が建けん設せつ的だ」

「それで……僕ぼくに一体なんの用なんですか？」

「いやなに、やはり一度おまえの口から詳くわしく聞いておきたいと思ってな。六年前に、おまえがやってのけたことを」

「……いきなり呼よびつけたかと思えば、そんなことですか」

　父が何を聞きたがっているのか、思い当たることは一つしかなかった。

　六年前、ジェレイドは一兵卒という立場にあった。北国の侵しん略りやくから国こつ境きようを守るため、幾いく人にんもの村人と共に徴ちよう兵へいされていたのだ。

「どういう心変わりですか？　六年も前のことを今になって掘ほり返かえそうとするなんて」

「なに、たまたま興きよう味みがわいたというだけの話だ。おまえの友人のマシューからも断だん片ぺん的には聞いておる。徴兵先の城じよう砦さいで、随ずい分ぶんと活かつ躍やくしたという話をな。しかし具体的におまえが何をしたのかということになると、皆みなが一様に分からんと首を振ふる。実のところ、おまえは一体何をやったのだ？」

「……勘かん弁べんしてください。今いま更さら思い出したくもない」

　目を閉じ、眼め鏡がねをかけ直す。

　脳のう裏りに否いや応おうもなくあのときのことが思い起こされる。雪原に転がる何千という死体の山。その中に横たわる、自分が救うことのできなかった女じよ性せいの──。

「そうか。一度は聞いておきたいと思ったのだがな、答えたくないなら別に無理にとは言わん」

「……は？」

　父の言葉と態度に、ジェレイドは不ふ審しんを抱いだくよりも先にまず拍ひよう子し抜ぬけした。

　同じ村に住んでいながら、滅めつ多たに会うことすらなかった親子である。それが久ひさしぶりに呼び出されたかと思えば、今更六年も前のことを教えろという。ところが答えたくないと一言口にしただけで、あっさりと引き下がった。一体この父親は何がしたいのか、さっぱり分からなかった。

「ひょっとしてそれだけのために、僕を呼びつけたのですか？」

「安心しろ、まだもう一つ用よう件けんがある」

　それで納なつ得とくした。つまり、今までの意味のない会話はただの前振りであって、こっちが本題なのだと。

「ジェレイド、おまえは昨日の集会にも出てなかったから知らんだろう。わしもそろそろ年だ、もうあまり長くもない。そこで次の村むら長おさをどうするかという話になってな。わしはまったく賛さん成せいできんのだが、村人たちは全員が一いつ致ちしてある男を推すい薦せんしたのだ」

「へえ、誰だれです？　順当なところでヤコブおじさんってところでしょうか」

「違ちがう。おまえだこの馬ば鹿か」

「……は？」

　思いもよらぬ不意打ちに、ジェレイドは言葉を失った。何を馬鹿げたことを──と笑い飛ばそうとしたが、冗じよう談だんを言っているようには見えない父親の顔を前に失敗する。

「ちょ、待ってください。僕は村の集会に顔を出さないどころか、農作業もロクに手伝わない怠なまけ者の青二才ですよ？　なぜそんな僕が村長なんて……」

「わしも正直不思議で仕方がない。しかしいくら農作業を怠けようが、代わりに本でも読んでいればそれだけで賢けん者じやだと極きよく端たんに前向きな見方をする者が多いらしくてな。おまえだって知らないわけではないのだろう？　この辺りに住む人々がおまえのことをなんと呼んでいるかを」

「……ええ、まあ」

〈オーセルの賢者〉。それがジェレイドに付けられた二つ名だった。

　過か大だい評ひよう価かもいいところだ──とは思うのだが、何しろこの辺りに住む農民たちは、字の読み書きさえ満足にできない。分ぶ厚あつい本などを読んでいれば、それだけで賢者とされる風ふう潮ちようがあるのは事実だった。

「とにかくジェレイド、おまえは村人たちから選ばれたのだ。だから言っておく。もしわしの身に何かあれば、そのときはおまえが村長となって皆を導みちびけ。いいな」

「いいわけがないでしょう。何度も言いますが、二二の若わか造ぞうに一体何ができるというんですか」

「知るか、そんなことは自分で考えろ。とにかく言いたいことはそれだけだ。わしは用があるからな、もうおまえは帰るがいい」

「……ああそうですか」

　昔から父はこういう人だったということを、今更ながらに思い出す。

　こちらの意見を聞くことなく、勝手に重大なことを決めてしまう。そうしたことが積み重なり、ついにジェレイドは生家を飛び出したのだ。まさしく今のように。

　そもそも今まで病気一つしなかった父が、そう易やす々やすとくたばるわけもない。次の村長をどうするかなど、今話し合ったところで無む駄だになるだけである。

　ようするに今日自分を呼んだのは、ただの嫌いやがらせだったのではないか。そんなことさえ考えながら、部屋を出ようとする。

「ああそうだ。最後にもう一つ言っておく」

　背せ中なか越ごしに声をかけられ、ジェレイドは渋しぶ々しぶ振り返った。

「今度はなんですか？」

「おまえも歳としだ。いい加か減げん、嫁よめをもらえ」

「……勘かん弁べんしてください」

　やはり自分の懸け念ねんが正しかったのだと知る。ようするにこの父親は、閉とじこもってばかりいる自分に小言が言いたかったのだ。それだけのためにわざわざこうして呼よびつけたのだろう。

　もはや呆あきれて皮ひ肉にくの一つも言うつもりにもなれない。ジェレイドは寸すん法ぽうの合わない眼め鏡がねをかけ直すと、飛び出すようにかつての生家を後にした。




　　　　　◆




　──今から六年前。まだ十六歳さいのときのことである。

　ジェレイドはその雪原に横たわる少女の亡なき骸がらにすがり、いつまでも泣き続けていた。

「僕が、僕がもっと……！」

　どれだけ悔くやんでも、クレアというその少女に命のともし火が戻もどることはない。

　策さくは完かん璧ぺきのはずだった。

　国こつ境きよう城じよう砦さいに攻せめ寄よせてきた北の軍ぐん勢ぜい。

　その軍勢に偽にせの情じよう報ほうを流して右う往おう左さ往おうさせ、内部を猜さい疑ぎ心しんにまみれさせ、補ほ給きゆう路ろを断たち──そして最後には雪な崩だれの一いち撃げきをもって撃げき滅めつせしめた。

　しかし、一いつ介かいの農民兵でしかなかったジェレイドは、表立って軍を指し揮きすることができなかった。そのことが作戦の指揮系けい統とうに悪影響を及ぼし、少なからぬ犠ぎ牲せいを──ジェレイドにとってはとてつもなく大きな犠牲を──出す結果となったのだ。

「僕は……できたはずなんだ。もっと情など切り捨すてれば、卑ひ怯きような手を使えば……君を死なさずにすんだのに……」

　躊ちゆう躇ちよという言葉に縛しばられた自分の行動が、悔くやんでも悔やみきれない。

　しかし、ジェレイドが手を汚よごすことを嫌きらったのは、他ほかならぬこの少女だったのだ。

「クレア……。僕は……僕は、君が生きていてさえくれれば……！」

　少年の慟どう哭こくが、再ふたたび白い大地に響ひびき渡わたった。
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　……かつて、ベールセール王国の国境防ぼう衛えいの要かなめ、ダルム城砦は北国からの侵しん略りやくを受けた。敵てき兵力は駐ちゆう留りゆう軍ぐんの十倍にも達すると見られ、城砦の陥かん落らくは時間の問題かと思われた。

　しかし奇き跡せき的とも言われる防衛戦の末、ダルム城砦は最後まで祖そ国こくの国こつ旗きを掲かかげ続けることに成功する。

　だが当時城砦の指揮官であったオルドール伯はく爵しやくは、勇ゆう猛もうではあるものの、よくいって実直、悪くいえば愚ぐ直ちよくな性せい格かくで、決して謀はかりごとの類たぐいには長たけていなかった。

　それゆえに、人々はまことしやかに囁ささやくこととなる。ダルム城砦の奇跡のような防衛戦の裏うらには、天才的な軍ぐん師しの存そん在ざいがあったのではないかと。

　六年もの月日は、そんな噂うわさを風化させるには充じゆう分ぶんだった。




　　　　　◆




「……やれやれ。少しばかり六年前のことを掘ほり返されたぐらいでまた思い出すとは、我われながら情なさけない限かぎりですね」

　かつての生家を出たジェレイドは、一人呟つぶやくとその足で村の周囲を囲む麦畑に向かった。六年前のことを思い出したせいか、どうも気分が優すぐれない。せめて心を穏おだやかにしようともっとも美しいこの光景を見に来たのだ。

「どうにかここまで育ちましたね」

　自分の膝ひざ上うえまで育った黄こ金がね色いろの麦むぎ穂ほを愛いとしげに撫なでる。

　きっかけは三年前、ボルネリア領りようの名で呼ばれるこの一帯を治める領主が代だい替がわりしたことだった。

　新たにボルネリア侯こう爵しやくの名を引き継ついだその男は、自分の欲よく望ぼうを満足させるためならば領民の労苦など一いつ顧こだにしない男だった。城しろの中では連日のように酒池肉林の宴うたげが行われ、領内のあちこちに豪ごう邸ていや領民を監かん視しするための砦とりでが建けん築ちくされた。

　たちまち税ぜい率りつは跳はね上がり、怨えん嗟さの声はボルネリア領全ぜん域いきから立ち上った。しかし強力な私し兵へいを持つ侯爵に歯向かうことはできず、農民たちは血の涙なみだを流しながらその境きよう遇ぐうを受け入れる他ほかなかった。

　致ち命めい的ともいうべき状じよう況きようの変化が起こったのは、昨年のことである。ボルネリア領を含ふくむベールセール王国の北部一帯が、飢き饉きんと大おお地じ震しんという二つの災さい厄やくに相次いで見み舞まわれたのだ。

　しかしボルネリア侯は領民たちの窮きゆう状じようを理り解かいしようともせず、例年と同じ高い税を課した。結果、ジェレイドの住むこのオーセル村も、今ではもはや一日二食、麦の粥かゆを食べるだけで精せい一いつ杯ぱいという状じよう態たいだった。

　そこへ救いの手を差し伸のべたのがジェレイドだった。

　この麦畑に撒まかれた種は、ジェレイドが作り出したものだった。毎年収しゆう穫かくされる麦の中から、特に成長の早いものだけを選りすぐって掛かけ合わせてきたのだ。それは文字通りオーセル村の希望の種となり、今のところ期待通りに成長している。

　村人たちもまた努力した。少しでも土の状態をよくするため、山から黒土を運び、麦がより深く根を張はれるよう念入りに奥おくまで耕たがやした。

　その成果が今、眼がん前ぜん一杯に広がっている。このまま順調に育ちさえすれば、収穫は例年よりも早まり餓が死し者しやを出さずに済すむかもしれない。

「それにしても……美しい光景だ」

　ジェレイドは眼鏡を外すと、眼前一杯に広がる展てん望ぼうを見渡した。

　ゆるやかな風にそよぐ麦畑は黄金の海のよう。遠くにはベールセール王国の名物とさえ言える緑豊ゆたかな山々がそびえ、空には一面の青空。

　この青と金と緑の三色からなる光景を見ているときだけは、白と赤と黒からなるあの地獄のような光景のことも完全に忘わすれることができた。

　しかしこの光景を、ボルネリア侯は奪うばおうとしている。もし今の状況がもう二、三年続けば、麦畑を耕す者などいなくなり、この光景は二度と目にできなくなるだろう。

「珍めずらしいなジェレイド、おまえが真昼間から外を出歩いてるなんてな」

　自分の名を呼よぶ声に、眼鏡をかけ直しながら振ふり向く。

「人を引きこもりみたいに言わないでください、マシュー」

　それはジェレイドと同い年で幼おさななじみの数少ない友人だった。

　ただしその体つきはジェレイドとは正反対で、筋きん骨こつたくましい偉い丈じよう夫ふである。その肩かたには弓を、背せには今日の狩かりの成果だろうか、決して小さくない猪いのししを背負っている。

「今日の狩りはうまくいったようですね」

「ああ。久ひさしぶりの獲え物ものだ、これなら村の皆みんなに行き渡わたるだろうよ」

「それは助かりますね」

　マシューは生まれは農家だが、今では日がな一日山野をかけめぐり、罠わなをめぐらせ、あるいは弓を持って獲物をしとめ、新しん鮮せんな肉を村人に配るという猟りよう師しのようなことをやっている。

　領主に無む許きよ可かの狩しゆ猟りようは法に触ふれる行こう為いだが、ボルネリア侯といえど、田い舎なかの山奥まで監視の目を広げることはできない。ましてマシューは近きん隣りんの山野を知り尽つくしている。捕つかまるようなドジなど踏ふまないだろう。

「それよりジェレイド、村むら長おさと──いや、親おや父じさんと話はしたのか？」

　マシューが急に真ま面じ目めな顔をして訊たずねる。

「はあ。確たしかにしましたが……なぜそのことをあなたが知ってるんです？」

「いや、こないだの集会で村長が言ってたからな。集会の結けつ論ろんは直ちよく接せつ息むす子こに伝えるって」

「そうでしたか。ええ、確かに話は聞きましたよ。まったく、父も村のみんなも勝手なもんです。青二才の僕ぼくに何ができると言うんだか……」

「……はあ？」

　マシューは拍ひよう子し抜ぬけしたようにまじまじとジェレイドを見つめた。

「どうかしましたか、マシュー？」

「あ、いや。そうだな、確かに次期村長の件けんもそうだが……。おいジェレイド。おまえが聞かされた話って、ひょっとしてそれだけか？」

　ジェレイドは首を傾かしげた。

「はあ、そうですが。あ、いや、そういえば六年前に僕が何をしたのかを教えろとも言ってましたけど。それが何か？」

「……そうか。いや、ならいい。確かにその方がいいのかもしれないしな」

　マシューはどこか居い心ごこ地ち悪わるそうに視し線せんを逸そらした。

　わけが分からないといぶかしむ一方で、珍しいこともあるものだ、とジェレイドは思った。この気きっ風ぷのいい若わか者ものは、決して隠かくし事など好まないはずなのに。

「ま、とにかくさ──」と、マシューは続けた。「おまえが次の村長になるってのは、俺おれも賛さん成せいだよ。六年前だって俺はおまえのおかげで生き延のびられたんだからな。おまえならあのクソ領りよう主しゆが今後何をしでかしたってなんとかしてくれそうってもんさ」

「勘かん弁べんしてください。村長なんて、僕の柄がらじゃありませんよ」

　ずれた眼め鏡がねをかけ直しながら答える。

　背はい後ごでがさがさと物音がしたのは、そのときだった。

「ん？」

　だがジェレイドが振り返ったときには何も変化はなかった。大方、蛇へびか小動物の類たぐいだろうと軽く考えたものの、マシューが顔をしかめていることに気付く。

「……くそ、まずいものを見ちまったな」

「どういうことです？　何ですか、まずいものって」

「今の物音だよ。ありゃクライスだった」

　それはオーセル村に住む少年の名だった。

　歳としはまだ十四歳さいで、年ねん齢れい相そう応おうの活発な性せい格かくをしている少年だ。

「クライスがまずいって、どういうことですか？」

「いや、だってなあ。今の見えなかったか？　あいつ、手に食い物抱かかえてやがったぜ」

「え……」

　それは確かにまずいと、ジェレイドも同意せざるを得なかった。

　村全体が飢き餓がに陥おちいっているこの状じよう況きようである。食料をこそこそと持ち出す理由などは一つしか思い当たらない。

　確かに育ち盛ざかりの十四歳の少年にとって、満足に麦むぎ粥がゆも食べられない今の状況はお腹なかが空すいて仕方がないのだろう。つまみ食いをしたくなる気持ちは分からなくもない。

　だが今この村には一人の少年を満足させるだけの余よ裕ゆうはない。計画的に食料を消しよう費ひしなければ冗じよう談だん抜きで餓死するのだ。見み過すごすことはできなかった。

「……マシュー、ここは僕に任まかせてもらえませんか？」

「そうか？　分かった、次期村長のお言葉とあれば従したがわなきゃな。じゃあ任せるからうまく叱しかってやってくれ」

「いささか気が早いようですがまあいいです。とにかく、また後ほど」

　クライスを追って林の中に入る。

　その姿すがたはすぐに見つかった。

　パンや干ほした果物を入れた袋ふくろを傍そばに置き、うずくまって何かをしていたのだ。

　──はて？　何をやっているんでしょう？

　ただの盗ぬすみ食いならば叱って終わりだが、どうやらそうではないらしい。ひとまず木に隠れてその様子をうかがう。

　しかしクライスの取った行動は、ジェレイドの想そう像ぞうをはるかに超こえるものだった。

　ナイフを取り出す。その鋭するどい刃やいばを、自らの左ひだり腕うでに押おし当てる。

　ジェレイドが制せい止しする間もなかった。かなり躊ちゆう躇ちよしつつも、クライスはその刃を滑すべらせ自らの腕を切り裂さいたのである。

「くっ……。い、痛いてててて……」

　当たり前でしょうに、とジェレイドは呟つぶやいた。

　一体何を考えているのかは分からなかったが、とにかく放ほうっておくわけにもいかず、その傍に駆かけ寄よろうとする。

　だがそれよりも早く、クライスは食料を入れた袋を取ると再ふたたびこそこそと駆け出した。

「……やれやれ。子こ供どもの考えることはさっぱり分かりませんね」

　クライスの行動を見み届とどけるため、静かにその後を追う。

　奇き妙みようなことに、クライスはまた村へと戻もどろうとしていた。

　そしてきょろきょろと人目を気にしながら、ある一軒けんの家へと向かう。

「ソフィア、いるか？」

「はい、何でしょう」

　明るく元気な少女の声がした。

　戸が開き、出てきた少女の名を、もちろんジェレイドは知っていた。ソフィアという十三歳の修しゆう道どう女じよだ。

　かつてその家には二人の父子が住んでいた。

　父は蒼そう神しんラクリナースを信しん仰こうする神官であり、白しろ魔ま術じゆつを使い村人の怪け我がを癒いやし、神の教えを伝え、祈いのりの祝の詞りとを捧ささげた。そのお礼にいくばくかの喜き捨しやをもらうことで、父子二人で細々と生活していたのだ。

　だが去年の冬、その父が亡なくなった。

　村全体の食料が少なくなっていたときのことである。こうなるといくら怪我を治ち療りようしてもらっていたとはいえ、必然的に分け与あたえられるような食料は減へってしまう。

　ソフィアの父が、残り少ない食料をほとんど娘むすめに与えたのだと想像することは難かたくなかった。結果、ソフィアは生き延のびる代わりにたった一人の家族を失ったのだ。

　もちろんソフィアは嘆なげき悲しんだ。

　だがそれも三日だけだった。三日が過ぎると、生来の明るい性格でいつものように村を巡じゆん回かいし、未み熟じゆくな白魔術で村人の怪我を治療して回るようになったのだ。今クライスを出で迎むかえたあの満面の笑えみをもって。

　しかし血のしたたるクライスの腕を見た瞬しゆん間かん、ソフィアはまるで自分の方が怪我を負ったかのようにあわあわと顔を青ざめさせる。

「どどど、どうなさったのですかクライスさまっ、そのお怪我は!?」

「いや……ちょっと鎌かまで草切ってたらドジっちゃってさ。悪いけど治してくれないか？」

「わ、分かりましたっ、お任せください！　で、では失礼して……」

　ソフィアは自分の手が血で汚よごれることにまったく躊躇することなく、クライスの傷きず口ぐちをやさしく包んだ。途と端たんにクライスの頬ほおにほんのりと朱しゆが差す。

　ソフィアの口から〈神の慈じ悲ひ〉を乞こう言葉が静かに紡つむぎだされた。

「蒼神ラクリナースさま。我われらに水を与え大地を潤うるおしたもう蒼あおの女め神がみさま。どうかあなたの僕しもべに慈悲をお与えください。どうかわたしの願いを聞き入れ、この者の傷をお癒しください──」

　古いにしえの時代、白神フォードは人々に神々と交信する力を与えた。その力を用い、神々のほんのわずかな慈悲を乞い、人の持つ様々な力を強化する。それが白魔術である。

　ソフィアが使ったのは、彼女が信しん奉ぽうする蒼神ラクリナースに慈悲を乞うことでクライスの持つ治ち癒ゆ力りよくをわずかに強めるという白魔術だった。

「ふう。どうですか、クライスさま」

「……ああ。もう大だい丈じよう夫ぶだ、血も止まったし。ありがとな」

「いえそんなっ、大したことはしてません！　わたしはラクリナースさまにお仕えする者として当然のことをしたまでですからっ！」

　ぶんぶんと大げさに手を振ふる。

「いや、おまえがいてくれて本当に助かるよ。あ、そ……そうだソフィア、こんなものしかないんだけどさ、いつも世話になってるお礼だ、受け取ってくれ」

　ぎこちなくそう口にすると、クライスは件くだんの皮かわ袋ぶくろを差し出した。

　ソフィアはその中に入っているのが食べ物だと気付くと、またぶんぶんと手を振り、

「こ、こんな貴き重ちようなもの！　とてもとてもいただくわけには参りませんっ！」

「そう言わず受け取ってくれよ。それぐらいのことさせてくんねーと俺の方が申もうし訳わけないじゃんか。それにさ、おまえまた少しやせたんじゃないのか？　本当にちゃんと食ってるのかよ？」

「もも、もちろんです！　それはもちろん充じゆう分ぶんとは言いませんが、その、わたしは普ふ段だんから食は細い方ですし、そもそも今は村のみなさん全員が──」

　くぅうと、可か愛わいらしい腹はらの音が響ひびいたのはそのときである。

　空くう腹ふくのときに食べ物を見せ付けられては仕方のないことだ。ソフィアが顔を赤くし、それみたことかとクライスが苦く笑しようする。

「ほら、やっぱり腹減へってんだろ？　遠えん慮りよしないで食べてくれ」

　クライスは袋から干ほしたイチジクを取り出すと、半ば強ごう引いんにソフィアの手に押し付けた。

「ほ、本当にいいんでしょうか、こんなおいしそうな物を頂いただいて……。クライスさまだってお腹空いてるんじゃ……？」

「だから、そんなことおまえが気にするなよ。食べ物なんかよりおまえの方が──」

「え？　わたしが……なんですか？」

　クライスの顔は、遠目でもはっきりと分かるほどに赤くなっていた。

「……い、いやとにかく、もしおまえが倒たおれたら誰だれが俺の怪我を治してくれるんだ？　だからもう、遠慮なんてなしにしようぜ」

　あの甲か斐い性しようなし、とジェレイドは呟つぶやいた。

　とはいえ、自分に言えた義ぎ理りでもありませんが──とすぐに自じ嘲ちようする。

「分かりました、ありがとうございます。じゃあ、いただきますね」

　小さな小さな口で、干しイチジクにかぶりつく。

　そして傍はたから見ているだけで思わず頬が緩ゆるんでしまいそうなほんわかとした満面の微ほほ笑えみを浮うかべる。
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「ふわあ、おいしいですっ」

「そっ、そうか。そりゃ良かった」

　やれやれと、ジェレイドはため息を吐ついた。

　ジェレイドはこの六年、恋れん愛あいというものには縁えんのない生活を送っていた。「あんな失恋をしては無理もないこと」とは本人の弁べんである。

　失恋といっても、相手に嫌きらわれたというわけではない……とは思う。相手に別の恋こい人びとがいたというわけでもない……とも思う。だが、よりにもよって死別という振られ方をしたとあってはどうにもならない。あるいは、もう少し早く男らしい決けつ断だんができていれば、また別の未来が待っていたのかもしれないが。

　そんな過か去こがあるせいか、クライスのふがいなさを見ていると、なんだか過去の自分を見ているようで妙みように腹はら立だたしくなってくるのだ。

　どのみち、これ以上ここにいるのはさすがに無ぶ粋すいに過すぎる。ひとまずこの場を離はなれざるを得なかった。
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　クライスがようやく戻もどってきたのは、一いつ刻こくほども後のことだった。

「いい加か減げん待ちくたびれましたよ、クライス」

　満足げな表ひよう情じようを浮かべていた少年に、木の陰かげから声をかける。

　クライスはまるで悪いた戯ずらを見つけられた少年のように飛び上がった。

「ジェ、ジェレイド!?　何だよ突とつ然ぜん出てきやがって！　何か用かよ!?」

「ええまあ、一つ二つ言いたいことがありましてね。まずクライス、あなたは馬ば鹿かですか？　いえ、子こ供どもに疑ぎ念ねんを抱いだくのはよくないですね。分かりました、あなたは馬鹿です」

「断定すりゃいいのかよ!?　って、何なんだよいきなり！」

「だってそうでしょう。いくら女の子に贈おくり物をする口実を作るためといっても、自分の体を傷きずつけるなんてやり過ぎです」

　クライスの顔が引きつった。

「あ、悪あく趣しゆ味みだぜ。見てたのかよ……？」

「ええ、全部」

　クライスは顔を赤くしたが、すぐに居い直なおるようにフンと顔を逸そらした。

「しょうがねえだろ。あいつ、それぐらいやんないとパン一つ受け取ってくれねーんだ」

「なるほど、あの少女らしい。ただクライス、これだけは聞かせてください。あなたはあの食べ物を一体どこから調達してきたんですか？」

　クライスは顔を伏ふせた。

「べ、別にどうだっていいだろ、そんなこと」

「そういうわけにはいきません。今はどこもかしこも食料不足なんです、計画的に食べていかなければ餓が死し者しやが出てもおかしくない状じよう況きようなんですよ？」

「だからどうしたってんだよ！　そんなこと言ってる間にソフィアの親おや父じさんは死んじまったんだぞ！　今度はソフィアを餓死させる気かよ!?」

　やはりそうきますか、とジェレイドは何も言い返す余よ地ちがなくなったことを認みとめた。

　事実、ジェレイド自身はソフィアという少女に何も手を差し伸のべようとしなかったのだ。実じつ際さいは失念していたという方が正しいが、そんなことはこの際言い訳にもならない。

　だがクライスは違ちがった。馬鹿な方法ではあったが、この少年はソフィアを助けようとしたのだ。である以上、もはや自分に説教する資し格かくなどないようなものである。

「やれやれ。子供叱しかるな来た道だ……とは名言ですね。考えてみれば僕ぼくもあなたぐらいの年ねん齢れいのときは、もっと馬鹿げたことをやってたわけですし」

「……なんだよ、それ？」

「気にしないでください。とにかくクライス。僕が話を通しておきますから、あなたは明日から時間を作ってマシューの狩かりの手伝いをしなさい。人に贈る分の食べ物ぐらい自分で調達するんです」

「え？　い、いいのか!?　助かるよ！」

　意外なことに、クライスは驚おどろくよりも先に喜んだ。

　罰ばつのつもりだったんですけどねえ、とジェレイドは内心で舌したを巻まいた。クライスにとっては好きな女の子の食料を自分で賄まかなえることの方が嬉うれしいらしい。




　このとき、〈オーセルの賢けん者じや〉などという大おお仰ぎような二つ名で呼よばれているジェレイドにも、知る由よしはなかった。後にこのボルネリア領りようはおろか、ベールセール王国全土に影えい響きようを与あたえる大だい規き模ぼな反はん乱らんが起こる小さなきっかけが、このクライスとソフィアというたった二人の子供によって引き起こされることを。

　それは、この八日後のことだった。
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　その日、ジェレイドは陰いん鬱うつとした表情で窓まどの外を眺ながめていた。

「……勘かん弁べんして欲ほしいですね。どこまで僕らを苦しめれば気が済すむんですか、この空は」

　父との奇き妙みような邂かい逅こうから八日。その間、ずっと雨が降ふり続いていた。

　今日になってようやく雨足は鈍にぶりだしたものの、空は一面灰はい色いろの雲に覆おおわれ、止やむ気配など微み塵じんもない。

　こうなるともはや人間は無力である。後は一刻も早く雨が止み、麦が無事であることを祈いのることしかできない。

　だが、村を取り囲む麦畑のうち、北西の方は特に水はけが悪い。八日も雨が降り続けば畑は沼ぬま地ちと化してしまう。そうなれば元来水害に弱い麦が生き残れる可か能のう性せいは低い。

　去年起きた飢き饉きんも、原げん因いんは長雨だった。この分では今年の収しゆう穫かくもどれだけ激げき減げんするか分かったものではない。

　ボルネリア侯こうの存そん在ざいがあらためて疎うとましく感じられる。

「やれやれ。またどうにかして生き残る方法を考えなきゃなりませんか……」

　親友のマシューがその巨きよ体たいを雨で濡ぬらせながら飛び込んできたのは、ジェレイドがそんな独ひとり言を呟つぶやいたときのことだった。

「ジェレイド！　いるんだろ、厄やつ介かいなことになったぜ！」

「なんですか騒そう々ぞうしい。また盤シ上ヤ遊トラ戯ンジでもやりにきたんですか」

「違う、ファーバンクのクソ野や郎ろうがまた来やがったんだ！　全員集まれってよ！」

「……勘弁してください。この状況で、ですか？」

　ジェレイドは忌いま々いましげに息を吐はいた。

　ファーバンク。それはこの付近を治める執しつ政せい代行官配下の騎き士し隊長の名である。ファーバンクがやってくるのは臨りん時じの税ぜいの徴ちよう収しゆうかあるいは貢みつぎ物ものを要求しにくるときだけであり、すくなくともいい知らせを持ってきたことは一度もない。

「僕も行かなきゃいけませんかねえ？　一人ぐらいいなくてもバレないと思うんですが……」

「次期村むら長おさって言われてるヤツが来なくてどうすんだよ!?　ほら、さっさと行くぞ！」

　巨漢のマシューに強ごう引いんに連れ出されては、抵てい抗こうする術すべはなかった。




　村の広場には、すでにほとんどの村人たちが集まっていた。あの横おう暴ぼうなファーバンクにどんな無理難なん題だいを突つきつけられるのかと心配しているのか、全員が一様に陰鬱な表ひよう情じようを浮うかべている。

「よおジェレイド。おまえも来てくれたのか、助かるよ」

　そう声をかけてきたのは、ヤコブだった。農夫という表ひよう現げんの似に合あう素そ朴ぼくな男で、村人たちにも〝おじさん〟の愛あい称しようで親しまれている。

「僕程てい度どでは何の役にも立てないとは思いますが」

「いやいや、〈オーセルの賢者〉がいれば心強い。また何かやばいことになったらどうにかしてくれよ」

「……勘弁してください」

　それは冗じよう談だんめかした口調ではあったがジェレイドの本心だった。一いつ介かいの農民に過ぎない自分にできることなどたかが知れている。この場合の期待は重じゆう圧あつと同どう義ぎであった。

　そしてこのとき、ジェレイドはある疑ぎ問もんを抱いだくこととなる。

　父の姿すがたが見えないのだ。村長としての責せき任にん感だけは強いあの父が、このような場に来ないはずがないというのに。

「そろそろ全員揃そろったようだな。この俺おれが呼んだんだ、もっと早く集まりやがれこのウスノロどもめ！」

　広場の中央で睨にらみをきかせていた騎士が声を張はり上げた。

　堂々たる軍馬にまたがり、甲かつ冑ちゆうを身にまとったその騎士こそがファーバンクだった。彼の他ほかにもその従じゆう者しやと思おぼしき二人の騎兵と十人足らずの武ぶ装そうした兵士たちが見える。

「さて。まず今日は貴き様さまらに言っておくことがある。先日新たに公こう布ふした税のことだ」

「……え？」

　ジェレイドは思わず息を呑のんだ。傍かたわらのマシューに小声で尋たずねる。

「何のことですか、新しい税って。そんな話聞いたことありませんよ？」

　マシューは心底意外そうに目を見開いた。

「おまえ、本当に親父さんから何も聞いてないのか？」

「ええ、何も」

「そうか。いや、いつものクソったれなことさ。臨時に一人頭金貨一枚まいの税を納おさめろとよ」

「き、金貨一枚……!?」

　息を呑む。金貨一枚あれば大人が一ひと月つき生活できる。そんな大金を払はらう余よ地ちなど、もうこのオーセル村には残ってない。なけなしの財ざい貨かなどとうの昔に食料に変わっているのだ。村人たちに、いつも以上に元気がない一いち因いんが分かった気がした。

　同時に疑問がわき上がる。なぜ父は、そんな大事なことを教えてくれなかったのか。そしてなぜ父は、この場にいないのか。

　ファーバンクの話は続いていた。

「いいか貴様ら！　今回の税は半年前の地じ震しんで壊こわれた街かい道どうや防ぼう壁へきを修しゆう復ふくするために使われるものだ。一人頭たった金貨一枚で貴様らの生活が守れるのだぞ。これも偉い大だいなる侯こう爵しやくさまが配はい慮りよしてくださったおかげなのだ。貴様らはこの恩おんに報むくいるため、とっとと金を出せばよい。ところがだ──」

　声が一いつ層そう強まった。小こ馬ば鹿かにするように吐はき捨すてる。

「貴様らの中に、身の程ほどもわきまえず侯爵さまに直じき訴そした不ふ届とどき者がいる！　これ以上余よ裕ゆうもないので税を負けてくれとな。まったく、農のう奴ど風ふ情ぜいが侯爵さまに諫かん言げんしようなど身の程知らずも甚はなはだしい！」

「……まさか」

　ジェレイドは背せ筋すじが凍こおるような悪お寒かんに襲おそわれていた。

　八日前、今いま更さらのように六年も前のことを聞きたがった父。

　村の存そん亡ぼうにもかかわるような新たな税のことを教えてくれなかった父。

　病気一つ患わずらっていない体であるにもかかわらず、自分に後事を任まかせるなどと言った父。

　そして何より、父がこの場にいないことを、誰も疑問に思っていないという事実。

　導みちびきだされる答えは、たった一つしかなかった。

「貴様らも覚えておくがいい、身分をわきまえず出すぎた真ま似ねをする農奴はこうなるということをな！」

　ファーバンクは馬の鞍くらに付けてあった丸い皮かわ袋ぶくろの紐ひもを取ると、乱らん暴ぼうに地面に放ほうり投げた。

　その中から転がり出てきたモノを目にしたとき──ジェレイドは寸法の合わない眼め鏡がねをかけ直し、上ずった声でこう呟つぶやくことしかできなかった。

「……勘かん弁べんしてください」




　それは、父親の首だった。










　第四章　賢けん者じやジェレイド　後編
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　その光景を前にしては、ジェレイドも平静さを保たもつのに少なからぬ努力が必要だった。

　絶ぜつ望ぼう的な表ひよう情じようを浮うかべた村人たち。

　残ざん虐ぎやくな笑えみを浮かべてそんな村人たちを眺ながめている横暴な騎き士し──ファーバンク。

　そしてファーバンクの足元に転がっている、自分の父親の首。

「いいかおまえら！」

　ファーバンクは父の首を邪じや険けんそうに蹴けりつけると、声を荒あらげた。

「このジジイはな、身の程ほどをわきまえず侯爵さまに無礼を働いたのだ！　よってその罪つみをあがなうため、死が賜たまわられた！　貴様らもこうなりたくなければ、二度と侯爵さまのご決けつ断だんに逆さからおうなどとは思わぬことだな！」

　ああそういうことかと、他ひ人と事ごとのようにようやくジェレイドは理り解かいした。

　父は直訴しに行ったのだ。税ぜいを負けてくださいと。残虐、横暴で名の通ったボルネリア侯が、そのような言葉に耳を貸かすはずもないというのに。

　だが、一人頭金貨一枚などと言う新たな税を課されては、確かく実じつにこの村は冬を越こせない。それゆえに、父は殺されると分かっていてもボルネリア侯の元を訪おとずれたのだ。後のことを不ふ肖しようの息むす子こに任まかせて──。

　昔からこうだったと、ジェレイドは苦々しく回想した。父はそういう人だった。責せき任にん感が強く、それゆえになんでもかんでも自分で判はん断だんして解決しようとする。その挙あげ句く、胴どうと頭を分断されて地面に転がるハメになったというわけだ。このときジェレイドが抱いだいたのは、悲しいという感情よりも先に、馬ば鹿か馬ば鹿かしいという思いだった。

　ファーバンクはさらに加虐的な笑いを浮かべた。

「だが──喜ぶがいい、貴様らのために寛かん大だいなる侯爵さまは慈じ悲ひをお与あたえになられたぞ。今年貴様らが納める税は、二年前と同じ程てい度どにまで引き下げてやるとの仰おおせだ！」

　村人たちの顔に意外そうな表情が浮かんだ。

　ジェレイドもその一人だった。父の死は決して無む駄だではなかったのか。父がその身を犠ぎ牲せいにして直訴した結果、ボルネリア侯も考えをあらためたのだろうかと。

　だが一方で、ボルネリア侯とファーバンクがこれまでに行ってきたことを考えると、到とう底てい楽観することはできそうにない。

「ただし──だ」

　と、ジェレイドの懸け念ねんを裏うら付づけるようにファーバンクは言葉を継ついだ。

「侯こう爵しやくさまはこれより領りよう主しゆとしてお持ちになられているある権けん利りを行使されることとなった！　それが税を軽けい減げんする条じよう件けんだからな、貴き様さまらも潔いさぎよく従したがうことだ！」

　そしてファーバンクは、今後ボルネリアに大きな混こん乱らんを巻まき起こすことになるその言葉を発した。




「いいか、侯爵さまは今後、十三歳さいになった女すべてに対し、処しよ女じよ権を行使なされる！」




　……当初、村人たちの反はん応のうは薄うすかった。

　処女権などという言葉は聞きいたことがない。それが一体どういう意味なのか、すぐには分からなかったのだろう。

　だが時が経たつにつれ、『処女の権利』などというその物ぶつ騒そうな言葉の響ひびきに不安そうに顔を見合わせ始める。

　ジェレイドもその一人だった。あまりにも愚ぐ劣れつなその権利の意味を確かく認にんするため、一歩前に歩み出る。

「お待ち下さい、ファーバンクさま」

「ああ？　なんだ？」

「処女権とは我われ々われ愚民には聞き慣なれない言葉です。それは一体どういうものなのですか」

「ふん、男のおまえに分からぬとは思えんがな。そのままの意味だ、納おさめる税もないという貴様らから、金や食料の代わりに生き娘むすめの純じゆん潔けつをもらっていくということだ」

「なっ……！」

　愕がく然ぜんとする他ほかなかった。

　──ボルネリア侯。そこまで下劣な男だったとは……！

　ジェレイドたちの心しん境きようを見み透すかしたように、ファーバンクの高笑いが響き渡わたった。

「侯爵さまのご慈悲に感かん謝しやするのだな。下げ賤せんな農のう奴どなどに処女を奪うばわれるよりは、侯爵さまにやさしくしていただいた方がよほどマシというものだ。しかもそれで飢うえ死じにからも逃のがれられるとあれば、貴様ら農奴にとってはいいこと尽ずくめではないか！」

　ファーバンクとは対照的に、村人たちは静まり返った。その従じゆう順じゆんな様子がまたファーバンクの加虐心を刺し激げきしたのだろう、その表情には悪あく魔まのような笑みさえ浮かんでいた。

「さて、では早さつ速そく侯爵さまの元へ連れて行ってやるとしよう。十三になる女は前に出ろ！」

　ジェレイドの記き憶おくでは、該がい当とうする少女は確たしか二、三人いたように思えた。しかしそんな無む茶ちやな要求にすすんで従したがおうとする少女はいない。当然である。このときばかりは村の人数以外の戸こ籍せきをまともに管理しようとしないボルネリア侯の無む能のうさが救いだった。

「どうした！　前に出ろと言っているだろう!?　見ればそれらしい年ねん齢れいの女もいるではないか、正直に出てこなければ首に縄なわをかけてでも引っ張ぱり出すぞ！」

　ファーバンクは苛いら立だちを募つのらせたが、それでも村人たちは誰だれ一人として動こうとしない。ただこのままファーバンクが諦あきらめて去ってくれるのを祈いのっているのだろう。

「ええい、貴様らこの俺の言うことに従えんというのか!?」

　業ごうを煮にやしたファーバンクが、ついに剣けんを抜ぬいた。

　甲かん高だかい金きん属ぞく音おんと共に死を撒まき散らす刃やいばが露あらわになり、村人の間から恐きよう怖ふの悲鳴が上がる。ファーバンクの気まぐれによってあの凶きよう刃じんの犠ぎ牲せいになった農民たちは枚まい挙きよに暇いとまがないのだ。

　そんな最悪の状じよう況きようの中で、ただ一人ジェレイドだけがどうすべきかと冷静に思考を巡めぐらせていた。

　このままでは確実に誰かが凶刃の犠牲となる。しかし一方で、十三歳の少女を差し出すことなど絶ぜつ対たいにできない。

　もっとも、取れる手しゆ段だんなど一つしかなかった。とにかくこの場はファーバンクを言いくるめ、時間を稼かせぐことである。

　だがこのとき、ジェレイドがその考えを実行に移うつすことはなかった。少女の舌した足たらずな叫さけび声が響いたためである。

「お、お待ちくださいっ！」

　反はん射しや的に声のした方を見たジェレイドは、思わず息を呑のむことになる。

　ソフィアだった。父を亡なくし、たった一人で暮くらしている十三歳の修しゆう道どう女じよ。

　ソフィアは震ふるえそうになる体を必死に動かし、自ら前に進み出た。

「ファ、ファーバンクさま。わたしこそこの村でただ一人の十三歳の女です。どうか連れて行くのでしたら、わ……わたしをお連れください」

　なぜ自分からそんなことを、とジェレイドは思った。

　父子家庭に育ったソフィアには、ボルネリア侯が欲ほつしている処女権の意味が分かっていないのではないのか。そんな下世話な疑ぎ問もんさえ抱いだいた。

　だが、それも違ちがうのだろうと思い直す。ソフィアはきっと、ただ村のみんなに恩おん返がえしがしたいがために、ああやって進み出たのだろう。あのソフィアというのはそういう少女なのだ。

「ほう。なかなかの器量ではないか。いいだろう、これなら侯爵さまもお喜びになるだろうからな。よし、こっちへこい」

「は、はい……」

　ソフィアの体は、傍はたから見てもはっきりと分かるほどに震えていた。それでも気き丈じようにファーバンクの元へと歩み寄よろうとする。

　一方で村人たちは皆みな、その光景を固かた唾ずを呑のんで見守ることしかできないでいた。

　止めるべきだということは分かっているのだろう。だが止めたところで何も現げん状じようは変わりはしない。それどころかファーバンクの怒いかりを買い、その凶刃の餌え食じきとなるだけかもしれないのだ。

　そのとき、ソフィアが一度だけ振ふり返った。そしていつものあの満面の笑えみを浮うかべて、村人たちに告げる。

「みなさん。今まで色々と……お世話に、なりました。こんな、こんな形でしかご恩に報むくいることができなくて……恐きよう縮しゆくですけ、ど」

　声が震えた。しかし必死に堪こらえているのだろう、その双そう眸ぼうから涙なみだが流れることはなかった。

　それは見る者すべての胸むねになんらかの衝しよう動どうをかきたてる、そんな光景だった。

「本当にわたし、この村で生活できて、幸せで──」

「おい、とっととこいと言ってるだろう！」

「あっ──」

　ソフィアの言葉は、ファーバンクによって遮さえぎられた。

　ファーバンクは十三歳さいの少女の華きや奢しやな腕うでに縄なわを結び付けると、悠ゆう然ぜんと馬に跨またがった。

「では今日のところはこれで帰ってやるとしよう。せいぜい飢うえ死じにせずに済すむよう畑いじりにでも精を出すのだな」

「あうっ！」

　容よう赦しやなく馬を歩かせる。縄を引っ張られてソフィアは倒たおれそうになったが、ファーバンクは馬を止めようともしなかった。

「……勘かん弁べんしてください」

　まるで家か畜ちくを連れて行くような扱あつかいだった。その光景は六年前に最愛の女じよ性せいを失ったことを思い出させ、ジェレイドの精神を強く揺ゆさぶった。

　眩め暈まいを感じ、両目を押おさえる。

　同時に思った。こんな光景を見せられて、なぜ誰も抗こう議ぎの声一つ上げようとしないのかと。

　無む論ろん、村人たちの気持ちは分からなくもない。ファーバンクという騎き士しは、逆さからう者に容赦しない。誰だって命は惜おしいのだ、何も言えないのも仕方がないのかもしれない。

　だがそれでも。これまでも散々村のために尽つくしてきた健けな気げな少女をあのような目に遭あわされ、なおも黙だまっていられるような者は、人間などやめてしまえばいいとさえ思う。

「どうする、次期村むら長おさ」

　耳元でそんな声がした。

　声の主はマシューだった。恐おそらくこの近辺でもっとも優ゆう秀しゆうな猟りよう師しの友人であり、そして六年前、北方城じよう砦さいダルムでの防ぼう衛えい戦せんを共に生き抜ぬいた戦友でもある。

「……どういう意味ですか？」

「実を言うと俺おれはもう限げん界かいだ、いつでも暴あばれる準じゆん備びはできてる。だがおまえのことだ、俺が暴れるよりもっといい方法を考えてるんじゃないかと思ってな」

　そう言うとマシューは肩かたに背せ負おっていた弓を構かまえようとする。

　ジェレイドは少しだけ安心し、精神の平へい衡こうを取り戻もどした。それでこそマシュー、それでこそ我わが友だと。

「分かってます、もう二度と目の前で女性を死なせたりはしません。ですがもう少しだけ動かないでもらえますか。大だい丈じよう夫ぶです、ソフィアを見み捨すてたりはしませんから」

「分かった、おまえがそう言うなら従したがおう」

　ジェレイドは一つの決意を固めていた。

　もしこの光景を見せ付けられて、なお誰一人としてファーバンクに逆らおうとする者がいなかったとしたら。ソフィアを犠ぎ牲せいにしても、自分だけ助かればいいと考える者しかいなかったとしたら。

　そのときは自分にできることなど何もない。ソフィアをファーバンクから救い出す策さくを講こうじた後は、また以前のように世捨て人のような生活でも送るとしよう。

　父に後を任まかせられようが、次期村長に祭り上げられようが関係ない。村人たちの総そう意いがあるならばともかく、自分一人にできることなどたかが知れているのだから。それは六年前に得ることができた教訓の一つだった。

　だがそんなジェレイドの決意は、幸いなことに裏うら切ぎられることとなる。

「や、やめろ──────っ!!」

　聞き知った少年の叫さけび声がした。

　何事かと目を見開く。

　視し界かいに飛び込こんできたのは、ソフィアにぞっこんらしいあのクライスという少年が、馬上のファーバンクに木の棒ぼうを叩たたき付けるところだった。

「うがっ!?」

　奇き妙みような声を上げてファーバンクが馬から転がり落ちる。しかし甲かつ冑ちゆうを着込んでいたことが幸いしたのかあるいは当たり所がよかったのか、とにかく残念なことに怪け我がを負った様子はない。

「ソフィア、大丈夫か!?」

「ク、クライスさま……？」

　その隙すきにクライスはソフィアに駆かけ寄より、腕の縛いましめを解とく。
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「こ、このガキ……！　よくもこの俺に手を上げやがったな！」

　どうにか立ち直ったファーバンクは、自分の身に何があったかを悟さとると、腰こしの剣けんに手をかけた。

「うるせえっ！　おまえこそこれ以上ソフィアに手を出したら許ゆるさないからな！」

　一歩も退ひかず、クライスが応おうじる。

　その光景を見て、ジェレイドは苦く笑しようした。

　ちゃんといるではないか。愛する者を守るため、自らの手で、自らの意い志しでファーバンクにすら反はん抗こうしようとする者が。

　だが感心している暇ひまはなかった。とうとう剣を抜いたファーバンクが、今にも剣を振ふり下ろそうとしている。クライスはソフィアを背せにかばい、木の棒でどうにか応戦しようとしているが、十四歳さいの少年が正せい規きの騎士を相手に勝ち目などあるわけがない。

「マシュー、頼たのみます。あの二人は死なせたくありません」

「おう、任せろ」

　マシューが素す早ばやく弓を構える。

「死ね、クソガキが！」

　ファーバンクが剣を振り下ろす。

　だが、その剣が少年の体を引き裂さくことはなかった。

　飛んできた一本の矢が、ファーバンクの持つ剣を弾はじいたためである。

　まったく予想もしないところから不意打ちを喰くらったためだろう、ファーバンクは剣を取り落とした。

「見たか今の。凄すごいだろ、俺の弓」

「ええ、まったくです」

　マシューは自じ画が自じ賛さんしながら二本目の矢をつがえると、ファーバンクに言い放った。

「そこまでにしとけクソ野や郎ろう。そいつは俺の一番弟で子しでな、それ以上手を出そうとするなら次はてめえの顔を射い貫ぬくぞ。でかい面つらだしな、剣を狙ねらうよりよっぽど簡かん単たんそうだ」

「くっ、貴き様さま……！」

　ファーバンクは明らかに怯ひるんでいた。マシューの驚きよう嘆たんすべき弓の腕うでを見せ付けられれば無理もない。

　このときになって、ジェレイドはあることに気付いた。

　マシューだけではない。いつの間にかこの場に集つどっていた百人近くの村人たちが、手に手に棒や石ころを持ち、今にも飛び掛かからんとしていたのだ。

　そのことに気付いたファーバンクが、さらにうろたえる。

「き、貴様ら……！　まさかこの俺に逆さからう気ではあるまいな？　そ、そんなことをしてどうなるか分かっているのか!?」

「うるせえ！　おまえこそ生きて帰れると思うなよ！」

「そうよそうよ！　貴族の威いを借る狐きつねのくせに！」

「もう我が慢まんの限げん界かいだ！　やっちまおうぜ！」

　ついに投石が始まった。老ろう若にやく男なん女によを問わず、誰もが石に怒いかりを乗せ、投げつける。

　甲冑を着込んだファーバンクらに大した効こう果かはなかったが、その石つぶてが次し第だいに大きくなっていくと、ついに顔色が変わる。

「や、やめろ！　やめろと言っているだろうが！」

　ファーバンクの怒ど鳴なり声も、もはや百人の村人たちには聞こえない。

　その光景を見て、ジェレイドは内心で快かい哉さいを叫さけんでいた。

　村人たちはファーバンクに逆らえばどうなるかを知っている。たちまち軍ぐん勢ぜいが派は遣けんされ、こんな百人ほどの村など簡かん単たんに地上から消え去るということを。

　それを承しよう知ちの上で、彼らはファーバンクに石を投げているのだ。それがたとえ自じ暴ぼう自じ棄きの結果だとしても構かまわない。とにかく村人たちは、戦って切り開く道を選んだのだ。

　ならば──自分も彼らから選ばれた新たな村の長おさとして、やるべきことをやらなければならない。恐おそらくは、父もそれを望んで死地へと赴おもむいたのだろうから。

「く……くそ！　覚えてろ貴様ら！」

　とうとう負け惜おしみ同然に吐はき捨すてると、ファーバンクは馬にまたがりそそくさと村を出て行く。十人ほどの部下たちが戸と惑まどいながらそれに続いた。村人たちから上がる歓かん声せいを背にして。




「過か去こは及およばず、未来は至いたらず……か」

　ジェレイドはどこかの書物に記されていた一節を呟つぶやいた。

　過去は及ばず、未来は至らず、死んでからのことは神々にでも任まかせる他ほかない。そのことを理り解かいしているかは分からないが、とにかく村人たちは戦うことを選んだのだ。ならば、自分も才を振るうべきなのだろう。父も、自分の持つその才さい能のうを見込んで後を引き継つげなどと言い残したのだろうから。

　ジェレイドは尚なおも小こ雨さめが降ふり続く中、先ほどまでファーバンクが立っていた広場の中央へと進み出た。

〈オーセルの賢けん者じや〉が何かしようとしている。そのことに気付き、一時の勝利に沸わきあがっていた村人たちも次し第だいに静かになっていった。

　まずジェレイドは、地面に転がっていた父の頭に上着をかけた。未いまだ悲しいという感かん情じようは浮かんでこない。我われながら、随ずい分ぶんと親おや不ふ孝こうなことだと思った。せめてもの孝行として、父に託たくされた自分の責せき務むをまっとうしようと、村人たちにゆっくりと告げる。

「父は自分に何かあれば、僕ぼくに村長の地位を継げと言いました。まず皆みなさんにお訊たずねします。僕が新たな村の長になることに反対する人は？」

　初め、積極的に発言しようとする者はいなかった。だがやがて、一人の声が上がる。

「〈オーセルの賢者〉と名高いおまえが村長になってくれるんだ、反対する理由なんてないな」

　そう口にしたのはヤコブおじさんだった。人当たりがよく、村人たちにも慕したわれており、ジェレイドさえいなければ次の村長にと言われていたほどの人物でもある。

　そのヤコブの推すい薦せんと、元々内定していたという事実もあって、反対の意見を述のべる者はいなかった。

「ではこの村の長として、みなさんに尋たずねなければなりません。ファーバンクは明日にもまたここへやってくるでしょう。今日よりもずっと多くの手勢を連れて。我々は意思を統とう一いつし、決けつ断だんしなければなりません。クライスとソフィアを彼らに差し出し、土ど下げ座ざして涙なみだながらに許ゆるしを乞こうか。それとも逃にげ出すか。あるいは──それ以外の道を選ぶかです」

　村人たちは押おし黙だまった。

　元々クライスとソフィアを助けるために石を投じたのである。今いま更さら見み捨すてる気になどなれなかったし、たとえ二人を差し出すことでこの場をしのげたとしても、一度ファーバンクに逆らった以上、今後その横おう暴ぼうぶりがひどくなることは明白だった。

　一方で、逃げるという選せん択たく肢しはあまりにも困こん難なんだった。このボルネリアにおいては、農民の自由は極きよく端たんなまでに制せい限げんされており、職しよく業ぎようの自由、婚こん姻いんの自由、移い動どうの自由すらもない。もし逃とう亡ぼうしているところを捕つかまれば確かく実じつに死し刑けいだし、女子こ供どもを大勢連れていたのでは騎き士しの駆かる軍馬から逃のがれられる術すべもない。

　となると、残された手しゆ段だんは限かぎられてくる。

「俺は戦うことに賛さん成せいだ」

　沈ちん黙もくを破やぶって事も無げに言ったのは、マシューだった。
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「だってそうだろ？　たとえそれで殺されるにしても、餓が死しするよりよっぽどマシってもんだ。それに俺たちには〈オーセルの賢者〉が付いてるんだからな」

　やがて村人たちの中からもぽつりぽつりと声が上がり始めた。

「俺もこれ以上あいつらの言いなりになるのはゴメンだ」

「そうだ、家族を守るためなら戦ったっていい。だけど……俺たちに、勝ち目はあるのか？」

「……なくはありません」

　ジェレイドはやや躊ちゆう躇ちよしつつも頷うなずいた。

「彼らは僕らが従じゆう順じゆんな農のう奴どだという認にん識しきに浸ひたりきっています。それゆえに先ほど我々が逆らう姿し勢せいを見せたとき、ファーバンクは腰こしを抜ぬかすようにして逃げ出しました。彼らは我々を恐おそれたのです。所しよ詮せん、彼らも我々と同じ人間なのです。ならばいくらでも勝つ方法はあります」

　賢者の名で知られたジェレイドの言葉である。村人たちはその一いち言ごん一いつ句くに聞き入り、力づけられていくのを実感した。

「でも……ファーバンクのクソ野や郎ろうをどうにかすることができたとしても、その後はどうするんだよ？」

「そうだ、ボルネリア侯が俺たちを許しておくはずがない！　後でもっとたくさんの兵隊を送り込こんでくるんじゃないのか!?」

「そうだよな。侯こう爵しやくが相手じゃいくらなんでも……」

　続々と上がる意見は、すべて至し極ごくまっとうなものだった。農民の反はん乱らんなどボルネリア侯が許すはずもない。たとえ一時の勝利を得られたとしても、その後で大勢の兵を送り込んでくるのは目に見えている。

　しかし、ジェレイドの見けん解かいは違ちがっていた。

「しのぐ方法はあります。今このボルネリア領りようには、我々のように餓死の危き機きに直面している農民たちがたくさんいます。彼らを糾きゆう合ごうし、一つの勢力を築きずくことができれば、ボルネリア侯に勝つことも不ふ可か能のうではないでしょう。よしんば勝つところまで行かずとも、税ぜいの軽けい減げんなどなんらかの妥だ協きようを引き出せるかもしれません」

「だ、だけどよ、他ほかの農民たちが俺たちに続いてくれるって保ほ証しようがどこにあるんだよ？」

　新たな疑ぎ問もんの声に、ジェレイドはなおも力強く答えた。

「仰おつしやる通りです。そのためには実じつ績せきが必要です。僕たちが、一度でもボルネリア侯配下の騎士に勝利できたという実績が」

「つまりジェレイド、おまえにはファーバンクを打ち負かすことができるってことか？」

　ヤコブの言葉に、ジェレイドは押し黙る代わりに思し考こうを巡めぐらせた。

　明日、ファーバンクはこの村人全員を敵てきに回しても勝てるだけの手勢を引き連れてくるだろう。だが、必要以上の兵を率ひきいてくれば、今度はファーバンクの方が無能に見られることになる。恐らく騎士とその従じゆう者しやからなる十数人の騎兵と、残りは歩兵を何十人か連れてくるだけだろう。

　一方、この村には武ぶ器きを手に満足に戦える男手など三十人もいない。装そう備び、練度で勝まさるファーバンクらと正面から戦えば、勝てる見込みはないに等しい。

　だが騎士はともかく、歩兵のほとんどは自分たちと同じ農民の出身であり、徴ちよう兵へいされただけである。指し揮き官かんである騎士さえなんとかできれば、歩兵の方は戦わずとも瓦が解かいさせることができるはずだった。つまり歩兵と騎兵を分ぶん断だんし、その上で騎兵に対たい処しよすることさえできれば、勝利を得ることは難むずかしくない。

　戦場において騎兵がもっともその威い力りよくを発はつ揮きするのは、追つい撃げき戦せん──すなわち、逃にげる敵を背せ中なかから追い回すときである。このときだけは、騎兵はほとんど損そん害がいを出すことなく一方的に大打撃を与あたえることができる。

　つまり、そういう状じよう況きようを意図的に作り出してやれば、騎兵と歩兵を分断することも可能なはずだった。問題は訓練も積んでいない農民たちで、十人以上いるであろう騎兵を相手に勝機を見み出いだすことができるのかということである。ましてや準じゆん備びをする時間など一晩ばんもないというのに。

　それでもすべての状況をわきまえた上で、ジェレイドが出した答えは──肯こう定ていだった。

　村人たちの視し線せんが集まる中で、力強く頷く。

「あります。皆みなさんが僕の命令に従したがってくれるというのなら」

「……そうか。俺おれには難しいことは何も分からん。だが、おまえが間違ったことを言った覚えもないからな。おまえを信じるとしよう」

　ヤコブが力強く賛さん同どうの声を口にする。




　この瞬しゆん間かんが、ベールセール王国に大きな変化をもたらす反乱の、小さな小さな始まりだった。
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　ファーバンクが手勢を引き連れ、オーセル村を再さい訪ほうしたのは翌よく日じつの昼のことだった。

　この日も小雨が降り続く中、ファーバンクは昨日の醜しゆう態たいなど忘わすれ意い気き揚よう々ようと軍勢の先頭を進んでいた。

「あの生意気な農のう奴どどもめ、今日こそは目にモノを見せてくれるぞ！」

　今日は新たに三人の騎き士しと、その従者を連れてきていた。自分を入れて合計十一人の騎兵である。彼らは常つね日ひ頃ごろから戦せん闘とうの訓練を欠かさず、身に着けた重い甲かつ冑ちゆうはあらゆる矢を防ふせぎ、右手に持つ馬ば上じよう槍そうから繰くり出される強力な一撃は農民風ふ情ぜいに防げるものではない。

　その上、歩兵も七十人ほど連れてきていた。この兵力をもってすれば、女子こ供どもと老人ばかりの百人ほどの農村など風前の灯ともしびである。

　だがオーセル村へ近づくと、すぐにファーバンクは異い変へんに気付いた。

「変です、ファーバンクさま。誰だれもいません！」

　部下の兵士が声を上げる。

　村はもぬけの殻からだった。農作業へ向かう男、広場で遊ぶ子供、井い戸どの傍そばで語らう女。どこの農村であっても目にする光景が、ここにはなかった。

「まさかあいつら、逃げ出したのではあるまいな」

　あり得る話だった。税ぜいや借金が払はらえなくなって逃げ出した農民など枚まい挙きよに暇いとまがない。

　同時に、ファーバンクの顔に薄うすら笑いが浮うかぶ。

「馬ば鹿かどもめが。どうせ逃げられるわけもないというのに」

　女子供に老人を連れての逃とう避ひ行こうなど、騎士にとっては蝸かた牛つむりの行列に等しい。まして一晩程てい度どで稼かせげる距きよ離りなどたかが知れている。そういった逃とう亡ぼう者しやを監かん視しするための砦とりでや関所はいくつもあるし、逃げ切れる道理などない。

　農奴の逃亡は重じゆう罪ざいである。昨日の恥はじをそそぐためにも、男どもは皆殺しにし、女子供は奴ど隷れい商人にでも売り飛ばし、一ひと儲もうけしてやるとしよう。ファーバンクはそう決意すると、声を張はり上げた。

「捜さがせ捜せ！　そう遠くまでは逃げられぬはずだ！」

　命令が下ると、すぐに兵士たちが散らばり村人の行ゆく方えを捜し始める。

　果たしてファーバンクの予想通り、村人たちはそう遠くへは行っていなかった。

「見つけました！　やつら北西の方へと逃げています！」

「よし、よく見つけた！」

　一人の兵士が指差した先に百人ほどの集しゆう団だんが見える。間ま違ちがいなかった。

「追いかけましょう、馬ならばすぐに追いつけるはずです」

　従者の一人が言った。ファーバンクは頷うなずくと、背はい後ごの兵士たちを振ふり返って叫さけんだ。

「おまえたちは後から続け！　相手は女子供の集団だ、すぐに追いつけるだろう」

「はっ！　承しよう知ちいたしました」

　ファーバンクは馬を蹴けりつけた。たちまちその速度が上がり、それに十人の騎き馬ばが続く。




　オーセル村の住民たちは、麦畑の中を必死に逃にげようとしているようだった。

　しかし軍馬の足を前に逃げ切れるものではない。みるみるその距離は縮ちぢまっていく。

「止まれ愚ぐ民みんども！　今すぐ止まらなければ我わが槍やりの錆さびにしてくれるぞ！」

　それでも農民たちは止まるどころか、さらに足を速めて必死に逃げようとする。

　向こうにしてみれば命がかかっている。当然の反はん応のうだと思いつつも、結局早死することには変わらないのだ。

「全員、我われに続け！　聞き分けのない愚民どもには鞭むちが必要のようだ！」

　馬の腹はらを蹴り、尚なおもその速度を速め、片かた手てに長大な槍を構かまえる。

　農奴どもにその突とつ進しんを阻はばむ術すべはない。数人の同どう胞ほうを貫つらぬかれ、あるいは馬ば蹄ていに踏ふみ潰つぶされることでようやく彼らも悟さとるだろう。逆さからうことなど許ゆるされないのだと。生きていたくば一生を農奴として過すごす他ほかないのだと。

　異変が生じたのは、馬が麦畑へと足を踏み入れたそのときだった。
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　ジェレイドの視界の中で、勢いきおいをつけたファーバンクら十一人の騎馬が次々と麦畑へと飛び込んでくる。

　だがその直後。

「うわあああ───!?」

　十一頭の馬のうち、まず先頭を行く四頭が前のめりに崩くずれ落ちた。

　そして騎乗していた騎士たちもまた、一人の例外もなく頭から麦畑へと投げ出されていく。泥どろ沼ぬまと化していた麦畑に。

　後から続く七人の騎兵たちは咄とつ嗟さに馬を止めようとしたが、遅おそかった。重じゆう武ぶ装そうの馬は次々と泥沼にはまり、身動き一つ取れなくなる。慌あわてて馬から下りようとするものの、事じ態たいを悪化させる意味しかなかった。甲冑の重さゆえに膝ひざの上まで泥につかり、一歩も踏み出すことができなかったのだ。

「今です、武器を持った者は前に出てください。包囲の態たい勢せいを！」

　ジェレイドの号令一下、それまで逃げるだけだった村人たちの中から男たちが進み出ると、紐ひもでできた投石器や弓を片手にファーバンクらを取り囲む。

「くそったれがぁ！　なんだこれは!?」

　体中を泥だらけにしたファーバンクが声を荒あらげる。

　ジェレイドは悠ゆう然ぜんと言い放った。

「農民の苦労など知らないあなたには分からないでしょう。こうも雨が降ふり続けば水はけの悪い畑など沼地同然になってしまいましてね。上から藁わらを敷しいておけば見た目はただの畑ですが、そこを重武装の騎兵が駆かけるなど無む謀ぼうという他ないということですよ」

　眼め鏡がねについた泥を拭ぬぐい、かけ直す。

「あなた方は逃げる者を一方的に追い立てることに慣なれきっておられるようですからね。少しばかり逃げるフリをしてみせればうまくおびき寄せられるだろうとは思ってましたよ。さあ、降こう伏ふくしてください。まさかこの状じよう況きようで勝てるとはお思いにならないでしょう？」

「くっ……！」

　ファーバンクは悔くやしげに歯をかみしめた。

　その周囲を数十人もの村人たちが取り囲む。騎士の甲かつ冑ちゆうならば大たい抵ていの飛び道具は防ふせげるが、沼地となった畑ではそれが逆ぎやくに災わざわいしてまったく動くことができない。この状況で大量に石や矢を撃うち込まれれば、一いつ時ときはしのげてもやがては致ち命めい傷しようを負うことになるだろう。

「き、貴き様さまら……！　こんなことをしてただで済すむと思うなよ!?　我らの後ろには何十人もの兵士たちが続いているのだ！　貴様らこそ今すぐ降伏しない限かぎり、命はないものと思え！」

　やはり騎士といってもこの程てい度どの状況認にん識しき力りよくしかないらしい。ジェレイドは安あん堵どとも呆あきれともつかぬため息を吐つき、そして傍かたわらに控ひかえる猟りようの達人に声をかけた。

「マシュー、頼たのみます」

「おう、任まかせろ」

　マシューは流れるような動作で矢をつがえると、無む造ぞう作さに放った。

　放たれた矢が、ファーバンクの右みぎ肩かた、甲冑の隙すき間まに突つき刺ささる。

「ぐあああああああ!?」

　かつて体験したことのない自分の体の痛いたみに、ファーバンクが悲鳴を上げる。ジェレイドはそんなファーバンクを一いち瞥べつすると、冷れい厳げんに告げた。

「大の大人がその程度でわめかないでください、みっともない。急所は外れてるはずですから今すぐ治ち療りようすれば死にはしませんよ。もっとも、そのためにはあなたが後方の部下に今すぐ帰き還かんするよう命じるのが条じよう件けんです。そうすればあなた方の生命は保ほ証しようしましょう。言うまでもないことですが、聞き入れていただけないのであれば仕方ありません。確たしかに我々も殺されるかもしれませんが、それでは不公平ですからね。あなた方にも道連れになっていただこうと思います」

「なにっ……！」

　ジェレイドが言い終えると同時に、マシューが二本目の矢をつがえる。その矢先は、まっすぐファーバンクの額ひたいに向けられていた。

　マシューだけではない。周囲には親の仇かたきと言わんばかりに目の色を変えている数十人の村人たちがいる。

　ここに至いたって、ファーバンクも自分の置かれた状況を理り解かいする他ほかないようだった。さっきまでの偉えらそうな態たい度どなどどこへやら、心底怯おびえきったように叫さけぶ。

「わ……分かった！　おまえらの勝ちだ、兵士どもは帰らせる！　だから頼たのむ、命だけは、命だけは助けてくれ！」




　それがベールセール王国に大きな変化をもたらす反はん乱らんの、小さな小さな最初の勝利だった。
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　ジェレイドは村人たちに矢や継つぎ早に命令を下していった。

　まずファーバンク以外の兵士たちに武ぶ器きを捨すてさせ、帰還させる。ファーバンクに極きわめて従じゆう順じゆんだった兵士たちは、上官の命令に決して背そむくこともなかった。数十人分の武器と十頭もの軍馬は、反乱を起こした自分たちの大きな財ざい産さんとなるはずだった。

　小さな議ぎ論ろんが起こったのはその後だった。ファーバンクの処しよ遇ぐうをどうするかである。

　積年の恨うらみを抱いだいていた村人たちは、命は助けるという約束を反ほ故ごにしてでもなぶり殺しにすることを主しゆ張ちようし、ファーバンクを怯えさせた。

　しかし、ジェレイドが次のように主張したため、ファーバンクは虜りよ囚しゆうの身となる。

「金も食料もない僕ぼくたちは、義ぎによって人心を得なければなりません。相手がファーバンクとはいえ、約束は約束。反故にして信しん頼らいを失っては今後同どう志しを募つのるのに支し障しようを来きたします。むしろ生かしておいてこそ、また利り用よう価か値ちが生まれるというものです──」




　父の遺い体たいを弔とむらい、すべての仕事が終わったときには、すでに日は沈しずみかけていた。

　その後ジェレイドが向かったのは、六年間住んでいた村はずれの家ではなく、十日前まで父が住んでいたかつての生家だった。

　村むら長おさになると決めた以上、いつまでも村はずれに住んでいるわけにはいかない。まして村長ともなれば、それなりの威い厳げんも必要だった。それゆえに、空き家となったこの生家に移うつり住むことに決めたのだ。

「まさかこういう形でおまえが帰ってくるとはな」

　隣となりでマシューが呟つぶやいた。荷物持ちをさせていたため、その肩には大量の書物が積まれていたが、表ひよう情じよう一つ変えず軽々と運んでいる。

「ええ、まったくです」

　マシューの底なしの体力に感心しつつ、ジェレイドは同意した。

　生家を見下ろす大木から、ピイピイという元気な雛ひなの鳴き声を耳にしたのはそのときだった。

　ふと見上げれば、木の中ちゆう腹ふくにある鳥の巣に、親鳥が餌えさを運んでいるのが見えた。それは二度と見かけることはないと思っていた光景である。ふと首を傾かしげる。

「おや。あの鳥、生きてたんですね。こないだ見かけたときはピクリとも動いてなかったのでてっきり死んでるのかと思いましたが」

「ああ、あれか。いや、最近あの雛が妙みように騒さわがしく鳴いてたらしくてな、それをソフィアが目に留めたらしいんだ。で、ソフィアに頼たのまれたクライスが木登りして死にそうになってる親鳥を取ってきて、それをソフィアが白しろ魔ま術じゆつで治ち療りようして……って、ここまで言えば分かるだろ？」

「……へぇ」

　それはなんとも幸さい先さきのいい出来事のように思えた。

　本来ならば親鳥を失った雛鳥に、生きていける道理など微み塵じんもない。

　だが雛鳥の生きたいという意志は揺ゆるがず、それは必死の鳴き声という形になって表れ、ソフィアとクライスの助けという奇き跡せきを呼よび込こむこととなったのだろう。

　まるで今のこの村のようだった。肝かん心じんなのは、意志なのだ。それさえあれば、あの雛鳥のように何度でも奇跡は起こるだろう。

　ジェレイドは寸すん法ぽうの合わない眼め鏡がねをかけ直した。

「さて、では始めるとしましょうか。僕たちの戦争をね」













　第五章　始まりの死　前編
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　その男は、名をバルディアといった。ミカルディ郡駐ちゆう屯とん騎き士し隊たい副隊長という肩かた書がきで、騎士叙じよ勲くんも受けている。

　だが騎士になれたのは賄わい賂ろの効こう果かであって武ぶ人じんとしての実力はないに等しく、その性せい格かくも騎士らしからぬ卑ひ屈くつという一言に尽つきた。上司である隊長のファーバンクに媚こびへつらい、その上前を分けてもらうことで日々を送っていたが、それゆえにファーバンクがいなくなれば何もできなくなるのだろうと部下に陰かげ口ぐちを叩たたかれるほどだった。そして実じつ際さいのところ、その陰口は的を射ていたのである。

　その日、バルディアは駐屯地となっている砦とりでを出ると、近くの森の中にある丸太小屋へと向かった。

　何の変へん哲てつもない小さな小屋だ。奇き妙みようなことがあるとすれば、それは小屋ではなくその周辺の光景だろう。たくさんの木々がなぎ倒たおされている。しかも木々は倒れたまま放置されており、少なくとも薪まきや資し材ざいのために倒されたようには見えない。

「テオドリッジ卿きよう！　おられませぬか！」

　バルディアの呼びかけに返ってくる答えはなかった。だがさらに何度か名を呼んだそのとき、

「なんだ、騒そう々ぞうしい」

　ズンズンと、およそただの人が歩くにしてはあまりにも仰ぎよう々ぎようしい足音が背はい後ごから響ひびいた。振ふり返ったバルディアは、思わず背せ筋すじを寒くすることとなる。

　その男を端たん的てきに表ひよう現げんするならば、まるで肉食動物のような──とするのが妥だ当とうだろう。身の丈たけは七尺しやく（約二一〇センチメートル）にも迫せまり、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの鋼はがねのような体たい躯くは薄うすい上着を今にも突つき破やぶりそうだった。顎あごはまるで野や獣じゆうのように頑がん強きようで堅かくく角ばっており、目つきも鋭するどく、視し界かいに映うつるもの全すべてを獲え物もののように見み据すえているかのようで、こうして相対しているだけでまるで自分が蛇へびに睨にらまれた蛙かえるになってしまったかのような錯さつ覚かくに苛さいなまれる。

　その右手には大きな戦せん斧ぷが握にぎられており、左肩には驚おどろくべきことに一本の丸太が担かつがれていた。人がたった一人で持ち運ぶには重すぎるはずのそれを、表情一つ変えずに担いでいたのだ。

「何者だ？　はて、見覚えのある面ツラだが」

　問われてバルディアは地面に片かた膝ひざを突ついた。それは礼れい儀ぎのためというより、とても視線を合わせていられなかったためである。そもそもバルディアは騎士隊の副隊長であり、本来なら膝を折らねばならないのはテオドリッジの方なのだ。

「は、私は騎士隊の副隊長を務つとめておりますバルディアと申します。今日はその、テオドリッジ卿にお願いがありまして」

「そうか、思い出したぞ。貴き様さまあのファーバンクの腰こし巾ぎん着ちやくか。一体何用だ？」

　テオドリッジの乱らん暴ぼうな口調にバルディアは反感を抱いだかずにはいられなかったが、口に出しては何も抗こう議ぎすることはなかった。ファーバンクがいなくなった今、頼たよれるのはもはやこの男しかいないのだ。

「は、実はオーセル村で農民たちが反はん乱らんを起こしまして、テオドリッジ卿にその鎮ちん圧あつをお願いしたいのです」

「断ことわる」

　即そく答とうだった。あまりにも短い返答だったので、バルディアは再さい度ど問とい質たださねばならないほどだった。

「し、失礼ですが、今なんと仰おつしやったのですか」

「断るといったのだ。そういうことはファーバンク辺りにやらせるのが筋だろう。弱者から搾さく取しゆするしか能のうのないあの男にはうってつけではないか」

「そのファーバンク卿はすでに鎮圧に失敗し、囚とらわれの身となっておられます。あまり大きな声では言えませんが、あれだけ領りよう民みんの恨うらみを買っていたファーバンク卿です、もはや生きて帰ることはないかと……」

「ほう？」

　初めてテオドリッジの顔に興きよう味みの色が浮うかんだ。

　ファーバンクは強者にへつらい弱者をいたぶり、私し欲よくを満たすことしか考えていない最低の騎士だが、小さいながらも騎士隊の隊長というだけあってそれなりの腕うでっ節ぷしは持っている。そのファーバンクが捕とらえられたという事実がテオドリッジの興味を引いたのだった。

「そうか。あのファーバンクが敗北したとなると、そこそこの豪ごう傑けつがいるとみえるな」

「はい、そのようです」

　実のところファーバンクは武ではなく知によって敗北したという事実をバルディアは知っていたが、あえて黙だまっていた。

　テオドリッジとはそういう男なのだ。忠ちゆう誠せいを誓ちかった主が相手であっても敬けい意いを払はらおうとしないという点では騎士失格だが、己おのれを磨みがき、より強い相手と戦うことを望むという向上心についてのみは、他ほかのどの騎士よりも勝まさっている。豪傑がいると聞けば、喜んで戦いに赴おもむくだろう。

「ふん……」

　テオドリッジは担いでいた丸太を無む造ぞう作さに放ほうり投げた。ズシンと小さくない音が響き渡わたる。驚いたバルディアがわずかに腰を抜ぬかすのを尻しり目めに、テオドリッジは右手に持つ戦斧を高く掲かかげた。

「はああああああああっ！」

　気合と共に振り下ろす。

　直後、凄すさまじい破は砕さい音おんが響き、バルディアは息を呑のんだ。

　丸太は真っ二つとなっていた。しかもその切り口は斧おのを使ったとは思えぬほどにギザギザで、切ったというよりは叩たたき折ったと表ひよう現げんする方が適てき切せつだった。

　驚きよう嘆たんに値あたいする膂りよ力りよくである。これで世辞の一つも口にすることができれば、今いま頃ごろはこんな片かた田い舎なかの騎き士しではなく、国王に仕える近この衛え騎士の地位でも得ていたことだろう。

「いいだろう、木を相手にするのもいささか飽あいていたところだ。そのオーセル村の反乱とやらはこの俺おれが鎮しずめてやろう」
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　その日、なりゆきとはいえ〝反乱の指し導どう者しや〟という極きわめて物ぶつ騒そうな地位に就ついてしまったジェレイドは、部屋に籠こもって山積する問題に頭を抱かかえていた。

「……やっぱりやめときゃ良かったですかね」

　口からこぼれるのは愚ぐ痴ちばかりだった。

　最大の問題は、兵数である。現げん在ざい、手元で動かせる兵力といえば、オーセル村に住む成人男だん性せいが二十人ほど。たった二十人。出来の悪い笑い話である。これでは〝反乱軍〟などと自じ称しようすることさえおこがましく、せいぜい〝賊ぞくの集しゆう団だん〟がいいところだ。おまけに、オーセル村の主要な働き手である彼らをすべて動員すれば村の方が壊かい滅めつしかねない。ただでさえ、冬小麦の収しゆう穫かくは間近に迫せまっているのだ。

　ファーバンクの襲しゆう撃げきを退しりぞけた際さいに、八十人分の武ぶ具ぐとそして十頭ほどの軍馬を得られたことは幸いだったが、肝かん心じんの兵がいなくてはどうしようもない。兵を増ふやすには近きん隣りんの村々に協力を仰あおぐしかないが、まだその時期ではないとジェレイドは見ていた。他人に言われて決起するような味方では信しん頼らいが置けないし、大した実じつ績せきもなく下手に味方を増やせば誰だれが上に立つかという主導権けんの問題が勃ぼつ発ぱつする可か能のう性せいもある。まだ準じゆん備びと時間が必要だった。

　とはいえ、こうしている間に自分たちを鎮圧するための新たな敵てきがやってきてもおかしくはない。何らかの対たい策さくが必要だったが、現げん状じようでは斥せつ候こうを出して様子を探さぐることぐらいしか手がない。

「あ、あの──」

　後ろから控ひかえめな少女の声がした。

　振り向くと、そこにいたのはソフィアだった。村に住む十三歳さいの修しゆう道どう女じよであり、そしてこの村が総そう意いをもって反はん旗きを翻ひるがえすきっかけを作った孤こ児じでもある。一度村むら長おさとなった以上、そんな彼女を放っておくこともできず、ジェレイドはソフィアを村長の家に迎むかえることにしたのだ。

　賢けん者じやと名高いジェレイドが後見人となるなら、ソフィアにとっても悪いことはないだろうと、村人たちも皆みな納なつ得とくした。もっとも、当のソフィアの方は手をぶんぶんと振りながらこう固こ辞じすることとなったが。

「わ、わたしなんかのためにそんなご迷めい惑わくはかけられません！」

　しかし、ジェレイドに次のような説得をされては、無む下げに断ことわることもできなかった。

「今までも僕は生活感などという言葉とは無む縁えんの日々を送ってきましてね。その上今後は村長として、しかもボルネリア侯に反旗を翻した変人として様々な雑ざつ務むに追われることとなります。そうなれば家事などに手を回す余よ裕ゆうなどなくなるでしょう。元よりあなたにただ飯を食わせるつもりもありません、ようするに手伝いが欲ほしいのです」

「……はあ、分かりました。わたしなんかでお役に立てるのでしたら……」

　かくしてソフィアは今、ジェレイドと同じ屋根の下で暮らしている。その働きぶりは勤きん勉べんの一言に尽つき、生来の無ぶ精しよう者ものであるジェレイドにとってはありがたい存そん在ざいであった。もっともその代だい償しようというべきか、ソフィアにぞっこんであるらしいクライスから突つき刺ささるような視し線せんを向けられるのは、正直勘かん弁べんして欲しいところではあった。

　そのソフィアが今、まるで親からはぐれた子こ猫ねこのような不安げな顔をしている。保ほ護ご者しやとしては、放っておくわけにはいかなかった。

「どうかしましたか、ソフィア」

「あ、いえ、そのっ、大したことじゃないんです。ただ、ジェレイドさまがあまりにも不安そうになされていたので……」

　なるほど、と思わず納得する。確たしかに景気のいい顔をしていたとは思えない。

　とりあえず人々を率ひきいることを決意した身としては、一人の少女の不安を取り去るぐらいのことはできなければならないだろう。ジェレイドはソフィアを安心させるため、できるだけ穏おだやかな顔を作って言った。

「気にしないでください、この顔は生まれつきですから。大だい丈じよう夫ぶ、あのファーバンクを見ていれば分かるでしょう、この郡を治めている執しつ政せい代行官の部下は無む能のう者もの揃ぞろいですからね。むざむざと皆を不幸な目に遭あわせることなどありませんよ」

「はあ……」

　それはただソフィアを安心させるための嘘うそではなく、ある程てい度どの事実も含ふくまれている。

　ボルネリア領りようは七つの郡からなる。ジェレイドたちが住むのはその北ほく東とう端たんにあるミカルディと呼よばれる郡である。

　一言でいえば僻へき地ちだ。麦の発育に適てきした平地は少なく、他ほかの郡に比くらべれば税ぜいの収しゆう入にゆうも低い。駐ちゆう屯とん騎き士し隊たいもいるが、実じつ際さいの騎士の数など十人足らずで残りは兵卒である。それも騎士隊の隊長といえばあのファーバンクだし、政治の責せき任にん者しやである執政代行官は私し腹ふくを肥こやすことしか考えていない小物だ。その部下の実力など、推おして知るべし──それがジェレイドの考えであり、また数少ない希望でもあった。

　だが、このときばかりはジェレイドの目もく論ろ見みにも誤あやまりがあった。

「大変だ、ジェレイド！」

　声を荒あらげて入ってきたのはマシューだった。マシューは猟りよう師しというだけあって、この辺りの地理に非ひ常じように詳くわしい。それゆえに馬を与あたえ、新たな敵がやってくるであろう南西の偵てい察さつを任まかせていたのだ。

　そのマシューが慌あわてて帰ってきたということは、理由は一つしか考えられない。

「様子から察するに、新たな敵てきがやってきたわけですか？」

「ああそうだ」

「ええ……!?」

　ソフィアは動どう揺ようを隠かくせないようだった。ソフィアだけではないだろう、この報ほうを耳にすれば村人の誰もが同じ反はん応のうをするに違ちがいなかった。

「マシュー、正せい確かくに教えてください。軍ぐん勢ぜいはどの程度でしたか？　騎士の数は？」

「ああ、人数は百人もいないだろう。騎士の数も一人だけだ。ただ妙みようなのはその騎士だ、剣けんも槍やりも持ってねえ。代わりに馬ば鹿かでかい斧おのを担かついでた」

「……なんですって」

　傍はた目めでも分かるほどにジェレイドの顔が青ざめた。

　六年前に徴ちよう兵へいされた国こつ境きよう城じよう砦さいダルムでの戦いが思い起こされる。

　剣ではなく巨きよ大だいな戦せん斧ぷを持った騎士。あのとき徴兵された自分たちを引いん率そつした騎士の一人に、確かそんな男がいなかったか。

　未いまだその存在を覚えていたのには理由がある。戦いぶりが凄すさまじかったからだ。剣ではなく巨大な戦斧を振ふり回し、敵兵のただ中をまるで野を行くがごとく突つき進む豪ごう腕わんの騎士。味方であれば頼たのもしいが、敵に回るとなればあれほど恐おそろしい相手もいないだろう。

　そんな騎士の存在を忘わすれていたとは、迂う闊かつ──というよりは意外だった。何せ六年も前の話である。あれほど勇ゆう猛もうな騎士ならば、出世して近この衛え騎士ぐらいになっていても不思議ではない。少なくともこんな僻地にいる理由などないはずなのだ。

　だが、現げん実じつにあの騎士はすぐそこまで来ているという。もはや考えている暇ひまはなかった。

「マシュー、彼らがやってくるまでにどれぐらい時間がありそうですか」

「そうだな……。多分、二に時とき（四時間）ぐらいだろう」

　事も無げに言うマシューの言葉に感かん嘆たんする。二に時とき分ぶんもの距きよ離りにいる敵を、よくもこれほど早く見つけられたものだと。

　これで対たい策さくを講こうじる時間もできる。ジェレイドは即そく座ざに決けつ断だんをくだした。

「一つお訊たずねします。歩いて一いつ時ときぐらいの範はん囲いに、村人を避ひ難なんさせられるような場所はありますか？」

「ああ、俺がいつも猟に行ってる山にならいくらでもあるぞ」

「分かりました。ではマシュー、今すぐ村の皆みなを広場に集めてください。それから倉庫に放ほうり込んでるファーバンクを連れてきてもらえますか？」

「分かった、任せろ」

「わ、わたしも手伝います！」と、ソフィアがいった。「皆を呼よぶぐらいなら、わたしにもできますから」

「助かります。ではお願いしますよ」

　ソフィアにしても、何か仕事に没ぼつ頭とうしていた方が余よ計けいな不安に駆かられることもないだろう。

　こうして二人に指し示じを出し終えると、ジェレイドは眼め鏡がねをかけ直した。

「やれやれ、敵もどうして動きが早い。これは当分、胃いの痛いたくなる日が続きそうですね」
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　オーセル村の広場に百人の村人が集まるまでには、あまり時間はかからなかった。

「聞いたぞ。新たな鎮ちん圧あつ軍ぐんが近づきつつあるそうだな」

　そこへ縄なわで縛しばられたファーバンクが連れてこられる。口以外まったく自由にならない状じよう態たいにありながらも不ふ遜そんな態度は決して崩くずそうとせず、村人たちの動どう揺ようを誘さそうかのように大声で叫さけび続ける。

「貴き様さまらも観念してはどうだ。我わららも一度は後おくれを取ったがそう何度も奇き策さくなど通用するものではなかろう。どうだ、今すぐこの縄を解といて跪ひざまずき、許ゆるしを乞こうというのであれば俺がとりなしてやってもよいのだぞ？」

　その高こう慢まんな態度は、ジェレイドも呆あきれを通り越こして感心するほどだった。だがこれ以上与よ太た話ばなしを村人たちに聞かせるのはよくない。

「黙だまりなさい、騒そう々ぞうしい」出来るだけ厳きびしい口調を作って言い放つ。「生意気に直じき訴そしたというだけの理由で僕ぼくの父を殺したあなた方のことです、一度反はん抗こうした僕たちを許すわけがないでしょう。言っておきますが、僕としてもただ殺されるのを待つぐらいでしたら、いつでもあなたを道連れにするつもりですからね」

「……ぬぅ」

　それはファーバンクを黙らせ、さらにもう逃にげ道はないのだという今の状じよう況きようを再さい認にん識しきさせるという意味で、村人たちの動揺を抑おさえる効こう果かもあった。
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　静せい寂じやくを取り戻もどしたところで、あらためてジェレイドは村人たちの前に歩み出た。

「さて、皆さんにお伝えしなければならないことがあります。現げん在ざい、僕たちを鎮圧すべく新たな軍勢が接せつ近きんしつつあります」

　途と端たんに動揺する村人たちを前に、ジェレイドは次のように続けた。

　今度ばかりは彼らも警けい戒かいしているだろうし、前回のように策の一つで撃げき退たいすることはできない。今の自分たちには武ぶ器きはあるが兵の数が絶ぜつ対たい的に不足しており、正面から戦っても勝ち目はないだろう──。

「そこでひとまず東の山へ逃げることを提てい案あんします。しかしこれは時間稼かせぎです。実はただ一つ、ロアンヌ村が僕たちに協力し、共に決起してくれると約束してくれています。彼らの救きゆう援えんが来るまでの間、僕たちは姿すがたを隠かくしていればいいのです」

　村人たちの顔に生気が宿ったように見えた。

　ロアンヌという名のその村は、この近辺でもっとも大きな村である。その村が協力してくれるとあれば、これほど力強いことはない。

　この後、村人たちは二、三の質しつ問もんをした。自分たちは必ずこの故こ郷きようへ帰ってこられるのかと。そして勝算はあるのかと。

　だが、いずれの問いにもジェレイドが力強く肯こう定ていすると、もはや異いを唱えようとする者はいなかった。

　こうしてオーセル村はにわかに慌あわただしくなった。少しでも多くの食料と金目の物を持ち出そうと村人たちが忙いそがしく動き回る。

　そんな中、マシューは時間を見つけてジェレイドに近ちか寄よると、小さな声でこう訊たずねることとなる。

「おいジェレイド。おまえ、いつの間にそんな話をつけてたんだ？　あのロアンヌ村がこんな貧びん乏ぼう人にんの争いに参加してくれるとは思えないんだが」

「嘘うそに決まってるじゃないですか」事も無げに答える。「援えん軍ぐんのあてもなく逃げ回っていては村人たちの気力がもちません。たとえ嘘でも希望を持たせなくては」

「……なるほどな。どうやら地じ獄ごくに落ちることになりそうだな、俺おれたちは」

「ええ、同感です」

　ジェレイドにはジェレイドなりの目もく論ろ見みがあった。あてもなく逃げ回っているだけではなんの意味もない。疲ひ弊へいし、やがては捕ほ捉そくされ殺されるだけだ。攻こう撃げきされるなら逆ぎやく撃げきを加える。共に起たってくれる者がいないなら、無む理り矢や理りにでも起たざるを得ない状況を作り出す。それができなければ自分たちに明日はない。

「それよりマシュー、一つ頼たのみたいことがあります。ファーバンクのことなんですが──」
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　テオドリッジ率ひきいる一隊は、オーセル村に到とう着ちやくしたところで半ば途と方ほうに暮くれていた。

「まさか、こうも思い切りのいい連中だったとはな」

　村には人ひと影かげ一つなかったのだ。恐おそらく逃げたのだろう。収しゆう穫かく直前の麦や生まれ育った我わが家やを放って村人全員で逃げ出すなど決して容よう易いなことではない。少なくとも反はん乱らんの指し導どう者しやとやらは、人心は得ているようだった。女子こ供どもを連れた逃とう避ひ行こうでは遠くまで逃げ切れるものではないが、どこへ逃げたか分からない村人たちをわざわざ探さがし出してまで斧おのを振ふるいたいとも思えない。

　テオドリッジとはそういう騎き士しだった。あとは領りよう内ないの随ずい所しよに建てられた関所や砦とりでの警けい戒かい網もうにでも任まかせ、とっとと帰るべきではないか──本気でそう思う。

　このとき、悪あく魔まの所業のごとき天の采さい配はいがなければ、本当にテオドリッジは帰き還かんの途とについていたことだろう。

「む！　貴き様さま、テオドリッジではないか!?」

　彼らの前に姿すがたを現あらわした男を見て、テオドリッジさえも意外に思った。それは先に一軍を率いてこの村を攻こう撃げきしようとし、そして敗北した挙あげ句くに虜りよ囚しゆうの身となったという騎士であった。

「ほう、ファーバンクか。貴様、農民どもに囚とらわれていたのではなかったのか？」

「ふ、ふん、確たしかにな。彼き奴やつらは山の中へ逃げ込んだのだが、その際さいこの俺を木に縛しばり付けたのだ。だが所しよ詮せんは農民よ、この俺が本気を出せば隙すきを突ついて逃げ出すことなどたやすいというわけだ。所詮、あいつらなど人一人殺せぬ腰こし抜ぬけどもだからな」

「そう無む闇やみに見下すものでもなかろう。貴様はその腰抜けどもに後おくれを取ったのだろう？　つまり貴様は腰抜け以下ということではないか」

　ファーバンクは痛いところを突かれたことを隠かくすように声を荒あらげた。

「う、うるさい！　確かに一度は不覚を取ったが、俺は奴らを出し抜いてここにこうしているのだ、文もん句くを言われる筋すじ合あいはない！」

「別に文句を言うつもりはないし、口こう論ろんするつもりもない。まして弁べん解かいなど無用だ。負い目がないというのなら堂々としておればよかろう」

　テオドリッジのすました顔は、ファーバンクの感かん情じようをさらに高ぶらせた。だがこれ以上むきになって反論しても立場がよくならないことに気付いたのか、話を切きり替かえる。

「そ、それよりもテオドリッジ。貴様がなぜここにいるのだ？」

「副隊長とやらに頼まれ、農民どもに後れを取ったどこぞの騎士の尻しり拭ぬぐいをしにきたのだ。だがこの通り村人は逃にげ去ったようだからな、とっとと帰ろうとしていたところだ」

　その不ふ遜そんな態たい度どにファーバンクは眉まゆをひそめたが、すぐに機き嫌げんを直す。これが自分にとって都合のいい状じよう況きようであることに気付いたためである。

「そうか、そういうことか。ところでテオドリッジ、一つ確かく認にんしておこうではないか。貴様とこの俺とではどちらの地位が上だ？」

「さて、どうであったかな。確かなのは貴様が俺に斬きりかかっても勝ち目はないということだが」

　その返答は三み度たびファーバンクを憤ふん慨がいさせるに充じゆう分ぶんだった。事実、ファーバンクは武ぶ力りよくでテオドリッジに勝てる自信は微み塵じんもなかったのだ。

「き、騎き士し隊たいの隊長であるこの俺の方が貴様より身分が上なのは明白だろうが！　よっておまえが連れてきた兵は今後俺が率いる！　よもや文句はあるまいな！」

「好きにしろ。もともと上から押おし付けられた兵だ、俺とて好きで連れてきたわけではない」

　テオドリッジの返答はあくまで淡たん々たんとしており、部下を取り上げることで少しでも目にモノを見せてやろうとしていたファーバンクを失望させることとなる。

「それよりもファーバンク、兵がいたところでどうするつもりだ？　連中がどこにいるのか分からねば意味もあるまい」

「ふん、俺は彼奴らの元から逃げてきたのだぞ、どこへ逃げたのかぐらい知っている」

「そうか。ではしっかり案内を頼むとしよう」

　上官をただの案内人扱あつかいするテオドリッジの態度は、またもファーバンクを憤慨させることとなる。
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　季節は初夏である。人の手の入っていない山道は狭せまい上に雑ざつ草そうが生おい茂しげり、獣けもの道みちも同然の悪路となってファーバンクたちを苦しめた。

　さらに思いもよらぬ出来事によって最初の犠ぎ牲せい者しやが出たのは、山道に入ってから半時ほど経たったころのことだった。

「うわああああああああ!?」

　列の先頭を歩いていたその不幸な兵士は、叫さけび声と共に他ほかの兵士たちの視し界かいから姿を消すことになる。

　何があったかを悟さとり、ファーバンクは苦々しくうめいた。

「ぬう、子供じみたマネをしおって……！」

　不幸な兵士は落とし穴あなに落ちていたのだ。それは子供の悪いた戯ずらと同じ次元ではあったが、人一人分の広さしかなく、下草も多いこの獣道では回かい避ひのしようがなかった。

　穴は決して深くなく、落ちた兵士にも命に別べつ状じようこそなかったが、突とつ然ぜんのことで受身一つ取れなかったためか足をくじき、それ以上の行軍は無理だった。

「ええい、この役立たずめ！　俺の足を引っ張ぱるぐらいならいっそここで死んで役に立て！」

　疲ひ労ろうで苛いらついていたファーバンクは思わず剣けんを抜きかけたが、テオドリッジに制せい止しされ、血が流れることは回避された。

　こうして兵士たちは再ふたたび行軍を開始したが、その速度は急きゆう激げきに落ちることとなる。

　落とし穴があったせいか、自然と兵士たちが足元を警けい戒かいしだしたためだ。ところが今度は足元ではなく頭の高さに細い麻あさ糸いとが張られ、それに引っかかると上から岩が転がり落ちてくるという罠わなが待ち構かまえていた。

　あるいは落とし穴を見つけて迂う回かいしようと獣道を外れて茂みに入った瞬しゆん間かん、足に引っかかった縄なわで逆さかさ吊づりとなった兵士もいた。中には板と太い枝えだとを組み合わせ、三人ほどの兵士が乗って初めて作動するよう作られた落とし穴もあった。

　負ふ傷しよう者しやが続出し、警戒のため行軍速度はさらに遅おそくなっていく。

　ところがこれでもかと周囲を警戒しながら歩いているところに、今度は木々の間から矢が飛来し、先頭を歩く兵士たちを射い貫ぬいていく。

　そこには猟りよう師しと思おぼしき男の姿すがたがあった。

　ようやく見つけた敵てきの姿である。怒いかりに駆かられたファーバンクの「生きて帰すな」という命に従したがい、兵士たちは男を捕つかまえようとしたものの、その瞬間彼らの足元でまたぱっくりと落とし穴が口を開け、新たな犠牲者が量産されることとなる。

　同じことが何度も繰くり返され、ついに進軍は完全に止まってしまった。死者こそ出ていなかったものの、怪け我が人にんとその怪我人を運ぶために兵員を振ふり当てねばならず、兵力はあっという間に半数を切った。しかもこの事態に対し、指し揮き官かんたるファーバンクも兵士たちを怒ど鳴なりつけることしかできず、もはや士気などないも同然であった。

「……謀はかられたな」

　このとき、ただ一人テオドリッジだけが敵の意図を正せい確かくに見み抜ぬいていた。

　よくよく考えてみれば、ファーバンクがああも都合よく逃にげ出せたという時点でもう少し疑うたがってかかるべきだったのだ。つまり、連中はファーバンクを意図的に逃のがしたのだと。

　オーセル村の住人が広い山のどこへ逃げたのかを知っているのはファーバンクだけである。しかしファーバンクがそこへ案内するとなれば、向こうがこちらの道みち筋すじを読むのはたやすい。ただでさえ狭せまい一本の山道しかないのだ。そこへ村人を動員して罠を仕し掛かけたのだろう。

　狭く茂みの多い獣道である。初夏の暑い気温と長い行軍で兵士たちは疲つかれ切っており、注意力も散さん漫まんになっている。この上、いつ罠や矢に襲おそわれるかという恐きよう怖ふに駆られれば、精せい神しん的にも参ってしまう。

　対たい処しよする道は一つだけだった。

「ファーバンク、案内はもういい。連中がいるのがこの先だというのは分かった、貴き様さまは兵を連れて山を下りろ。ここから先は俺一人で行く」

　無む謀ぼうともいうべきその提てい案あんに、ファーバンクは狼ろう狽ばいを隠かくせなかった。

「な、何を言う、貴様一人で何ができるというのだ!?」

「この状じよう況きようだ、兵をぞろぞろ引き連れていったところで犠牲者を増やすだけだ。どのみち、こうも疲れ果てた顔をしている兵などもはや役に立たん。おまえが連れて帰れ」

「む……」

　このときファーバンクが無下にその提案を拒きよ否ひしようとしなかったのは、ファーバンクなりの打算が働いたためである。

　確たしかにこのまま行軍を強行しても、兵士たちの足取りは遅く、また怪我人を量産するだけだろう。ここは出直すべきだった。ましてや次に罠の餌え食じきとなるのは、自分だという可か能のう性せいもあるのだ。

　その上、テオドリッジという男はファーバンクにとって目め障ざわりという以外の何物でもなかった。何しろ自分より強い部下なのである。これまでも機会さえあれば殺してやろうと思ったことは一度や二度ではないが、その武ぶ勇ゆうを怖おそれ、実行に移うつすことができなかったのだ。

　あの小こ賢ざかしいジェレイドという男ならば、テオドリッジの一人ぐらいどうとでもするかもしれない。つまり、ファーバンクにとってはどう転んでも悪いことはないというわけである。

　そう判はん断だんしたファーバンクは、次のように返答することとなる。

「いいだろう、では貴様に任まかせよう。だが大おお見み得えを切ったのだ、事を成さぬ限かぎり帰ってくることは許ゆるさんからな！」

　ファーバンクは兵士たちに退ひくぞと怒鳴りつけると、自ら先頭を切って下山を始めた。

　こうしてテオドリッジは、ただ一人山道を歩き始めることとなる。




　　　　　４




　見晴らしのいい山さん腹ぷくからその光景を見ていたジェレイドは、背せ筋すじが凍こおりつく思いに駆られていた。

「……まったく、人間とは計り知れない生き物ですね」

　やってきた敵は次々と仕掛けた罠わなにかかり、ついに進軍を断だん念ねんしてその大半が下山していった。そこまではよかった。だがあの斧おのを持った騎き士しだけが、歩みを止めることなく凄すさまじい速度で迫せまってきていたのだ。

　騎士は、罠が仕掛けてある獣けもの道みちを避さけて移い動どうしていた。それは口にするのはたやすいが、初夏のこの時期、緑の生おい茂しげった山の中を歩くなど無む謀ぼうという他ほかない。鋭するどい枝えだや葉は体中を傷きずつけ、足元では茂みに隠かくれた木の根やでこぼこの地面が歩くのを邪じや魔まする。足の弱い者ならたちまち足首を挫くじいて歩けなくなるだろう。その上、行動と視し界かいも遮さえぎられ、体力と方向感覚はみるみる失われる。それは猟りよう師しのマシューでさえまねできないだろう。

　しかしその騎士はやってのけた。甲かつ冑ちゆうを着き込こんだその強きよう靱じんな体は多少の障しよう害がい物ぶつなどものともせず、まるで猛もう牛ぎゆうのように力強く歩み続け、自身の通り道を目印としてひたすらに突つき進んだのだ。

　マシューが不意をついて何本かの矢を放ったが、驚おどろくべきことにその騎士は強大な戦せん斧ぷを振ふり回し、そのすべてを弾はじき返してみせた。

　舌したを巻まく体力だけではない。目を見み張はる動体視力の持ち主でもあった。

「駄だ目めだ、止まらんぞ！」

　ジェレイドの隣となりでヤコブが悲鳴のような声を上げる。マシューの指し導どうを受けて短時間で罠を仕し掛かけることができたのは、〝おじさん〟の愛あい称しようで村人たちに親しまれる彼の力があったからに他ならない。

「どうするんだジェレイド、あいつがここまでくるのは時間の問題だぞ！」

「ええ、分かってます」

　まだ焦あせる必要はない。相手はたった一人。それに対し、こちらは二十人足らずの村人がいるのだから。

　だが、あのような化け物に正面から戦いを挑いどめば、勝てたとしても必ず犠ぎ牲せい者しやが出るだろう。それは避けたいところだった。いつか死者は出るとしても、それはせめて軍としての体てい裁さいが整ってからにすべきである。ここで親しい村人が死ぬところを見せ付けられれば、一挙に村の結束は崩くずれ去るだろう。

　万が一に備そなえて村人たちを避ひ難なんさせるべきだったが、彼らも木や草で仮かりの住まいを設せつ営えいしたばかりで、疲ひ労ろうの極きよく致ちにある。それに一日に二度も住じゆう居きよを失うようなことがあれば、その心労は軽視できるものではないだろう。

「やむを得ません。最後の罠を使って勝負に出ます。それも失敗したそのときは、村のみんなを連れて逃にげてください」

「わ、分かった」




　ジェレイドが最後の戦場に選んだのは、山道の途と中ちゆうにある小さな空間だった。

　周辺は木々に囲まれ視界は利きかないが、その辺りだけは下草も少なく多少の行動の自由も利く。ここならば正面から渡わたり合うことができるはずだった。

　もっとも、ジェレイドはその非ひ力りきさゆえ剣けんすらまともに振ることはできない。文字通り正面から渡り合おうとすれば、瞬しゆん時じに首を刎はね飛ばされるだろう。

　まして、指導者の立場にいる者が自身を危き険けんにさらすなど、本来はあってはならない。しかしあの人間離ばなれした騎士を相手に無傷で勝とうとするのなら、多少の危険は冒おかさざるを得なかった。

「誰だれだ、貴き様さまは」

　ややあって茂みの中から姿すがたを現あらわしたその騎士は、ジェレイドを見ると多少あざけるような口調で言った。

　無理もないことだと思った。眼め鏡がねをかけたやせっぽちの人間が道を塞ふさいでいるのだ。この騎士からすれば、その辺の小石の方がまだ障害物たりえるだろう。

「僕ぼくは多分、あなたが真っ先に首を叩たたき斬きるべき人間ですよ」

「ほう」

　騎士は意外そうな顔をした。

「つまり、おまえが反はん乱らんの首しゆ謀ぼう者しやというわけか？　ファーバンクを捕とらえたというからどのような豪ごう傑けつかと思っていたのだが……」

「それはすいません。ご期待に添そえず」

「おまえが俺おれの期待に添う義ぎ務むがあるわけでもあるまい。気にするな」

　それはなんとも奇き妙みような会話で、ジェレイドは思わず拍ひよう子し抜ぬけするほどだった。外見から受ける粗そ野やな印象とは異ことなり、冷静な騎士である。嫌いやな相手だった。

「あなたのことは存ぞんじております、テオドリッジ卿きよう」

　ジェレイドの言葉にテオドリッジは意外そうな顔をした。

「ほう。俺の名を知っているとは。どこかで会っていたか？」

「ええ。六年前、あの国こつ境きよう城じよう砦さいで」

「そうか、あの戦いの生き残りか」合点がいったように頷うなずく。「なるほど、戦いくさの心得がないわけでもないということか。それゆえファーバンクも手玉に取られたのだな。いいだろう、では──」

　テオドリッジは戦斧を構かまえた。

「始めるとしようか。貴様も死にたくなければ、せいぜい抵てい抗こうしてみせるのだな」

「…………」

　だがジェレイドは動かなかった。その身には武ぶ器き一つ帯びている様子もないことから、テオドリッジは怪け訝げんそうに訊たずねる。

「貴様、武器はどうした？」

「ご心配なく、僕は武器は使いません。こう見えても、黒くろ魔ま術じゆつが使えますから」

「なに──」

　わずかではあったが、初めてテオドリッジの顔に動どう揺ようが見て取れた。

　黒魔術。

　古いにしえの時代、黒神ハルモニアは、人々に精せい霊れいと交信する力を与あたえた。それによって万ばん物ぶつを構こう成せいする精霊に干かん渉しようし、奇き跡せきを起こす。それが黒魔術である。

　そして、黒魔術の行使に道具はいらない。ジェレイドが素す手でであることもそれを裏うら付づけている。少なくともテオドリッジとしては、そう解かい釈しやくせざるを得なかった。

「我わが意に応おうじよ！」

　ジェレイドはそこへ精霊の力を集めるかのように、両手を構えた。

「契けい約やくに従したがい、汝なんじが力をここに解放せよ！　眼がん前ぜんの敵を焼き尽つくし、我が道を切り開け！」

　鋭するどい声と共に両手を眼前に突つき出す。

「くっ！」

　テオドリッジが身を守るため両手で顔をかばおうとした、その瞬間。ジェレイドは叫さけんだ。

「汝、名をマシュー！」

　それこそがジェレイドの策さくであった。

　注意をこちらに向けさせ、その隙すきにテオドリッジの後方の木へ登ったマシューが矢を放つ。

　百発百中のその必殺の矢は、うなりを上げてテオドリッジの首に突き刺ささる──はずであった。

「……勘かん弁べんしてください」

　その光景を見たとき、ジェレイドは思わずそう呟つぶやいた。

　テオドリッジは死角から迫せまる矢を、振ふり返ると同時に左ひだり腕うでで受け止めたのだ。

　籠こ手てに弾はじかれ、力なく矢が地に落ちる。

　不意を突いて放たれた矢を察知し、飛来する速度よりもさらに早く繰くり出される左腕。人間の技わざとは思えなかった。

　だが、そのようなかわされ方をされるとは思わなかったものの、この罠わなが失敗したときの対たい処しよ法ほうをも、ジェレイドは備そなえていた。

「ヤコブおじさん、今です！」

　テオドリッジの右側の茂しげみから、木に吊つり下げられた巨きよ大だいな丸太が飛び出した。

　それこそが最後の罠だった。

　狭せまい空間すべてを押おしつぶすように迫ってくる巨木。巨漢のテオドリッジにそれをかわす術すべはなく、どれだけ頑がん丈じような甲かつ冑ちゆうをもってしてもその衝しよう撃げきを防ふせぐことはできない。

　テオドリッジの巨体は、棒ぼう切きれのように吹ふき飛ぶ──はずだった。

　だがこのときテオドリッジの取った行動は、ジェレイドの予よ測そくをはるかに超こえていた。

　テオドリッジは迫ってくる巨木をかわせぬと見ると、戦せん斧ぷを構えたのだ。

「はああああああああっ！」

　まさか、とジェレイドは最悪の予測を立て──そしてそれは現げん実じつとなった。

　雷かみなりが落ちたかのような音が轟とどろいた。

「ば、馬ば鹿かげてる……！」

　気合と共に繰くり出されたテオドリッジの戦斧は、迫り来る巨木を正面から叩たたき折っていた。
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「なるほど、二段だん構がまえの罠だったというわけか。正直、黒魔術のハッタリには騙だまされたぞ。しかしどうやらおまえは俺をファーバンク辺りと同じだと考えているようだな」

「……その通りです。謹つつしんでお詫わびいたしましょう、あなたにとっては失礼だったようですね」

　ジェレイドは己おのれの判はん断だんを悔くやんだ。

　まさかここまでとは思わなかった。巨木を戦斧の一いち撃げきで粉ふん砕さいするような騎き士しがいるとは。

　自分の未み熟じゆくさが思い知らされる。人間というのは計り知れない。一つや二つの罠だけではなく、もっと最悪の事じ態たいを想定しておくべきだった。

　もはや手はなかった。この化け物を相手にしては、即そく席せきのハッタリや罠では対抗できないだろう。

「どうやら……これまでのようですね」

　それはテオドリッジではなく、自分に言い聞かせる言葉だった。

　六年前にも女じよ性せいの命一つ救えなかった自分である。それが侯こう爵しやくに逆さからおうなどと思い上がったこと事態、間ま違ちがっていたのかもしれない。

　オーセル村の村人たちに対し、申もうし訳わけない気持ちになる。あれだけ勝算があるなどと大口を叩きながら、こんなことで命を落とすとは。彼らだけではない、巻まき込んでしまったロアンヌ村もそうだ。せめてファーバンクが自分の首一つで満足してくれれば、と思わずにはいられなかった。

「興きよう醒ざめだな」

「……え？」

　そのときテオドリッジが吐はき捨すてるように呟いた言葉は、この状じよう況きようにあまりにも不ふ釣つり合あいで、思わずジェレイドは訊たずねた。

「今、なんと？」

「興醒めだといったのだ。侯爵に反はん旗きを翻ひるがえすというからどれだけ骨ほねのある輩やからかと期待して来てみればこの様ざまだ。興醒めという他ほかあるまい」

「…………」

　瞬しゆん間かん、ジェレイドは思考を巡めぐらせた。

　理り解かいできたことは一つ。この男は少なくともある種の騎士道には通じているらしい。つまり、己を磨みがき、より強き相手と戦うことを望んでいるのだ。

　生き残るにはそのわずかな可か能のう性せいに賭かけるしかなかった。

「少し、時間をいただけませんか」

「……何？」

「しばし時間を、といってるんです。確かに僕には戦士としての力はありません。ですが、僕には策さくがあります。もう少しだけ時間があれば、今の何倍もの兵力を集め、その中から将しようたる器うつわを持った者を探さがし出し、軍たる陣じん容ようを整えてみせます」

「ほう」

　期待通り、テオドリッジはジェレイドの提案に興味を抱いた様子だった。

「つまり、時間さえあればもっと手ごたえのある相手を用意してくれるというわけか」

「誓ちかって必ず。千人に一人の豪ごう傑けつを探し出して見せましょう」

　テオドリッジは笑いを堪こらえるのに苦労しなければならなかった。これほどの楽しみを用意してくれた者など、かつて一人でもいただろうか。

「面おも白しろい。いいだろう、六年前の戦争を共に生き抜ぬいたよしみだ、しばらく貴き様さまの命は留とどめ置くとしよう。だが覚えておけ、次はないぞ」

「……心しておきましょう」

　テオドリッジの気き迫はくに呑のまれたかのように、ジェレイドの返答は上ずっていた。
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　緊きん張ちようの糸が切れたように、がっくりと膝ひざを突つく。

「ジェレイド、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　咄とつ嗟さにやってきたマシューがその体を支ささえなければ、ジェレイドの体は地面との衝しよう突とつを余よ儀ぎなくされていただろう。

「正直、あまり大丈夫ではありませんが……。とにかく、ぼんやりしてる暇ひまはありません。過か程ていはどうあれ猶ゆう予よを与あたえられたことは確たしかです。すぐに移い動どうしなくては」

「移動？　どこへ、何しに？」

「ファーバンクは間もなくロアンヌ村を襲おそうはずです。これが最初で最後の機会です、僕たちはそれを阻そ止しすることで人心を掌しよう握あくし、兵を集めねばなりません──」










　第六章　始まりの死　後編
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「バルディアさま。ただ今ファーバンク隊長がお戻もどりになられました」

　その日、ミカルディ郡駐ちゆう屯とん騎き士し隊たい副隊長という長ったらしい肩かた書がきを持つバルディアは、部下からのそんな報ほう告こくに驚おどろかされることとなる。

「なんだと、ファーバンクが!?　あいつまだ生きていたのか！」

　まったく予想だにしない事じ態たいだった。ファーバンクは、治安維い持じと称しようして巡じゆん察さつに出かける度たび、必ず領りよう民みんが不当な扱あつかいを受けたと訴うつたえ出てくるほどの乱らん暴ぼう者ものだ。そしてファーバンクは先日、その領民たちに捕つかまり虜りよ囚しゆうの身となったのである。虐しいたげられていた領民たちにとっては復ふく讐しゆうの好機だ。ファーバンクがどのような拷ごう問もんにさらされているかなど、想そう像ぞうに難かたくない。

　まして、その領民を鎮ちん圧あつすべく豪ごう腕わんの騎士テオドリッジ率ひきいる軍ぐん勢ぜいを送りつけたのが一昨日のことである。あの男の手にかかっては農民の反はん乱らんなどひとたまりもあるまい。だが領民たちもただ殺されるのを黙だまって待つことはないだろう。追い詰つめられた挙あげ句く、ファーバンクを人ひと質じちに取るか、あるいは無理心中を図はかるぐらいのことはするはずだ。

　ゆえに、バルディアの中ではファーバンクはもう故こ人じんとなっていたほどだった。それが生きて帰ってくるなど、まさに青天の霹へき靂れきでという他ない。

「は、それもファーバンクさまお一人ではありません」

　バルディアが驚きを隠かくせないでいると、部下はそう言い添そえた。

「なんだと？　どういうことだ？　そうか、テオドリッジと一いつ緒しよだったのか？」

「はあ、それが……テオドリッジさまが連れて行った兵士たちと一緒でした。ただ、テオドリッジさまの姿すがたは見当たりません」

「……なんなのだ、それは？」

　殺されたと思い込こんでいたはずのファーバンクが帰き還かんし、一方でファーバンクよりはるかに強いはずのテオドリッジが帰って来ず、その部下だけを連れて戻って来たという。さっぱりわけが分からなかったが、とにかくバルディアにとっては上司の帰還である。出で迎むかえなければならず、部屋を出る。

　果たして、そこには憮ぶ然ぜんとした表ひよう情じようをしたファーバンクの姿があった。

　やはり死んでいなかったのかと、いささか残念に思う。とにかく、生きているとなれば部下として適てき切せつな態度を取らねばならない。バルディアはいつもそうするように、腰こしを低くして言った。

「お帰りなさいませ。農のう奴どどもに囚とらわれたと聞き、心配しておりましたが……よくご無事で」

「うむ。俺おれの実力をもってすれば、農奴どもを出し抜ぬくなどたやすいことだからな」

　その農奴どもに後おくれを取ったのはどこの誰だれでしたか──そう問とい質ただしたい欲よつ求きゆうに駆かられたが、おべっかと追つい従しようによって今の地位を得たバルディアには無理なことだった。

「それで隊長、反乱は一体どうなったのでありましょうか？　隊長の安あん否ぴが不明であったため、やむを得ずテオドリッジ卿きように兵を与あたえて鎮圧に向かわせたのですが──」

　このときバルディアは多少の叱しつ責せきを受けることを覚かく悟ごしていた。ファーバンクが囚われていたことを知っていたにもかかわらず兵を送るということは、その命を危き険けんにさらすことに他ほかならない。それに、ファーバンクとテオドリッジは仲が悪い。いかに不ふ在ざいであったとはいえ、許きよ可かなしにそのテオドリッジに兵を与えるなど、ファーバンクからしてみれば愉ゆ快かいなことではないだろう。

「愚ぐ民みんどもは山の中へ逃にげ去った」

　しかしそう答えるファーバンクの口調には決してなじる調子はなく、それどころかどこか楽しそうでさえあり、バルディアは不思議に思うこととなる。

「俺はその隙すきを突ついて逃げ出し、オーセル村でテオドリッジと会ったのだ。考えてもみろ、山の中へ逃げ込まれては準じゆん備びもなしに追つい跡せきするのは難むずかしい。だがテオドリッジの奴やつは単身で愚民どもを追跡すると山へ入って行ったのでな、仕方なく俺は兵を率いて戻ってきたというわけだ」

「なんですと!?　いくらテオドリッジ卿と言えど、たった一人では……。なぜお止めにならなかったのです？」

「あれは俺の言葉で考えを改めるような男ではないからな。自じ業ごう自じ得とくというものだ、どうなろうと知ったことではないわ」

「はあ、左様で」

　それでバルディアはファーバンクの機き嫌げんがいい理由を察した。ようはテオドリッジに厄やつ介かいごとを押おし付けることができたから、というわけである。

　相変わらず現げん金きんな上司だ──と、呆あきれながらも感心した、そのときであった。




「生あい憎にくだったな、この通りまだ俺は生きておるよ」




　突とつ然ぜん部屋に響ひびき渡わたったその図太い声は、バルディアとファーバンクを心しん胆たん寒さむからしめることとなる。

　まして声だけでなく、身の丈たけ七尺しやく（約二一〇センチメートル）にも迫せまる野や獣じゆうのような男が突然視し界かいに入ってくるのは、心しん臓ぞうが止まるのではないかと思うほどの衝しよう撃げきがあった。

「テ、テ、テオドリッジ!?　貴き様さま、なぜここにいる……!?」

「生きていては悪いような言い様だな、ファーバンク。ジェレイドとかいう自じ称しよう反はん乱らん軍ぐんの首しゆ領りようと会うことはできたものの、どうにも戦う気が起きなくてな。それゆえこうしてとっとと帰ってきたというわけだ」

「ば、馬ば鹿か者もの！　間ま違ちがいない、そのジェレイドこそが反乱の首しゆ謀ぼう者しやなのだぞ！　なぜ見み逃のがした!?」

「ほう、やはりそうか。しかし俺は豪ごう傑けつがいると聞いてわざわざ足を運んだのだ。あんな吹ふけば飛ぶような貧ひん弱じやくな男が相手では戦う気にもなれぬわ」

　言って、テオドリッジはバルディアをにらみつけた。反乱軍に豪傑がいるとテオドリッジの闘とう争そう心しんをあおり、焚たきつけたのはバルディアだったからだ。とても目を合わせていられず、バルディアは白々しく顔を逸そらした。

「はて、本当にそうなのか？」わずかばかりの冷静さを取り戻し、ファーバンクが言った。

「もしや任にん務むに失敗して逃げ帰ったことを隠すために、適当ないいわけを口にしているのではなかろうな？」

「ほう、なるほど。面おも白しろい説ではあるが、農民どもの仕し掛かけた罠わなに怖おそれをなし、俺よりも先に逃げ帰った人間が主しゆ張ちようしてもいささか説得力に欠けるとは思わんか？」

「な、なんだとっ！　わけのわからぬデタラメを口にするな！」

　口では否定しつつも、その態たい度どからテオドリッジの言が的を射ているのは明らかだった。

「何がデタラメなものか、事実だろう。いやそうか、これは失礼した。聞けば、貴様がオーセル村から命からがら逃げ帰ったのは一度ではないそうだからな。敵てき前ぜん逃とう亡ぼうの大だい先せん輩ぱいである貴様ならば、そのような幼よう稚ちな想そう像ぞうしかできぬのも無理からぬことというべきであろう。察してやれなくてすまなかった」

「き、貴様という男は……！」

　ファーバンクは歯をぎりぎりとかみ締しめ、今にも剣けんを抜かんばかりの怒ど気きをみなぎらせた。

　やむなくバルディアは二人の間に割わって入った。

「ファーバンク卿！　とにかく反乱が未いまだ鎮ちん圧あつされていないということは分かりました、となれば今はそのようなことを論ろんじている場合ではありません、新たな対たい策さくを立てなければ！」

「む……。そ、そうであったな」

　ここでファーバンクが素す直なおに怒気を収おさめたのは、バルディアの説得に応おうじたというよりは、これ以上自分の非ひを鳴らされることを恐おそれたためであった。

「つまりこういうことなのですね？」と、バルディアはテオドリッジに訊たずねた。「反乱を起こしたオーセル村の領民は逃にげ出し、現げん在ざいその居い場ば所しよは分からぬと」

「ああ、そうだ」

「そうですか。しかしそれならばそう悲観することもないでしょう。百人足らずの農民の群むれが山中へ逃げ込んだところで何もできません。まずは周辺の砦とりでに伝令を出し、連中を逃のがさぬよう警けい戒かい態たい勢せいを強めれば──」

「そのような悠ゆう長ちようなことを言っている場合ではないぞバルディア！」ファーバンクが声を荒あらげた。「確たしかに彼き奴やつらの居場所は分からぬ。だが時間を浪ろう費ひしている余よ裕ゆうはない、我われらは今のうちにロアンヌ村を叩たたき潰つぶしておく必要がある。バルディア、貴様には直ちに兵を集めてもらおう」

「お、お待ちください、突然何を言い出すのです!?　ロアンヌは毎年多た額がくの税ぜいを納めている優ゆう良りような村です、それを叩き潰すとはどういうことですか!?　そのようなこと、執しつ政せい代行官どのもお許ゆるしにはなられませんぞ！」

「ふん、腰こし抜ぬけの執政代行官のことなど放ほうっておけ。理由ならある。ロアンヌ村はオーセル村に同調し、共に決起するつもりなのだ」

「なんですと!?　本当ですかそれは！」

「もちろんだ。何しろこれは俺が彼奴らに捕つかまっていたときに聞き出した話だからな。連中も俺がこうもうまく逃げるとは思ってなかったはずだ、信しん憑ぴよう性せいは高い」

　このときテオドリッジだけはなにやら思案げな顔をしていたが、口に出しては何も言わなかったため、やがてバルディアは苦々しげな口調でこう呟つぶやくこととなる。

「……仕方ありませんな」

　ファーバンクが聞き出したという情じよう報ほうは軽けい視しできるものではなかった。今の反乱軍──軍と呼よぶことさえおこがましい規き模ぼだが──は、金も兵も根こん拠きよ地ちも持たぬ流る浪ろうの集団に過ぎない。一方でロアンヌ村は町といっていいほどの人口を持つ大きな村だ。もし反乱軍がそのロアンヌ村と結合すれば、金と兵と根拠地の三つすべてを手に入れることになる。それどころか、ロアンヌ村が決起したという話が流れれば、新たに同調する村も出てくるだろう。そうなれば本当に反乱軍が軍たる陣じん容ようを整えてしまう。

　逆ぎやくに、たとえファーバンクの得た情報の真しん偽ぎがどうであれ、今のうちにロアンヌ村を叩き潰しておくことができれば、他ほかの村々への格かつ好こうの見せしめにもなるだろう。それになにより、バルディアはファーバンクに逆さからうことなどできなかった。

「分かりました、では至し急きゆう兵を集めます。三百か四百ほどいれば充じゆう分ぶんでしょう」

「やれやれ、つまらん結けつ論ろんが出たようだな」

　そう口を挟はさんだのは、沈ちん黙もくを保たもっていたテオドリッジだった。

「では俺は帰らせてもらうとしよう。どんな無む能のう者しやであっても数百の兵があれば村の一つぐらいどうとでもなるだろうからな」

「う、うるさい！　帰れ、貴き様さまなどまた薪まき割わりにでも精せいを出しておればよいのだ！」

　ファーバンクは怒ど鳴なりつけたが、テオドリッジは眉まゆをひそめることすらなく、代わりにこう言い添そえることとなる。

「貴様に嫌きらわれたところでどうとも思わぬが、せっかくだ、一つ助言をやろう。あのジェレイドという男、それは奇き妙みような黒くろ魔ま術じゆつを使ってみせよったぞ。また相見あいまみえる機会があれば気をつけることだな」

　テオドリッジの口調はどこか冗じよう談だんめいた響ひびきがあったこともあり、ファーバンクは「そんな馬ば鹿かな」と笑い飛ばそうとしたが失敗した。

　ありえない話ではないのだ。ジェレイドはとても武ぶの将しようたりうる素そ質しつを持っているようには見えないが、たかが百人程てい度どの集しゆう団だんとはいえ、その指し導どう者しやの座ざにいる男である。何らかの戦う手しゆ段だんを持っていたとしても不思議ではない。むしろ黒魔術ぐらい使えると考えて然しかるべきだった。




　しかし、テオドリッジが助言のつもりで与えたこの一言が、ファーバンクにとって文字通り致ち命めい的な事態を引き起こすことになろうとは、神ならぬ身の彼らには予よ測そくしえなかったのである。
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　その日は朝から小雨が降ふり続くじめじめとした一日だった。

　ロアンヌの村は、ミカルディ郡の北部、ジェレイドたちが決起したオーセル村から見て東の方角にある。

　村と言ってもその人口は千人に迫せまる。ミカルディ郡北部の中では非ひ常じように大きな農村で、その人口の多さゆえに常つねにたくさんの商人が訪おとずれ、村ではなく町と呼ばれるべき様相を呈ていしている。

　ファーバンク率ひきいる三五〇人の軍ぐん勢ぜいが周辺の麦畑を踏ふみ倒たおし、村へと押おし入ったのは正午過すぎのことであった。

　村人たちは突とつ然ぜん現あらわれた軍勢に何事かと仕事を中ちゆう断だんして家の外へと飛び出した。そして、軍勢の先頭を進む騎き士しが乱らん暴ぼう者もののファーバンクであることに気付き、絶ぜつ望ぼうしたように周囲の村人と顔を見合わせることとなる。また悪い知らせを持ってきたのだろうか──と。

　そして、彼らの不安は的中した。

「武ぶ器きを持てる男を全員広場に集めろ！」

　ファーバンクの命令は忠ちゆう実じつに実行された。

　その場に集まった村人や、畑の中で農作業をしていた村人の中から、武器を取って戦えそうな者が片かたっ端ぱしから集められる。その数は二百人を超こえ、槍やりの壁かべに囲まれた彼らは一様に不安そうな顔をしていた。

　彼らだけではない。夫や父親、あるいは恋こい人びとを奪うばわれた女や子供たちは、男たち以上に不安そうな面おも持もちでその光景を見守ることしかできないでいた。

「これは一体どういうことですか、ファーバンクさま」

　やがて村人たちの中から一人の老人が進み出た。ファーバンクにも見覚えはあった。この村の長おさを務つとめている老人で、確たしか名をルダースといったはずだ。ロアンヌ村を発はつ展てん拡かく大だいさせた功労者で、その顔には知ち性せいを滲にじませる深い皺しわが刻きざまれている。

「我われらはきちんと課せられた通りの税ぜいを納おさめているはずです。このような粗そ雑ざつな扱あつかいを受けるいわれはありませんぞ」

「やかましい！　貴様らがオーセル村の連中と通じているのは分かっているのだ！　それゆえ兵となりうる男どもは全員連行する！　大人しく従したがわねば命はないぞ！」

「な、何を仰おつしやるのです……！　確かにオーセル村が反はん乱らんを起こしたという話は耳にしておりますが、我らには反乱を起こす気など毛頭ございませぬ！」

「やかましい、下手ないいわけをしおって！　俺はすでに確かつ固ことした証しよう拠こを掴つかんでおるのだ、そのような嘘うそが通用すると思うなよ？　まあいい、こやつらを取り調べればはっきりすることだ」

　村人たちから悲鳴が上がった。

　残ざん虐ぎやくと悪名高いファーバンクの取調べという名の拷ごう問もんを受ければ、五体満足で帰ってくることなど不ふ可か能のうだと知っていたためであった。

　ルダースはファーバンクの乗る馬の前で膝ひざを突つき、懇こん願がんするように手を組んだ。

「お、お止やめくだされ、どうかご慈じ悲ひを。村の働き手である彼らを失えば、この村は滅ほろぶのを待つ他ほかにありませぬ。どうか、どうかご慈悲を」

　ルダースだけではない。捕とらえられた男たちの家族であろうか、他の村人たちも次々と村長に倣ならって膝を突き、頭こうべを垂たれて口々に慈悲を求める。

　その光景を馬上から見下ろすのはなんとも爽そう快かいで、ファーバンクは思わず頬ほおを緩ゆるませた。

　農のう奴どどもは本来こうあるべきなのだ。支し配はい者しやたる自分の前に跪ひざまずき、涙なみだながらに慈悲を乞こう。オーセル村の農奴どもも、最初からこのような態たい度どを取ってさえいれば、野の鼠ねずみさながらに山の中を逃にげ回ることもなかっただろうに。

　実じつ際さいのところ、二百人もの村人を連行するのは面めん倒どうでしかない。いっそこの場で全員突き殺してやろうかとも考えたが、ようはこの村が反乱に加か担たんすることができなくなればそれでいいのだ。

　それゆえに、ファーバンクは次のような提てい案あんをすることとなる。

「ふん、よかろう。俺おれとて鬼おにではない。そうだな。一人につき金貨三枚まいか、あるいはそれに等しい財ざい産さんなり食料なりを納めるなら、その者だけはこの場で解かい放ほうしてやってもよいぞ」

　一人頭金貨三枚、総勢で金貨六百枚もの負担は、この村といえど用意するのは難むずかしいだろう。だがその半分ぐらいならなんとかなるはずだった。財貨を使い果たし、その上百人近くもの人手を奪うばわれては、もはや戦いに備そなえることなど不可能だ。残りの村人を連行し、人ひと質じちとすることもできるし、賦ふ役えきにつかせるなり奴ど隷れい商人に売り払はらうなりすれば、さらに自分の懐ふところを潤うるおわせることもできる。我ながら最高の提てい案あんのように思えた。

「き、金貨三枚ですと……!?　そんな、高すぎます！」

　せっかくの好意であるにもかかわらず、村長は素す直なおに従おうとしなかった。その態度が癪しやくに障さわる。

「黙だまれ！　農奴風ふ情ぜいがこれ以上逆さからうのは許ゆるさんぞ！　おい、見せしめだ、何人か連れて来い！　目の前で首が飛ぶのを見ればこいつらの考えも変わるだろうよ！」

　その命令は忠実に実行された。三人ほどの男たちが引き出される。

　ファーバンクは馬を降おりると、剣けんを抜ぬいた。三人の口から悲鳴が上がり、村人たちの間から慈悲を求める声が一いつ層そう強まる。だがそれもファーバンクの加か虐ぎやく心しんを増ぞう長ちようさせる効こう果かしかなかった。

　そして泣き喚わめく村人の首にいよいよ剣を振ふり下ろそうとした、そのときであった。




「相変わらずその性せい格かくは変わりませんね、ファーバンク卿きよう」




　その声は、悲鳴と嘆たん願がんしか飛び交かっていなかったこの状じよう況きようで、場ば違ちがいなほど冷静な響きを持っていた。そしてファーバンクにとっては、生しよう涯がい忘わすれることのできぬ男の声でもあった。

　ほとんど無意識のうちに、その場にいた全員が声のした方を見た。

　そして見つける。馬に乗ったひょろりとした男の姿すがたを。

　堂々たる軍馬にまたがっているが、どうもあまり乗馬には慣なれていない様子で、あっちこっちへとフラフラ体を泳がせ、その度たびにずり落ちそうになる寸すん法ぽうの合わない眼め鏡がねを直している。

　ファーバンクは思わず目め眩まいを覚えるほどの衝しよう撃げきを受けた。

「き、貴き様さま、ジェレイド……！　なぜこんなところにいる!?」

　わけのわからぬ卑ひ怯きような戦法で自分に大おお恥はじをかかせ、そして今は野鼠のごとく山の中を逃げ回っているはずのあのジェレイドが、突とつ然ぜん目の前に現あらわれたのだ。それもたった一人で。動どう揺ようを隠かくせなかった。

「なぜですって？　決まっているでしょう、どこぞの馬ば鹿かな騎き士しが、これ以上人々に迷めい惑わくをかけるのを黙だまって見ていられなくなったというだけの話です」

「はっ、よく言うわ！　貴様らはすでにこの村と通じているのだろう、それゆえ見み捨すてるわけにも行かずのこのこと出てきたのだろうが！」

　ジェレイドは心底落らく胆たんしたように息を吐はいた。

「これだけは申し上げておきましょう。正直、迷惑なのですよ」

「な──なんだと!?」

「確たしかに僕ぼくたちオーセル村はあなた方に反はん旗きを翻ひるがえしました。しかしそれは僕たちが生き延のびるための唯ゆい一いつの道を選せん択たくしたというだけの話です、決して他ほかの村に迷惑をかけるつもりは毛頭ありませんし、協力を要よう請せいした覚えもありません。そもそも、軍とは名ばかりの吹ふけば飛ぶような僕ら反はん乱らん軍ぐんに手を貸かしてくれる村などあるわけがないでしょう」

　このときファーバンクはそんなわけがあるかと声を荒あらげようとしたが、その口を遮さえぎるかのようにジェレイドは力強く続けた。

「あなたの企たくらみは読めています、ファーバンク。実のところあなたにとって反乱などどうでもいいことなのでしょう？　人々から財貨を巻まき上げる口実さえあればそれで満足なのでしょう。だからこの村を襲おそったんです。わざわざ身みの代しろ金きんを要求したあなたの行動が、それを裏うら付づけているではありませんか」

「なっ──」

　ジェレイドの舌したは滑なめらかに動き、少なくとも舌ぜつ戦せんにおいてはファーバンクに勝ち目はないようだった。さらに挑ちよう発はつするように続ける。

「あなたは最低の人間です、ファーバンク。今すぐ僕の前から姿すがたを消し、そして二度と出てこないでください。さもなくば、僕も容よう赦しやしません──」

　寸法の合わない眼鏡をかけ直し、そして静かに言う。

「──今度ばかりは、殺しますよ？」

　そうまで言われて黙っていられるほど、ファーバンクも血の気が少なくはなかった。

「はっ！　何を馬鹿げたことを！　見れば武ぶ器き一つ持っていないではないか、それでこの俺を殺すだと!?　笑わせおって！」

　後ろに控ひかえる部下たちを振り返る。

「貴様ら、何をぼやっとしておる！　捕つかまえろ、奴やつこそが諸しよ悪あくの根こん源げんだ！　捕とらえた者には褒ほう美びは思いのままだぞ！」

　このときファーバンクに急せきたてられた兵士たちにとって、ジェレイドという獲え物ものは極きわめて魅み力りよく的なものに思えた。武器一つ持っていないし、その体つきはどの兵士よりも貧ひん弱じやくである。騎乗しているとはいえ、乗馬に慣れている様子もない。

　あんな男を捕えるだけで恩おん賞しようにあずかれるのだ。これほど楽な話はない。村人たちに槍やりを突つきつけていた兵士たちは歓かん声せいを上げると、目の色を変えて我われ先さきにとジェレイドの元へ殺さつ到とうした。

「やれやれ、僕一人を相手にそれは卑ひ怯きようというものでしょう」

　一方でジェレイドは抵てい抗こうの素そ振ぶりすら見せず、馬首をめぐらせ逃にげ出そうとする。

「それみたことか、この卑怯者め！」

　ファーバンクもまた自分の馬に飛び乗ると、腹はらに蹴けりを入れた。

　だが、すぐにあることを思い出し、馬の速度を落とす。

　ジェレイドという男には二度も苦く汁じゆうを舐なめさせられたのだ。ましてあのテオドリッジも言っていたではないか、ジェレイドは奇き妙みような黒くろ魔ま術じゆつを使うと。

　そのジェレイドが今、危き険けんをかえりみることなく自らその身をさらしている。また何かよからぬことを考えているであろうことは明白だった。先頭に立って追うような愚ぐは冒おかすべきではない。

　結果、ファーバンクは軍ぐん勢ぜいの先頭ではなく、その中ほどからジェレイドを追いかけることとなる。




「逃のがすな、追え追え！　目の前の恩賞をこのまま見逃す手はないぞ！」

　たった一人の男を三百もの兵士たちが追いかけるという奇妙な光景が生まれた。

　とはいえ、徒歩で馬を追いかけようというのだ。両者の距きよ離りはなかなか縮ちぢまらなかった。矢を放った兵士もいたが、統とう制せいの取れていない散発的な矢が命中することはなかった。
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　一方で、ジェレイドはまったく乗馬に慣れていないようだった。馬の速度は決して速くなく、また平へい衡こうを崩くずして落馬しそうになる場面も何度もあった。ましてジェレイドが逃げる先に待っているのは、木々に覆おおわれた道もない山である。あの幼よう稚ちな手た綱づなさばきでは、森の中を駆かけ巡めぐることなどできまい。捕とらえるのは時間の問題だ──兵士たちは皆みなそのように考え、がむしゃらにジェレイドを追った。

　やがて待ちに待った状じよう況きようが訪おとずれた。山を背せにジェレイドが馬を止めたのである。

　好機である。すかさず兵士たちは殺到しかけたが、ファーバンクはそれを押おし留とどめた。

「ま、待て！　うかつに近ちか寄よるな！」

　ジェレイドの態たい度どが気になったのである。あれは逃げるのを諦あきらめた者の顔ではない。この状況で、なぜああも余よ裕ゆうぶった態度を崩さずにいられるのか。

　まして、右手には木々に覆われた山がそびえている。道は広く罠わなを恐おそれる必要はないように思えたが、伏ふく兵へいぐらいは警けい戒かいしておく必要があった。

「へえ。ファーバンク、あなたにも多少の学習能のう力りよくがあったのですね。ここまで僕を追い詰つめておきながら、警戒を解とかないとは」

「やかましい！　貴き様さまこそもはや逃げ道はないぞ！　跪ひざまずいて許ゆるしを乞こうなら今のうちだ！　おまえたち、ゆっくりでいい、確かく実じつにヤツとの距離を詰めろ！」

　兵士たちは隊長の臆おく病びようっぷりを内心で嘲あざけったが、一方でこの横おう暴ぼうな騎き士しの命令を無む視しすれば容よう易いに自分の首が飛ぶことも知っていた。やむを得ずゆっくりと距離を詰めていく。

　その光景をあざ笑うかのように、ジェレイドは微び笑しようを浮うかべた。

「ファーバンク、あなたの見立ては正しい。僕が何の備そなえもなくあなたの眼がん前ぜんに姿すがたを現あらわすわけがありませんからね。今まで黙だまってましたが、実は僕、黒魔術を使うことができましてね」

　黒魔術という言葉に反はん応のうして、兵士たちの足が止まった。

　精せい霊れいを行使し、火を操あやつり大地を揺ゆるがすという黒魔術。その力があれば、武器などなくとも人を殺すことはたやすい。

　しかし白魔術と違ちがい、人間の間ではその使い手は少ない。その威い力りよくは吟ぎん遊ゆう詩し人じんの謳うたう伝でん承しようの中でしか知ることができず、しかしそれゆえに彼らの恐きよう怖ふをさらに増ぞう大だいさせた。ましてあのひょろりとした男には、これだけの軍勢を前に少しも動どう揺ようしているところがない。それはつまり、よほど強力な黒魔術が使えるからではないか──。

　ファーバンクも同様だった。テオドリッジの言が思い起こされる。反はん乱らん軍ぐんの指し導どう者しやは、それは奇妙な黒魔術を使ったと。

「ハ、ハッタリだ！　いいだろう、使えるものなら使ってみるがいい！」

「いいでしょう。冥めい土どのみやげです、じっくり目に焼き付けてください」

　ファーバンクの挑ちよう発はつに答えるように、ジェレイドの口から朗ろう々ろうたる声が上がった。

「現げん世せの理を超こえ、我われ、ここに宣せん布ぷす──」

　目を閉とじ、何かに語りかけるように手を大きく広げる。

「力強き大地の精霊よ、大地を支ささえし偉い大だいなる巨きよ人じんよ。契けい約やくに従したがい、汝なんじが力をここに解かい放ほうせよ」

　それは精霊に語りかけるための呪じゆ文もんだった。

　もはや誰だれも疑うたがおうとはしなかった。あの男は、黒魔術を使おうとしているのだと。

「と、捕とらえろ！　ヤツが黒魔術を使う前に捕らえるのだ！」

　ファーバンクの命令は、本来なら理にかなっていた。黒魔術を使用するには、契約を交かわした精霊に定まった文法で語りかけを行う必要がある。その前に捕らえれば、黒魔術の使い手などただの人に過すぎない。

　だが、このときばかりはすべての判はん断だんが遅おそきに失した。

「我わが意に応おうじよ！　大地を揺るがし、すべてを破は壊かいせよ！」

　精霊への語りかけは完成したのだ。ジェレイドは右手を前に突つき出し、偉大な巨人の名を口にする。

「汝！　名をタイタン！」

　兵士の間から悲鳴が上がった。その精霊の名は誰もがおとぎ話に聞いたことがあった。自分たちの立っている大地を支えているという偉大な精霊だ。

　それほどの精霊の力を借りる黒くろ魔ま術じゆつなど、どれだけ強力なのか──誰もが思わず目を閉じて身を固くし、これから起こることに備えようとする。




　沈ちん黙もくが場を支し配はいした。




「…………ん？」

　ファーバンクは恐おそる恐る目を開いた。

　目立った変化は起こっていない。

　このとき、ジェレイドの額ひたいに一ひと筋すじの冷たい汗あせが流れていたことは、誰も知らない。

　やはりただのハッタリだったのかと誰もが警戒を解きかけた──そのときだった。

　ゴゴンと、短いが腹はらに響ひびく音がした。

　音源は右手の上方。山の上だ。最初は小さかったその音は、やがて雷かみなりのような轟ごう音おんに変わった。

　まさか──と背せ筋すじを凍こおりつかせながらファーバンクは顔を右に向け、そして叫さけんだ。

「げえええ！　ば、馬ば鹿かな！」

　目に映うつったのは、押し寄よせてくる土ど砂しやの塊かたまりであった。

　逃にげろと促うながす叫び声が無数に上がった。わざわざ言われるまでもなく、誰もが身を翻ひるがえし駆かけ出す。

　ファーバンクもひたすら馬を走らせた。後ろを振ふり返る余よ裕ゆうなどなかった。

　それゆえに気付くことができなかった。この惨さん状じようを引き起こしたはずのジェレイドもまた、命からがら馬を走らせ、迫せまり来る土砂から逃げようとしていたことに。




　　　　　◆




「し、信じられん……！」

　雷のように鳴り響く轟音がどうにか静まると、ファーバンクは絞しぼり出すように呟つぶやいた。

　馬鹿げた光景がそこに広がっていた。

　緑の山が下半分だけ削けずれている。さっきまで深い緑色に染そまっていた斜しや面めんが、今では傷きず口ぐちのような赤茶けた地面をさらし、倒たおれた樹じゆ木もくがまるで屍しかばねのように散らばっている。

　そしてそのふもとでは、どうにか巻まき込こまれずに済すんだ兵士たちが茫ぼう然ぜん自失としていた。

　幸いなことに兵の数はまったくと言っていいほど減っていない。土砂の速度が決して速くなかったことと、あらかじめ警けい戒かいしていたことが幸いしていたのだろう。だが兵士たちの顔は一様に蒼そう白はくだった。

　やはりテオドリッジの話は本当だったのだ。ジェレイドは黒魔術が使える。それも、あれほどの地じ滑すべりを起こして見せるなど、並なみの使い手ではない。

　地滑りはジェレイドと兵士たちの間を塞ふさぐように降ふり注ぎ、小さな丘おかを作っていた。

　その丘の上に馬を進ませた者がいた。ジェレイドである。

「これで分かったでしょう。僕が本気を出せば、あなた方全員を奈な落らくの底へと突き落とすこともたやすい。ですが無用な殺せつ生しようは僕の望むところではありません。この場は退ひきなさい、そうすれば今日のところは見み逃のがしてあげましょう」

　黒魔術という未知の力を見せ付けられたばかりの兵士たちは、その一言で崩くずれた。

「ば、化け物だ……！」

「逃げろ、あんなの相手に勝ち目はねえ！」

　そんな声がそこかしこから上がる。一人の兵士が、死にたくないという悲鳴と共に背を向けて駆け出した。

　それが合図だった。三百人余あまりの兵士たちが一いつ斉せいにその場から逃げ出し始める。

「おまえら、逃げるんじゃない！　敵てきは一人だぞ、戦え！　恩おん賞しようが欲ほしくないのか！」

　ファーバンク一人がそれを押し留とどめようとするが、誰も聞く耳を持とうとはしなかった。あっという間に兵の姿すがたはなくなり、気が付いたときその場にいるのはファーバンク一人という有様だった。

「く、くそっ！　あの若わか造ぞうが……！　覚えておれよ！」

　少なくとも自分一人ではあの得体の知れぬ若造に勝てる気はしない。口く惜やしくはあったが、こうなっては一いつ旦たん退くより他ほかになかった。

　馬首をめぐらせ、その場を逃げようとする。

　だが、その試みは頓とん挫ざすることになる。一本の矢が飛来し、ファーバンクの馬に命中したためである。

　馬が悲鳴をあげ、体の均きん衡こうを崩した。当然のようにファーバンクは鞍くらから放ほうり出される。

「ぐあっ！」

　地面に叩たたきつけられ、あまりの衝しよう撃げきに身動きすらできない。

　しばし悶もん絶ぜつするが、突とつ然ぜん目の前にあるものを突つきつけられたために、思わず痛いたみすら忘わすれることとなる。

　それは大きなナイフだった。ナイフを手にしている男にも見覚えがあった。オーセル村で何度となく自分に矢を放った巨きよ漢かんの猟りよう師しだ。その動作には微み塵じんの隙すきもなく、もしわずかでも逃げる素そ振ぶりをみせれば、容よう赦しやなく鋭するどい刃やいばで首を切り裂さかれるだろう。

　猟師はこれみよがしに笑った。

「久しぶりだな、ファーバンク。また会えて嬉うれしいぜ」

「くっ、くっそおおおおおおおお！」

　ファーバンクは自分が完全な敗北を喫きつしたことを悟さとった。
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「やれやれ……。どうにかうまく行きましたね」

　ジェレイドは大きく息を吐はくと、マシューの手によって再ふたたび虜りよ囚しゆうの身となったファーバンクの元へと馬を歩ませた。

　すべては計けい略りやく通りだった。

　ファーバンクにロアンヌ村が共に決起してくれるという虚きよ偽ぎの情じよう報ほうを与あたえ、その上でわざと逃とう亡ぼうさせる。反はん乱らん軍ぐんの勢せい力りよくが増ぞう大だいすることを恐おそれるファーバンクが、この情報を無む視しできるはずがない。そうなればファーバンクがロアンヌ村の村人たちとの間に軋あつ轢れきを起こすことも自明の理である。

　後はその場へ都合よく現あらわれ、再ふたたびファーバンクを罠わなにかけるだけでよかった。もっとも、たった一人で慣なれない馬を操あやつり敵の集しゆう団だんから逃にげるというのは、いささか危き険けんに過すぎたとも思う。一いち応おう、途と中ちゆうの茂しげみに仲間を伏ふせさせ、万が一追いつかれそうになったら矢を射いかけ、あるいは縄なわを張はらせるなどの罠も用意してはいたのだが、それでも大きな危険があったことには変わりない。だが徒と手しゆ空くう拳けんの身であるジェレイドには、もはや危険を冒おかさずに何かを得ることなどできない状じよう況きようにあったのだ。

　結果的に、ジェレイドは賭かけに勝った。

　恐らくこれまでに何度となく痛いたい目に遭あわされてきたせいだろう、ファーバンクは積極的に追ってこようとせず、それゆえジェレイドは最大の罠を張ったこの地まで無事逃げてくることができた。

　それでも、最後の罠の発動にはいささか自信がなかった。

　かつてある書物で読んだことがあった。それは大地に坑こう道どうを掘ほってそこで生活している種族、ドワーフの手による書物で、地じ滑すべりの起こる前ぜん兆ちようが書かれていたのだ。いわく、木の根が裂さけるバチバチという音がし、小石がパラパラと降ふり注ぎ、斜しや面めんのふもとから水が滲にじみ出すのがその前兆だという。

　該がい当とうする場所を見つけることができたのは偶ぐう然ぜんである。もっとも、探さがせば適てき当とうな場所はいくらでも見つかっただろう。半年前の大おお地じ震しんと、ここ最近降ふり続いている長雨のおかげでどこも地じ盤ばんは緩ゆるんでいる。

　その該当する斜面の上部にオーセル村の村人を動員して溝みぞを掘らせ、木で堰せきを作って掘り起こした土ど砂しやをためておいたのだ。後は機を見て堰を切らせるだけでいい。小さな土砂崩くずれが起こり、それがもともと緩んでいた地盤を押おし流して大だい規き模ぼな地滑りを起こしたのだ。

　もちろん危険はいくらでもあった。狙ねらった瞬しゆん間かんに想定通り地滑りが起こる保ほ証しようはなかったし、堰を作っている最中に地盤が緩んで村人たちが押し流される可か能のう性せいだってあった。おまけにどの程てい度どの地滑りが起こるかも分からず、あやうく自分まで押し流されるところだったのだ。

　幸いなことに事はうまく運び、こうしてまた縄で縛しばられたファーバンクが眼がん前ぜんに引っ立てられることとなったのだ。

　だが、ジェレイドの表ひよう情じようは未いまだ重かった。まだ最後の仕事が残っていたためである。もっとも重要で、かつ深しん刻こくな仕事が。

「お久ひさしぶり──というほどでもありませんね。ご機き嫌げんいかがですか、ファーバンク卿きよう」

「ぐっ！　うるさい黙だまれ！」

　後ろ手に堅かたく縛られ、まるで芋いも虫むしのように這はいつくばるような体たい勢せいであったにもかかわらず、ファーバンクの気勢は衰おとろえることはなかった。

「くそっ、今に見ておれよ！　いつか必ず貴き様さまを俺おれの前に這いつくばらせてやる！　さあ、牢ろうへ入れるなり好きにするがいい！」

　それに対し、ジェレイドは自分でも驚おどろくほど淡たん々たんとした口調で言った。

「ファーバンク卿、一つ聞いて欲ほしいことがあります」

「ああ？　なんだ？」

「僕ぼくは人が死ぬのを見たことはあります。僕の目の前で矢が突つき刺ささって死んだ人もいました。ですが、僕自身の手で人を殺したことがないんです。放り投げた石が誰かに当たってたという可能性ぐらいはあるんですけどね」

「……だからどうしたというのだ？」

　なぜこんなことを言い出したのか見当もつかないのだろう、ファーバンクは半ば唖あ然ぜんとしていた。構かまわずに続ける。

「反はん乱らんなんてものを主しゆ導どうしてしまった以上、今後僕は他人に他人の血を流すことを強要することになります。ですがファーバンク卿、当の僕が一度も人を殺あやめたことがないというのでは、あまりにも様にならないとは思いませんか？」

　言いながら、ジェレイドはマシューから一振ふりのナイフを受け取った。大きなナイフだ。その表面には一いつ片ぺんの曇くもりもなく、刃やいばは重じゆう厚こうで、研とぎ澄すまされた刃は先さきは針はりのように鋭するどく細い。

　冗じよう談だんとして持ち出すにはあまりにも不適当な凶きよう器きである。ファーバンクの顔が引きつった。

「ま、待て！　貴様、一体何を……!?」

「心よりお詫わびします。僕はあなたに嘘うその情じよう報ほうを流すことでロアンヌ村を危機にさらしました。彼らに共に決起してもらうには、どうしてもそれが必要だったのです。ですが、僕がロアンヌ村を危機にさらしたという事実があなたの口から漏もれるようなことがあっては不都合なんです。そしてもう一つ、僕たちは反乱軍を立ち上げるに当たって、そろそろ実じつ績せきが必要なんです。悪あく辣らつな騎き士しを僕たちだけの手で倒たおしたという実績がね。お分かりでしょう、もう潮しお時どきなのですよ」

「ま、まさか……！」

　ファーバンクの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。悲鳴をあげ、体をねじって逃のがれようとするが、その背せ中なかをマシューの強きよう靱じんな腕うでが押さえつける。
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「そう、あなたは死ぬんです。今ここで。人々の報むくいと、そして僕のわがままによって」

　ジェレイドはファーバンクの頭の傍そばに膝ひざを突ついた。ナイフを片かた手てに構える。その刃先は遠目でも分かるほどに震ふるえていた。

「や、やめろ！　やめてくれ、よせ！　頼たのむ！」

「さようなら、ファーバンク卿。あなたのご両親に謹つつしんで謝しや罪ざいを」

　震える刃先を刃を首に当てる。柔やわらかい皮ひ膚ふの感かん触しよくがナイフを伝わってくる。

　ジェレイドはゆっくりとその刃先を動かした。

「うアアアアア────!!」

　身も凍こおるような絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。
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　マシューが冷たくなったファーバンクの体に土をかけていく。

　赤く汚よごれた麻あさの袋ふくろに包まれた丸い物体を手に、ジェレイドはその光景を見つめていた。

「くっ……。がっ、はあ……」

　寒気がする。呼こ吸きゆうも荒あらく、襲おそってくる吐はき気をどうにか堪こらえる。

「大だい丈じよう夫ぶか、ジェレイド」

　ファーバンクの残ざん骸がいを埋まい葬そうし終えたマシューが心配そうに言った。

「……大丈夫ですよ、別に殺されたのは僕じゃないんですからね」

　わずかに血ちに塗まみれた自分の手を見る。

「情なさけない話です。これから他人に人殺しを強きよう制せいしようという人間が、人一人殺せないなんてね」

　ファーバンクの首にナイフをあてがった後。

　結局、ジェレイドにその首を切り落とすことはできなかったのだ。

　だが、今後反乱軍が軍たる陣じん容ようを整えるためにはファーバンクをここで殺し、その首を得ることが必ひつ須すである。結果、ナイフを振るったのはマシューだった。さすが猟りよう師しというべきか、それは見事な手て際ぎわで暴あばれるファーバンクの首を切り落としてみせたのだ。

「ま、気にするな」と、マシューは肩かたをすくめた。「俺にできることをおまえがする必要はないだろ。おまえはおまえにしかできないことをやってりゃいいのさ」

「そう言って頂いただけると楽になりますよ」

　心底そう思う。あれだけ決意してファーバンクの首に刃をあてがったというのにこの有様である。情けないにもほどがあるというべきだった。六年前はもっと悲ひ惨さんなことをやったというのに──と考えかけたところで、自じ嘲ちようするように首を振る。むしろ、六年前にあれほどのことがあったからこそ、人の殺しを直ちよく視しできなくなったのかもしれない。

「せめて、先ほどの光景だけは脳のう裏りに焼き付けておくとしましょう」

　今もファーバンクの断だん末まつ魔まの叫さけびが耳に残っている。そして恐きよう怖ふに歪ゆがんだ表情も。

　これが人を殺すということなのだ。今後、自分はこれと同じ事を他人に強制することになるのだ。

　決して忘わすれはすまいとあらためて誓ちかう。人の命が奪うばい取られるこの光景を。それこそが他人に他人を殺すことを強制する者の負うべき定めであるべきなのだ。




　人の血が流れる戦いは、まだ始まったばかりであった。










　第七章　決戦前夜
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　その男は、名をモンフォードといった。

　肩書きは執しつ政せい官かんである。主あるじに代わり、文字通り政まつりごとを執とり行う官かん僚りようである。

　年ねん齢れいは壮そう年ねんという域いきにあるが、知ち性せいを滲にじませる鋭するどい目を持ち、仕草、動作の一つ一つにも冷静さがにじみ出ており、官かん吏りとしての有ゆう能のうさがうかがえた。

　さらにその毅き然ぜんとした態たい度どには、何もせずとも人を威い圧あつするような静かな迫はく力りよくがあり、今のようにただ歩いているだけで、すべての侍じ従じゆうが黙だまって一歩下がって道を開けるほどだった。

　モンフォードの目的地は、城しろの一番奥おくにある部屋だった。

　金銀珠しゆ玉ぎよくで飾かざり立てることによってしか自みずからの存そん在ざいを誇こ示じすることのできない能のう無なしの部屋である。

　しかしモンフォードは、そんな能無しを主と呼よび、仕えなければならなかった。

「閣かつ下か。私をお呼びとのことですが」

「おお、ようやく来おったな」

　蛙かえるが呻うめいたような声がした。

　声の主はボルネリア侯こうランドルフという。

　公こう爵しやくという地位にある貴き族ぞくが現在一人もいないという都合上、事実上最高位の爵しやく位いを持つ貴族の一人である。

　だがその実態は、豚ぶたのような──と形けい容ようするしかないと思えるほど、貴族の威い厳げんの欠かけ片らもない人物だった。

「モンフォードよ。例の話はどうなった？」

「はて、例の話……と申しますと？」

　ボルネリア侯が何のことを言っているのか、もちろん知っていた。だが、あえて問い返す。

「処しよ女じよ権けんの話だ！　貴様が国中から少女を集めてくるというから、私はこの程てい度どの生活で我が慢まんしてやってるのだぞ!?　だが肝かん心じんの少女が一向に来ぬではないか、一体いつまで待てばいいというのだ!?」

　案の定、ボルネリア侯は癇かん癪しやくを起こしたように怒いかり狂くるう。

　その子こ供どものように無様な醜しゆう態たいを眺ながめて内心であざ笑うのが、モンフォードにできる唯ゆい一いつの抵てい抗こうであった。

「恐おそれ入りますがもうしばらくお待ちください。というのも、実はその件けんで私も閣下にご報ほう告こくしなければならぬことがございます」

「何だ、とっとと申せ！」

「実はミカルディ郡において、閣下が処女権を行使することに反対した領りよう民みんたちが反はん乱らんを起こしました」

　それは我慢ということを知らない侯爵にとって、許きよ容ようできる状じよう況きようではなかった。

「なんだと!?　あの身の程ほど知らずの愚ぐ民みんどもめ！　税ぜいを負けてくれというから懐ふところの痛いたまぬ代案をせっかく出してやったものを！　高貴な大貴族である私に処女を捧ささげることに一体何の不満があるというのだ！」

　そのような言葉が出てくる時点で、この男は人の上に立つ資し格かくを消失している。だが、その方がモンフォードにとっては都合がいい。今いま更さら忠ちゆう言げんする必要もなかった。

「ええいモンフォード、そのような連中はとっとと血祭りにしてまいれ！　そして他ほかの郡から一いつ刻こくも早く少女をかき集めてまいれ！」

「は。しかし、同じような不満を持つ領民はまだ他にもいるでしょう。このまま反乱を放置して処女権の行使を強行すれば、やがて第二第三の反乱が起こることが予想されます。それゆえまずはミカルディ郡の反乱を鎮ちん圧あつし、見せしめのため首しゆ謀ぼう者しやらを全員処しよ刑けいする必要があるかと」

「なんだと!?　まさか、それまで少女が来るのを待てというのではあるまいな？」

「御ぎよ意い」

「ふざけるな！　これ以上我慢できるか！　ただでさえ貴様が金がないというから贅ぜい沢たくを控ひかえておるのだぞ!?」

「しかしこのまま反乱が広がることになれば鎮圧にも時間がかかります。そうなればやがて他の貴族にもこの事実が知れ渡わたってしまうことになりかねません」

「む……」

　ボルネリア侯の顔が歪ゆがんだ。

　この男がただ一つ気にかけていることは、他の貴族に対する体面である。自分の領地もまともに統とう治ちできない貴族と見られることは、耐たえ難がたい屈くつ辱じよくなのだ。

「くっ、やむを得ん。だがその代わり一刻も早く反乱を鎮圧するのだ、分かっておるな!?」

　あっさりとモンフォードの望む言葉を口にする。

「承しよう知ちいたしました。実は閣下のお望みにこたえるべく、すでに騎き士し団だんを動かす準じゆん備びを整えております。閣下のお許ゆるしさえ頂いただければ、私が騎士団を率ひきい、早々に反乱を鎮圧して参りましょう」

「方法など問わん、好きにしろ！」

「では直ちに」

　目的は果たせたのだ。これ以上、この男の体たい臭しゆうが充じゆう満まんしたこの下げ劣れつな部屋にいることは耐え難かった。

　背せを向けるモンフォードに、過か去こ数え切れないほど耳にした言葉が投げかけられる。

「私の父親がおまえたちにしてやった恩おん義ぎを忘わすれるなよ！」

「……もちろんです、閣下」

　恩義。

　忘れるわけがない。

　そのためにモンフォードはあの人間の形をした豚に仕えることを許きよ容ようしているのだから。
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　ジェレイドの眼がん前ぜんで展てん開かいされていたのは、極きわめて異い様ような光景だった。

　ロアンヌ村の広場に台が置かれている。

　そこへ向かって人々が石を投げているのだ。老ろう若にやく男なん女によを問わず、子こ供どもまでもが。

　その全員に共通しているのは、誰だれもが真しん剣けんに、心からの憎にくしみを込こめて石を投げているということだろう。

　そして、彼らが石を投げている先にあるものは──人の頭であった。

　頭の主は、かつてこのミカルディ郡の駐ちゆう屯とん騎士隊の長を務つとめ、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振ふる舞まいで何人もの領りよう民みんの命を奪うばい、その家族を悲しませてきた悪あく逆ぎやく非ひ道どうな騎士である。その名をファーバンクという。

　人々はファーバンクの頭に向かって石を投げつけているのだ。何百という石をぶつけられたその顔が、どのように変形しているかなど、想そう像ぞうするだけでもおぞましい。

　だが、目を背そむけるわけにはいかなかった。広場の真ん中にファーバンクの首を置き、人々をこのような行動に誘いざなったのは他ほかならぬジェレイド自身だったからだ。

　狙ねらいはある。それも二つ。

　一つは憎しみと共に石を投げさせることで人々の復ふく讐しゆう心しんと、騎士や領主といった支し配はい階級への敵てき愾がい心を煽あおるため。

　そしてもう一つは、騎士といえど自分たちと同じただの人間であり、倒たおせない相手ではないということを村人たちに思い起こさせるためである。

　このボルネリア領では、数年に亘わたる圧あつ政せいで人々は抵てい抗こうする気力すら失い、ただ横おう暴ぼうな騎士や領主の言いなりになるしかなかった。そこで共に決起してくれと促うながしたところで素す直なおに従したがってはくれまい。それゆえに、この残ざん虐ぎやくな行こう為いが必要だったのだ。

　だが、理り屈くつでは分かっていても子供が人の頭に思いきり石をぶつけるその光景を作り上出したのが自分であるという事実は、ジェレイドに重くのしかかっていた。

「……我われながら偽ぎ善ぜんですね。六年前はもっとひどいことをやっていたというのに」

　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやく。最近、こんな独ひとり言ばかりだと苦く笑しようしながら。

　こうなっては目的を完かん遂すいさせる以外に自分を納なつ得とくさせる方法はない。ジェレイドはあらためて決意を固くすると、このロアンヌ村の長おさの家へと足を向けた。
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　ジェレイドが入った部屋では、一人の老人がゆったりとした椅い子すに座すわって待ち構かまえていた。名をルダースという。このロアンヌ村を周辺でもっとも大きな村にまで発はつ展てんさせた老練な村むら長おさである。

　最初に声をかけたのはジェレイドだった。というのも、ジェレイドを呼よんだ側であるはずのルダースが話を切り出そうとしなかったためである。

「僕ぼくにご用と伺うかがいましたが」

「うむ……」

　何か迷まよいでもあるのか、その口はずいぶんと重いようだった。視し線せんすら合わせようとしない。

「……呼びつけておいて済すまぬが、正直わしには何と言うべきか分からなくてな」

「はあ。どういうことでしょう」

「ファーバンクはわしらがおまえたちの起こした反はん乱らんに同調しようとしたという名目でこの村にやってきた。わしらにはそんなつもりはまったくなかったにもかかわらずだ。これは誰がどうみても言いがかりというべきだろう。しかしおまえたちが反乱を起こさなければ、ファーバンクが難なん癖くせをつけてくることもまたなかったのかもしれぬ」

　複ふく雑ざつな心しん境きようを吐と露ろするように、天てん井じようを見上げて続ける。

「とはいえ……口実などなくとも、ファーバンクはいつかまたこの村へやってきて、貴き重ちような食料や金、あるいは村人の命すらも奪い取っていったことだろう。それにもう一つ。おまえたちは生きるために反乱を起こしたのだろう？　となればわしにはやめろという権けん利りもない」

　ここでようやくルダースはジェレイドを正面から見み据すえた。

「何より、この村の住人の命がおまえに救われたことは事実だ。となれば、やはり礼は言うべきだろう。遅おそくなったが、あらためて貴き公こうの助力に感かん謝しやしたい」

　言って、頭を下げる。

　ジェレイドは制せい止しするように両手を振った。

「どうかお顔をお上げください。実のところ、僕としてもなんの腹はら積づもりもなくやってきたわけではありませんから」

「分かっておる。わしらに共に決起しろと言いたいのであろう？」

「確たしかにあなた方のご協力は喉のどから手が出るほど欲ほしいところですが……今の段だん階かいでは少々違ちがいます。僕の望みはあなたのお名前を使って近きん隣りんの村々に住む村長を集め、会かい議ぎを開いて頂いただきたいということです」

「ほう。議題は？」

「今こそ僕と、いえ、オーセル村と共に決起すべきときであると。村の一つや二つが集まった程てい度どでは、ボルネリア侯こうはおろかこの郡を治める執しつ政せい代行官にも勝てはしません。僕たちと同じ境きよう遇ぐうにあるすべての人々を味方に引き入れる必要があります。そしてもしその会議で、今こそが決起の時であるとの総そう意いが得られれば──そのときはこの村にもできる限かぎりの協力をお願いしたいと思います」

　老練な村長は、すぐに答えを出そうとはしなかった。

　椅い子すに軽く座すわり直し、瞑めい想そうするように目をつぶる。

「……なるほど、うまいやり方だな。この村を救い、悪あく逆ぎやくな騎き士しを倒たおしたという実じつ績せきをもって一気に味方を増ふやそうというわけか」

「仰おつしやる通りです」

「だが、貴公に彼らが説得できるのか？　小さな村の長とはいえ、彼らは皆みな、酸すいも甘あまいも経けい験けんしている。反乱ともなれば、失敗すれば一族郎ろう党とう皆殺しだろうからな。積極的に参加したがる者などおるまい」

「その辺りはやってみなければ分かりません。ただ、僕は信じています。今一いつ致ち団だん結けつして反はん旗きを翻ひるがえさねば、十三歳さいの少女を生いけ贄にえに差し出すことを強きよう制せいされ、さらに餓が死しによって家族をも失う状じよう況きように追い込まれることは必ひつ定じようです。そんな未来をただ座ざして待つのでは、知ち恵えのない獣けものの群むれも同然です。たとえ傷きずつき倒れる可か能のう性せいはあっても、戦って未来を切り開く方がよほど人間らしいではないですか」

　ルダースは、噛かみ締しめるようにジェレイドの言葉を聴きき終えると、やがてゆっくりと頷うなずいた。

「……分かった。近隣の村々の総意があるのならば、わしも異い論ろんは挟はさめまい。ジェレイド、おまえの志こころざしで彼らを説得してみろ。わしはその結けつ論ろんに従したがうことを約束しよう」

　ロアンヌ村において、彼らの命運を左右することになる小さな会議が開かれたのは、この三日後のことである。
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　ジェレイドは大きく息を吸すって気を落ち着かせようとしていた。これから偉えらそうに演えん説ぜつをぶたなければならないためだ。

　多少神しん経けいは図太いという自信はあるが、元より人前で話すことが得意というわけではない。しかし、人を殺すことに比くらべれば、この程度のことは軽くやってのけねばならないだろう。

　あらためて一度深しん呼こ吸きゆうすると、ずり落ちてくる眼め鏡がねをかけ直す。

　そして、議場となっている家へと足を踏ふみ入れた。




　この日、ジェレイドを待ち構かまえていたのは、十人足らずの男たちだった。

　近隣の村々の長おさたち。ボルネリア侯こうの厳きびしい治世の中にあってしぶとく生き残ってきた彼らは、一様に厳いかめしい面つら構がまえをしていた。

　自分はこれから彼らを説得しなければならないのだ。ジェレイドはあらためて息を整えると、腹はらを据すえた。

　と、部屋の隅すみに一人だけ妙みような雰ふん囲い気きを漂ただよわせた男がいることに気付き、ジェレイドは思わずぎょっとなった。

　どこかの村長の護ご衛えいか何かだろうか？　その体は大きく、あの熊くまを彷ほう彿ふつとさせる騎士テオドリッジと比くらべても遜そん色しよくがない。質しつ素そな衣服の上からでもはっきりと分かる、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの逞たくましい腕うでの持ち主だった。

　何者だろうかと疑ぎ問もんを抱いだく。

「こいつが反はん乱らんを起こした愚おろか者か！」

　しかし、不意に一人の中年の男がいきり立ったように叫さけんだため、そちらに意い識しきを向けなければならなかった。

「まったくおまえがしでかしたことのおかげでこっちはいい迷めい惑わくだ！　よくおめおめと顔を出せたものだな！」

　そうだそうだと、同意の声が周囲から上がった。

　ジェレイドは密ひそかに安あん堵どした。このように強い調子でなじられる方が、かえって反はん論ろんする気になれるというものである。即そく座ざに冷たい口調で言い返す。

「はて。迷惑迷惑と言いますが、一体僕たちがあなた方にどのような迷惑をかけたと仰おつしやるのですか？」

　返事はすぐにやってきた。

「おまえたちは執政代行官に仕える騎士を殺したんだぞ！　今後、やれ連帯責せき任にんだの、やれ鎮ちん圧あつにかかった費ひ用ようを払はらえだのと、難なん癖くせをつけてくるのは目に見えている。これが迷惑と言わずなんだと言うんだ！」

「ではお伺うかがいしますが、これまでにもやれ地じ震しんの修しゆう繕ぜん費ひを払はらえだの、やれ通行料を払えだのと、あのファーバンクに難癖をつけられた覚えはないというのですか？」

「……む」

　正面から痛いたいところをつかれ、男は明らかに怯ひるんだ様子だった。その隙すきを逃のがさず、たたみかける。

「これは賭かけても構いません。たとえ僕たちが反乱を起こそうと起こすまいと、あなた方に降ふりかかる火の粉の量は決して変わることはないでしょう。あなたもボルネリア侯が新たに出した布告のことはもちろんご存ぞん知じでしょう？」

「……当たり前だ」返答には苦々しい口調が混まじった。「税ぜいを減へらす代だい償しようとして十三歳さいの少女を差し出せというあの愚ぐ劣れつなお触ふれのことだろう」

「そうです。現げん在ざいのボルネリア侯になってから三年、僕たちはずっと苦しめられてきました。その挙あげ句く、餓が死しの危き機きを迎むかえたにもかかわらず、ボルネリア侯は相変わらず一方的に負ふ担たんを強しいようとするだけです。もはや我が慢まんの限げん界かいです。ゆえに僕たちは反はん旗きを翻ひるがえすことを決めました。あなた方も共に決起すべきなのです」

「そんなことができるか！」また罵ば声せいが響ひびいた。「俺おれたち農民風ふ情ぜいが侯こう爵しやくに歯向かって勝てると思ってるのか？　無理に決まってる！　村は焼かれ皆みな殺ごろしにされるのは目に見えているじゃないか！」

「ではあなた方はこのままでいいと？　自分たちが飢うえ死じにから逃れる代わりにいたいけな少女をあの暴ぼう虐ぎやくなボルネリア侯に引き渡わたし、安あん穏のんとしていられる道を選ぶと、そういうことですか？」

　ジェレイドの突つき放すような物言いに、周囲の人々が憤いきどおったのが気配で分かった。

「口を慎つつしめ、この無礼者が！」

「いいえ、黙だまりません。僕が口を慎めば事実が変わるというのですか？　そうではないでしょう、我われ々われは解かい決けつすべき問題を目前に控ひかえています。もはや逃にげ道を模も索さくしている余よ裕ゆうはないのです。先日の長雨は、どこの村にも少なからぬ被ひ害がいをもたらしたことでしょう。今年の収しゆう穫かくが減ることは避さけられず、今後の生活がさらに厳きびしくなることは目に見えています。我々は決けつ断だんしなければならない時を迎むかえているのです」

「だがその状じよう況きようをもっと悪化させているのは、おまえらだろう！」

　殺気立つ男たちを前に、ジェレイドはなおも身じろぎ一つしなかった。

「よろしい、僕たちのせいにすることであなた方が気楽になれるのでしたら甘あまんじてそのお言葉も受け入れましょう。ですが、だからといって目の前の問題から目を逸そらさないで頂いただきたい。決められた土地よりも一歩ぶでも多くの畑を耕たがやせばそれだけで罰ばつ金きん、森へ入って薪まきを取るにも税金、パン焼き小屋を使うにも税金、パン焼き小屋を建てるにも税金、結けつ婚こんするにも家を出て独どく立りつするにも税金がかかるとなれば、一体何が出来るというんですか。今年は少女たちを差し出すことでどうにか生き残れたとしても、来年は一体どうなるというんですか。来年の来年は？　その次は？　これ以上長雨が降ふらない保ほ証しようがどこにあるというんです？」

　次々と冷れい酷こくな現実を口にするジェレイドに、村むら長おさたちは次し第だいに声を失っていった。

「みなさん、何度でも申し上げます。僕たちは決断しなければならないのです。餓が死しするか、あるいは他ほかの道を選ぶかを。ボルネリア侯の施し政せいがどのようなものなのかは、この三年間で思い知ったはずです。ならば犠ぎ牲せいの少ない今こそが、決起すべき最さい善ぜんにして最後の機会だとは思いませんか？」

　ついに村長たちは静まり返った。

　だが、やがて新たな反はん論ろんの糸口を見つけたのか、村長の一人がなおも声を上げようとする。

　大きな笑い声が響いたのは、そのときだった。

「ははははは！　なるほど、見た目は貧ひん相そうだがさすが反はん乱らんなんて起こしただけのことはある！　大した胆きもの据すわりようだ」

　ジェレイドは笑い声の主を見て驚おどろいた。部屋の隅すみに佇たたずんでいたあの大おお柄がらの男だ。

「こら、無礼だぞ。慎めディオール」

　村長の一人がたしなめる。

「断ことわる。慎む必要があるとすれば、それはあんたたちの口だろう」

　無礼な物言いに、周囲の村長たちは憤りを隠かくさなかった。だがディオールと呼よばれた男は怯ひるむ様子すら見せない。

　それを見て先ほどの村長が申もうし訳わけなさそうに頭を下げて回る。

「も、申し訳ない。この者はうちの村の若い者をまとめておる者で、反乱を起こした首しゆ謀ぼう者しやの顔をどうしても見たいというから連れてきたのだが……少々礼れい儀ぎを知らぬものでな」

　そしてディオールに小声で言う。

「おまえも何か言いたいことはあるのだろうが、この場は控ひかえるのだ」

「うるさい、あんたたちこそいつまで目を瞑つぶっているつもりだ！　少なくともジェレイドとやらが言っていることに間ま違ちがいはない！　現に去年の冬にだって何人もの餓死者が出ているんだぞ！」

　それは熊くまが咆ほう哮こうしたかのような大声で、気け圧おされたかのように周囲の人々は言葉を失った。

　ディオールはあくまで険けわしい表情を崩くずさぬまま、ジェレイドに向き直った。

「ジェレイドと言ったな？　確たしかに、おまえの言っていることは決して間違っているようには思えん。今こそ行動を起こすべきなのかもしれん」

「それは……どうも」

「とはいえ──」と続ける。「これだけは問とい質ただしておかねばなるまい。相手は侯爵なのだぞ？　そこいらの田い舎なか伯はく爵しやくではない、侯爵だ。そんな大だい貴き族ぞくを相手にただの農民に過すぎない俺たちがまともに戦えると思っているのか？」

「なるほど、お言葉はごもっとも。ですがすでに聞き及およんでいると思いますが、僕たちは実じつ際さいに何度も敵てきを追い払はらい、そしてファーバンクの首を獲とりました。戦いの勝敗は爵位の高さで決まるわけではありません。入念な準じゆん備びと、そして人の意い志しとで決まるのです」

「ふむ……」

　ディオールは納なつ得とくしたように鷹おう揚ように頷うなずいた。だが、すぐに再さい度ど訊たずねる。

「しかしだ。もし俺たちの反乱が大きくなれば、相手は侯爵だけではなくなるだろう。もし国王がボルネリア侯こうの支し援えんに乗り出せばどうなる？　俺たちはこの国を丸ごと相手にすることになるんだぞ？　それでも勝ち目があると思うのか？」

「あります。この国には一つ弱点がありますから」

「ほう、弱点か。何のことだ？」

「この国は、貴族に領りよう地ちとそこに住む領民の生殺与よ奪だつの特とつ権けんを与あたえる代わり、国への忠ちゆう勤きん奉ほう仕しを約束させています。ですがこれは一つの国の中に無数の独どく立りつ国家を作っているようなものです。それゆえに国は国力をまとめあげることが困こん難なんですし、国王は貴族に与えられた領地で起きたことについては、干かん渉しようすることもできません」

「つまり……すぐに国全体が俺たちを潰つぶしにくることはないと？」

「そうです。特にボルネリア家は武ぶ名めい高いことで知られています。その当主が、自らの足元で起きた反乱鎮ちん圧あつのため国王に支し援えんを要よう請せいすることなどあり得ると思いますか？　そんなことをすれば無む能のう者ものとの謗そしりを受けるだけです。あの傲ごう慢まんでわがままなボルネリア侯がそんな屈くつ辱じよくに耐たえられると思いますか？」

「…………」

　ディオールが何も口を挟はさもうとしないのを見て、ジェレイドはさらに続けた。

「それゆえに、まず僕ぼくたちはまずこのミカルディ郡を治める執しつ政せい代行官を倒たおします。そうすれば僕たちと同じ境きよう遇ぐうの農民たちはきっと立ち上がってくれるでしょう。次に隣となりの郡へと攻せめ込こみさらに勢せい力りよくを拡かく大だいし、そしてボルネリア侯と雌し雄ゆうを決し、このベールセール王国の北部一帯に一大勢力を築きずき、対等の立場で国王と話し合うのです。僕らに人として生きる正当な権けん利りをよこせとね」

「……おまえのよく動く口からそう聞かされると、実じつ現げん性せいのある話のように思えてくるな。だがそれは都合が良すぎるのではないか？　まず執政代行官を倒し、次に隣の郡を制せい圧あつし、勢力を拡大したところでボルネリア侯を討うつ……か。口にするのは簡かん単たんだが、それを実行するには決して負けることなく勝ち続けなければならないのだぞ？」

「だから──」

　眼め鏡がねをかけ直す。その下から覗のぞく目の色が変わる。

「力を貸かしてくださいと言っているのです。あなた方の力があれば、負ける可か能のう性せいをより減へらすことができるのですから」

「なるほどな」

　ディオールはどこか自じ嘲ちよう気味に笑った。

　そして背はい後ごに控ひかえる村むら長おさたちを振ふり返る。

「決めたぞ。俺はこの男に賛さん同どうする。このまま餓が死しを待つより戦って死ぬほうがよっぽどマシだしな」

「ディオール、落ち着け」と、先ほどの村長がたしなめる。「冷静になって考え直せ、おまえは妻さい子しを失ったことで自じ暴ぼう自じ棄きになっておるだけではないのか」

「自暴自棄？　冗じよう談だんじゃない、俺は至し極ごく冷静だ。もっとも、確たしかに勝とうが負けようがどうでもいいことだがな。死んだところで妻と娘むすめに会えるのが早まるだけだ」

　ディオールと呼よばれたその大男は進み出ると、ジェレイドの前に立った。

「ジェレイドとかいったな、俺はあんたに協力する。俺は兵へい役えきに取られている間に家族を失った。ボルネリア侯は憎にくき仇かたきというわけだ。頼たのむから俺にいい死に場所を見つけてくれ」

「ご協力には感謝します。しかし、あまりご期待に添そいたくないご要望ですね」

　本心から答える。味方の死者は、少ないに越こしたことはない。

「……わしからもやはり一つだけ聞いておきたい、ジェレイド」

　観念したような口調で言ったのは、沈ちん黙もくを守っていたこの村の長ルダースだった。

「なんでしょうか？」

「ボルネリア侯に……いや、執政代行官に勝てるという保ほ証しようはあるのか？」

「では逆ぎやくにお訊ねします。あなた方が来年も餓死していない保証はどこにありますか？」

「…………」

　ルダースは返答に詰つまったようだった。

「これは賭かけです。うまくいくかどうかなど、やってみなければ分かりません。あなた方の許ゆるしが出れば、僕は近きん隣りんの村々から志願兵を募つのって軍を組そ織しきし、来きたるべき戦いに備そなえるつもりです。どうか一度だけ機会を頂いただけませんか。もしその戦いで僕たちが敗北を喫きつしたそのときは、僕一人を反はん乱らんをそそのかした悪の首しゆ謀ぼう者しやとして侯こう爵しやくに差し出してください。そうすれば他ほかに累るいがおよぶのを防ふせぐこともできるかもしれませんから。ただし、もし僕たちが一度でも勝利を収おさめることができたとしたら、そのときは──」

　ジェレイドはそこで言葉を切った。その先は口に出さずとも察して欲ほしかったのだ。

　果たして、ロアンヌ村の長は頷いた。

「……分かった。皆みなの者、どうやら結けつ論ろんを下さねばならないときがきたようだ。我われらも生き残るため、新たに示しめされた道の行く末を真しん剣けんに模も索さくせねばなるまい」

　もはや反論しようとする村長はいなかった。

　村の長として、彼らはジェレイドが志し願がん兵へいを募るのを黙もく認にんする。そして来るべき戦いでもしジェレイドが勝てば、今度こそ村を挙げて協力する態たい勢せいを整える。しかし、もし敗北したそのときは、ジェレイドを捕とらえボルネリア侯爵に差し出す。彼らはそう決議した。

　こうして、オーセル村から始まった小さな小さな反乱は、ついにその規き模ぼを大きく拡かく大だいすることとなる。
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　──今日は、厄やく日びだ。

　その日、ミカルディ郡駐ちゆう屯とん騎き士し隊たい副隊長バルディアは、己おのれの不運をなじることとなる。

　きっかけは、騎士隊の隊長ファーバンクの死である。ファーバンクは殺され、その遺い体たいは公こう衆しゆうの面前に晒さらされた。この話は風のようにミカルディ郡全ぜん域いきに広まり──そして、バルディアの元に二人の人物が押おしかけてくることになったのである。

　一人はミカルディ郡の執しつ政せい代行官を務つとめるラザラスという男である。執政代行官といえばこの郡で最大の権けん力りよくを持ち、バルディアにとっても数少ない上司に当たる。しかし、その実態は到とう底ていそんな肩かた書がきの似に合あわぬ男であった。体は貧ひん弱じやくなほどやせこけ、背せは丸く曲がり、その目は常つねにギョロギョロと頻ひん繁ぱんに動く。年ねん齢れいは四十過すぎだが、その声色はネズミの鳴き声のように甲かん高だかく響ひびき、部下たちは「あいつの前世はネズミだったに違ちがいない」と陰かげ口ぐちを叩たたく有様だった。

　それゆえ、ラザラスについてはバルディアも気にとめることはなかった。問題なのはもう一人の人物である。名をモンフォード執政官という。

　領りよう主しゆに代わり政まつりごとを司つかさどる執政官。代行官などとは次元が違う。その権力は極きわめて大きく、陰かげの支し配はい者しやと言っても過か言ごんではない。

　特にボルネリア領では、領主たるボルネリア侯爵がまったく政に興きよう味みを示さず、遊ゆう蕩とうの限かぎりを尽つくしてきた。本来ならとうの昔に破は綻たんしていてもおかしくはないこの領の財ざい政せいを支ささえてきたのはモンフォード一人の手て柄がらだと言われている。侯爵の信しん頼らいも厚あつく、その機き嫌げんを損そこねれば執政代行官や騎士の一人や二人、簡かん単たんにこの世から抹まつ消しようすることもできるだろう。

　バルディアは、そんな大モンフ物オードを、小ラザ物ラスと共に迎むかえねばならなかったのである。




「これはこれはモンフォードさま。このような僻へき地ちへようこそお越こしくださいました」

　ラザラスが腰こしを低くしながら揉もみ手をする。その様はネズミが手を洗あらっているようで、思わずバルディアはこの男の存そん在ざい自体が失礼に値あたいするのではないかと気に病やんだほどだった。

「できれば来たくはなかったのだがな」

　答えるモンフォード執政官の声は力強く、代ラ行ザラ官スとの格かくの違いを見せ付けた。

　あの熊くまのごときテオドリッジのように立りつ派ぱな体格をしているわけではない。しかしその顔立ちは、幾いく多たの経けい験けんと数あま多たの知ち識しきを身に付けていることを表すかのように理知的で、その眼がん光こうにはこの世に存在するすべての嘘うそを見み抜ぬけるのではないかと思えるほどの印象深い光が宿っていた。

　この男が陰の支配者であると言えば、まさしく誰だれもが納なつ得とくするだろう。それがモンフォードという男だった。
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「さて、時間の浪ろう費ひは好まぬ、とっとと用よう件けんに入るとしよう。この地で起きた反はん乱らんのことは聞き及およんでいる。その過か程ていなどはどうでもよい、とにかく貴き様さまらは一いつ刻こくも早く反乱を鎮ちん圧あつしろ。私はそれを見み届とどけるためにわざわざこんな辺へん境きようの地へやってきたのだからな」

　バルディアはふと疑ぎ問もんを抱いだいた。

　一度反乱が起きたとなれば、その鎮圧を見届けるのは確たしかに重要なことである。しかし今後同じような反乱が起こらぬようにするためにも、その反乱が起こった過程を調べて問題点を調ちよう査さすることこそが肝かん要ようというべきではないのか──と。

「モンフォードさま。一つお訊たずねしてもよろしいでしょうか」

「こら、無礼だぞバルディア！」

「構かまわぬ。何だ？」

「は、モンフォードさまのその仰おつしやりよう……。ひょっとしてモンフォードさまはこの地で反乱が起こることを見み越こしていらしたのでしょうか？」

「当たり前だ」事も無げに答える。「昨今の農民の困こん窮きゆうぶりは知っている。生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわにあることもな。そこへ税ぜいの軽けい減げんと引き換かえに処しよ女じよ権けんを行使するなどと言えば反乱が起こるのは目に見えていた。それが恐おそらくもっとも腐ふ敗はいの激はげしいこの地であろうということもな」

「……お、お待ちください。それはつまり、反乱が起こることを承しよう知ちであのような布ふ告こくを出されたというわけですか？」

　そう解かい釈しやくする他ほかなかった。

　だが、あえてその点を問とい質ただしたのは、別に義ぎ憤ふんに駆かられたからというわけではない。今の台せ詞りふから察するに、このままでは足元で反乱を起こされた自分たちが、何らかの責せき任にんを追つい及きゆうされることは間ま違ちがいない。その責任を転てん嫁か──とまでは言わずとも、幾いく分ぶん回かい避ひしようという意図があったからである。バルディアは小役人としての才さい能のうだけは秀ひいでていた。

　そんな意図を知ってか知らずか、モンフォードは答えた。

「侯こう爵しやく閣かつ下かを満足させるにはそれしかなかったのだ。これ以上税を取れば確かく実じつに農民たちは餓が死しする。しかし閣下は税の軽減などお許ゆるしにならなかった。閣下には侍じ女じよとお戯たわむれになる他に、財ざい宝ほうの収しゆう集しゆうというご趣しゆ味みがあることは存ぞんじておろう？　そのための資産が減へることを危き惧ぐなされたのだ。それゆえ私は処女権という領主の権けん利りがあることを閣下にお教えし、領内から無数の少女を集めることと引き換かえに、遊ゆう興きよう費ひを削けずることに同意して頂いただいたのだ。これ以外に財ざい政せいを救う方法はなかったからな」

　陰の支配者という二つ名で呼よばれるモンフォードはもう一つの名を持っている。いわく、比ひ類るいなき忠ちゆう臣しん。ただし、この呼び名はどちらかというと皮肉を込めて使われることが多い。

　ボルネリア侯が領りよう主しゆとしての全責任を放ほう棄きしていることについては、もはや誰にも弁べん護ごの余よ地ちはない。しかしモンフォードはそんな侯爵を見放すこともなく、愚ぐ直ちよくなまでの忠ちゆう義ぎぶりを発はつ揮きして粛しゆく々しゆくと侯爵のための政を行ってきたのだ。先代のボルネリア侯に多大な恩おんがあるというのがその理由と言われているが、いずれにせよ、その辣らつ腕わんぶりをボルネリア侯の遊ゆう蕩とうのために振ふるわれれば、領民としてはたまったものではないだろう。

「なるほど。それゆえに真っ先に反乱が起こるであろうこの地へわざわざ足を運ばれたのですね？　最初の反乱を即そく座ざに鎮圧することができれば、他の不満を持つ領民への見せしめともなるでしょうから」

　モンフォードは、それまでのただ人を見下したような態たい度どを少しだけあらためて答えた。

「その通りだ。ふむ、貴様、騎き士しらしくない風ふう貌ぼうをしておるが、頭だけはいささか回るようだな」

「きょ……恐きよう縮しゆくです」

「と、とにかくモンフォードさま！」

　蚊か帳やの外に置かれて会話が進んでいることに我が慢まんがならなかったのか、ラザラス執しつ政せい代行官が不意に声を張はり上げた。

「外をご覧らんになられたと思いますが、我われ々われはすでに八百もの精せい兵へいを集め、いつでも反乱軍を自じ称しようする賊ぞく軍ぐんを討うち取る態たい勢せいを整えております。どうかご安心ください」

「私が安心できるのは、反乱鎮圧の報ほうが届とどけられたときだけだ。御ご託たくはもういい、とっとと兵を率ひきいて出しゆつ撃げきしてくるがいい」

「は、承しよう知ちいたしました。バルディア、話は聞いたな？　直ちに出撃するのだ」

「はあ」

　隊長であったファーバンクはもういない。となると、やはり自分に話が振られるのか──と、思わずバルディアは小さくため息を吐ついた。

「いや、その必要はない」口を挟はさんだのはモンフォードだった。「悪いがその騎士には別の仕事ができた。反はん乱らん鎮ちん圧あつの指し揮きはおまえが執とれ」

　これにはラザラス執政代行官もとっさに二の句くが告げられない様子だった。

「そ、それはどういうことでございましょう？　バルディアは今や騎士隊を統とう括かつする立場にあるのです。兵を率いるとすれば、それはバルディアの任にん務むでありましょう！」

「貴き様さまも一いち応おうは騎士叙じよ勲くんを受けた身であろう。しかも執政代行官ともなれば、その立場は騎士隊の隊長などより遥はるかに上だ、何の問題もあるまい。私は同じことを何度も口にすることは好まぬがもう一度だけ言ってやろう。今すぐ兵を率いて反乱を鎮圧してくるのだ。まさかできないとは言うまいな？」

　当然というべきか、こればかりはラザラスも即座に返事ができない様子だった。

「し……しかし、その、反乱軍の首領、ジェレイドという男はとてつもない黒くろ魔ま術じゆつの使い手だと聞きます。命からがら逃にげ帰った部下によりますと、なんでも大地の精せい霊れいに命じて地じ滑すべりを誘ゆう発はつさせたとか。確たしかに私は騎士叙勲を受けた身ですが、ここは実戦経けい験けんの豊富なバルディアが兵を率いるべきかと……」

「そんなものはただの芝しば居いに過すぎぬ。もしそれほどの黒魔術の使い手であったとすれば、とうにこんな砦とりでなど地の底へ沈しずんでいるはずだ。それに聞き及およんだところによれば、そのジェレイドとやらは迫せまり来る軍勢から逃のがれるため一時は故こ郷きようの村を捨すてたらしいではないか。山を崩くずせるほどの力があるならば、そんなことをする必要などあるまい。考えてもみよ、昨年の地じ震しんと最近の長雨で地じ盤ばんの緩ゆるんだ斜しや面めんなどどこにでもある。そやつはそういった状じよう況きようを利用して芝居を打ったに過ぎん」

「な、なるほど……」

　力強いモンフォード執政官の言葉は、ラザラスの不安を拭ぬぐい去るに充じゆう分ぶんなようだった。

　バルディアにしても、それは頷うなずける話だった。最初にファーバンクが捕とらえられた時ですら、ジェレイドは長雨で沼ぬま地ちと化した畑を利用したという。これはどうみても小細工の類たぐいに過ぎず、ジェレイドが黒魔術の使い手であることを否ひ定ていするものだ。

　それにしても、モンフォード執政官の情じよう報ほう収集力には感かん嘆たんするばかりだった。

「ましてラザラス。おまえは八百もの精兵がいると自信ありげに言ったばかりではないか。相手は所しよ詮せん農のう奴どの集まりに過ぎぬ、恐おそれる必要などあるまい」

「はあ、それはそうですが……」

「ならばとっとと行け。これ以上私の不ふ興きようを買いたくはあるまい？」

「わ、分かりました。では直ちに……！」

　それがとどめとなったようだった。ラザラスは不満げな顔をしつつも部屋を出て行った。

　一人残される形となったバルディアは、恐る恐る尋たずねた。

「それでモンフォードさま、私のような小物に一体どのような仕事があると……？」

「そう畏かしこまることもあるまい。あのラザラスという小役人亡なき後、この地を円えん滑かつに統治するにはこの地に詳くわしい者が必要だからな。つまらぬ戦いくさで命を落とされては困こまる。それだけの話だ」

　恐ろしいことを耳にした気がした。

　今、この陰かげの支し配はい者しやはなんと言ったか。ラザラス執しつ政せい代行官亡き後？　確かに反乱軍との戦いに敗れるようなことがあれば戦死の可か能のう性せいもあるが、相手は所詮装そう備びも整わぬ農民の集まりである。むしろ勝利する可能性の方が高いはずだ。

　にもかかわらず、モンフォードはラザラスが死ぬことを前ぜん提ていとした発言をした。

　保ほ身しんに敏びん感かんなバルディアはすぐに察した。恐らくは反乱の鎮圧に成功しようが失敗しようが、ラザラスは死を強きよう制せいされるのだろう。この地で反乱が起きるのを防ふせげなかった責せき任にんを取らせるという形で。それでこそ領りよう主しゆボルネリア侯こうの面めん目ぼくは保たもたれ、農民たちも溜りゆう飲いんを下げ、さらに他ほかの執政代行官たちも襟えり元もとを正すというわけだ。

　恐れを抱いだくと同時に安あん堵どもした。今の言葉からすれば、ラザラスが死のうと自分は生き残れるのである。それならばいい。何も問題はない。

「さて、バルディアといったな。実は一つ教えてもらいたいことがある」

「は。なんなりと」

「この地にはテオドリッジという騎士がいるはずだが、どこにいる？」

「……は？」

　意外な固有名めい詞しが出てきたことに、バルディアは驚おどろきを隠かくせなかった。

　テオドリッジ。恐らくはこのミカルディ郡で、いや、ボルネリア領全域において右に並ぶ者のない最強の騎士の名である。

　なぜあの無礼な騎士になど会いたがるのか──そんな疑ぎ問もんが浮うかんでくるが、バルディアは即そく座ざに先ほどのモンフォードの言葉を思い出していた。いわく、同じことを二度言わせるなと。

　問い返してはいけない。自分はただ与あたえられたことを黙もく々もくとこなせばいいのだ。これまでもそうしてきたように。

「分かりました。では直ちにご案内いたします──」




　　　　　４




　そのころ、ジェレイドの元には順調に兵士たちが集まっていた。

　目もく論ろ見みどおり、たとえ死ぬことになってでも貴き族ぞくどもに一ひと泡あわ吹ふかせたいと考えている農民たちは多かったのだ。

　集まった兵の数は四百ほど。充じゆう分ぶんとはいえないが、二十人足らずだった以前に比くらべれば雲うん泥でいの差がある。

　もっとも、不安要よう素そはいくらでもある。

　集まった兵士たちの多くは武ぶ器きを振ふるったこともないし、集しゆう団だん戦せんの経けい験けんもないに等しい。ただ、ディオールを始めとして兵へい役えきの経験のある者も少なくはない。そして兵数が少なければそれだけジェレイドの目が届とどきやすく、兵の指し揮きという点では有利でもある。

　唯ゆい一いつ、装備の質しつだけはどうしようもなかった。兵士たちの半数以上は木の棒ぼうにナイフの類たぐいをくくりつけただけの粗そ末まつな槍やりを武器としているという有様である。中には盾たて代わりに鍋なべのフタを持参している者すらいた。

　とはいえ、装備の問題は反はん乱らんを起こしたときから予期していたことでもある。それらの不安要素を抱かかえ込こんだ上で、なおも勝てるだけの策さくは準じゆん備びしているつもりだった。

　なにより、懸け念ねんしていた主しゆ導どう権けん争いは今のところ起こっていない。それにはファーバンクという騎き士しを倒たおしたジェレイドの実じつ績せきと、そして兵士の中でもっとも統とう率そつ力りよくに富とんでいるように見えるディオールが、文もん句く一つ口にせずジェレイドの指揮に従したがって見せていることが大きいのだろう。あとはただ一度の勝利を得ることができれば、名実ともに指導者として皆みなに認みとめられるはずなのだ。

　だが、末まつ端たんでは小さな問題がないわけではなかった。

「なんでだよ！　なんで俺おれが戦っちゃいけないんだよ！」

　一人の少年の抗こう議ぎの声に、ジェレイドは頭を抱えたい衝しよう動どうに駆かられた。

「ですから、何度も言っているでしょうクライス。成人していない子こ供どもを戦場に立たせるわけにはいかないんです」

　しかし、十四歳さいの血けつ気き盛さかんな少年は、まったく納なつ得とくできない様子だった。

「なんでだよ!?　人手が足りなくて困こまってるんだろ!?　俺、弓なら多少扱あつかえるようになったんだしさ！」

　少年を戦場に立たせるようなことをすれば、反乱軍は人心を失ってしまうため──それがジェレイドの理り屈くつであったが、実じつ際さいに口に出した言葉は次のようなものだった。

「いいですか。僕ぼくたちの戦いには、勝てる保ほ証しようはまったくないんです。もし敗れれば、反乱の首しゆ謀ぼう者しやとして僕は確かく実じつに殺され、その累るいは僕の故こ郷きようにまでおよぶでしょう。そのとき誰だれがソフィアや村のみんなを守るんですか」

「え……」

　はっとしたように意気を消しよう沈ちんさせる。

「これで分かったでしょう。僕には僕の、あなたにはあなたのやるべきことがあるんです。いいですか、今もソフィアは僕の家で独ひとりぼっちでいるはずです。冷たい言い方ですが、今の僕には一人の少女のために時間を割さく余よ裕ゆうはありません。彼女を守れるのはあなたしかいないんですよ、クライス」

「……くそっ」

　それで納得した様子だった。くるりと背せを向け、そのまま口を開く。

「分かったよ。ソフィアは俺が守る。でもジェレイド。あいつの保ほ護ご者しやはおまえなんだろ？　なら、あいつに二度も保護者を失わせるような思いはさせんなよ」

「ええ、僕もそう簡かん単たんに死にはしませんよ」

　なかなかにくいことを言うようになったものだと、少しだけこの少年を見直す。

　ジェレイドが反乱を起こす決意をしたきっかけを作ったのは、自らを顧かえりみずソフィアの身を守ろうとしたクライスの行動にあったのだ。クライスは見た目はまだまだ子供だが、守りたい者のためならば人ひと並なみ外れた度ど胸きようを発揮する。万が一のときは、きっとソフィア一人ぐらい守り抜ぬけるだろう。六年前、思い人一人救えなかった自分と違ちがって。

「ジェレイド！」

　自分の名を呼よぶ声がした。

　振り返ると、マシューが馬を走らせてくるのが見えた。

　マシューに任まかせていたのは偵てい察さつの任にんである。そのマシューが息せき切って帰ってきたとなれば、理由は一つしかない。

「ついに来たぞ！　執しつ政せい代行官の軍ぐん勢ぜいだ！」

　ジェレイド率ひきいる反乱軍が、ラザラス執政代行官率いる八百の兵との苛か烈れつな戦いを繰くり広げることになるのは、この翌よく日じつのことである。




　　　　　５




　それはとある小さな村の、小さな宿屋の一室でのできごとだった。

「おい、ミーア！　とうとう起こったらしいぞ、反乱が！」

　部屋に一人の男が飛び込んでくる。二は十た歳ち前後の若わかい男だ。だがその体はたくましく、堅かた気ぎの職しよく業ぎようについているようには見えない。

「ふーん。どこで？」

　そう答えたのは、ベッドで横になっていた少女だった。まだ十五歳さいかそこらだろう。
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「ああ、ボルネリア領りようのミカルディ郡とかいうところだ。ずいぶん兵も集まってるとかで、いよいよ大きな戦いになるって話だ」

「やっぱりあの辺か……。そろそろ来るんじゃないかと思ってたんだけど」

　少女は、軽けい快かいな動作で飛び起きた。

「じゃあ行ってみましょうか。無む謀ぼうな反はん乱らんを起こした変わり者の器うつわを見み極きわめに、ね」










　第八章　再さい帰きの初うい陣じん
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　その山の山さん腹ぷくからは、はるか遠くまでの風景がよく見み渡わたせた。

　当然というべきである。ついこの間がけ崩くずれが起きた──というか起こした──ばかりの山腹だ。青と緑からなる素す晴ばらしい光景を遮さえぎる木など一本もない。

　──僕たちの軍ぐん旗きは、やっぱり青か緑にすべきですね。

　そんなことを考える。

　今後敵てきとなるであろうベールセール王国の国旗は赤である。対たい比ひ的な意味もあるし、グリア大陸では青は自由を、緑は大地を象しよう徴ちようするという意味合いを持つ。自由を求める農民たちが決起したとなれば、その旗は青か緑以外に考えられない。

　と、そのとき。不意に、喉のどに不ふ快かい感を感じた。口に手を当てて小さく咳せき込む。

「どうした？　風か邪ぜか？」

　そう訊たずねたのはディオールだった。領りよう主しゆの悪あく政せいにより妻さい子しを失い、その仇かたきを討うつためという理由でジェレイドの指し揮き下かに入った大男。その背せには五尺しやく（約一・五メートル）近くもありそうな巨きよ大だいな剣けんを背負っている。

「すいません、昔から極度の緊きん張ちようにさらされるといつもこうでしてね。見ての通り僕は決して丈じよう夫ぶな体じゃありませんから」

「そうか。剣を振ふるうのはおまえの仕事ではないし、緊張するなとも言えん。だが、できれば堂々としていて欲ほしいものだな。兵士たちの目もある」

　ディオールは眼がん下かを軽く指差した。斜しや面めんのくぼみに五十人ほどの兵が伏ふせている。心細いのか、あるいは緊張しているのか、時折窺うかがうようにこちらに視し線せんを向けてくる。

「ええ、仰おつしやる通りです。心しておきます」

　戦いを前に体調不良を訴うつたえる指揮官の姿すがたを見たがる兵士などいないだろう。ディオールの言葉はもっともである。

　それにしても──と、あらためて思う。兵を率ひきいるなど、一体何年ぶりのことだろうかと。

　しかも前回は自ら表立って兵を率いたわけではなかった。偉えらぶった人々の後ろから、小こ賢ざかしげに入れ知ぢ恵えをしていただけである。

　それが今日は自ら陣じん頭とうに立ち、何百という兵の命を預あずかり彼らを勝利に導みちびかねばならない。すべての責せき任にんを覚かく悟ごした上で反旗を翻ひるがえしたつもりではあったが、いざそのときが近づくと貧ひん弱じやくな体のあちこちが悲鳴を上げ始めるのだ。つくづく、情なさけない体だと自じ嘲ちようしたくなる。

「しかしあんたって奴やつはまったく動じないな、ディオール」

　マシューが問いかけた。その体は小こ刻きざみに震ふるえている。もっとも、たった一人で数十人の敵てきを相手に弓を引いたこともある男である。怯おびえているのではなく、武む者しや震ぶるいだろう。

「動じる理由がないのだから当然だ。勝てばあの領主に一ひと泡あわ吹ふかせてやれるし、死んでも家族に会えるのが早まるだけだからな」

　ディオールは平然と答えた。その態たい度どはまさしく泰たい然ぜん自じ若じやくという表ひよう現げんが相ふ応さわしく、見習いたいものだとジェレイドを羨うらやましがらせた。

「ディオール。頼たのみますからまだ当分は死なないでくださいよ。僕としては領主にもっとたくさんの泡を吹かせてやりたいんです。そのためにはあなたのような人の力が必要ですからね」

「ご希望に添そえるようにはしたいがな」

　つくづく不思議に思う。この大男は間ま違ちがってもただの農夫には見えない。一体過か去こ、どこで何をしていたのだろうかと。

　もっとも、今は自分たちに力を貸かしてくれるというだけで充じゆう分ぶんだった。ディオールの正体を調べるにしても、まず今日の戦いで勝利を収おさめて生き延のびなければならないのだから。

　配下の兵士が興こう奮ふんを抑おさえきれぬ様子で声を上げたのはそのときであった。

「見えました！　ラザラス執政代行官の軍ぐん勢ぜいです！」

　余よ計けいなことに気を回していられる時間は終わったのだ。

　ジェレイドはゆっくりと眼め鏡がねを外した。遠くを見渡す時は、この眼鏡も必要ない。

　味方の数は、周囲の村々からかき集めた四百。一方、敵の総そう勢ぜいは八百ほどと見られる。数だけを見れば厳きびしいが、地の利だけは充分過すぎるほどにある。八百程てい度どの軍勢が相手ならば、勝利できるだけの準じゆん備びは整えたつもりだった。

「では始めましょう、僕たちの戦いを。マシュー、ディオール。配置についてください」
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　ラザラス執政代行官の甲かつ冑ちゆう姿を目にした兵士たちは、誰一人として例外なく笑いを堪こらえるのに命を賭かけねばならなかった。

　重じゆう厚こうな甲冑に身を包み、馬に跨またがっている。それはいい。だが、もともと「鼠ねずみのような」と評ひようされるほどの落ち着きのない貧ひん弱じやくな外見の男である。その様は、未み熟じゆくな子こ供どもが戯たわむれに騎き士しのごっこ遊びをしているようにしか見えなかった。しかもこれが見た目に反してそれなりに馬を操あやつって見せるものだから、器用な鼠もいるものだと更さらなる笑いを誘さそうのである。

　だが、相手はこの郡における最高権けん力りよく者しやたる執政代行官であり、下手に笑えば命はない。それでもその姿は滑こつ稽けいという一言に尽つき、兵士たちを命いのち懸がけの笑いへと誘いざなうのだった。

　もっとも、当のラザラスは兵士たちが何を考えているかなど露つゆ知しらず、彼らの先頭で意気揚よう々ようと馬を歩ませていた。

　郡の全ぜん域いきから、普ふ段だんの任にん務むを放ほう棄きさせてまでかき集めた総勢八百もの兵士たち。

　その全員が長なが槍やりに兜かぶとと胸むね当あてという標準的な武ぶ具ぐで身を固めているし、戦せん闘とうの専せん門もん家かである騎士とその従じゆう者しやも二十人ほどいる。もっとも、通つう常じよう八百もの兵が一所に集まることなどまずないため、集しゆう団だん戦せんについてはいささか訓練不足と言えなくもない。

　だが、練度については反はん乱らん軍ぐんとて同じことである。その上、反乱軍の軍勢は五百にすら満たず、まともな武器さえないという。まさしく烏う合ごうの衆しゆうである。

　つまり、勝敗は初めから決しているようなものなのだ。当初はこのような任務を押おし付けられたことに不満を覚えずにはいられなかったが、これならば何も問題はない。この反乱さえ鎮ちん圧あつすれば、モンフォード執政官からこれ以上叱しつ責せきを買うこともないだろうし、敵兵を何百人か捕ほ虜りよにして身みの代しろ金きんを巻まき上げれば、懐ふところを潤うるおわせることもできる。兵士一人頭の身代金はいくらに設せつ定ていすべきだろうか──ラザラスの頭は今からそんな考えで一いつ杯ぱいであり、それゆえに彼は上じよう機き嫌げんだったのだ。

　彼らの動きに変化が生じたのは、地じ滑すべりでもあったと思われる山の麓ふもとにさしかかったときのことである。

「ラザラスさま。山の上に誰かおりますぞ」

「ん？」

　配下の騎士の声に、その山を見上げる。確たしかに赤茶けた斜しや面めんの上に何者かが立っていた。それも、たった一人で。

　かなり若わかく、背せは高い。ただ、体の線がやけに細い男だった。

「ようやくお越こし頂いただけましたか、ラザラス執政代行官どの」

　男が叫さけんだ。しかし大きな声を出すことに慣なれていないのか、すぐさまごほんと咳せき込こむ。

「何者だ!?」

　妙みような男だと思いつつ、ラザラスは問いかけた。それに対し、男は優ゆう雅がに頭を下げる。

「お初にお目にかかります、僕の名はジェレイドと申します。その小さな頭で覚えられるとは思っておりませんが、できましたら一いち応おうお見知りおきを」

「なんだと!?　貴き様さま、なんだその態たい度どは!?　私を誰だと思っている！」

「もちろんよく知ってますよ。肩かた書がきだけしか取り得のないことで有名な、執政代行官どのでしょう？」

「お、おのれ……！」

　悪あし様ざまに罵ののしられ、たちまちラザラスは顔を赤くした。

　自分はこのミカルディ郡で一番偉えらいのだ。それを侮ぶ辱じよくするような発言など許ゆるされようはずがない。

　このとき、一人の兵士がラザラスの傍そばまでやってくると耳元で呟ささやいた。

「ラザラスさま、奴やつです。あの男こそが反はん乱らんの首しゆ謀ぼう者しやですよ！」

「なに、あやつが!?　確かか!?」

「あの貧相な体つきと服ふく装そう、見覚えがあります。間ま違ちがいありません」

「ぬ……」

　頭に血が上っていたせいで失念していたが、確かにジェレイドという名にはラザラスも聞き覚えがあった。

　ラザラスは声を張はり上げた。

「ジェレイドとやら、のこのこと一人で出てくるとはいい度ど胸きようだ！　この上は今すぐ私の前に這はいつくばって許ゆるしを乞こうがいい！　そうすれば命だけは助けてやってもよいぞ！」

「はははは、それは面おも白しろい冗じよう談だんですね。執しつ政せい代行官どの、ご存ぞん知じですか？　僕ぼくら農民はあなたの姿すがたを目にする度たびに、笑いを堪こらえるのに必死だったんですよ。執政代行官というものは人間の形をした鼠ねずみにも務つとまるものなのかとね」

「き、貴様！　言ってはならんことを……！」

　ラザラスの怒いかりなど意に介かいさず、ジェレイドの挑ちよう発はつは朗ろう々ろうと続いた。

「相手が人間であればまだしも、鼠なんぞに頭を下げるつもりはまったくありません。何しろ鼠に人の言葉が分かるとも思えませんからね。降こう伏ふくした後で噛かまれるようなことがあってはたまらないでしょう」

「おのれ！　言わせておけばつけあがりおって！」怒りに駆かられて兵士たちに号令を発する。「ものども、あやつこそがすべての元げん凶きようだ！　かかれ！　あやつを生け捕どった者には金貨を五〇枚まい、いや五一枚出すぞ！　この際さいだ、死体でも構かまわぬ！」

　このとき、八百の兵士たちの胸きよう中ちゆうをよぎった思いには様々なものがあった。

　兵士たちの中には、ジェレイドという男がどういう人物であるかを知っていた者も多い。いわく、山を一つ崩くずすことができるほどの黒くろ魔ま術じゆつ師し。むやみやたらと攻せめかかれば、今度こそ生き埋うめにされてもおかしくはない。

　一方で、ジェレイドが黒魔術を使ったというのはただの芝しば居いであり、長雨で地じ盤ばんが緩ゆるんでいた斜面を利用しただけだという話も知れ渡わたっていた。さらに、金貨五〇枚といえば数年遊んで暮くらせるだけの報ほう酬しゆうでもある。

　結果的に、このときは積極的に動こうとしなかった兵士たちがいた一方で、二百人を超こえる兵士たちが素す直なおにラザラスの命に従い、欲に駆られてがむしゃらに山を登り始めた。最近地滑りが起こったらしいその斜面は泥どろだらけで登るのは一苦労だったが、それでも確かく実じつにジェレイドとの距きよ離りを詰つめていく。それは軍ぐん勢ぜいとしての動きではなく、砂さ糖とうに群むらがる蟻ありのような様相を呈ていしていたが、ジェレイドの周囲には護ご衛えいの兵の姿も見られない。兵士たちの内、たった一人でも辿たどり着くことができれば、難なんなくジェレイドを捕らえられるはずであった。

　だが、彼らは見落としていた。

　周囲に見える山々はすべて木々に覆おおわれている。その斜面で地すべりが起これば、倒たおれた樹じゆ木もくが無数に転がっているはずだということに。にもかかわらず、彼らの周囲には一本たりとも倒とう木ぼくが存そん在ざいしていなかったということを。

　頂ちよう上じようのジェレイドがさっと手を振ふり上げた。

　と同時に、麓ふもとからは見えない山さん腹ぷくに身を伏ふせていたのか、突とつ然ぜん五十人ほどの兵が姿を現あらわす。一いつ瞬しゆんラザラスは動どう揺ようしたが、たかが数十人の農のう奴どなど敵てきではない。問題なく押おしつぶせるだろうとすぐに平静さを取り戻もどす。

　その直後だった。数十人の兵士たちが、一いつ斉せいに何かを放ほうり始めたのだ。

　丸太だった。

　何本もの丸太が、身を隠かくす場所もない斜しや面めんを次々と転がり落ちてくる。

　それは群がった蟻を棒ぼうでそぎ落とすかのような光景だった。かわす術すべなどなく、丸太に押し倒され、あるいは押しつぶされ、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくが生まれる。よほどの数を用意していたのだろう、丸太は途と切ぎれることなく斜面を転がり続けた。

「む、無理ですラザラスさま！　これでは近づけません！」

「ええいくそっ、小細工を弄ろうしおってからに！」ラザラスは配下の騎き士しを振り返った。「ルアルド！　おまえに二百の兵を与あたえる、この山の東側にも兵を送り込んで奴やつを包囲するのだ！」

「はっ、お任まかせを！」

「残りは私に続け！　西側から攻め立てるぞ！」

　それは極きわめて合理的、というよりごく当然の考えであった。

　この見通しがよい反面、逃にげ場のない斜面を強引に登ろうとしても、丸太の的になるだけである。しかし逃げ場がないのは南側だけ。西かあるいは北側にでも回り込めば、生おい茂しげる木々が盾たてになって丸太を心配する必要はない。

　だがラザラスは気付けなかった。あまりにも当然の考えであったがゆえに、その行動は簡かん単たんに読まれてしまうということを。

　このときラザラスは、山の西側に都合よく道を見つけ、そこから回り込もうと兵を引き連れて押し入った。だがその道は獣けもの道みちに毛が生えた程てい度どの、細く荒あれ果てた道であった。

　結果、彼らの隊列は長く細くなっていった。もしはるか天上から見下ろせば、まるで山を糸車として数百の兵が巻まき取られていくかのような光景だっただろう。

「今だ！　矢を放て、声を上げろ！　男になりたいヤツぁ俺おれに続けぇ！」

　そんな怒ど号ごうと共に、事じ態たいは一変した。

　森の中に身を伏せていたマシュー率ひきいる百五十人の反はん乱らん軍ぐんが、伸のびきった隊列の無む防ぼう備びな横っ腹ぱらを突ついたのである。

　至し近きん距きよ離り、それも人が潜ひそんでいるとは思いもしなかった茂みの中から矢が飛んでくるのだ。かわす術などなく、悲鳴と共に次々と兵士たちが倒れていく。

　特にこのときのマシューの戦いぶりは特筆に値あたいするものだった。木の上から敵てき兵へいのただ中へと飛び込むと、至近距離から狙ねらいもつけずに矢を撃うちまくる。そして周囲の敵兵を混こん乱らんに陥おとしいれると、反撃を受けるより先に手近な木に飛び上がり、なおも矢を浴びせ続ける。

　その果か敢かんな戦いぶりを見たマシュー配下の兵士たちは、口々にこう褒ほめ称たたえたほどであった。「うちの大たい将しようは、まるで猿さるのようだった」と。もっとも、それはマシュー本人にとってはいささか不本意な言葉であったが。
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　一方、攻こう撃げきを受けた側の混乱は時間と共に広がっていった。

　見通しの悪い森の中。どこから飛んでくるかさえ分からない矢。そこへ、あらん限かぎりの叫さけび声を上げて突とつ撃げきしてくる敵の伏ふく兵へい。一体どれだけの軍ぐん勢ぜいに襲おそわれたのかさえまったく見当がつかない。

「くそっ！　姑こ息そくなマネばかりしおって！」

　先頭を走るラザラスは後方の兵士たちが奇き襲しゆうされたことに気付いたが、生い茂った木々のせいで視し界かいが悪く、後ろがどうなっているかなどまったく分からない。

　さらに、後方から断だん続ぞく的に響ひびき渡わたる悲鳴がラザラスの不安を増ぞう大だいさせた。ひょっとすると想そう像ぞうよりもはるかに多くの軍勢に襲われ、後こう衛えいは全ぜん滅めつさせられたのではないか。となると、このまま応おう援えんに駆かけつけるのは無む謀ぼうではないか。

　ただでさえ、この見通しの悪い森の中ではどこに伏兵が潜んでいるかも分からない。今狙われたのは後方の兵士たちだったが、次に狙われるのは自分かもしれないのだ。

　結果、ラザラスは保ほ身しんのため次のような命令を下すこととなる。

「か、駆け抜ぬけるぞ！　こんな森の中にいてはいつ襲われるか分からん！　全員私に続くのだ！」

　それは後方の味方を見み捨すてるということだった。しかしこのとき、誰だれ一人としてその冷れい酷こくな判はん断だんに異いを唱える者がいなかったのは、誰もがラザラスと同じくこの場に留とどまることに恐きよう怖ふを感じていたからであった。だがこの結果、ラザラス配下の兵はその数を四百近くにまで減へらすこととなる。

　幸いなことに、ラザラスたちは間もなく森を抜けて広い平原へと出た。

　ただし、そこには先客がいた。

　二百人ほどであろうか、旗はたも掲かかげぬ賊ぞくのような兵士たちが待ち構かまえていたのである。

　その先頭にいたのは、大きな剣けんを背せ負おった大きな男であった。
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　ディオールは森の中からわらわらと敵てきが飛び出てくるのを見て、思わず感かん嘆たんした。

　その数はざっと四百。当初より半はん減げんしている。

　すべてジェレイドの読み通りであった。いくら相手の指し揮き官かんが無む能のうだとはいえ、こうもあっさりと手玉に取るのは簡かん単たんなことではない。

　聞いたところによれば、ジェレイドという男は小さな村の長おさに過すぎないという。賢けん者じやなどという大おお仰ぎような名で呼よばれていたりしたようだが、少なくとも兵へい法ほうなどとはまったく縁えんのないところで生きてきたはずである。一体どこであのような策さく略りやくを学んだのだろうかと、疑ぎ問もんを抱いだかずにはいられなかった。

　──いや、まったく戦いくさと縁がないわけでもないか。

　すぐにあることを思い出す。ジェレイドの年ねん齢れいはどうやら二十代前半といったところである。となれば、六年前のあの国こつ境きよう城じよう砦さいを巡めぐる防ぼう衛えい戦せんのために徴ちよう兵へいされていてもおかしくはない。あのときは十六歳さい以上の成人男子が根こそぎ動員されたのだ。あるいはそのときにでも兵法をかじる機会があったのかもしれない。

　──そういえば、あの戦で勝てたのは名も知らぬ軍ぐん師しがいたからだという話もあったな。

　いずれにせよ、ディオールにとってはどうでもいいことだった。ボルネリア侯こうに多少なりとも苦しみを味わわせ、妻さい子しの元へ赴おもむければそれでいい。そのためにも、まずは与あたえられた仕事をこなさなければならなかった。

　背負っていた大剣を担かつぐ。そして敵の前に進み出でると、怒ど鳴なりつけた。

「貴き様さまらに言っておく！」

　それはディオールの巨きよ躯くに相ふ応さわしい、辺り一帯に響き渡る大きな声だった。

「もはや勝ち目などない！　死にたくない者はとっとと武ぶ器きを捨すてて降こう伏ふくしろ！」
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　自分たちを待ち構えていた新たな敵の出しゆつ現げんであったが、このときばかりはラザラスも狼ろう狽ばいすることはなかった。

「あのようなハッタリに怯おびえる必要はないぞ！　この見通しのよい平原ならばもはや奇き襲しゆうの心配もない！　正面から戦えば農のう奴どの群むれなど恐おそれる必要もない！　まして相手は我われらの半分にも満たないではないか！」

　ラザラスの督とく励れいは、多少の士気を取り戻もどすことに成功した。確たしかに、眼がん前ぜんの反はん乱らん軍ぐんの数は少なく、それにあの小ざかしいジェレイドの姿すがたも見えない。今度こそ勝てるのではないかと、誰もが思ったのだ。

「者ども、かかれっ！　今こそ奴らを討うち取り手て柄がらとするのだ！」

　上官の命令に逆さからっては命がないことを教え込こまれていたという点でよく訓練されていた兵士たちは迅じん速そくに動いた。武器を振ふりかざし、気合の声を張はり上げて反乱軍へと襲おそい掛かかる。
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「元気な連中だ」

　ディオールは吐はき捨てた。

　向こうは向こうで勝算はあるのだろう。当然といえば当然だ、こちらの手て勢ぜいはわずかに二百、それに対し向こうは未いまだ倍はいる。

　とはいえ、ディオール個こ人じんにとっては悪い展てん開かいではなかった。敵てきは執しつ政せい代行官である。間かん接せつ的に妻子の命を奪うばった憎にくき仇かたきの一人だ。なまじここで降こう伏ふくなどされては殺す機会が失われてしまう。だが向こうが剣を向けてくるとあれば、こちらも昔取った杵きね柄づかを見せ付ける絶ぜつ好こうの好機というわけである。

　とはいえ、四百もの敵にただ一人飛び込んで生き残れる自信はない。まずは二百の部下を鼓こ舞ぶし、恐れることなく共に剣を振るってもらわなければならなかった。

「同どう胞ほうたちよ、何も恐れることなどない！」

　ディオールは後ろを振り返ると、大地に響ひびき渡わたるような声で叫さけんだ。

「我らは生きるために起たったのだ！　ここで戦い勝つことができなければ、我らに残された道は餓が死しか、あるいは恋こい人びとや娘むすめを差し出して生き恥はじをさらすしかない！」

　その言葉に、兵士たちは自分を取り戻していった。命を賭とす覚かく悟ごで反乱軍に志し願がんしたのはなぜか。その理由を思い出す。

「もはや我らは惰だ弱じやくにして従じゆう順じゆんな羊の群れなどではない！　我らの手にある武器は、我らの愛する人々を守るためにあるのだ！　まずは眼前の敵を打ちのめし、我らの生きる道を掴つかみ取るのだ！」

　ディオールの言葉に呼こ応おうして、兵士たちが気合の声を上げた。

　もしその演えん説ぜつをジェレイドが聴きいていれば、あらためて思っただろう。ただの農民にできる口上ではない。本当にディオールという男は何者なのだろうかと。

「怯ひるむな、我らには賢者ジェレイドが付いている！　続け、同胞よ！」
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　ラザラス率ひきいる四百の軍ぐん勢ぜいは、砂さ塵じんを巻まき上げて反乱軍へと襲い掛かろうとしていた。

　兵の勢いきおいはそのまま力となる。もしその勢いを維い持じしたまま戦せん端たんを開くことができていたならば、過か半はんにも満たぬ反はん乱らん軍ぐんなど簡かん単たんに蹂じゆう躙りんし、勝利を得ることができていたかもしれない。

　だが、そうはならなかった。一兵卒の切せつ羽ぱ詰つまった叫び声が響き渡ったためである。

「ラ──ラザラスさま！　大変です、後方より敵てきが現あらわれました！」

「なんだと!?　そんな馬ば鹿かな！」

　振り返ったラザラスは、報ほう告こくが正しいことを知った。さっき自分たちが出てきた森の中から、反乱軍の新手が現れたのだ。

「なぜ後ろから敵が来るのだ!?　残してきていた兵士どもは一体何をやっておったのだ！」

　ジェレイドを足止めすべく山の包囲用に残してきた二百の兵と、先ほど伏ふく兵へいに襲おそわれ分ぶん断だんされてしまった兵士たち。いくら指し揮き官かんがいないとはいえ、眼がん前ぜんの敵と戦って足止めするぐらいのことはできるはずだった。

　無む論ろん、ラザラスが知る由よしもない。

　ジェレイドを足止めすべく山の麓ふもとに置いてきた兵士たちは、ラザラスの命令を律りち儀ぎに守り、その場から動かなかったのだ。ジェレイドはその隙すきを突つき、間道を通って西側からゆうゆうと下山してマシューと合流、奇き襲しゆうによってすでに組そ織しき的な交こう戦せん能のう力りよくを失っていた兵士たちを蹴け散ちらし、そのままラザラスの背はい後ごを襲ったのだった。

　そのような事じ情じようを知らないラザラスの動どう揺ようは、そのまま波のように全軍へと伝わった。反乱軍はただの烏う合ごうの衆しゆうではなく、自分たちより遥はるかに強いのではないのか──誰もがそんな思いに駆かられ、不安そうに顔を見合わせる。

「ええい、者ども、足を止めるな！　兵の数は未いまだ我われらが勝っているのだ！　まずは眼前の敵を討ち、次に後方の敵を叩たたけばそれで我らの勝利ではないか！」

　ラザラスの言葉は、あまり効果を発はつ揮きしなかった。反乱軍にしてやられてばかりのラザラスの言葉に、もはや誰もが説得力を感じていなかったためである。

　ディオール率いる二百の反乱軍が突っ込んで来たのはこのときである。

　兵の勢いはそのまま力となる。足を止めてしまったラザラスら四百の軍勢は、その力をまともに受けることとなった。

　このとき反乱軍の先せん陣じんを切ったのはディオールだった。敵の中へ飛び込み、その手にある大きな剣けんを縦じゆう横おうに振るう。

　一振りごとに、人の体のどこか一部分が吹ふき飛んでいった。その戦いぶりは敵を怯ませ、味方を奮ふるい立たせるに充じゆう分ぶんだった。

　しかし、ラザラスら四百の兵士たちもただ殺されるのを潔いさぎよしとはしなかった。最初こそ勢いに押おされて少なからぬ被ひ害がいを出したものの、二倍の兵力という優ゆう位いを生かし、数で押し包むようにして撃げき退たいしていく。

　やがて劣れつ勢せいに立たされたのは反乱軍の側であった。だが、それでもディオールを中心に反乱軍は戦い続けた。

　彼らは知っていたからだ。もう少しばかり時間を稼かせぐことができれば、この劣勢を跳はね除のけて勝利することができるということを。

　賢けん者じやジェレイドが、敵の背はい後ごを攻せめ立ててくれるということを。

　そしてそれは、そう遠いことではなかった。
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　ラザラスは馬上から辺りを見回した。

　確たしかにさっきまでは自分たちが優ゆう位いに立っていたはずである。それが今や、前後から攻め立てられ、兵士たちは完全に浮うき足立っている。

　背後を襲われるより先に眼前の敵を排はい除じよできていれば、あるいは勝機もあっただろう。だが、すべては遅おそかったのだ。

　一方で反乱軍は、その一兵に至いたるまでもが粗そ末まつな武ぶ器きで懸けん命めいに戦い続けた。上官の命令をよく守り、周囲の味方たちと連れん携けいを取って戦うその様は、「たかが農のう奴ど」という評ひよう価かが誤あやまりであったということを思い知らされるものであった。

「まさかこの私が、あんな農奴風ふ情ぜいに……！」

　もはや新たな命令を下す余よ地ちもなく、ラザラスは次々と味方が討うち取られていくのをただ呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　やがてその眼前に、大剣を持った大男が現れる。ディオールだった。

「ジェレイドの言葉は正せい解かいだったな。やはり一いつ矢しぐらいは報むくいておかねば、妻つまに会わす顔がないというものだ」

「ちくしょう……！」

　ラザラスは吐はき捨すてた。

　もはや敗北は必ひつ至しであった。ここで一人馬を駆かって逃にげ出せば、あるいはこの場は生き延のびることもできるかもしれない。だが、あの冷れい徹てつなモンフォード執しつ政せい官かんの手から逃のがれることは不ふ可か能のうだ。みじめな逃とう亡ぼう生活の末すえに、殺されるのは目に見えている。

「ちくしょう、ちくしょう！　よくもこの私をこんな目に！　許ゆるさんぞ！」

　絶ぜつ望ぼうに駆られたラザラスは、誰もが驚おどろく行動に出た。

　剣を抜ぬくと、馬を駆り立てディオールに飛び掛かかったのだ。それは自じ暴ぼう自じ棄きという言葉の似に合あう、だがそれゆえに強きよう烈れつな一いち撃げきであった。

　並なみの敵てきが相手であれば、あるいはラザラスにも討ち取れていたかもしれない。

　しかし、このときばかりは相手が悪すぎた。

　ディオールはその手に持つ大たい剣けんを背せ負おうようにして構かまえると、ラザラスを待ち受けた。

　そして両者が交差する寸すん前ぜん、大剣を振ふり下ろす。それはロクに戦いの修しゆう練れんを積まなかったラザラスとは違ちがう、人を殺すことに慣なれた者にしか振るえぬ一撃だった。

　直後。乗っていた馬ごと、ラザラスの体は切り裂さかれていた。

　唯ゆい一いつラザラスにとって幸運だったのは、自分がどのようにして殺されたのかさえ分からぬほどの即そく死しであったということだろう。
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　ラザラス戦死の報ほうが伝わると同時に、兵士たちはたちまち戦意を失っていった。次々と武器を捨すて、投とう降こうの意い志しを訴うつたえる。

　戦いは急速に収しゆう束そくしていった。対照的に、反はん乱らん軍ぐんの兵士たちは実感していく。自分たちは勝ったのだと。二倍の軍勢を有する執政代行官に勝利したのだと。

　名もない平原に、兵士たちの喜びの声が溢あふれた。

「どうやらうまくいったみたいだな」

　マシューはジェレイドの元へとやってくると、気が抜けたのか、ため息を交えて言った。

「今日はさすがに疲つかれたな。ったく、おまえのやることは全部魔ま術じゆつみたいに見えてくるぜ」

「大したことではありません。これは命を懸かけて生きる術すべを模も索さくする人々がいたという、ただそれだけのことです」

　ジェレイドはいつも通り淡たん々たんとした口調で答えながら、眼め鏡がねをかけた。

　勝って当然の戦いで予想通りの結果を出したというだけの話である。今いま更さら喜ぶ気にはなれなかったのだ。

　マシューは声を上げて笑った。

「おまえは相変わらず理り屈くつ臭くせえな。勝ちは勝ちなんだ、もう少し喜んだらどうだ？」

「……確たしかに、今ぐらいは喜んでおくべきかもしれませんからね」

　もはやこのミカルディ郡に敵てきとなる兵力は残っておらず、郡一つを丸ごと支し配はい下かに収おさめたといっても過か言ごんではない。ボルネリア侯こうが直々に配下の私し兵へいを鎮ちん圧あつ軍として派は遣けんしてくる可か能のう性せいはあるが、郡を丸ごと相手にするだけの兵力を集めるとなれば必然的に時間がかかる。

　つまり、少なくとも今しばらくは誰だれかを犠ぎ牲せいにして生き延のびる必要はなくなったのだ。マシューの言う通り、確かに今だけでも素す直なおに喜ぶべきなのかもしれない。




　だが、結局この日ジェレイドが喜びをあらわにすることはなかった。

　終しゆう焉えんを迎むかえたはずの戦場に、新たな動きが生じたためである。

　突とつ如じよとして、赤い王おう国こつ旗きを掲かかげた二百もの騎き士しの一団が現あらわれたのだった。
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　ミカルディ郡駐ちゆう屯とん騎士隊副隊長という地位にあったはずのバルディアは、その光景を複ふく雑ざつな心しん境きようで見つめていた。

　かつての上官、ラザラス執しつ政せい代行官が討うち取られたのだ。それも、たかが四百の農のう奴どどもに。

　同どう情じようも憐れん憫びんもない。ただ自分の幸運を喜びたい気持ちで一いつ杯ぱいだった。本来、反乱軍と戦うのは、騎士隊副隊長だったバルディアの役目だった。ラザラスの代わりに死んでいたのが自分だったという可能性は充じゆう分ぶんにあったのだ。

「頃ころ合あいだな」

　すぐ隣となりから感情のこもらない静かな声が聞こえた。陰かげの支配者こと、モンフォード執政官である。

「騎士団に命令を出せ、攻こう撃げきを開始せよと」

「ははっ」

　モンフォードの意を受けた一人の騎士が馬を走らせる。その先にいるのは、二百人の騎士と従じゆう者しやからなるボルネリア騎士団だんだ。ベールセール王国が誇ほこる重装の騎士たち。馬にまで重い甲かつ冑ちゆうを装そう備びさせた彼らの突とつ進しんを阻はばむことは、誰にもできない。

　このとき、勝利に沸わきかえっていた反乱軍の歓かん声せいが、見事なまでにぴたりと止やんだ。当然だろう。これほどの強きよう敵てきが、こうも前触れなく現あらわれたのだから。

　バルディアは隣に立つモンフォードをうかがい見た。なんという恐おそろしい人であろうかと、あらためて思う。

　モンフォードの狙ねらいは、ラザラス執政代行官率いる軍勢を反乱軍にぶつけ、そして疲ひ弊へいさせたところを虎とらの子の騎士団によって討うち取るというものだったのだ。

　漁夫の利を得る──それは戦術としては正しい。ましてボルネリア侯とてそう多くの騎士を抱かかえているわけではなく、二百もの騎士は極きわめて貴き重ちようだし、おいそれと動員できるものでもない。勢いきおいのある敵と戦わせて犠牲を出すのは本意ではないだろう。

　だが問題なのは、敵を疲弊させるべくぶつけた軍ぐん勢ぜいが、本来は味方だったということである。

「試こころみに訊きいてみようか、バルディア」

　不意にモンフォードが言い、バルディアは心しん臓ぞうが縮ちぢみ上がるのを感じた。

「私がなぜ味方を捨すて石いしにしたのか、おまえに分かるか？」

「は──ははっ」

　問われている。もしここで誤あやまった答えを口にしようものなら、自分もラザラスと同じ運命に遭あうだろう。バルディアは緊きん張ちようのあまり舌したがもつれそうになるのを堪こらえながら、慎しん重ちように言葉を選んだ。

「僭せん越えつながら申し上げます。モンフォードさまは恐らく、恐きよう怖ふをもってあらゆる動どう乱らんを鎮しずめようとしておられるのではないでしょうか。反乱を起こした農奴どもを許ゆるさぬのは当然として、その上で反乱を未然に防ふせげなかった執政代行官すらもこのように……す、捨て駒ごまのように使ったことが知れ渡わたれば、他ほかの郡の執政代行官たちも気を引き締しめて統とう治ちに当たることになるでしょう」

「そこまで読めればまあよかろう」

　心底バルディアは安あん堵どした。今この瞬しゆん間かん、自分の寿じゆ命みようは延びたのだ。

「バルディア、おまえもこれだけは覚えておけ。領りよう民みんなどというものは侯こう爵しやく閣かつ下かの所有物に過すぎず、閣下を満足させるためにすべてを捧ささげる義ぎ務むがある。だが、その程てい度どのことさえ愚ぐ民みんどもはおろか執政代行官でさえ忘れかけておるようだからな。ゆえに私が彼らに思い出させてやろうというのだ、圧あつ倒とう的な力と恐怖をもってな」

　モンフォード執政官の目は、どこか狂きよう気きじみた光さえ放っているように見えた。

　一体なにがこの陰の支配者をここまで駆かり立てているのか。そんな疑ぎ問もんを抱いだかずにはいられなかったが、一方で万が一その答えを知ることがあれば、確かく実じつに自分は殺されるだろう──それはバルディアが抱いた確信だった。
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「……なぜ、こんなことが……」

　新たに現れた騎士の一団を見て、ジェレイドは自分の表ひよう情じようが凍こおりつくのを感じた。

　このボルネリア領であれほどの騎士を動員させられる者など、ただの一人しかいない。ボルネリア侯こう本人である。

　だが、それは有り得ないはずだった。ボルネリア侯が騎士団を派は遣けんしてくるのはまだ先のはずなのだ。そもそも執政代行官が敗北したという報ほうすら、まだボルネリア侯の元には伝わっていないはずなのだから。

　しかし、ボルネリア家の家か紋もんを掲かかげた騎士団は現げん実じつのものとして目の前に存そん在ざいしている。その事実から目を逸そらすことはできなかった。

　──僕ぼくの見通しが甘あまかったのか……！

　恐おそらくは、この局面を予よ測そくして漁夫の利を得るべくあらかじめ準じゆん備びをしていた者がいるのだろう。それほど先を見通せる智ち者しやが暗愚なボルネリア侯の近きん侍じにいるとは思えなかったが、他に考えられなかった。

「どうする、ジェレイド」

　こんなときでさえ、あくまで冷静にディオールは訊たずねた。

「……正直に申し上げます。準じゆん備びをする時間があればまだしも、今の僕らにはあの騎士たちに勝つことは不可能です。矢であろうと簡かん単たんに跳はね返す彼らの甲かつ冑ちゆうは、生半可な武ぶ器きで貫つらぬくことはできません。なんの準備もないこの状じよう態たいでは、迎むかえ撃うつなど無む謀ぼうというものです」

「じゃ、じゃあどうするんだ？　逃にげるか？」

　さすがのマシューも焦あせりを隠かくし切れない様子だった。

「残念ですがそうする他ないようですね。マシュー、ディオール。二人とも、これから僕の言うことをよく聞いて従したがってください。まずマシュー、あなたは兵を先せん導どうして東へ、森の間道を取ってロアンヌ村まで逃げ延のびてください」

　ジェレイドの言葉にいつも以上に深しん刻こくな響ひびきがあることを、マシューは感じ取った。

「分かった、森の中まではあいつらも追ってこれないだろうしな。だがジェレイド、おまえはどうするんだ？　兵士を先導するのは大たい将しようのおまえの役目だろ？」

「僕にはやることがあります。この広い平原では、馬の足から逃のがれることは困こん難なんですからね。僕が残って時間を稼かせぎます」

　マシューとディオールの顔が驚きよう愕がくに染そまった。

「冗じよう談だんはよせ！　おまえ一人で何が出来るってんだ！」

「マシューの言う通りだ。大将が殿しんがりを務つとめるなんざ聞いたことがない。それは俺おれのような命知らずがやるべき仕事だ」

「二人とも落ち着いてください。大だい丈じよう夫ぶです、僕には策さくがありますから。とにかく今は一いつ刻こくを争います。マシュー、あなたは今すぐ行ってください」

　マシューがなおも抵てい抗こうする素そ振ぶりを見せたが、今は議ぎ論ろんしている場合ではないことに気付いたのか頷うなずいた。

「……分かった。おまえが策があると言うなら俺は信用する。だがいいか、絶ぜつ対たい生きて帰って来るんだぞ！」

「ええ、努ど力りよくします」

　一度決心した後のマシューの行動は早かった。大きな声で兵士たちに命令を下し、退たい却きやくしていく。

　その様子を見み届とどけ、ジェレイドはディオールに向き直った。

「すいませんが、あなたは僕と一いつ緒しよに残って頂いただけますか？　死ぬかもしれませんが」

「望むところだ、付き合おう。何をやればいい？」

「助かります。まず、白い布ぬのを集めて白しろ旗はたを作って欲ほしいんですが」

「白旗？　そんなものを作ってどうするつもりだ？」

　問いかけつつ、ディオールは早さつ速そく旗にできそうな材料を調達し始めた。

　ジェレイドは嘆たん息そく交じりに答えた。

「正直いって、こんな展てん開かいは僕も予想していませんでした。マシューには策があると言いましたが、残念ですが今回ばかりは八割わり方がた嘘うそです。最後の望みは、僕のこの二に枚まい舌じたです。降こう伏ふくをするフリをして、どうにか彼らを言いくるめてみますよ」

「……なるほど、そういうことか。だがそれはいささか楽観的に過すぎるのではないか？　考えてもみろ、なぜあいつらは今になってこの場に現われたのだと──」

　そこから先の言葉を口にすることはできなかった。

　ジェレイドが手を上げて制せいしたためである。

「分かってます、あなたの言いたいことは。でもこれでマシューたちが逃げる時間ぐらい稼げるかもしれませんし、ボルネリア侯こうも反乱の首しゆ謀ぼう者しやの首を取れば満足してくれるかもしれません。農民たちを戦いに巻まき込こんだのは僕ですからね、こんなことぐらいしか責せき任にんの取りようがありません」

「そうか」

　やがてディオールは、落ちていた槍やりと死んでいる兵士から剥はぎ取った服を使って白い旗を作り上げた。

「まあいい、俺も一いつ矢しは報むくいた。ここで死ぬのが天命なら、喜んで付き合ってやろう」




　　　　　５




　このとき。平原の南の森に、二人の男女がいたことは誰も知らない。

　彼女たちは、馬に乗ってじっとその戦せん況きようを見つめていた。

　西から現あらわれた騎き士しの一いち団だんが、猛もう烈れつな勢いきおいで平原を駆かける。

　一方でさっきまで勝利に浮うかれていた反はん乱らん軍ぐんが、追い散らされるように東へと逃にげていく。

　そしてその両者の中央に、降伏の証あかしである白旗を掲かかげた大男と、妙みように線の細い男が一人。

「どうやら思ってたより面おも白しろい男みたいね、あのジェレイドって指し導どう者しや」

　少女は風のようにさわやかな声こわ色いろで言った。

「そうだな。味方を逃がすために大たい将しようが時間稼ぎするなんざ、なかなかできることじゃない。どうするミーア。あいつに決めるか？」

「そうね、あれよりいいのを探さがすのは多分無理だわ。行きましょう、ルーク。あの男に賭かけてみましょ」

「分かった。俺も異い存ぞんはない」

　二人は馬を走らせた。白い旗を掲かかげるジェレイドの元へ。
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　奇き妙みような展てん開かいになったものだと、バルディアは驚おどろきを隠かくせなかった。

　反乱軍が蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく。

　だが、たった二人だけがその場を動かず、白旗を掲げている。しかも二人のうち一人は、どうやらジェレイドのようだった。

「モンフォードさま、どうやら白旗を掲げているのは反乱軍の首しゆ領りよう、ジェレイドのようです。降こう伏ふくするつもりのようですが……」

「それがどうしたというのだ？」

　モンフォードは一言で斬きって捨すてた。

　それでバルディアもその意図を察する。

　部下であるはずの執しつ政せい代行官でさえ簡かん単たんに切り捨てる男である。降伏する者は助けよ──などと命令を出すはずがない。ましてや反乱を起こした首謀者の言葉に耳を貸かす道理など微み塵じんもないだろう。

　バルディアは初めてジェレイドに同どう情じようした。

　烏う合ごうの衆しゆうを率ひきいてここまでよく戦ったと褒ほめるべきではあるが、上には上がいる。

　今回ばかりはいささか相手が悪かったのだ。
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　ジェレイドは嘆たん息そくした。

　どれだけ白しろ旗はたを振ふって見せても、騎士たちの突とつ進しんは止まる様子がない。

「……そりゃそうですよねえ」

　自じ嘲ちようする。なぜこの局面になってあの騎士の一群ぐんが現あらわれたのか。反乱軍を疲ひ弊へいさせた上で完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきのめす機会を待っていたからである。交こう渉しようや降こう伏ふくの余よ地ちなど初めからなかったのだ。

「どうやら、俺は家族の元へ戻もどれそうだな」

　微塵も動どう揺ようを見せず、ディオールが言った。その言葉に、ジェレイドは思い出したように苦く笑しようする。

「そういえば、僕も一人女じよ性せいをずっと待たせてましたね」

「それはいかんな。女を待たせるようでは男がすたるぞ」

「ええ、まったくです」

　彼女に会いにいけるなら、まあこれもいいのかもしれないと思う。

　眼がん前ぜん一いつ杯ぱいに広がる騎士の群れ。その右手には長大な馬ば上じよう槍そうが握にぎられている。

　逃げる余地などない。後はその槍に貫かれるか、あるいは馬ば蹄ていに踏ふみ潰つぶされるのを待つだけである。

　悔くいはあまりなかったが、一つだけ気がかりなことはあった。

　──クライス。ソフィアのことは頼たのみましたよ。




　緩ゆるやかな風が起こり始めたのは、そのときであった。










　第九章　星せい火か燎りよう原げん
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　眼前に殺さつ到とうする騎き士したち。

　その光景を、ジェレイドはディオールと共にただ呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　もはやこの状じよう況きようを打開する手しゆ段だんも、逃にげる余地もない。だが不思議と恐きよう怖ふは感じなかった。

　自分は一軍を率ひきいて戦いに挑いどみ、そして敗れたのだ。死は当然の帰結である。軍ぐん資し金きんも兵もなく、今の自分たちにできることはこれが精せい一いつ杯ぱいだった──というのは言い訳わけにしかならない。ようは相手の方が強く、自分たちよりも一手も二手も先を読んでいたという、ただそれだけのことだ。負け惜おしみにしかならないが、まさか執しつ政せい代行官を倒たおしたその直後に新手の軍ぐん勢ぜいが現れるとは思いもしなかった。

　心残りは二つ。

　せめてこの状況を作り上げた敵てきの指し揮き官かんの顔を一度ぐらいは見ておきたかったということ。

　もう一つは、マシューたちのことだ。

　あの勢いきおいで騎士たちに追い立てられれば、東へと逃げているマシューたちにも甚じん大だいな被ひ害がいが出る。せめて自分たちが蹴け散ちらされる際さいに少しでも時間が稼かせげればいいのだが、それも難むずかしいだろう。

　馬ば上じよう槍そうを構かまえた一人の騎士が、騎馬の群むれから飛び出した。

「一番手て柄がらはこのガラハドがもらった！」

　どうやら誰だれよりも先んじて手柄を立てようという腹はら積づもりらしい。

　なんとなく癪しやくには障さわるが仕方がない。あの騎士の持つ槍に貫つらぬかれるのをただ待たねばならなかった。
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　ミーアは馬の腹はらを一蹴けりすると、速度を上げた。

　風の精せい霊れいがあの男の、ジェレイドという指し導どう者しやの声を届とどけてくれる。どうやら部下を逃がすために自分が犠ぎ牲せいとなって時間を稼ぐつもりらしい。その姿すがたがどうにも亡なき父と被かぶって仕方がない。

「もう。男って馬ば鹿かばっかりね」

「それはすまんな」

　呟つぶやいた声に間かん髪はつ入れずに返したのは、並ならんで馬を走らせているルークだった。父と母を亡くしてからというもの、どういうわけかずっと傍そばにいてくれた幼おさな馴な染じみ。

「あんたに謝あやまられてもしょうがないでしょ」

「いや、まあそうなんだが」

　とぼけたルークの返事に苦く笑しようする。だがすぐに表ひよう情じようを引き締しめると、目を閉とじた。

　その間も馬の速度は落ちることがなく、全身に風を感じる。ミーアにとっては最良の状況だ。

　あの馬ジエ鹿レイドをここで死なせるわけにはいかない。今こそ偉い大だいなる風の女王の力を見せ付けるときである。

「蒼そう神しんラクリナースよ──」

　厳おごそかに告げる。

「形なきものを従したがえ、星せい辰しんと運命を統すべし蒼あおき女め神がみよ。契けい約やくの下もと、御おん身みの偉大なる臣を召しよう喚かんせし我われを許ゆるしたまえ」

　ミーアの周囲に風が吹ふいた。

　それはまるで少女に風が集まっていくかのようだった。

「束そく縛ばくを知らぬ精霊たちの女王よ。契約に従い、汝なんじが力をここに解かい放ほうせよ」

　声こわ高だかに叫さけぶと共に、右の手を高く掲かかげる。

　周囲に吹く風が一ひと際きわ強くなり、風に弄もてあそばれる草木のように髪かみがなびく。

「我わが意に応おうじよ！　我が道はすべてを薙なぎ払はらう女王の征せい路ろ！」

　直後、力強く手を振ふり下ろす。

「汝、名をシルフィード！」

　ミーアの手から凄すさまじい風が生じた。

　それは目に見えぬ壁かべのような圧あつ力りよくを持ち、すべてを押おしのけた。
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「なっ!?　うわああああああああ!?」

　騎士たちの悲鳴が上がった。

　このとき眼がん前ぜんで起こった出来事を、ジェレイドは生しよう涯がい忘わすれることはなかった。

「……なんですか、この馬鹿げた光景は」

　自分を刺さし貫こうと馬上槍を片かた手てに馬を駆かる一人の騎き士し。

　それが、あと十間けん（約十八メートル）というところまで近づいたそのとき。

　まるで息を吹きつけられた蟻ありのごとく、ころころと吹き飛ばされたのである。

　しかもその騎士だけではない。後続の何十人もの騎士が、同じように吹き飛ばされていたのだ。

「なにが……起こったのだ？」

　顔色を変えるところなど見たことがないディオールでさえ、目を白黒させていた。

　当然だろう。何もない草原で、何十という重じゆう装そうの騎士たちが突とつ然ぜん吹き飛ばされる光景を見せ付けられれば。

　どうにか巻まき込こまれずに済すんだ残りの騎士たちも、何が起こったのか理り解かいしきれていないのか、馬を止めて呆ぼう然ぜんとしている。

「ディオール。偶ぐう然ぜん騎士が吹き飛ばされるほどの強風が吹いて、僕ぼくたちを助けてくれた──と言ったら、誰か信じてくれますかね？」

「いささか都合が良すぎるな。三流の吟ぎん遊ゆう詩し人じんでももう少しマシな話を思いつきそうなものだ」

「同感です」

　騎士たちが吹き飛ばされた方向から察するに、風は南から吹いたようだった。無む意い識しきのうちに、そちらへと視し線せんを向ける。

　自分たち目め掛がけて馬を駆る二人の男女の姿すがたが見えた。

　奇き妙みような二人組だった。一人は若わかい男。もう一人は──女だった。いや、少女と呼よぶ方が適てき切せつだろう。

「……どうやら、偶然吹いた風ではないみたいですね」

　直感する。あの少女こそが、風を起こして自分たちを救ってくれたのだと。

　確かくたる証しよう拠こがあるわけではない。だが、少女と目が合ったそのとき、ジェレイドはそう悟さとることとなる。

　なんと真まっ直すぐな光を放つ瞳ひとみであろうか。いかなる障しよう害がい、いかなる誘ゆう惑わくをもってしても、決して曲げることなどできないであろう真っ直ぐな瞳。

「あの少女は……。いや、まさかな」

　不意に、珍めずらしく動どう揺ようを隠かくせないでいるディオールの声が聞こえた。

「なんですか？　ひょっとして、あなたの知り合いですか？」

「……いや、違ちがう、気のせいだ。どうやら敵てきの援えん軍ぐんでないことは確かなようだが」

「ええ、そのようです」

　やがて二人はジェレイドの元へと駆けつけると、手を差し伸のべた。

「乗って、早く！」

　少女が慌あわてた口調で言う。

　その理由を察する。騎士たちは今の出来事に驚おどろき、咄とつ嗟さに次の行動には移うつれない様子だったが、それも時間の問題だろう。いつまでもここにいてはせっかく救われた命をまた無む駄だに捨すてることになりかねない。

「ディオール、どう思います？」

「俺おれたちの命を救った相手だ、断ことわる理由もあるまい」

「ですよね」

　ジェレイドは少女の馬に向かった。ディオールも同様に、もう一人の若い男の馬へと向かう。

「どこのどなたかは存ぞんじ上げませんが、感かん謝しやします」

「そんなことは、いいから、早く乗りなさい！」

　少女は顔色も悪く、息も切れ切れだった。なぜかは分からないがずいぶん疲ひ労ろうしているらしい。

　これ以上負ふ担たんをかけまいと、ジェレイドも急いで少女の後ろに乗ろうとした。しかし、いささか運動能のう力りよくに欠けるジェレイドにとって、足をかける場所もなく騎乗するのは困こん難なんを極きわめた。それでも文字通り必死になってどうにか少女の後ろによじ登る。それは傍はたから見る者がいれば、あまりの格かつ好こうの悪さにため息の一つも吐つかずにはいられないであろうほどのみっともない動きであった。

「よ、よろしくお願いします」

　思いもよらぬ労働に息を荒あらげ、ずり落ちかけた眼め鏡がねの位置を直す。

「しっかり捕つかまってて。駆けるわよ」

　少女が強く馬を蹴けった。

　急加速に危あやうく落馬しそうになり、ジェレイドはいささか申もうし訳わけないと思いつつも、少女の腰こしに手を回した。

　華きや奢しやな細い腰だった。非ひ力りきなジェレイドでさえ、強く掴つかめば折れてしまうのではないかと思うほどに。

　──やはり、この少女が先ほどの風を？

　それは馬ば鹿かげた想そう像ぞうのようにも思えたが、少女の仕草や、真っ直ぐな光を放つ瞳を見ると、決して間違った認にん識しきとも思えなかった。それほどに少女が身にまとう雰ふん囲い気きには特別なものがあった。

　黒くろ魔ま術じゆつという言葉が脳のう裏りをよぎる。伝え聞く風の精せい霊れいの黒魔術ならば、数十人の騎き士しを吹ふき飛ばすのもたやすいのかもしれない。

　それに、強力な黒魔術は術じゆつ者しやの生命力を奪うばうという。少女が疲労しているように見えるのもそれで説明がつく。

　──たとえそうだとしても、なぜ今こんなところへ？

　ジェレイドの疑ぎ問もんは尽つきなかった。
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「まさかこのような結果になるとはな。くっくっく、神の計はからいもなかなか粋いきなものではないか」

　この舞ぶ台たいの筋すじ書がきを立てた男──モンフォード執しつ政せい官かんは声を立てて笑った。

　その様子を見て、今やモンフォードの従じゆう僕ぼくとなりつつあったバルディアは内心で首を傾かしげる。

　どう見ても絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの状じよう況きようにあったはずのジェレイドは、たった二人の援えん軍ぐんによってまんまと逃にげ延のびた。

　それは理り解かいの範はん疇ちゆうを超こえた光景であった。

　あと少しで騎士たちの持つ馬ば上じよう槍そうがジェレイドを貫つらぬこうという、まさにそのとき。

　どういうわけか、騎士たちが吹き飛ばされたのだ。

　あまりにも馬鹿げている。周囲を山に囲まれたこの平原だ、突とつ風ぷうぐらい吹くことはあるかもしれない。だが、重い甲かつ冑ちゆうを身に付けた騎士数十人があっさりと吹き飛ばされるほどの風が、こうも折よく、しかもジェレイドだけを味方するかのように吹くとは、一体どれだけの奇き跡せきが重なればいいのか。

　そしてその隙すきに南からやってきた二人の騎馬に助けられ、ジェレイドはあっさりと虎こ口こうを逃のがれた。

　とにかく何が起こったのかまったく分からない。確たしかなのは、ジェレイドが逃げ延びたということだけである。これが運命を司つかさどるという蒼そう神しんラクリナースの計らいだとすれば、いささかえこひいきが過すぎると思う。

「い、いかがいたしましょう、モンフォードさま」

「ふむ、そうだな。バルディア、おまえならばどうする？」

「は……。状況が不ふ鮮せん明めいである以上、素す性じようの知れぬ敵てきを相手に無駄に騎士を消しよう耗もうさせることもありません。ここは一時撤てつ退たいするのも手かと──」

「それも悪くはない。だがせっかくここまで虎とらの子の騎き士し団だんを率ひきいてやってきたのだ、ただ撤退するのでは面おも白しろくないとは思わぬか？」

「で、では……」

「騎士団に一時撤退の合図を出せ。まずはこちらも態たい勢せいを立て直さねばなるまい。その後、ロアンヌ村とやらを攻せめ落とす。どのような援軍が現あらわれたのかは分からぬが、彼き奴やつらは我われらと戦わずに逃げ去った。ということは、二百の騎士すべてを相手にできるだけの援軍ではないということだからな。そんなものは放置して根こん拠きよ地ちを叩たたけば事は済む」

「しょ、承しよう知ちいたしました」

　驚おどろきと納なつ得とくの入り混まじった声でバルディアは答えた。

　やはりこの執政官の冴さえに鈍にぶりはない。

　ロアンヌ村はすぐそこである。ジェレイドに得体の知れぬ援軍が現れたのは確かなようだが、根拠地を失えばそれまでなのだ。

　守るべきものを守れなかった統とう率そつ者しやの人望など地に落ちるだろうし、数百という軍勢を維い持じすることもできなくなる。反はん乱らん軍ぐんは自然と瓦が解かいするだろう。

　バルディアは部下に命じて角つの笛ぶえを吹き鳴らさせ、撤退の合図を出した。
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　その馬は二人の人間を乗せているにもかかわらず、速度を落とすことなくみるみる騎士の一隊を引き離はなしていった。

　後方の騎士たちも、角笛が一度響ひびき渡わたったてからというもの、追ってくる気配がない。警けい戒かいしたのかあるいは諦あきらめたのか、理由は分からないが後方へと引き下がっていく。

　一行は森の茂しげみへと逃げ込んだところで、ようやく馬を下りた。

「ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶかしら？」

「だと思うが……少し様子を見てこよう」

「そうね、頼たのむわ」

　そんな会話を交かわすと、名も知らぬ若わか者ものが一人馬に乗って元来た道を戻もどりだした。

　なんとなく雰ふん囲い気きで察してはいたが、やはり少女の方が主であり、男の方が従じゆうであるらしい。

　とりあえず話を切り出すなら今なのだろうと、ジェレイドは少女に話しかけた。

「まずはお礼を申し上げるべきでしょうね。ありがとうございました、あなた方のおかげで窮きゆう地ちを脱だつすることができましたよ」

「礼なんていいわ。あたしも下心があってあんたたちを助けたんだから」

「はあ。下心、ですか」

　すぐに疑ぎ問もんが湧わく。虫の息寸すん前ぜんの反乱軍の首しゆ謀ぼう者しやを助けたところで何が期待できるのだろうかと。

「とりあえず自じ己こ紹しよう介かいしておくわ。あたしの名前はミーア。さっきの無愛想なのはルークよ。できれば覚えといて」

「ミーアにルークですか。語ご呂ろがよくて覚えやすくて結けつ構こうですね。僕の名はジェレイド、あっちのでかい方はディオールと言います」

「ええ。あんたたちのことは知ってるわ。侯こう爵しやくに反はん旗きを翻ひるがえした命知らずの反乱軍ってね」

「話が早いですね。では単刀直入に伺うかがいましょう。先ほど風を起こして僕たちを助けてくれたのはあなたなんですね？」

「ええ、そうよ」

　ミーアは事も無げに答え、ジェレイドは思わずずり落ちた眼め鏡がねをかけ直した。

「あっさりと言ってのけますね。あれほど大それたことをしておきながら」

「そう？　別にあたしにとってはなんでもないことなんだけど」

「……そうですか。それで、あなた方は一体いかなる理由で僕たちを助けてくれたんでしょう？」

「あたしの目的はあんたに力を貸かすこと。ただそれだけよ」

　このときジェレイドが真っ先に抱いだいた疑問は、「なぜ？」ということだった。

「分からない話ですね。あなたはあの騎士たちを、いともたやすく吹ふき飛ばしてみせました。僕は黒くろ魔ま術じゆつについては詳くわしくありませんが、あれだけの芸当はそう簡かん単たんにできるものではないということは分かります。あなたはどこかの軍にでも仕官すれば富とみも名めい誉よも思いのままのはず。それなのに、なぜ吹けば飛ぶような存そん在ざいに過すぎない僕たちに力を貸してくれるというのですか？　ましてや見ての通り、僕は貧ひん弱じやくな男です。一軍の首領を自じ称しようしていることの方がおかしい。あなたのような人が、わざわざ力を貸しにくるほどの価か値ちがあるとも思えませんが」

「人の上に立ってあれこれしようって人間が、そこまで自分を卑ひ下げするのはどうかと思うけど」

「正せい論ろんですね。でも、僕の質しつ問もんに対する答えにはなってませんよ？」

　ミーアは一度だけ苦く笑しようした。

「ジェレイド、あんたのことは色々と調べさせてもらったわ。最初は小さな村の長おさだった。それが今や四百もの兵を率ひきいてる。残念だけど、あたしにはそんなことできないわ。傭よう兵へい紛まがいのことをやって戦いの経けい験けんは積んできたつもりだけど、人の動かし方なんて専せん門もん外がい。周りに教えてくれる人もいなかったしね。だからあんたの部下になりたい。それだけよ」

「そういうことでしたら僕ぼくとしても願ったり叶かなったりですが……。ただ、これだけは聞かせて頂いただきましょう。あなたの狙ねらいは何なのですか？　あなたの強大な力を僕に貸してくれることで、一体何を狙っているのですか？」

「あんたたちと同じよ。この国を牛ぎゆう耳じる腐くさった貴き族ぞくの存在に我が慢まんできなくなったの。それで充じゆう分ぶんじゃない？」

「……なるほど」

　話がうますぎる──それがジェレイドが抱いだいた印象であった。

　自分たちが敗北しようというその瞬しゆん間かんに都合よく現あらわれ、何十もの騎き士しを吹き飛ばすような強大な力を振ふるい、しかもその力を今後も貸してくれるというのだ。無む償しよう同然で。

　人は必ず欲よくを持っている。それがジェレイドが二十数年の人生で得たもっとも大きな教訓であり、そのことに気付けたからこそ、六年前の戦争を生き延のびることができたのだ。

　だからだろう、このミーアと名乗った少女が、本当にただ貴族を倒たおしたいというだけの理由であれほどの力を無償で貸してくれるとは思えなかった。

　考えられる動機はいくつもあるのだ。たとえば、他国の間者という線。すなわち駆く虎こ呑どん狼ろう、反乱軍というベールセール王国内部の敵てき対たい勢せい力りよくに力を与あたえることで、王国の国力そのものを減げん衰すいさせるのが目的だということも考えられる。

　しかし、たとえこの少女になんらかの目もく論ろ見みがあったとしても、今のジェレイドには──今の反乱軍には、力を貸してくれるという提てい案あんを断ことわれる余よ裕ゆうなどない。それが現げん実じつだった。

「……分かりました。僕としては願ったり叶ったりです。喜んでお力をお借りしましょう」

「さすがに決けつ断だんが早いわね」

　言って、ミーアは手を差し出した。

「じゃあよろしく頼たのむわ。賢けん者じやジェレイド」

「ええ、こちらこそ。この先お互たがいの希望に添そえるかはまったく分かりませんけどね」

　その手を握にぎり返す。

　ジェレイドの手は決して大きい方ではない。だが、ミーアの手はさらに小さかった。それは本当に華きや奢しやな、年と齢し相そう応おうの少女の手であった。
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「ミーア」

　ルークという名であるらしい若わか者ものが戻もどってきたのはそのときだった。

「おかえり、どうだった？　敵は素す直なおに引き下がってくれたのかしら？」

「そううまくは行きそうにない。やつら兵をまとめて街かい道どうを東に進みだしたぞ」

「なんですって!?」

　ジェレイドは瞬しゆん時じに彼らの目論見を見み抜ぬいた。

「街道の東にあるものといえばロアンヌ村だけです。あそこは我われ々われ反はん乱らん軍ぐんの根こん拠きよ地ちとも言うべきところでしてね。当とう座ざの武ぶ器きや食料があるのはもちろん、逃にげ延のびた兵士たちもいるはずです。そこをあれだけの軍勢に襲おそわれれば、我われ々われに再さい起きの余よ地ちはなくなってしまいます」

「ようするにかなりまずい状じよう況きようってわけね。じゃあどうするのかしら？　早さつ速そくだけどお手て並なみ拝はい見けんね」

「そんな気楽な状況ではありませんけどね。とにかく、一いつ刻こくも早くロアンヌに戻りましょう。兵には指し導どう者しやが必要ですし、僕も兵がいなければ何もできません。しかし街道を押おさえられているとなると、ここから遠回りして間に合うかどうか……」

「そういうことなら、早速手伝いをしてあげられそうね」

　ミーアはうっそうとした森の茂しげみの前に立った。

「面おも白しろいものを見せてあげる。ねえ、この世に存そん在ざいするすべての物を構こう成せいしてるのが精せい霊れいだって話は聞いたことあるでしょ？」

「ええ、まあ。それが何か？」

「異ことなる精霊っていうのはお互たがいに反発しあう性せい質しつがあってね。だから、こういうこともできるのよ」

　ミーアは目を閉とじ、風のように澄すんだよく通る声で告げた。

「風シのルフ女イー王ドの名において命じる。あたしたちの道を開いて。束そく縛ばくを知らぬ自由の象しよう徴ちよう、シルフよ」

　右手を突つき出す。その先から、風が起こった。

　直後、まるで一ひと筋すじの突とつ風ぷうが吹ふき抜けたかのように、うっそうとした茂みが左右に分かれ、馬が通り抜けられるほどの道ができていた。

「ここを通れば、街道に出るよりも早く行けるはずよ」

「……便利なものですね。恐おそろしいほどに」

　目の前で見せつけられた奇き跡せきに、ジェレイドは戦せん慄りつすら覚えていた。

　このベールセール王国は、〝森と麦むぎ穂ほの国〟と呼よばれるほど広い森林地帯に覆おおわれている。

　人の手が入っていない森の中を進むことは不ふ可か能のうと言ってもいい。それゆえ大軍が移い動どうできる道や戦うことのできる場所は限かぎられてしまう。しかし、もし自じ在ざいに森の中を移動することのできる軍ぐん勢ぜいが編へん制せいできれば──。

　この少女の力は、想そう像ぞうを遥はるかに超こえる強力な味方となるかもしれない。

「ミーア。試こころみに訊たずねますが、あなたが本気を出したらどれぐらいの風を起こせるんですか？」

「さあ？　よく分からないわ。あたしが本気を出したら、人なんて原型留とどめないもの。まあそこまで力を使っちゃうと、あたしも動けなくなるんだけど。下手すると寿じゆ命みようも削けずれるわ」

　黒くろ魔ま術じゆつの代だい償しようは術者の生命力である。無理からぬことだった。

「では、もう少し弱い風でしたらどうでしょう？　たとえばずっと同じ方向から強い風を吹かせておくようなことはできますか？」

「ええ、それぐらいだったら簡かん単たんよ」

　事も無げに言ってのける。

　それが軍勢に取ってどれほどの効こう果かを発はつ揮きするのかを知っているジェレイドは、戦慄さえ覚えるほどだった。

「……素す晴ばらしいですね。では早速ですが、その力をお貸かし願えますか？」

「それは構かまわないけど、そんなに腰こしを低くしないでよね。もうあたしはあんたの部下なんだから。あんたはただ命令すればいいの」

「分かりました、ではそうさせて頂いただきましょう」

　ジェレイドは、兵士たちの実じつ質しつ的な統とう率そつ者しやである大男の方を振ふり返った。

「ディオール。僕たちには今、軍馬として使えそうな馬が二十頭ほどありましたよね？　兵士たちの中に、乗馬の経けい験けんがある人は何人ぐらいいますかね？」

「ただ馬を駆かるだけなら二十人はいるだろう。だがどうする気だ？　相手は熟じゆく練れんの騎き士しだぞ？　にわかじこみの騎兵など役に立たんことは分かっているはずだ」

「ええ、もちろんです。まずディオール、あなたはミーアを連れてロアンヌ村に戻もどり、兵士たちと合流してください。ロアンヌ村の南に広い森があることはご存ぞん知じでしょう？　あなたはその入り口に兵を伏ふせ、敵てきが通りがかったら攻こう撃げきを仕し掛かけてください」

「それはいいが……。伏ふく兵へいは敵がやってこなければ意味がない。敵はロアンヌ村を目指しているのだろう、そんなところにわざわざやってくる保ほ証しようはあるのか？」

「どうにかしますよ。それからミーア。ロアンヌ村に、マシューという男がいます。猟りよう師しをやってましてね、弓の扱あつかいに長たけた男です。彼と合流し、二十騎の騎兵隊を組そ織しきして敵を引き付けて欲ほしいんです。やり方はこうです──」




　……ジェレイドの作戦を聞いた三人は、もはや疑ぎ問もんを呈ていしようとはしなかった。

「なるほどね」ミーアが納なつ得とくしたように腕うでを組んだ。「不ふ可か能のうじゃないとは思うけど、あたしもそんな戦い方をしたことはないからなんとも言えないわ」

「構かまいません、あなたに賭かけてみますよ」

「ところで、あんたはどうするの？　まさか一人だけ逃にげ出そうなんて考えてるとは思わないけど」

　ジェレイドは中指で眼め鏡がねを押し上げた。

「僕にはやることがあります。最後の仕上げを、一人でね──」
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「我われながら、奇き妙みようなことをしているな」

　テオドリッジは感かん慨がい深げに呟つぶやくと、周囲にいる二百もの騎士たちを見やった。

　ほんの半月前まで、テオドリッジは田い舎なかの騎士隊に所しよ属ぞくする一騎士に過すぎなかった。

　騎士の人数は二十人足らず、隊長は自らの欲よく望ぼうのためなら平気で暴ぼう力りよくを振ふるう愚ぐ劣れつな男であったし、副隊長もまた目先の利り益えきしか眼がん中ちゆうにない小役人だった。テオドリッジ自身もまた、そんな堕だ落らくした騎士隊でただ無む為いな日々を送っていた。

　それが何の因いん果がか今は二百もの騎士を有する軍勢に混まじって反はん乱らん軍ぐんを相手に斧おのを振るおうとしている。

　きっかけは、モンフォードと名乗る男の突とつ然ぜんの訪ほう問もんだった。

　世せ情じように疎うといテオドリッジではあるが、さすがにその男のことは知っている。領りよう主しゆたるボルネリア侯こうに代わってこの地の政せい治じを取り仕切っている陰かげの支し配はい者しやのことを。

　その陰の支配者は、テオドリッジにこう言い放ったのだ。

「おまえほどの騎士がこのような辺へん境きようの地でくすぶっていては面おも白しろくなかろう。私と共に来い。その斧の振るい方を教えてやる」

　テオドリッジにとって、誘さそい文もん句くなどどうでもよかった。

　ただ、反乱軍がその威い勢せいを増まし、世に変化が生じ始めたときである。いつまでも一人で辺境に引きこもっていれば、大きな戦いの機会を見み逃のがすことになりかねない。

　それゆえにテオドリッジは誘いに乗り、今やボルネリア侯直下の騎士団だんの一員となり──。




　飛んでくる矢を斧で振り払はらうハメに陥おちいっていた。




「相変わらず姑こ息そくな戦い方をするな。あの男は」

　それは、ロアンヌという名の村に近づいたとき、彼らの眼前に現あらわれた二十騎ほどの一隊による攻こう撃げきだった。

　二十騎。数は多くないが、その一隊はテオドリッジたちに近づくや遠えん距きよ離りから矢を放ったのだ。しかし騎乗しての射しや撃げきには慣なれていないのか、彼らの狙ねらいはばらばらだった。

　しかし、何百という兵士たちが固まって行軍していたのである。たった二十本の矢といえど、少なからぬ怪け我が人にんが出ることは防ふせげない。

　もっとも、向こうの矢が届とどくならこちらの矢も届くのが道理である。彼らは即そく座ざに矢を射うち返した。

　異い変へんはこのときに生じた。

　風が吹ふいたのだ。

　それもただの風ではなかった。反乱軍のみを利するかのような風だったのだ。

　こちらの放った矢はあっさりと風に吹き飛ばされる。だが反対に、反乱軍が放った矢は勢いを増して降ふりかかってくる。

「くそっ、どうなっているのだ！」

　そんな叫さけびがテオドリッジの周囲で無数に上がった。

　テオドリッジにしてみれば、事じ態たいは明白だった。なにしろつい数すう刻こく前、数十人の騎き士しが吹き飛ばされる光景を見せ付けられたばかりだ。

　反乱軍は──ジェレイドは、奇き妙みような新しい力を得たのだろう。恐おそらく、風の黒くろ魔ま術じゆつ師し。あの二十騎の誰だれか、あるいはどこか見えない場所から力を行使しているのだろう。

「意外と律りち儀ぎというべきかな、これは」

　ジェレイドは、かつてこう約束したことがある。近いうちに、千人に一人の豪ごう傑けつを探さがし出し、テオドリッジの斧を満足させてみせると。つまり、この黒魔術師こそがジェレイドの言った豪傑なのかもしれない。

　黒魔術師を豪傑と呼よぶのはいささか抵てい抗こうがあるが、考えてみれば戦場で黒魔術師と戦ったことなど一度もない。機会さえあれば、勝負を挑いどんでみるのも一いつ興きようかもしれない。

　テオドリッジは唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。

「面おも白しろい。あの執しつ政せい官かんの誘いに乗ったかいがあるというものだ」
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　戦せん況きようをはるか後方から静観していたモンフォードは、即座に判はん断だんを下した。

　たかが二十ほどの騎兵に翻ほん弄ろうされている配下の兵士たち。

　一方的に矢を射い掛かけられ、次々と怪我人が生じていることにさすがに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたのか、かなりの数の騎士が一いつ斉せいに追つい撃げきを始めた。しかし、重じゆう装そう備びの騎士では到とう底てい追いつくことは不ふ可か能のうだろう。

「いかんな。兵を退ひかせろ」

「……は？　しかし、あのまま追撃していればいつかは追いつくのでは──」

「分からんのか。明らかに兵士たちは誘ゆう導どうされている。ジェレイドとやらのことだ、またどこぞに伏ふく兵へいでも置いておるに違ちがいあるまい」

「た、確たしかに！　承しよう知ちいたしました、ではすぐに──」

　バルディアは部下に命じて退たい却きやくの合図を出させた。

　辺り一帯に角つの笛ぶえの音が轟とどろく。

「なかなかやるではないか。強い手て駒ごまが入ったとはいえ、それをこうも早々に使いこなしてみせるとはな」




「あなたからお褒ほめの言葉を頂いただけるとは、恐きよう縮しゆくですね」




「む──」

　モンフォードは眉まゆをひそめた。

　その声が聴きき覚えのないものだったためである。

　それも、すぐ近くから──すぐ右手の小さな丘おかの上から聞こえた。

　反はん射しや的に目をやる。

　モンフォードの目に映うつったのは、馬にまたがった妙に線の細い男だった。その顔には、いささか寸すん法ぽうの合っていない眼め鏡がねがかけられていた。
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　ジェレイドは、丘の下にいるその男たちを見やった。

　そこには十人ほどの男たちがいたが、誰が首しゆ領りようなのかは一目で分かった。

　眼がん光こうは鋭するどく、一つ一つの動作すべてが落ち着き払はらっており、このような状じよう況きようにありながらも表ひよう情じよう一つ変えようとしない。

「あああああ!?　まさか、あの男は！」

　自分のことに気付いたらしい誰かが声を上げた。

　だが、その首領らしき人物は、手でその男を制せいした。そして静かに訊たずねる。

「貴き様さまがジェレイドか？」

「よくお分かりですね。お互たがい面めん識しきはないはずなのに」

「特とく徴ちようは耳にしていたからな。貴様は自分がいささか特とく殊しゆな外見をしていることを自覚すべきだ」

「それはあなたも同じかと。雑ぞう兵ひようなどとは違う雰ふん囲い気きがぷんぷん漂ただよってますよ。できればお名前をお聞かせ願えませんか？」

「いいだろう。私はこのボルネリア領の政まつりごとを預あずかる執政官のモンフォードだ」

「……やはり、あなたが」

　執政官。噂うわさに聞く、このボルネリア領の陰かげの支し配はい者しや。

　予想はしていた。あれほど多数の騎士をこうも迅じん速そくに動員できるのは、侯こう爵しやくを除のぞけば執政官ぐらいしかいない。

「それにしても、よく私がここにいると分かったな」

「別に難むずかしいことではありません。あれほど大きな角笛の音が響ひびけば、出所を探さがすのは難しくありませんから」

「……そういうことか。すべては私の位置を知るための布ふ石せきだったということか？」

「ええ。僕ぼくとしても、あなたが侮あなどりがたい敵てきであることは充じゆう分ぶんに思い知らされましたからね。また配下の軍ぐん勢ぜいに危き機きが迫せまれば、確かく実じつに角笛で合図を出すに違いないと思ってました」

「なるほどな、噂どおり悪わる知ぢ恵えだけは回るようだ。それでどうするのだ？　今ここで私を討うってこの戦いを止めようというのか？」

　モンフォードは無む造ぞう作さに手を広げてみせた。殺せるものなら殺してみせろ──そう言っているようでもあった。

「……残念ですがそれはできません。ここまでたどり着くのに僕の手駒はすべて使ってしまいましたからね。出来ることといえば、僕の逃にげ道を確かく保ほした上で、これから戦う相手がどんな顔をしているのかを見定めることだけです」

「そうか。では実じつ際さいその丘の上から私を見下ろして、何かの参考になったかね？」

「ええ。とりあえず、今あなたに僕たちの窮きゆう状じようを訴うつたえて税ぜいの軽けい減げんを求めたところで無む駄だだということはなんとなく理り解かいできましたよ」

「よく分かっているではないか。我わが主あるじ、ボルネリア侯こうをご満足させて差し上げるにはもっと多くの金と女が必要となる。貴様も命が惜おしくなればその両方を差し出すがいい。そうすれば多少の情けはかけてやってもよいのだぞ？」

「……分かりませんね。あなたほどの人が、なぜあのような低てい劣れつな貴族に仕えているのですか？」

「説明する理由はないな。私は私の意思の下もとで、やるべきことをやっているに過すぎぬ」

「そうですか。では仕方ありませんね、またどこかの戦場でお会いするとしましょう」

　初めてモンフォードの表情に微び妙みような変化が生じた。

「やはり面おも白しろい男だな、貴様は。本当に私の顔を見るためだけに、ここまで来たというのか」

「当然のことですよ。相手がどのような人物であるかを知らねば作戦の立てようもありませんからね」

「……くっくっく」

　モンフォードは笑った。

　それはただ笑っただけであるにもかかわらず、ジェレイドの背せ筋すじに薄うすら寒いものを感じさせる何かがあった。

「これだけの戦力差を見せ付けられながら、まだ勝つ気でいるというのか。面白い。いいだろう、認みとめよう。どうやら貴様こそが私の夢ゆめをかなえてくれるようだ」

「……夢？」

　その冷れい徹てつな男にはまったく似に合あわぬ単語に、ジェレイドは眉まゆをひそめた。

「貴様が気にすることではない。それよりもいい報しらせを聞かせてやろう、一度だけ貴様に機会をやる。私は一時的に騎き士し団だんをこのミカルディ郡より撤てつ退たいさせる。何しろ慌あわててきたからな、補ほ給きゆうが充分とは言えぬのだ。それに、貴様らに加わった得体の知れぬ黒くろ魔ま術じゆつ師しの存そん在ざいも気にかかる」

「……そうですか。感かん謝しやの言葉を述のべる気にはなれませんが」

「だが、貴様に与あたえる猶ゆう予よはそれだけだ。私が目的のためには手しゆ段だんを選ばぬことぐらいは分かっただろう。次は容よう赦しやせん。執しつ政せい官かんとしてあらゆる手段を用い、貴様らの首を獲とりにかかるだろう。死にたくなければしのいでみせるのだな」

「正直、勘かん弁べんして欲ほしいところですけどね。やらねばならないのなら、僕も力を尽つくすだけです」

「よく言った。ではな、ジェレイド。次に会うときを楽しみにしているぞ」

　これ以上言葉を交かわしても意味はない。

　ジェレイドは馬首を巡めぐらせると、最強の敵となるであろうその男の視し界かいから去った。




　……この翌よく日じつ、モンフォードの言葉通りボルネリア騎士団は、ミカルディ郡から撤退する。そのため、ジェレイドは難なんなくミカルディ郡を反はん乱らん軍ぐんの支し配はい下かに置くことに成功する。

　こうしてベールセール王国暦れき八二年第六の月に始まった反乱は、最初の小さな終しゆう焉えんを迎むかえることとなる。

　しかし、モンフォードの行動はジェレイドからすれば理り解かいし難がたいものがあった。

　仮かりに補給が途と絶だえたのだとしても、周囲の村々から強きよう制せい的に徴ちよう収しゆうすれば、当とう座ざはしのげるはずである。それに、たとえ武ぶ器きは交えずとも騎士団をこの地に駐ちゆう屯とんさせておくだけで、反乱軍は身動きが取れなくなっていただろう。

　なぜモンフォードが反乱軍に猶予を与あたえるような行動をとったのか。ジェレイドでさえ、その真の理由を知るにはいくばくかの時間が必要だった。




　　　　　４




　その日。ジェレイドの姿すがたは、故こ郷きようオーセル村の外れにあった。

「そろそろ顔を見せておかないと、さすがに親おや不ふ孝こうに過すぎますからね」

　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやくと、その墓はかの前で目を閉とじ、小さく祈いのりを捧ささげる。胴どう体たいを失い首だけが眠ねむっている父の墓に。

　あれから、まだ一月と経たっていないのだ。だがジェレイドにしてみれば一年に値あたいするほど色々なことがあったような気がする。喪もに服する暇ひまさえなかった。さらにこれからまた長期に亘わたってこの村に戻もどってくることはできなくなるだろう。父と別れを交わすのも、これが最後かもしれないのだ。

「今なら少しは分かるような気がします。殺されることが分かっていながら、侯こう爵しやくに直じき訴そしたあなたの気持ちもね」

　最初は、生き残るため、あるいは誰の命であっても救えるものなら救いたい──そう思ったがゆえに始めた戦いだった。

　それには自分の命も含ふくまれている。むしろ他ほかの命より優ゆう先せんすべきとさえ考えていた。極きよく端たんな話、兵士一人が殺されても状じよう況きように変化はないが、自分が死ねば多くの命が死に追いやられることは間ま違ちがいないのだから。それは六年前の国こつ境きよう城じよう砦さいで学んだことの一つでもある。

　だが、この戦いは六年前のそれとは違い、自らが陣じん頭とうに立たねばならなかった。そうして指し導どう者しやとしての責せき任にんを負いながら戦い続けていると、いつの間にか別の考えが頭をよぎるようになっていた。

　自分がたった一人犠ぎ牲せいになるだけですべてが助かるというのなら、喜んでこんな命など捨すててみせようと。

　おかしなものである。それこそ自じ己こ満足以外の何物でもない。

　だが、少なくともジェレイドはそんな結けつ論ろんに至いたった人物を二人は知っている。

　父と、そして六年前、あの国境城砦で命を落とした一人の女じよ性せい。

「そのうち僕もそちらへ行くことになるでしょう。ですが、自分の命を懸かけるにしても、もう少し別のやり方でやってみます。僕はそのための手しゆ段だんを知ってるはずですから」

　立ち上がる。これ以上ここにいることは、亡なき父も、そしてクレアも望んでなどいないだろう。

「ジェレイドさま！」

　後ろから少女の声がした。

　ソフィアである。この反乱を起こすきっかけともなった、健けな気げな村の少女。今は養女のような存そん在ざいでもある。

「どうかしましたか？」

「あの、みなさんがお待ちしてます。というか……待ちくたびれてます」

「もうそんな時間ですか。こういう場所にいると、つい時の経つのを忘わすれてしまいますね」

　遠くに見える人々の顔を眺ながめる。

　クライスがいる。マシューがいる。

　ディオール。ルーク。そして、新しい力──ミーア。
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「明日からのことを考えると正直頭が痛いたくなってきますが、彼らを待ちぼうけさせられるほど僕も偉えらくはありませんからね。愛あい想そを尽つかされないうちに行きましょうか」

「はい」

　二人は並ならんで歩き出した。

「そういえばご存ぞん知じですか、ジェレイドさま」

　不意にソフィアが口を開いた。作ったような明るい口調で言う。

「蒼そう神しんラクリナースさまの教えに、こういうのがあるんです。幸せになる方法は、今自分の身にある幸せの数を数えることだって」

　なぜ突とつ然ぜんそんなことを言い出すのか不思議だったが、すぐに悟さとる。

　恐おそらく先ほど墓の前で不景気な顔をして佇たたずんでいるところを見せてしまったせいだろう。ソフィアなりに気を遣つかってくれているようだった。

　こんな子こ供どもに心配をかけるとは我われながら情なさけないことだと苦く笑しようしつつ、ソフィアの言葉を噛かみ締しめる。

　幸せになる方法は、今自分の身にある幸せの数を数えること。なんと素す晴ばらしく前向きな教えであろうか。今この身のあることの幸せ。仲間がいることの幸せ。明日のあることの、未来のあることの幸せ。

「……素晴らしい教えですね」

「はい。だからきっと大だい丈じよう夫ぶです。ジェレイドさまならきっとうまくやれます」

「ええ、そうありたいところです」

　笑って頷うなずきながら、あることを思い出す。

　その類たぐいのありがたい神の教えなら、ジェレイドも一つ知っていた。いわく、人生とはすべて次の二つから成り立っているという。

　したいけれどできない。できるけれどしたくない。

「……まあ、できるならやるしかないですよね」

　したくてもできないわけではないのだ。できそうなのだけどしたくないというだけで。ならばこれもまた、きっと幸せの一つに違ちがいないのだ。











　第十章　暗あん闘とう反はん目もく








「──以上が、僕が伝え聞いた解放軍の成なり立ちです」

　しゃべり過ぎて疲つかれたのか、時折舌したをもつれさせながら、ルッセルはそう言い結むすんだ。

「そこから先はご存ぞん知じでしょう？　彼らは残ざん虐ぎやくな侯こう爵しやくを倒たおし、一大勢力を築きずき上げ、今に至いたったんです」

「…………」

　どう反応すべきなのか分からなかった。

　ある程度のことは知っているつもりだった。反乱軍には反乱軍なりの事情があって武器を取り、反はん旗きを翻ひるがえしたのだろうと。生きるため、やむを得ず戦う道を選えらんだのだろうと。

　しかし、実際に聞いた話は想像していた以上のものだった。

　次の冬さえ越こせないかもしれない過か剰じような税。

　十三歳さいの少女を差し出せという愚ぐ劣れつ極きわまりない領りよう主しゆの命令。

　そして──首だけになって帰ってきた父。

　明日には横おう暴ぼうな騎士が故こ郷きようを焼き払はらいにくることが分かっている状じよう況きようで、もし自分がジェレイドの立たち場ばにあったとしたら、一体どうしただろうか。

　決まっている。武器を取り、相手が侯爵であろうと戦う道を選ぶだろう。父の復ふく讐しゆうのために。

　しかし、ジェレイドという男が歩もうとした道は、アレスが歩んでいたであろう道とは違った。

　彼は、決して父の仇かたきを討うつために戦おうとしたわけではないという。村の長おさとなり、百人足らずとはいえ他人の命を預あずかる立場となり、そして自分たちが生きていくための唯ゆい一いつの手しゆ段だんとして、反乱という道を選んだのだ。

　復讐ではなく、村人のために。生きる意い志しを放ほう棄きしなかった人々のために、ジェレイドは戦うことを選んだのだ。それに比べると、故郷の復讐のためという理由で剣けんを振るってきた自分がなんとも浅はかな存在に思えてくる。

　しかも、ジェレイドの辿たどった道はあまりにも険けわしい。相手は数十万の領民を支配する大貴族である。怪あやしげな精パン霊ドラの助力もなく、百人足たらずの村人を率ひきいて戦いを挑いどむなど、狂きよう気きの沙さ汰たである。

　だがジェレイドはやり遂とげた。時には自らの命をも囮おとりとし、何度となく危機に陥おちいりながら、他の村々を説得し、仲間を増やし、そして知ち略りやくによって勝利してきた。すべては生き延のびるために。

「……一つ、試こころみに聞いてみたい」

「はい、なんでしょう？」

「私も武人だ、国こつ境きよう城じよう砦さいダルムの奇き跡せきの防ぼう衛えい戦せんのことは耳にしたことがある。人知れぬ軍師の存在もな。ジェレイドがその軍師だったのか？」

「解放軍の間ではそういうことになってますね。いえ、本当のところは分かりませんが」

　話に聞くジェレイドの性格を考えれば、決して否定はしないだろう。実績というものは人を統とう率そつするための重要な要よう素そだ。誰だれだって素しろ人うとに命を預けたくはないのだから。

　そして他人が勝手に思い込んでくれるだけで実績ができるのなら、ジェレイドからすれば利用しない手はないだろう。

「アレス卿きよう。これで分かって頂けたでしょうか、ジェレイドという人物の人となりを。彼は必要があってここまで戦ってきました。言い換かえれば、必要のない戦いは絶対にしませんでした。むやみやたらと戦乱を拡かく大だいすることも、持たざる者が犠ぎ牲せいになることも絶対に望のぞんではいないのです」

「……確かにそうなのかもしれないな」

　あるいはただ戦線を広げられるほどの余よ力りよくがなかったという事情もあるのかもしれないが、少なくとも戦いを好このむような人物ではないという点については同どう意いせざるを得なかった。

「ご理解頂けたのでしたら話は簡単です。率そつ直ちよくに申し上げましょう、どうかあなたのお力を僕たちに貸かして頂けないでしょうか。あなたのお力があれば早期にこの争いを終しゆう結けつすることができます。それこそがあなたの望みでもあるはず」

「なに──？」

　意表を突つかれる提てい案あんだった。だが、冷静に考えてみれば当然の提案とも思える。

　自分が反乱軍に少なからぬ打だ撃げきを与あたえてきたという自じ覚かくはあるのだ。手ごわい敵を味方に引き入れようとするのは、反乱軍からすれば当然だ。

「……私の手を貸すことは、決してやぶさかではない」

「ほ、本当ですか!?」

　自分から話を振ふっておきながら、よほど意外だったのか、男の声に驚おどろきが混まじった。

「ただしだ。反乱軍──いや、仮かりに解放軍に加わるとしても、王国軍に対して剣を振るうようなことはできん。私に協力できることがあるとすれば、それはおまえたち解放軍と国王陛へい下かとの間を取り持つことぐらいだろう」

　ルッセルは落らく胆たんしたように息を吐はいた。

「まあそうでしょうね。名高きファノヴァールの騎士の仲なか立だちですか。それがあれば確かに国王との面めん会かいぐらいはすぐ叶かなうでしょう。ですが、それでは駄だ目めなんですよ。戦乱は収おさまらず、今後も犠牲者は増え続けるでしょう」

「……なぜそう言い切れる？」

「この反乱はもともと領主である貴族たちの施し策さくが元げん凶きようです。一方で国王は貴族の特権に対して介かい入にゆうすることはできません。貴族がどれだけの税をかけようが、国王にはどうすることもできないのです。たとえ国王と和わ睦ぼくしても、農民たちは再び搾さく取しゆされる日々に逆ぎやく戻もどりし、また反乱を起こす以外に生き延のびる道はなくなるでしょう」

「そうとは限らん。国王陛下は聡そう明めいな方だ。必ずやいい解決方法を考えてくださる」

「失礼ながら、あなたは国王の力を過か大だい評ひよう価かしていませんか。もし国王がそれほど聡明であれば、僕たちが反乱を起こすことになる前に手を打ってくれていたはずです」

　忠ちゆう誠せいを誓ちかった主あるじのことをこうも悪あし様ざまに言われては、アレスも気が高ぶるのを押おさえられなかった。

「おまえこそ陛下のお力を過小評価している。陛下とて国内すべてを見通しておられるわけではない。しかし一度事情を知れば、必ずや何らかの手を打ってくださる。だからこそおまえたちは武器を取って反乱を起こすのではなく、まず陛下に窮きゆう状じようを報告すべきだったのだ」

　アレスの声に怒ど気きが混まじったのを悟さとってか、ルッセルは声の調ちよう子しを落として静かに口を開いた。

「……まあいいでしょう。つまりあなたに言わせれば、今すぐ解放軍が武器を捨て、和睦の道を歩めば、二度とこのような反乱が起こらぬよう、問題を根こん本ぽんから解決すべく必要な処しよ置ちを国王が講こうじてくださると、そういうことですね？」

「ああ、その通りだ」

「ですが、それは有あり得えないのです」

　今度はルッセルの口調に怒気が混じった。

「一ひと度たび国に刃やいばを向け、侯爵という大貴族を殺した解放軍を、国が、いや、他の貴族が許してくれるとお思いですか？　首しゆ謀ぼう者しやとして僕を含ふくむ幹かん部ぶたちは皆みな殺ごろしにされ、反乱に加くわわった者たちは誰だれ一人として例外なく農のう奴ど階かい級きゆうに落とされるのが関せきの山でしょう。それだけではありません。今や貴族たちは農民の力を恐おそれるようになっています。ボルネリア侯の二の舞まいを防ぐために、彼らは──慈じ愛あいではなく、圧あつ政せいによって農民たちの力を削そぎ取りにかかるでしょう。そうなれば国王やあなたのお力をもってしても歯は止どめはかかりません。以前と同じ、いえ、以前よりひどい末まつ路ろが待っているのは明あきらかというものです」

「そうならないよう努力はする！　何度も言うが国王陛下は聡明な方だし、クラウディア王女殿でん下かも同様だ、必ずや良き道を示しめしてくださる。それに無む辜この民たみの命を救すくうためならば、私も喜んで剣を振るうことを誓ちかう。たとえ相手が貴族であったとしてもだ」

「あなたの言葉は信しん用ようしましょう、ファノヴァールの騎士。ですが、あなたにどれだけの権けん限げんがあるというのです？　一いつ介かいの騎士風ふ情ぜいの約束に、どんな裏うら付づけがあるというのですか」

　痛いところを突つかれ、言葉に詰つまる。

　だが同時に、それはルッセルも同じではないかと気付く。

「確かに私は一介の騎士に過ぎない。おまえの言った通り、保証できるようなことはない。だがそれはおまえも同様ではないか。おまえに何が保証できる？　たとえばだ、おまえの言う通りに私が解放軍に身みを投とうじたとして、その瞬しゆん間かんに奸かん智ちに長たけたジェレイドが私を謀ぼう殺さつしないという保証がどこにある？」

「なるほど。そう返しますか」

「ごまかすな、否ひ定ていはできまい。そもそもだ、ジェレイドという男も確たしかに今までは必要のない戦いくさはしてこなかったかもしれない。だが今も数万という兵を率ひきいている以上、王国全ぜん土どを支配するという野や心しんがないとは言い切れないではないか」

「ところが、言い切れるんです。ジェレイドという男に、そんな野心はないとね」

「……何？」

　思いもよらぬ返答に、アレスは目を剥むいた。

　ルッセルが落らく胆たんしたように息を吐く。

「やれやれ、まだお気付きにならないんですか？　キホルテ平原の戦いに始まって、何度となく僕の試こころみを阻そ害がいしてきたというからには、それなりに頭の回る武人なのだと思ってましたが……。妙みようなところで鈍にぶいんですね。それともわざとそのような態たい度どを装よそおっているんですか？」

「どういうことだ？　さっきから何を言っている？」

「つまり、こういうことですよ」

　懐ふところから何かを取り出す。

　奇き妙みような形をした枠わくに二枚の硝ガラ子スがはめられたそれが何であるかを、アレスは知っていた。

　眼め鏡がねだ。

　ルッセルは慣なれた手つきでその眼鏡をかけた。しかし寸すん法ぽうが合っていないのか、すぐにずり落ちてくる眼鏡を慣れた手つきで直す。

「まさか……！」

　初めてアレスの顔に動どう揺ようが浮うかんだ。

　伝え聞く、ジェレイドという男の人となり。

　この男を即そく座ざに殺せと言った、パンドラの助じよ言げん。

　そして──先ほどからの会話で感じていた奇妙な違い和わ感かん。解放軍に協力している商人であると名な乗のったにもかかわらず、解放軍を言い表すのに『僕たち』という言葉を多た用ようしていた。

　考えられることはたった一つしかない。確たしかに、もっと早く気付くべきだった。
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「そうです。ルッセルという商人はこの世にはいません。僕の名はジェレイド。解放軍の指導者、統率者、あるいは首しゆ謀ぼう者しや……そんな肩かた書がきで呼ばれている人間です」

「……貴様。貴き様さまぁああああ！」

　目の前にいるこの男こそが、王国軍最大の敵にしてすべての元凶。

　戸と惑まどうより先に身か体らだが動いていた。

　障しよう害がい物ぶつを取り除のぞくべく片手でテーブルを持ち上げ、そのまま跳はね除のける。派は手でな音を立てて皿さらや茶器が薙なぎ倒たおされ、パンが転ころがり茶が床ゆかを汚よごした。

　殺すのだ。相手が丸まる腰ごしだろうと関係ない。パンドラの助言通り、この男を殺すのだ。それですべてが解決するのなら何を戸惑うことがあるというのか。

　だが、その行動は再び静止を余よ儀ぎなくされる。

　剣けんを突つきつけられたためである。

「なぜ──」

　アレスの口から戸惑いの声が洩もれた。

「なぜ止とめるのですか、ウォルナー師！」

　もはや絶ぜつ叫きように近い声で師をなじる。

　一方、ウォルナーは剣を構かまえたまま微み塵じんも動じなかった。車くるま椅い子すの上だというのに、往おう年ねんの気き迫はくは少しも衰おとろえていない。

「アレス。おまえは決して物もの分わかりの悪い弟で子しではなかったはずだ。何度も言わせるな、控ひかえよ。この屋や敷しきにいる限り、争いは許さぬ」

「ですが！　その男さえいなければこれ以上の争いはなくなるんです！　その男さえいなければ！」

「だとしてもだ。おまえも武人ならば戦場で雌し雄ゆうを決せ。武器一つ帯おびず、ただ話をするためにやってきた相手を殺すなど騎士の名な折おれだぞ。思い出せ、騎士の誓ちかいを。おまえはこの剣と共に誓ったはずだ」

　その言葉で気付く。

　いつの間に用意していたのだろうか。ウォルナーが突きつけている剣は、クラウディアから授さずかった刃はのない剣だった。

「くっ……」

　悔くやしげに唇くちびるをかみ締しめる。

　その剣は、どんな時であっても決して慈じ悲ひの心を忘れてはならないという戒いましめのために授けられた剣だ。

　ウォルナーはその剣を持って言っている。騎士として恥はずべき行いはするなと。

　その姿すがたがクラウディアと重かさなって見えた。主と師──騎士にとっては父に等ひとしい両者から同時に戒いさめられては、逆らうことなどできなかった。

　構えを解き、ジェレイドをにらみつける。

　一方、ジェレイドには攻こう撃げきの意志はまったくないようだった。腰掛けたまま、その場を動こうともしない。

　アレスはふと疑問を抱いだいた。

　確かに目の前の男にはどことなく余よ人じんにはない雰ふん囲い気きがあるものの、あらためてよく見ると一軍の将しようにふさわしい外がい見けんをしているとはまったく言えない。ひょっとして自分を騙だまそうとしているだけではないのか──そんな気さえしてくる。

「おまえは……本当にジェレイドなのか？　一軍の指導者が、これほど貧ひん弱じやくな男だとも思えぬが」

　痛いところを突かれたように、ジェレイドを名乗った男は苦く笑しようした。

「それは言わないでください、僕も気にしてますので。ですが別に兵を率いる将が剣の扱あつかいに長たけていなければならないという理由もないでしょう？」

「それはそうかもしれん。だが、ジェレイドは病びよう床しようの身にあるという話も耳にしたぞ」

「病気ですって？　僕はこの通り元気ですよ」

「いや、違ちがう。確実にジェレイドという男は病床の身にあったはずだ。私はその事実を知っている」

　あまりに強く断だん言げんしたせいか、ジェレイドはそれ以上否ひ定ていしようとはしなかった。代かわりに中指で眼鏡をかけ直す。

「……病気といっても様さま々ざまですよ。それに、仮に病気だったとしても、あなたとこうして会って話をする機会があるなら這はってでも出てきますよ」

「だとすればなおさら信じられん。一軍の統率者がこんな場所へ単たん身しんやってくるほど暇ひまだというのか？」

「それはアレス卿、あなたがご自身の力を過か小しよう評ひよう価かしているせいですよ。我々解放軍にとって、あなたほど厄やつ介かいな存そん在ざいはありません。そのあなたに対たい処しよができるのなら、喜んで僕自みずから足を運びますよ」

　言いながら、ジェレイドは立ち上がって優ゆう雅がに腰を折った。

「僕がルッセルなどという偽ぎ名めいを名乗ったことはお詫わびします。そして僕を殺そうとしなかったあなたの誇ほこりに謹つつしんでお礼れいを」

「……礼など言われる筋すじ合あいはない。私は今もおまえを殺したくて仕し方かたがないのだぞ」

「恐きよう縮しゆくです。ですが、あらためて──解放軍の指導者としてお聞きします。近この衛え騎士アレス。どうかあなたのそのお力を、僕ら解放軍のためにお貸かし願えませんか」

「私の答えは変わらん。それよりジェレイド。おまえこそ今すぐ武器を捨て、和解を申し出るべきだ。このまま戦い続ければ、必ずやまた持たざる者が犠ぎ牲せいになる」

「あなたの故こ郷きよう、レストニアのように──ですか？」

「……知っていたのか」

「ええ。あなたのことは一ひと通とおり調べさせて頂いただきましたので。これだけは申し上げておきますが、レストニア領が襲おそわれたのは、決して僕の意志ではありません」

「信じられる道どう理りはないな。いずれにせよ、解放軍が戦い続ける限り、第二第三のレストニアが生まれるだろう。ならば、私は少しでも多くの持たざる者を救すくうために剣を振るい続けるだけだ」

　ジェレイドは大きく肩をすくめて嘆たん息そくした。

「やはり妥だ協きよう点てんはないということですね。残念です」

「それは私の台せ詞りふだ。おまえほどの男だ、戦いが続けば犠牲が増えるということぐらい分かっているはずだ。なのになぜ戦いを続けようとする？　なぜ国王陛へい下かを信じない？」

「あなたには分からないんですよ、アレス卿。極ごつ寒かんの城じよう砦さいへ着の身着のまま徴ちよう兵へいされ、貴族や騎士の言われるがままに戦いの渦か中ちゆうへ放ほうり出され、人を殺すことを強きよう要ようされたご経験はおありですか？　自分が生きていくのに必要な食料さえ奪うばわれそうになり、生きるために少しでも抵てい抗こうすれば即そく座ざに処しよ刑けいされるという境きよう遇ぐうに遭あったことは？」

「…………」

　初めてアレスは言葉に詰つまった。

「名な高だかきファノヴァールの騎士。あなたは生まれたその瞬しゆん間かんから恵めぐまれ過ぎていたのです。もちろんあなたの人生にもいくつもの障しよう害がいはあったでしょう。ですが、それは恵まれた者にとっての障害に過ぎません。貴族たちがどれほど残ざん酷こくに農民たちを弄もてあそんでいくのか、その実じつ態たいをご存知ですか？　汗あせ水みず垂たらして作り上げた作さく物もつを、いとも簡単に奪われていく悔くやしさをご存知ですか？　いえ、人々のために陰かげながら剣を振り続けてきたあなたにならまだ分かるかもしれません。ですが、ほかの騎士や貴族たちはどうでしょう？　今この国に、農民出身の伯爵が一体何人いるかご存知ですか？」

「……いや」

「ゼロです。皆かい無むなんですよ。そんな人々が、我々農民の苦く境きようなんて理解できるわけがない。たとえ一度は和わ睦ぼくしたとしても、必ず迫はく害がいは続くでしょう。ですから、我々は戦って見せ付けなければならないんです。農民風ふ情ぜいの力をね。僕は王国全土を敵に回して勝てると思っているほど楽らつ観かん主しゆ義ぎ者しやではありません。僕たちの存在は常つねに砂さ上じようの楼ろう閣かくも同然ですし、出来ることなら今すぐ戦いをやめ、兵士たちを全員故郷に返し、農民に戻してやりたいとも思ってます。ですが、僕たちはもう引き返せないところまで来てしまったんです。今剣を収おさめるわけにはいかないんですよ」

「……確かに私も農民たちのことをすべて知っているわけではない。だが、おまえたちは知らないのだ。国王陛下や王女殿でん下かが、この国を少しでも良くしていくために日々どれだけ苦く悩のうしているのかをな。私はその手伝いができればいいと思っている。反乱軍が立ち塞ふさがるというのなら、私も剣を振るう。それだけだ」

「残念です」

　ジェレイドは大きくため息いきを吐ついた。

「これ以上話を続けても無む駄だでしょう。今日は貴き重ちような時間をありがとうございました。今日この場ではウォルナー卿の顔を立てて見み逃のがして頂いただければ幸さいわいですが、次からは構かまいません。お互たがい信じるもののために命いのちを賭かける──ということでいかがでしょうか？」

「……分かった。私も反乱軍の貴重な内ない情じようを聞かせてもらったことには感かん謝しやしておこう。だが、次に会ったときは全力で貴き様さまの首を獲とりにいく」

「ええ、構いません」

　ここでジェレイドはウォルナーに向き直った。

「ウォルナー卿、この場を設もうけていただいたことに謹んで御おん礼れい申もうし上げます」

「おまえに礼を言われる筋すじ合あいはない。私はただ弟で子しのために必要なことをやったまでのこと。言っておくが、引いん退たいしたとはいえ私もこの国に忠ちゆう誠せいを誓ちかった騎士だ。おまえを捕とらえて王国軍に差し出すべきかと悩なやんだことは一度や二度ではない。覚おぼえておけ」

「承しよう知ちしています。早々に退たい出しゆつし、二度と姿すがたを現さないことを誓いましょう。それでは、これで」

　もう一度ジェレイドは優雅に腰を折ると、中指で眼鏡をかけ直してからその場を去った。




「アレス」

　二人きりになった部屋で、静かにウォルナーは切り出した。

「……なんでしょうか」

「分かっているつもりだ、おまえが言いたいことは。私のしたことは祖そ国こくに対する裏うら切ぎりに近いことだったのかもしれん」

「私には何も言えません。そもそもウォルナー師が私をここへ呼んで下さらなければ、ジェレイドと会う機会を得えることすらできなかったでしょうから」

「それで……納なつ得とくできるのか？」

　アレスは力なく首を振った。

「正直、未いまだに迷まよっています。今からでもジェレイドを追いかけて殺すべきではないのかと、そう思わずにはいられません。ですが、私には慈じ悲ひの心を忘れるなと言ってくれた大切な主あるじがいます。その主を裏切らぬためにも、今はこれでいいのだと思うことにします」

「そうか」

　ウォルナーは抜ぬいたままだった剣を鞘さやに収めた。

　そしてアレスに正面から向き直る。

「これだけは言っておこう。私が祖国の敵てき、あのジェレイドを斬きろうともせず、おまえと引き合わせた理由をな。私は引退した身だ。老兵はただ去り行くのみ、今いま更さらこの国のことに干かん渉しようすべきではない。そう思ったのだ」

「では……なぜ、私がジェレイドを斬ることも止めたのですか」

「一つは、騎士道に背そむいて欲ほしくなかったからだ。ジェレイドは私に殺されることすら覚かく悟ごの上で、あくまで話をするためだけにここへ来た。武器一つ帯びずにな。いかなる理由があれ、それを殺すようなことは騎士として歩んできた道を否定することになる。私はおまえに後こう悔かいするようなことはさせたくなかった」

「それは分からなくもありません。一つは、と仰おつしやいましたね？　では他ほかにも理由が？」

「ある。それがおまえのために必要だと思ったからだ」

「……どういうことでしょう」

　言葉の意味を図はかりかね、訊たずね返す。

　ウォルナーは答えなかった。

　代かわりに自ら車くるま椅い子すを動かし、アレスがテーブルをひっくり返したせいで床にこぼれ落ちたパンの一つを拾い上げる。

　そしてそのパンを、アレスに手て渡わたした。

「アレス。そのパンは一いつ体たい誰だれが作ったものだ？」

「……農民たち、ではないのですか？」

「その通りだ。そしておまえは農民を守るために剣を振るっている。だが、ジェレイドもまた農民を守るために戦っているのだ。忘れるな、確かにおまえとジェレイドでは立場が違ちがうし、見けん解かいの相そう違いもあるだろう。だが結局のところ、おまえもジェレイドも、そのパンを守ろうとしているという点ではまったく同じなのだ」

　思わず言葉に詰つまった。

「それは……。確かに、そうなのかもしれませんが……」

「だからアレス、私はおまえにもっと大きな視し野やを持つ騎士となって欲ほしいのだ。味方だけではなく、敵のことも考えられるような騎士にな。そうなれば、たとえ今日ジェレイドを見み逃のがしたことで反乱が長引き、多くの持たざる者が犠ぎ牲せいになったとしても、後ご日じつより多くの人々を救すくう形でこの戦いを終わらせることもできるだろう。そう、私は信じている」

　ウォルナーはアレスに剣を差し出した。

「この剣を返しておこう。済すまなかったな、おまえの大事な剣を勝手に使って」

　ウォルナーの姿が、再ふたたびクラウディアに重かさなって見えた。

　同時に、ジェレイドから聞かされた数々の言葉が思い起こされる。貴族として生まれた者に、農民の苦労は分からない──ジェレイドはそう言った。

　確かにその通りかもしれない。貴族と平民。お互いを知らない限り、その差を埋うめることはできず、対立は続くだろう。だからこそジェレイドは言ったのだ。今武器を捨てることはできないと。

　ならば、彼らがなぜ武器を捨てることができないのかというその事情を知り、そして彼らが進んで武器を捨てられるような状じよう況きようを作りだすことこそが必要なのかもしれない。

　師がこの会見の場を用意した意味がようやく分かった気がした。

　手渡されたパンにかじりつく。ひとかけらでも無む駄だにするものかと、大おお口ぐちを開けて一気に食べ尽つくす。自分もジェレイドも、このパンのために戦っている。それだけは明めい白はくな事実なのだ。そのことをウォルナーは言いたかったのだ。

　アレスは主に尽くすように膝ひざを突ついた。そして、うやうやしく剣を受け取る。

「ウォルナー師。我わが誇ほこりは持たざる者のために。私はあなたの弟子であることを今も誇りに思います」




　　　　　◆




　アレスとウォルナーのやり取りを眺ながめていたパンドラは、屋や敷しきの外──その上じよう空くうに浮うかび上がり、一人呟つぶやいた。

《アレスめ。どうせ我わが主あるじの助言の真の意味など理解しておらぬのだろうな》

　ジェレイドが死ねば解放軍は即そく座ざに瓦が解かいする。それは事実だ。

　ただし──現時点でジェレイドが死し亡ぼうし、解放軍が敗はい北ぼくすれば、あらためてボルネリア侯こうという大貴族を殺さつ害がいした罪つみを追つい及きゆうされるのは必ひつ至しである。ジェレイドの言うように、今一度復ふく讐しゆうという名の死の嵐あらしが吹ふき荒あれることは間ま違ちがいない。

　復讐は復讐を呼ぶ。そうなれば新あらたな反乱が起こるのもまた必至である。それこそがまさしく黄たそ昏がれの主が望のぞむ展開なのだ。

　もっとも、ジェレイドのような傑けつ出しゆつした統とう率そつ者しやなどそうはいない。今ほどの大きな争いがまた起こるかどうかは黄昏の主であっても予想はできず、その意味ではアレスがジェレイドを殺さなかったことも吉きちと出るかもしれない。

　だがそれだけではない。黄昏の主が懸け念ねんしたことはもう一つある。

　ジェレイド自じ身しんから解放軍の成なり立たちを聞かされたアレスが、今こん後ごもこれまでと同じように剣を振り人の血ちを流し続けることができるのか──その疑うたがいを持ったのだ。

　復讐という動どう機きで剣を振り続けている間は何も問題はないが、しかしウォルナーが言ったようにより広い視し野やを持つようになれば、その剣の鋭するどさを鈍にぶらせることになりかねない。

　それゆえの助じよ言げんだったのだ。そジのエレ男イドを殺せと。その口から垂たれ流される言葉を耳に入れないために。

《それにしてもクラウディアめ。あの小こ娘むすめが慈悲などという言葉を吹き込まなければ、アレスももう少し従じゆう順じゆんな僕しもべとなっていただろうに》

　パンドラは子供が駄だ々だをこねるように口を尖とがらせた。

　だが、すぐその表情には少女の外見に似に合あわぬ妖よう艶えんな笑えみが浮かんだ。

《まあよい。このような状況だからこそ、我が契けい約やく者しやがどのような道を歩むのか、楽しみが増えるというものだからな──》




　　　　　◆




「つくづく残念ですね、やっぱり」

　ウォルナーの屋や敷しきを後にしたジェレイドは、一人呟つぶやいた。

　自分を拒きよ絶ぜつしたときのアレスの目を思い出す。

　なんという意い志しの強い目であろうか。いかなる障しよう害がい、いかなる誘ゆう惑わくをもってしても、あの目の輝かがやきを曇くもらせることはできないだろう。

　だが、そういう人物であるからこそ、その存そん在ざいは脅きよう威いなのだ。

　今の自分たちにはまったく後あとがない。今は王国軍より多くの兵を動どう員いんしてはいるが、それも後のことをまったく考えていないからできることなのだ。そうまでしてでも短期間のうちに王国軍に勝利し、その実績をもって譲じよう歩ほを勝ち取らなければならない。

　だが、アレスがいる限り、解放軍の勝ち目は薄うすくなるだろう。実際に会ってそれがよく分かった。〈風のミ戦ー乙女ア〉が対処を進しん言げんするのも当然だ。

　ジェレイドはため息を吐つくと、決心を固めるように静かに言った。

「アレス・ファノヴァール。僕はあなたを殺さねばなりません。たとえ、どんな卑ひ怯きような手しゆ段だんを講こうじてでも」











　間章　異ことなる二つの地で








　その頃ころ、王都ヴァンフィールでは国こく務む大だい臣じんカルレーン侯こう爵しやくが戦せん慄りつと共ともにアレスについての新あらたな報告に聞き入っていた。

「──アレス卿きようは本ほん来らい率ひきいることになっていた軍勢の半数、三百の兵を率いてマイエルムの反乱軍を攻こう撃げきしました。反乱軍は千人からなる軍ぐん勢ぜいを擁ようし、さらに崖がけを背せに強きよう固こな陣じん地ちを築きずいておりました。しかし、アレス卿は夜や間かんに単たん騎きにて崖を駆かけ下おり、陣地を強きよう襲しゆう。火を放はなち、剣を振るい、たった一人で反乱軍を混こん乱らんに陥おとしいれました。その混乱に呼こ応おうして三百の兵が正しよう面めんから攻せめ立て、一いち夜やにして、しかも味み方かたの被ひ害がいは最さい小しよう限げんに留とどめてこれを制せい圧あつしたとのことです」

「…………」

　大たい衆しゆうが好このみそうな三流の吟ぎん遊ゆう詩し人じんの謳うたう英えい雄ゆう譚たんのごとき戦いぶりである。カルレーン侯は自分の顔が強こわ張ばっていくのを感じた。

　不ふ快かいを買ったと思ったのか、部下の口が止まった。

「構かまわぬ、続けよ」

「は。その後、アレス卿は王国軍と反乱軍との決戦が繰くり広ひろげられていたトゥールスレン平原に駆かけつけました。そして王国軍の本陣に奇き襲しゆうをかけようとしていた〈風の戦いくさ乙おと女め〉率いる一隊の眼がん前ぜんにただ一人立ち塞ふさがり、これを防ふせぐべく尽じん力りよくしたとのこと。この際、ブライアン将軍は討うち取られましたが、ベルフェルド副将などはアレス卿の援えん軍ぐんがなければもっと致ち命めい的てきな打撃を受けていただろうと、賞しよう賛さんすることしきりだそうです」

「……そうか。そうも立て続けの戦せん功こうとあっては、もはや隠かくすに隠せまい。前線でのアレスの評判はどうなのだ？」

「は。すでに兵へい卒そつたちの中にはアレス卿のことを英雄のごとく崇すう拝はいしている者も多いとか。騎士や貴族たちもその実力を認みとめぬ者はおらず、その名声はもはやとどまるところを知らぬ様子」

「当然だな。千の敵てきを切り伏ふせるだの、単騎で崖を駆け下りるだの、まさしく英雄と呼ばれるに相ふ応さわしい所しよ業ぎようだ」

「御ぎよ意い。むしろ王都で未いまだアレス卿の名が轟とどろいていないのが不ふ思し議ぎなほどです」

　それは当然だった。他ほかならぬカルレーン侯が情報を操そう作さしているためである。

　だが、元がん来らい人の口に戸は立てられぬものである。アレスの活かつ躍やくが王都に広まるのも時間の問題だろう。

　カルレーン侯は今はもう動かなくなった左ひだり腕うでをさすった。深しん刻こくな考え事をするときの彼の癖くせである。

　もはや躊ちゆう躇ちよしている暇ひまはなかった。人の口に戸が立てられない以上、〝あの秘密〟も、いつかどこかで露ろ見けんするだろう。

　少し前までなら、あるいはアレスという騎士がただの凡ぼん人じんであれば、何も問題はなかったのだ。

　だが、今は状況が変わってしまった。たった一人で戦局を覆くつがえす人間離ばなれした英雄。そこに〝あの秘密〟が加われば、油あぶらに火ひ種だねを放ほうり込こむも同然だ。

　こうしてカルレーン侯は、ある決断を下くだすこととなる。

「ベアトリスを呼べ」

「……は？」

　部下の顔に緊きん張ちようが走った。

　ベアトリス。その名は、彼らにとって特別な意味を持つ。

　国務を統すべる大臣ともなれば、奇き麗れい事ごとだけではすべての荒あら事ごとを解決することはできない。そのようなとき、カルレーン侯は決まってベアトリスという名を持つその女を呼ぶのだ。するとなぜか事がうまく運ぶようになる。

「では、いよいよ……？」

「そうだ」

　そしてカルレーン侯は告げた。ベアトリスに下すべき命令の内容を。

「近この衛え騎き士しアレスを暗あん殺さつする」







　王国暦八三年第六の月初しよ旬じゆん。

　この日、いかなる偶ぐう然ぜんの産さん物ぶつか、トゥールスレン城じよう砦さい、そして王都ヴァンフィールという異ことなる二つの地、異なる二つの陣じん営えいにおいて、まったく同どう様ようの命令が下されたのである。







つづく










　あとがき






　世の中には健けん康こう診しん断だんというものがあります。

　会社員だったりすると会社の方で定てい期き的てきに色々やってもらえるのですが、自じ営えい業ぎようこと我々文ぶん筆ぴつ業ぎようはその辺あたりすべて自じ己こ責せき任にんだったりするものですから、なんか手続きとか色々面めん倒どうそうだなあと結局敬けい遠えんしてしまったりします。

　ときどき自じ治ち体たいが自営業者向けにやってくれたり補ほ助じよ金きんを出したりしてくれることもあるのですが、地元の商しよう工こう会かいに登録してないと駄だ目めだとか、年齢が三十後半になってないと駄目だとか、地方によって色々条じよう件けんがあったりして、早い話が私の場合は全部ダメでした。




　しかし、筆者が健康診断なるものを受けたのは多分高校生のときが最後で、その後にネタになるかと脳ドックなるものを受けたことがありましたが、体の方の検けん査さはここ十年近くまともにやったことがありません。




　ちなみに脳ドックを受けた際には、頭の断面図を取った際に謎なぞの白い影が見つかり、

「これはガンとかじゃなさそうだけど、ひょっとして寄き生せい虫ちゆうじゃね？」

　などとお医者様に言われ、そういえば仕事してるときも「こんな文章書いた覚えがないのになあ、いつの間に書いたんだろうなあ」などと思うことしばしで、師走トオル＝虫説がまことしやかに編集部内で囁ささやかれたのは内ない緒しよです。

（なお、結果として寄生虫でも体の異常でもなかったので念のため）




　閑かん話わ休きゆう題だい。

　ただでさえ作家業というのは昼夜逆転生活が当たり前、一日中パソコンの前に座ってるだけで運動もしない、人と会話することすらチャットの中だけ、「牛丼並で」と発言できればまだマシという、肉体はもちろん精神的にとっても百害あって一利なしという無茶な職業です。




　そこへきて十年も健康診断やってないとなると、段だん々だん不安になってくるわけです。

　何かしら自じ覚かく症しよう状じようがあるわけではありませんが、肩こりや頭ず痛つうなんかは結構ありますし、これが何か大たい病びようの前ぜん兆ちようだったら大変です。




　というわけで今年に入ってようやく人間ドックなるものを受けたわけです。もちろん全ぜん額がく負ふ担たん。ウン万円取られました。経費に入るんでしょうかこれ。

　しかも人間ドックって価格だけじゃなくて人気も高いんですね、予約が空あくの三ヶ月待ちだとか言われました。幸さいわい別の病院に問い合わせたら、たまたまキャンセルがあったとかで、うまいこと予約できたんですが。




　でまあ、検査の方は一通り問題なく終わりました。ただ、正直バリウム検査があれほどきついものだとは思いませんでしたね。

　胃を膨ふくらませるために発はつ泡ぽう剤ざいなるモノを呑のまされ、そこにバニラ味のぬっるいシェイクのようなものをぐびぐび飲まされるわけです。それこそもう腹の中は一杯だというのに、そこにお医者さんの「あと一口、ごくっと飲んでください」とという鬼おにのような一言。

　さらに胃の中では発泡剤がぶくぶくと泡を立て、すると当然のようにげっぷが出そうになるわけですが、「げっぷしないでください。胃が縮ちぢんじゃいますから」とやっぱり鬼のような一言が。我慢できる類のものじゃありませんよ、げっぷなんて。

　それでもどうにか歯を食い縛しばって耐たえてたら、胃の写真を色んな角かく度どから取るためと、寝ていた台が回転したり斜ななめになったり、トドメとばかり胃の辺りを機械で圧あつ迫ぱくされたり。もっと体調悪かったら確実にリバー……いえ、これ以上はさすがに品のない話になるのでやめておきます。

　いやあ、血液検査なんかは全然平気なんですが、このバリウム検査だけはたまりませんね。また何年かしたらあれをやらなければならないと思うとぞーっとします。




　結果として、幸いなことに体に特に問題は見つかりませんでした。

　ただ、一つだけ。

　人間ドックの検査項こう目もくに、目の検査というのもありまして。

　実は最近、筆者は昼に起きてからずっとパソコンに向かってると、視点が定めづらくなるというか、視界がぼやけるということが度たび々たびあったんですね。

　で、「これは何か病気の前兆ですかね？」と聞いてみたところ。




「ああ、それは老ろう眼がんですね」




　筆者は昔からパソコンやゲームしかしてないのに視力だけはあまり下がらず、今も一・二ぐらいあるのが密ひそかな自じ慢まんです。

　ですが、それがまずかったらしいんですね。

　視力が落ちないまま歳を重ねると、視点を定める力が弱まってくるとかなんとか。それでいわゆる老眼と呼ばれる症しよう状じようが出てくるんだとかなんとか。




　まだ二十代なのにまさか老眼なんて言葉が出てくるとは思いませんでした。人間の体って恐ろしいものです。

　ちなみに、今回筆者は人間ドック最大の恐怖と呼ばれる胃カメラはやりませんでした。でも、何年後かは分かりませんが、多分次ぐらいからはやらなきゃいけないっぽいです。健康を維い持じするって大変ですね……。

　というわけで大したオチもありませんが、皆さんもどうか定期的に健康診断を受けることをオススメします。







　……前書きが長くなりました。

　というわけで『火の国、風の国物語第三巻』いかがでしたでしょうか。




　今回はドラゴンマガジン連載分の短編（通称ジェレイド編）を収しゆう録ろくしておりますが、ご一読頂けますと分かる通り、そもそも短編といっても一つの長編を七つに分割しただけだったりしますので、筆者自身にもあんまり短編集という印象がありません。

　おまけに今回は書き下ろし分が結構ありまして、結局書き上げるのに長編一冊分ぐらいの時間がかかってしまいました。わりとどうでもいい裏うら事じ情じようですが、今回はドラゴンマガジンのリニューアルと被かぶってしまったこともあって、本当に発売日延期の一歩手前までいってしまったのは内ない緒しよです。

　とにかく読者の皆様におかれましては、今作もいつも通り楽しんで頂ければ、作家としてこれに勝まさる喜びもございません。




　さて、では例によってこの辺りで第四巻についての宣伝を。

　本書三巻ではアレスとジェレイドの邂かい逅こうが描かれました。

　そして四巻では──多分、本書をご一読頂けますと大方予想できると思いますのでここには書きません。

　サブタイトルはこんなんでいかがでしょうか。すなわち、『英えい雄ゆう暗あん殺さつ』。

　しかしこれはあまりにそのまんまじゃね？　という気もしておりますので、ひょっとしたら変更されるかもしれません。




　というわけで火の国、風の国物語第四巻『英雄暗殺（仮）』。

　夏ごろに発売……できたらいいなあ、と考えておりますので、今しばらくお待ちくださいませ。




　こんなところでしょうか。

　それでは、また四巻のあとがきでお会いできることを祈りつつ。




師走しわすトオル



http://december-hp.sakura.ne.jp/










追伸：




　そういえば一巻が出てから気付いたんですが、カバーの末尾にある「著者作品集」ってファンタジア文庫の一覧しか載ってないんですね……。同じ出版社ですし、せっかくですからここに富士見ミステリー文庫で出版させて頂いた本の一覧を載のせておこうと思います。




　●師走トオル　富士ミステリー文庫刊　著作リスト

タクティカル・ジャッジメント１


　逆転のトリックスター！

タクティカル・ジャッジメント２

　きまぐれなサスペクト！

タクティカル・ジャッジメント３

　いやがらせのリベンジ！

タクティカル・ジャッジメント４

　ろくでなしのリアクション！

タクティカル・ジャッジメント５

　湯けむりのデスティニー！　邂逅編

タクティカル・ジャッジメント６

　湯けむりのデスティニー！　大舌戦編

タクティカル・ジャッジメント７

　思いこみのリベンジ！

タクティカル・ジャッジメント８

　自業自得のクリスマス！

タクティカル・ジャッジメント９

　被告人・山鹿善行




タクティカル・ジャッジメントＳＳ

　紅の超新星降臨！

タクティカル・ジャッジメントＳＳ２

　はじめてのさいばん　りろーでっど

タクティカル・ジャッジメントＳＳ３

　善行くんの弁護士養成講座

タクティカル・ジャッジメントＳＳ４

　詐欺師の生まれた日




がらくたのフロンティア１

がらくたのフロンティア２




ねこのおと（作家七人によるリレー小説）



　ところで。

　話は変わりますが、小説を出版する際には、著ちよ者しや見み本ほんとして著者の元に十冊ほど本が届きます。しかしこれが意外な曲くせ者ものでして、たとえばシリーズの第一巻とかなら人にも配りやすいのですが、これが二巻とか三巻とか、しまいには七巻とか八巻辺りが十冊も届くと大たい抵てい処しよ分ぶんに困ります。

　しかしそこへ行くとイカサマ弁べん護ご士しが活かつ躍やくする「タクティカル・ジャッジメント」シリーズは、基本的に一冊で一つの殺人事件が完かん結けつするようなお話になっております。ですので、たとえば本屋に一巻がなくて二巻から読んだとしても問題ない親しん切せつ設せつ計けい。（事実、筆者はそう言って三巻や四巻の著者見本を友人にお買い上げ頂きました）

　さあ、「火風」第四巻が出るまであと数ヶ月。その間に是ぜ非ひお手軽に読める法ほう廷ていミステリーなどはいかがでしょうか！

（すいません、これが言いたかっただけです）
















初　出




　月刊ドラゴンマガジン

　　２００７年９月号～２００８年３月号




※本書は連載原稿に加筆修正したものです。










火ひの国くに、風かぜの国くに物もの語がたり３




星火燎原














師し走わすトとオおルる
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